
2023年度

シ ラ バ ス

桐生大学短期大学部

生活科学科

平成23年度以前カリキュラム…【3・4年生】



講義コード 30010001
講義名 歴史と文化
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 飯島 正義 指定なし

授業の概要と教育目標
歴史を理解するにあたっては、過去の事柄を知るだけでなく現代と結びつけて理解することが大
切です。授業では、日本の戦国時代末期から近代日本が確立する明治末期までの時期を中心に説
明します。授業の形態は、対面授業で行います（状況によってオンライン授業への変更がありま
す）。理解を確認するために授業時に確認問題等を実施するとともに、その問題の解答と解説を
次週行います。本科目は、歴史を学ぶことを通して、人間や社会に対する理解を深めていくこと
を目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連では、１．私たちの生活を身近な問題からグローバ
ルなテーマまで多角的に理解している、という項目と関連しています。本講義を通じて、日本社
会に対する理解を深め、私たちの身近な問題を歴史的に、さらに科学的・多面的に理解すること
できるようになることを目指します。
到達目標
日本の封建社会から近代社会への移行期を学ぶことによって、その後の日本の方向性、さらには
今日との関係について考えることができるようになることを目標とします。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

大航海時代の世界と日本
オリエンテーション（授業内容、授
業の進め方、成績評価等）
大航海時代の世界状況と日本につい
て学びます。

予習90分：シラバスの内容をよく確認しておく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第2回
16世紀のアジアと日本
16世紀の東インド貿易圏と日本との
関係について説明します。

予習90分：プリント資料を読んでおくこと。復
習90分：授業の重要事項を整理・まとめておく
こと。

織豊時代（１） 予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ



第3回 織田信長の天下統一と経済政策につ
いて学びます。

と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第4回
織豊時代（２）
豊臣秀吉の経済政策について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第5回
江戸幕府の成立
江戸幕府の成立や統治機構の整備に
ついて学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第6回
近世の村（１）
江戸時代の村の成立について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第7回
近世の村（２）
江戸時代の農民の生活について学び
ます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第8回
幕藩体制の経済構造
江戸時代の経済構造の形成と特徴に
ついて学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第9回
商品経済の発展
幕藩体制下で商品経済がどのように
発展していったのかを学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第10回
幕藩体制の動揺
商品経済の発展が幕藩体制をどのよ
うに変化させていったのかについて
学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第11回
19世紀の東アジア情勢
欧米列強が進出するようになった東
アジア情勢について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第12回
開国の影響
開国の経済的影響と幕藩体制の崩壊
について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第13回
明治政府の成立
明治維新から大日本帝国憲法制定ま
での政治過程について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第14回
日本資本主義の形成
明治以降、日本の資本主義体制がど
のように形成されていったのかを学
びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第15回
帝国日本の誕生
日清・日露の「戦後経営」とその後
の日本について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

教科書
教科書は使用しません。プリント資料を配布します。
参考書
必要に応じて随時紹介していきます。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
筆記試験60％、平常点（確認問題の提出、授業への取り組み等）40％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に実施した確認プリント等については、原則次週返却します。次週、改めて解答と解説を



行い、質問等に対してはその授業内に答えます。
履修のポイント
まず授業資料（プリント）を繰り返し読んで下さい。次に、授業項目の重要点について文章とし
て簡単にまとめておいて下さい。その作業を繰り返し行うと力がついていきます。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後質問等に応じます。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C010



講義コード 30020001
講義名 くらしとデザイン
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 久保田 恵美子 指定なし

授業の概要と教育目標
私たちの暮らしは、デザインに囲まれ生活しています。そしてそのデザインは、 誰かが自分の
ためにだけでなく、少しでも多くの人のために、また、暮らしが少しでも豊かになるように『も
の』をデザインし具体化したものです。
本授業ではデザインの役割や歴史をも学び、暮らしの中のデザインについて考察して行きます。
また、デザインにとって必要なカラー（色）についても多角的に学び、色が人に対する影響や色
の持つパワーにより、暮らしの中の空間を快適にさせ、目や心で判断する以前に、色を肌で感じ
また、体内で感じ、色が人間に与える影響などを視野に入れながら、くらしとデザインについて
学ぶ。また、その学んだ事を基にアイデアを生かしつつ
雑貨のデザインを試みる
卒業認定・学位授与の方針との関連
学科のディプロマ・ポリシーと関連させ、諸側面から 暮らしの中のデザインや色に対する理解
を深め、考察しながら知識を養い、暮らしの中で実感実践できることを目標とします。
到達目標
暮らしの中でのデザインの役割や、デザインの歴史についても学び、また、暮らしの中で色が人
に与える影響等々を考察し、いかに生活空間を快適にさせ、暮らしに役立たせる事を目標としな
がら、それを踏まえた上でアイデアを何らかの形として表現することができる。
授業計画

担当
者

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
久保
田
恵美
子

くらしのデザイ
ンⅠ

履修者に対し
質問、ディスカッション等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする
予習９０分



第2回
久保
田
恵美
子

くらしのデザイ
ンⅡ

履修者に対し
質問、ディスカッション等を行う

デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第3回
久保
田
恵美
子

くらしのデザイ
ン Ⅲ

履修者に対し
質問、ディスカッション等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第4回
久保
田
恵美
子

デザイン史Ⅰ 履修者に対し
質問、ディスカッション等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第5回
久保
田
恵美
子

デザイン史Ⅱ 

→レポート提出

履修者に対し
質問、ディスカッション等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第6回
久保
田
恵美
子

色のパワーⅠ
履修者に対し
実験、体感、質問、 ディスカッション
等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第7回
久保
田
恵美
子

色のパワーⅡ
履修者に対し
実験、体感、質問、ディスカッション
等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第8回
久保
田
恵美
子

色のパワーⅢ
履修者に対し
実験、体感、質問、ディスカッション
等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第9回
久保
田
恵美
子

色のパワーⅣ
履修者に対し
実験、体感、質問、ディスカッション
等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

第10回
久保
田
恵美
子

色のパワーⅤ 

→レポート提出

履修者に対し
実験、体感、質問、ディスカッション
等を行う

予習９０分
デザインについて考察す
る
復習９０分
授業内容の復習や配布資
料の見直しをする

久保
田 くらしの中の雑 履修者に対し、自作した雑貨デザイン 予習９０分、復習９０分



第11回 恵美
子

貨をデザインし
実践するⅠ

を基に質問、意見交換、ディスカッ
ション、実技指導等を行う

自作雑貨デザインを考え
る

第12回
久保
田
恵美
子

くらしの中の雑
貨をデザインし
実践するⅡ

履修者に対し、自作した雑貨デザイン
を基に質問、意見交換、ディスカッ
ション、実技指導等を行う 

予習９０分、復習９０分
自作雑貨のデザインを考
え、素材の研究、調達方
法等の調査

第13回
久保
田
恵美
子

くらしの中の雑
貨をデザインし
実践するⅢ

履修者に対し、自作した雑貨デザイン
を基に質問、意見交換、ディスカッ
ション、実技指導等を行う

予習９０分、復習９０分
自作雑貨のデザインを考
え、素材の研究、調達方
法等の調査、制作

第14回
久保
田
恵美
子

くらしの中の雑
貨をデザインし
実践するⅣ

履修者に対し、自作した雑貨デザイン
を基に質問、意見交換、ディスカッ
ション、実技指導等を行う

予習９０分、復習９０分
自作雑貨の素材の研究、
調達方法等の調査、制作

第15回
久保
田
恵美
子

くらしの中の雑
貨をデザインし
実践するⅤ 

→作品の完成
→プレゼンテー
ション
→作品の提出

・履修者に対し、自作した雑貨デザイ
ンを基に質問、意見交換、ディスカッ
ション、実技指導等を行う
・作品のプレゼンテーションを行う
・作品の講評会
・作品の提出→返却

予習９０分、復習９０分
自作雑貨デザインを完成
させる
プレゼンテーションがで
きるよう準備

教科書
使用しません
参考書
使用しません
成績評価の方法・基準
単位認定 ６０点以上
レポート ３０%
課 題 ５０%
授業に対しての姿勢 ２０%
課題等に対する
フィードバックの方法
プリントを配布しますので授業内での理解に役立ててください
授業内でのレポートや実技課題を課します
履修のポイント
授業に対して積極的に取り込んでください
オフィス・アワー
月火水曜日12時３０分〜13時20分
１１号館同窓会事務局内
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C030



講義コード 30030001
講義名 人間と心理
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
ものを見ること、覚えること、考えること、泣いたり笑ったりすることなど、私たちが意識する
としないとにかかわらず、人のあらゆる活動に心はかかわっている。心理学は、そのような私た
ちの心のはたらきを明らかにすることを目的としているが、そのはたらきはさまざまである。そ
して、人は常に、状況に応じて適切な判断を下し、その場に合った行動をうまく選択し、自分に
とって必要で大切だと思うことをきちんと覚えておくような存在かというと、そうでもない。本
講義では、そうした人の心の多様なはたらきについて取り上げる。授業は講義形式で行うが、
テーマによって視聴覚にうったえる試みもする予定である。教育目標として、人の心のはたらき
の基礎知識の習得し、人に対する理解を深めることを目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、私たちの生活を身近な問題からグローバルな
テーマまで多角的に理解すること、生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことがらにつ
いて、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解することを目指し、心理的側面
の理解を通してその目的達成に資する知識を養う。そして、将来的な展望としては、多様な人間
の生活科学の問題を理解する基盤となる学修成果を残すことを目指すものとする。
到達目標
１．知覚・記憶・学習・発達・性格・感情と欲求・適応機制などにかかわる専門用語の意味を理
解する。 
２．知覚・記憶・学習・発達・性格・感情と欲求・適応機制などにかかわる心理学理論について
理解する。 
３．日常的な出来事を心理学の理論に沿って理解する。
４．人の心の全般的なしくみについて理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

オリエンテーション（授業の進め方、成
績評価など）

予習90分：教科書
第1章を読む。



第1回 心理学のいろいろ 心理学の系譜を概観しながら、日常生活
から社会の動きまでのワークシートを使
いながら理解を深める。

復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第2回 知覚心理学 
錯視をはじめとし、見えの不思議につい
て教科書のワークをしながら知覚の不思
議を体験する。
（DVDの視聴あり）

予習90分：教科
書pp.20-34を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第3回 学習心理学

テスト勉強で何かを覚えるだけでなく、
知らず知らず身につけてしまう学習につ
いて取り上げる。日常生活で我々が知ら
ず知らず身に着けている行動の例につい
て考える。
（DVDの視聴あり）

予習90分：教科
書pp.34-43を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第4回 認知心理学 記憶や思考についてのワークをしながら
理解を深める。

予習90分：教科
書pp.43-54を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第5回
人格心理学 いくつかの心理検査を行い、自分自身に

ついての理解を深めるながら、パーソナ
リティについて理解を深める。

予習90分：教科
書pp.56-70を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第6回 発達心理学①
発達の基本概念について取り上げる。発
達を促進する遺伝的要因と環境要因につ
いて、メンバーの考えを聴きながら自分
の考えを広げたり深めたりする。

予習90分：教科
書pp.71-83を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第7回 発達心理学②

自分らしさを作り上げる過程から死を迎
えるまでの発達について取り上げる。心
理検査等により自分のアイデンティティ
についての理解を深めながら、青年期の
発達課題について理解する。

予習90分：教科
書pp.84-101を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第8回 社会心理学①
対人関係における印象形成、対人魅力、
恋愛について、メンバーの考えを聴きな
がら自分の考えを広げたり深めたりす
る。

予習90分：教科
書pp.102-118を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第9回 社会心理学② 
人を動かす心理学について、メンバーの
考えを聴きながら自分の考えを広げたり
深めたりする。
（DVD視聴あり）

予習90分：教科
書pp.119-135を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第10回 社会心理学③
援助行動と攻撃行動について、メンバー
の考えを聴きながら自分の考えを広げた

予習90分：教科
書pp136-148を読
む。



り深めたりする。 復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第11回 健康心理学① 心の健康、適応についてメンバーの考え
を聴きながら自分の考えを広げたり深め
たりする。

予習90分：教科
書pp.149-158を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第12回 健康心理学②
ストレスについてメンバーの考えを聴き
ながら自分の考えを広げたり深めたりす
る。

予習90分：教科
書pp.158-163を読
む。
復習90分：小テス
トに解答する。配
布資料を見直す。

第13回 健康心理学③

心の健康の維持のために自分のコミュニ
ケーションのクセについて理解する。さ
らに、心の回復や正常と異常の違いにつ
いて見交換を行い、多面的に考える。
（DVD視聴あり）

予習90分：教科
書pp.164-171を読
む。
復習90分：配布資
料を見直す。

第14回

臨床心理学
無意識の発見から明ら
かになった知見につい
て取り上げる。さらに
心の病と心理療法につ
いて取り上げる。

心へのアプローチについて、「無意識」
「行動」「認知「成長する力」に焦点を
当てて理解する。
（DVD視聴あり）

予習90分：教科
書p18,19,146,157を
読む。
復習90分：配布資
料を見直す。

第15回

社会現象 
心理学から見た社会現
象について取り上げ
る。

社会・集団等によって知らず知らず影響
を受けていることを理解する。特にコロ
ナ禍における心理学から見た社会現象に
ついて考究する。
（DVD視聴あり）

予習90分：教科
書pp.172-182を読
む。
復習90分：配布資
料を見直す。

教科書
藤本忠明他 『ワークショップ心理学』 ナカニシヤ出版
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）40％ 
レポート・課題30％ 
授業への積極性・態度30％

課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、返却するので学習の参考にすること。
小テストの答えは、授業の始めに提示するので、必ず解答しておくこと。
履修のポイント
講義への積極的な取り組みを期待します。本科目は、「ピアヘルパー」資格取得にかかわる科目
（「人間と心理」「臨床心理学」「人間関係」）のひとつです。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。



科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C031



講義コード 30040001
講義名 くらしと憲法
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 松原 直樹 指定なし

授業の概要と教育目標
社会保障費の増大と国民負担率の上昇、地方自治体の消滅可能性、働き方改革など、国の課題は
山積している。そんな中、選挙権年齢が18歳以上に引き下げられ、大学生全員が選挙権を有す
ることになってから、すでに何回かの選挙が行われている。本講座においては、私たちの生活や
安全に大きな関わりをもつ国の基本法である日本国憲法を素材に、私たちの生活を考えていく予
定である。
憲法の基本原理とその根底に流れる思想を学習した後、われわれの生活に深く関わりのある現代
的なトピックを取り上げ、できる限りくらしとの関わりに留意しながら、主権者としての判断能
力を身につけられるよう、学習していく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
憲法を素材として、私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解できる
ようにする。憲法に関わる社会におけるさまざまな現象を科学的に理解し、そうした学修成果を
社会で実践的に活用できるよう学修する。
到達目標
１．憲法とは何か、また法令の基本構造、および法令における憲法の位置づけを理解する。
２．憲法に規定されている基本的人権は何か、またその具体的内容について理解する。
３．国の政治のしくみについて、憲法はどう規定しているかを理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

現在、日本国憲法に関してどのよ
うな問題が生じているのかについ
て学習した後、憲法とはどのよう
な法かを学習する。立憲主義につ
いても学習する。

予習90分： シラバスを読み、授業計
画について把握する。
復習90分：ハンドアウト第1回に記載
してある内容を読んで、復習する。

日本国憲法の制定過程について、 予習90分： ハンドアウト第2回および



第2回 第二次大戦後からＧＨＱによる憲
法案の提示、国会での審議等につ
いて、ＶＴＲに沿って学習する。

『目で見る憲法』p.ⅷ、p.2～p.4を読
む。
復習90分：ハンドアウト第2回に記載
してある内容を読んで、復習する。

第3回

日本国憲法の基本原理である「国
民主権」について、規定と意味に
ついて学習する。さらに、「基本
的人権の尊重」に関する規定とそ
の概要について学習する。

憲法の制定
過程につい
てのドキュ
メンタ
リーVTRに
対するコメ
ントを発表
する。

予習90分： ハンドアウト第3回および
『目で見る憲法』p.5～p.7を読む。
復習90分：ハンドアウト第3回に記載
してある憲法や関連法令の条文を読ん
で、復習する。

第4回

日本国憲法の基本原理である「平
和主義」について、規定内容を学
習し、さらに日本の防衛政策の現
状、安保関連法制との関係につい
て、学習する。平和主義に関する
裁判についてのVTRを使って学習
する。

憲法第9条が
争点となっ
た裁判につ
いてのド
キュメンタ
リーVTRに
対するコメ
ントを発表
する。

予習90分： ハンドアウト第4回および
『目で見る憲法』p.8～p.10を読む。
復習90分：ハンドアウト第4回に記載
してある憲法や関連法令の条文、その
他の内容を読んで、復習する。

第5回

憲法が保障している法の下の平等
の意義・内容について学習する。
現実に生じている平等をめぐる問
題について、判例を素材として検
討する。

予習90分： ハンドアウト第5回および
『目で見る憲法』p.23～p.29を読む。
復習90分：ハンドアウト第5回に記載
してある憲法や関連法令の条文、判
例、その他の内容を読んで、復習す
る。

第6回

信教の自由を中心に学習する。な
ぜ認められる必要があるのか、そ
の歴史的沿革、内容について学習
する。また、政教分離原則につい
て学習し、信教の自由に関する判
例と政教分離に関する判例を素材
として、学習する。

予習60分： ハンドアウト第6回および
『目で見る憲法』p.30～p.33を読む。
復習120分：ハンドアウト第6回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。中間確認テストに向けて、これま
でのハンドアウトを見直す。

第7回

表現の自由の意義とその内容につ
いて、学習する。また、プライバ
シー権との関係についても学習す
る。さらに、表現の自由・プライ
バシー権をめぐる判例を検討す
る。

表現の自由
とプライバ
シー権に関
する判例の
うちいくつ
かを取り上
げ、議論す
る。

予習60分： ハンドアウト第7回および
『目で見る憲
法』p.34～p.42、p.19～p.20を読む。
復習120分：ハンドアウト第7回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、議論につ
いて、復習する。中間確認テストに向
けて、これまでのハンドアウトを見直
す。

第8回

憲法が保障する「人身の自由」に
ついて学習した後、刑法との関係
について理解する。また、犯罪と
刑罰制度の概要を学習し、特に死
刑制度について、その現状とそれ
に対する議論を検討する。
中間確認テスト(45分間)を実施す
る。

予習90分： ハンドアウト第8回および
『目で見る憲法』p.48～p.50を読む。
復習90分：ハンドアウト第8回に記載
してある憲法や関連法令の条文、その
他の内容を読んで、復習する。授業で
取り上げた判例を読んで、復習する。

社会権と区分される人権について
予習90分： ハンドアウト第9回および
『目で見る憲法』p.51～p.53を読む。



第9回 学習した後、「生存権」と「労働
基本権」についてその概要を学習
する。

復習90分：ハンドアウト第9回に記載
してある憲法や関連法令の条文、その
他の内容を読んで、復習する。授業で
取り上げた判例を読んで、復習する。

第10回
労働者に関わる人権と「教育を受
ける権利」について学習し、理解
する。

予習120分： ハンドアウト第10回およ
び『目で見る憲法』p.54～p.56を読
む。レポート(第12回提出)を作成す
る。
復習60分：ハンドアウト第10回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。返却されたテストの誤った部分に
ついて、正解を検討しておく。

第11回

国会のさまざまの権能、国権にお
ける地位について概観する。衆議
院と参議院の関係、国会の意思決
定過程、具体的な役割について学
習する。さらに、選挙制度につい
ても、学習する。

予習120分： ハンドアウト第11回およ
び『目で見る憲
法』p.57～p.61、p.69～p.84を読む。
レポート(第12回提出)を作成する。
復習60分：ハンドアウト第11回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。

第12回

内閣の地位・役割について、学習
する。「議院内閣制」の内容とメ
リット、内閣総理大臣の選出方
法、国務大臣の任免、さらに内閣
の具体的な役割、意思決定の方法
等について、主に学習する。
※授業終了時にレポートを提出す
る。課題は「憲法に関するニュー
スもしくは課題を法学的に検討す
る。」A４用紙１枚以上を条件と
する。

予習120分： ハンドアウト第12回およ
び『目で見る憲法』p.85～p.92を読
む。レポート(第12回提出)を作成す
る。
復習60分：ハンドアウト第12回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。

第13回
裁判のしくみについて、概要を学
習した後、刑事裁判で取り入れら
れている裁判員制度について、Ｖ
ＴＲに沿って学習する。

予習60分： ハンドアウト第13回およ
び『目で見る憲法』p.93～p.103を読
む。
復習120分：ハンドアウト第13回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。最終確認テストに向けて、これま
でのハンドアウトを見直す。

第14回

憲法が規定する「象徴天皇」の地
位・権能、またそれを規定してい
る皇室典範について、学習する。
また、地方自治に関する規定内容
について学習し、さらに、憲法改
正の手続、憲法改正に関する各政
党・学界・国民の考え方について
理解する。

裁判員裁判
に関す
るVTRに対
するコメン
トを発表す
る。

予習60分： ハンドアウト第14回およ
び『目で見る憲法』p.104～p.113を読
む。
復習120分：ハンドアウト第14回に記
載してある憲法や関連法令の条文、そ
の他の内容を読んで、復習する。授業
で取り上げた判例を読んで、復習す
る。発表されたコメントについて、自
分の意見と対照させる。最終確認テス
トに向けて、これまでのハンドアウト
を見直す。

これまでの学習について、全体を 予習90分： ハンドアウト8～14を確認



第15回
まとめ、憲法を取り巻く状況とそ
の課題について検討する。
最終確認テスト(記述式・40分
間)を実施する。

する。
復習90分：最終確認テストの解答・解
説を確認し、間違ったところを解説に
チェックし、ハンドアウトで復習す
る。

教科書
『目で見る憲法』初宿正典・大沢秀介・他 編著（有斐閣）
参考書
『ポケット六法』山下友信・山口厚 編集代表 （有斐閣）
成績評価の方法・基準
平常点（授業への参加度・学習態度・授業内課題等）［20％］、レポート［30％］、確認テス
ト［50％］を総合して評価。総合点60点以上で単位認定する。
課題等に対する
フィードバックの方法
第8回に実施する中間確認テストの解答例と解説は、第9回以降の授業時に行う予定である。採
点した答案は、第9回以降の授業時に返却する予定である。第12回に提出を義務づけたレポート
については、採点および講評記載の後、第15回の授業時に返却する予定である。第15回の最終
確認テストについては、解答例及び解説をWeb上(「Teams」のフォルダー等)にPDFファイルで
掲載する。採点した答案については、希望する者には返却する。11号館３階研究室11に取りに
来ること。
履修のポイント
教員免許を取得しようとする学生は、必ず履修すること。
オフィス・アワー
月・火・金曜日，11時～15時（授業時間以外），11号館３階研究室５
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C011



講義コード 30050001
講義名 現代社会と経済
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 飯島 正義 指定なし

授業の概要と教育目標
授業内容は、１．これまでの代表的な経済思想を知る、２．ミクロ・マクロの経済学の基礎知識
を習得する、３．経済統計や新聞記事の内容ができるようにする、という３つの内容を含んでい
ます。授業は、講義形式で行いますが、内容的な切れ目で「確認プリント」を実施します。本科
目は、私たちの生活の身近な経済的問題からグローバルな問題までを理論的に理解できるように
なることを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連では、１．私たちの生活の身近な問題からグローバ
ルなテーマを多面的に理解している、という項目と関連しています。本講義を通して身近な経済
的問題を理論的に理解・説明できるようになることを目指します。
到達目標
１．代表的な経済思想の特徴を理解できるようになる
２．ミクロ・マクロの経済学の基礎理論を理解できるようになる
３．経済指標の見方がわかるようになる
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

経済学の成立
オリエンテーション（授業内容、授業
の進め方、成績評価等）
経済学でどのようなことを学ぶのか、
経済学の成立について学びます。

予習90分：シラバスをよく読んでおくこと。
復習90分：授業の重要事項を整理・まとめて
おくこと。

第2回
経済思想（１）
アダム・スミスなど古典派経済学の特
徴について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第3回
経済思想（２）
歴史学派、マルクス経済学の特徴につ

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと



いて学びます。 めておくこと。

第4回
経済思想（３）
新古典派経済学の特徴について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第5回
経済思想（４）
ケインズの経済学の特徴について学び
ます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第6回
国民経済の仕組み
国民経済を構成している家計・企業・
政府の経済3主体とその相互関係につい
て学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第7回
市場メカニズム
市場メカニズムとは何か、需要と供給
の関係、価格の決定について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第8回
市場の失敗
市場メカニズムのメリット・デメリッ
トについて学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第9回
景気循環
景気変動がなぜ起こるのか、景気の波
について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第10回
政府の役割
政府の経済に関する役割について学び
ます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第11回
中央銀行の役割
中央銀行（日本銀行）の役割について
学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第12回
国内総生産（GDP）
国内総生産（GDP）とは何か、三面等
価の原則について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第13回
経済成長
経済成長とは何か、成長要因について
学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第14回
貿易と国際収支
古典的な貿易理論、国際収支とは何か
について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第15回
為替レート
為替レートとは何か、その変動要因と
影響について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

教科書
使用しません。プリント資料を配布します。
参考書
必要に応じて紹介します。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
筆記試験60％、平常点（確認プリントの提出、授業への取り組み等）40％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で行った確認プリント等は、原則として次週返却します。
履修のポイント



授業資料（プリント）のポイントの整理・まとめを着実に積み重ねて下さい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C032



講義コード 30060001
講義名 くらしと統計
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
現在の情報化社会では、健康情報をはじめさまざまな数値やデータがあふれており、それらの数
値を適切に扱うためには、統計的な手法の理解が必要である。
そこで、偶然に起きると思われる事象から得られるデータを、数表化、視覚化したり、数学的道
具を用いてより科学的に分析したりして、研究や、仕事をはじめ、社会生活に広く役立てていく
ことを目的にして、統計の具体的な例や、記述統計、推測統計の基礎的な理論を学ぶ。
授業ではMoodleを活用する予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この授業は、生活科学科のDP「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的
に理解」を目指し、数値や図表として表現されているデータの持っている意味を正しく把握する
力を養う。その上で、物事を多角的に理解する力を身に付け、専門科目での科学的な学修を行う
ための礎となっている。
到達目標
・統計学の概念を理解し、説明できる
・データを集計し、各種統計量を求められる
・母平均の推定などを行うことができる
・統計的仮説検定の考え方を理解し、行うことができる
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
母集団や標本などの統計学の基本概念
と数学知識の確認、電卓の使用方法
【電卓を持参すること】

予習90分：高校の数学「データ
の分析」について、教科書等で
確認
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題
予習90分：配布教材・教科



第2回 標本抽出 書p17～32を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第3回 度数分布表の作り方
予習90分：配布教材・教科
書p33～48を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第4回 中心的傾向の特性値（平均、中央値、
最頻値など）の求め方 問題演習

予習90分：配布教材・教科
書p49～62を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第5回 変動の特性値（不偏分散、標準偏差な
ど）の求め方 問題演習

予習90分：配布教材・教科書
のp63～76を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第6回

確認テスト①
確率分布の性質について（離散型確率
分布）
（確率ｐ78～88については、授業中扱
いませんので、各自で学習してくださ
い）

予習90分：配布教材・教科
書p77～101を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し

第7回
確率分布の性質について（連続型確率
分布）
正規分布とは

予習90分：配布教材・教科
書p77～114を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、確認テスト

第8回 正規分布の性質や標準化、標準正規分
布表の見方などについて 問題演習

予習90分：配布教材・教科
書p107～130を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第9回 統計的有意性（有意水準、信頼係数な
ど）

予習90分：配布教材・教科
書p131～138を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第10回
標本平均の分布、中心極限定理、推定
方法の基本的な考え方
正規分布と母平均の推定

問題演習
予習90分：配布教材・教科
書p139～150を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第11回 t分布と母平均の推定
母平均の推定のまとめ

予習90分：配布教材・教科書
第6章を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第12回
母平均の推定のまとめ
統計的仮説検定の考え方（有意水準、
有意確率、棄却域、仮説）

問題演習
予習90分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第13回 母平均に関する仮説検定の方法
予習90分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題

第14回 母平均に関する仮説検定のまとめ 問題演習
予習90分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習90分：教科書および配布教
材の見直し、振り返り課題
予習90分：教科書・配布教材の



第15回 講義のまとめ、確認テスト② 見直し
復習90分：授業全体の振り返
り、確認テストの見直し

教科書
「はじめての統計学」鳥居泰彦（日本経済新聞社）
参考書
「管理栄養士・栄養士のための統計処理入門」武藤志真子編著（建帛社）「完全独習統計学入
門」小島寛之（ダイヤモンド社）「マンガでわかる統計学」高橋信（オーム社）など
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。授業中に課す振返り課題40%、理解度確認のための試験60%。
課題等に対する
フィードバックの方法
確認テストについて、結果が明示されますので、参考にしてください。
課題については解答を明らかにしますので、各自で確認し、疑問点は質問してください。
履修のポイント
数学的な理論には深入りせず、なるべく具体例で統計学の考え方を身に付けられるように配慮し
ていく予定である。また、2年次の「栄養情報処理演習」ではコンピュータを用いて統計処理を
扱う予定である。
・講義には【電卓】（平方根の機能がついたもの！）を持参すること
・課題については必ず自分の力で解き、疑問点などは質問すること
・授業に欠席（公欠も含む）した場合は、授業の課題等を確認すること
オフィス・アワー
金曜日の昼休みを予定。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。11号館3階研究
室6。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C012



講義コード 30070001
講義名 くらしと生命科学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容 無し

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士になるために学ぶ教科目のなかで、生物学が関与する内容は非常に多い。高校時代に｢生
物｣を履修してこなかった学生にも解りやすく講義する。私たちの身体に関する内容（細胞、遺
伝、免疫など）を中心に講義する。また最新のバイオテクノロジーやバイオサイエンスの情報な
ども織り込んでいく。栄養士として知っておきたい身体のメカニズムを説明できるようになりた
い。生活科学科における衣食住の学習、あるいは栄養士必修科目である「人体の構造と機能」に
必要な基礎的な人間の身体について、基本的な事柄をおさえる。また生活科学科で必修科目と
なっている生活環境論と、生態系の成り立ちや管理・保全について重複するところがある。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマポリシーに「人間のからだ」について基本的なしくみを理解
することが明記されている。人間のからだのメカニズムに対する理解を中心に、栄養士として必
要な生物学の基礎を習得することを目指す。
到達目標
1．生命の基本単位である細胞に共通する基本構造および機能について説明できる。細胞の発
生、遺伝、進化のしくみについて説明できる。
2．私たちの生体内で起こる様々な生命現象について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

生物学のオリエ
ンテーション、
コロナウイルス
と人類について

私たちヒトがどのようにして生
まれてきたのか、また進化して
きたのかなど質疑応答する。

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。
予習（90分）として教科書を読



第2回
橋
爪
博
幸

体内の異物を排
除するしくみ、
とくに免疫のシ
ステムについて

み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第3回
橋
爪
博
幸

細胞を構成して
いる物質、細胞
小器官の構造と
機能。とくにミ
トコンドリアの
構造と機能

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第4回
橋
爪
博
幸

ATPの産生、呼
吸反応の経路に
ついて

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第5回
橋
爪
博
幸

光エネルギーを
化学エネルギー
に変換する光合
成のしくみ

“たんぱく質とは何か”をもとに
学生たちがイメージするものを
回答させ、私たちに対してたん
ぱく質がどのように機能・関与
しているのかを理解する。

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第6回
橋
爪
博
幸

タンパク質の構
造とさまざまな
機能について

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第7回
橋
爪
博
幸

遺伝子、遺伝を
つかさど
るDNAについて

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第8回
橋
爪
博
幸

DNAの複製、遺
伝子組み換えの
方法について

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第9回
橋
爪
博
幸

生殖細胞の形成
や受精、染色体
の変異について

私たちにとって体細胞分裂や減
数分裂が行われなかった場合に
どのような不具合が生じるかを
意見させ、細胞分裂の意義につ
いて検討する。

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第10回
橋
爪
博
幸

体温や血糖値な
ど内部環境を一
定に保つしくみ
ついて

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

橋
予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート



第11回 爪博
幸

ヒトの身体内で
の老廃物排除の
しくみ

にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第12回
橋
爪
博
幸

進化と多様性の
創出、ヒトの起
源と進化につい
て

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第13回
橋
爪
博
幸

生物同士のコ
ミュニケーショ
ン手段、縄張り
について

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第14回
橋
爪
博
幸

遺伝とは、メン
デルの研究と遺
伝の法則など

“さまざまな遺伝”について説明
後、血液型や耳あかなど私たち
の身近な遺伝の優劣について調
査し、日本人全般の優劣の比率
とクラスの比率に差があるのか
を検討する。

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

第15回
橋
爪
博
幸

性と遺伝、性染
色体と性の決
定、伴性遺伝な
ど

予習（90分）として教科書を読
み、わからない用語を調べノート
にまとめる。復習（90分）とし
て配布した資料を再読し復習問題
を解き、理解できなかった内容を
再確認する。

教科書
授業時にプリント教材を配布する。
参考書
『基礎から学ぶ 生物学・細胞生物学』第４版 和田 勝著（羊土社）。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。筆記試験（75％）とレポート等（25％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。学期末の筆記試験にも関与する事柄なの
で、必ず復習しておくこと。また、単元ごとに復習問題を配付するので、必ず問題を解いて授業
内容の理解に役立てること。
履修のポイント
教科書の内容以外の事柄についても取り入れていくので、授業には積極的に参加すること。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または水曜日の昼休み９号館３階第６研修室で受け
付ける。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C013



講義コード 30080001
講義名 くらしと化学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容 無

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
大学や短大で学ぶ基礎的な化学に関する講義である。原子量、あるいは溶液のモル濃度など基本
的な計算を行う。酸と塩基、酸化と還元、熱化学方程式、化学平衡など物質に関する初歩的な内
容を押さえていく。透析、あるいは放射線療法など今日の医療現場で応用される技術についても
学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーにある「食品」あるいは「健康」のキーワードに関係する化
学の知識を中心に学ぶ。栄養士として社会で活躍する際に知識として必須の栄養成分、あるいは
毒となる物質などについても理解する。
到達目標
基礎栄養学や生物学、環境化学と関連する基本的な化学の用語、化学変化、あるいは化学物質等
について各自で説明できるようにする。社会に出てからも栄養素の必要性や毒物の危険性等を化
学の知見から説明できるようにする。
授業計画

授業内容と方
法、課題

アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
元素記号と周
期表、あるい
は基礎的な化
学物質の名称

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第2回
原子の構造、
原子とイオン
の関係

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第3回

化学で扱う単
位、単位変換
の計算、有効

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理



数字等につい
て 解できなかった内容を再確認する。

第4回
原子同士の結
合（１）イオ
ン結合、共有
結合

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第5回
原子同士の結
合（１）金属
結合、その他
の特殊な結合

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第6回 化学反応式の
基礎

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第7回 酸と塩基、中
和反応の基礎

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第8回

水溶液の濃度
について、物
質量モルの概
念とその計算
方法

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第9回
パーセント濃
度とモル濃度
の変換希釈に
ついて

モル濃度、パーセン
ト濃度の計算問題に
チャレンジする。

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第10回
水溶液の性
質、浸透圧に
ついて

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第11回
化学平衡と活
性化エネル
ギー

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第12回
物質の変化と
熱の出入り、
熱化学方程式
の基礎

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第13回
酸化と還元、
あるいは電池
のしくみ

最先端科学の成果の
ひとつ燃料電池の仕
組みを調べ、レポー
トにして提出する。

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第14回

放射線の種類
と放射能の強
弱、あるいは
半減期につい
て

課題として、放射線
の安全な利用につい
て調べ、レポートと
して提出する。

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。

第15回
物質の状態変
化、気体の性
質

予習（90分）として教科書を読み、わからない
用語を調べノートにまとめる。復習（90分）と
して配布した資料を再読し復習問題を解き、理
解できなかった内容を再確認する。



教科書
野島高彦『はじめて学ぶ化学』化学同人、2019年。
参考書
授業時にプリントを配布する。
成績評価の方法・基準
60点以上で単位認定。期末試験（75％）、レポート点（25％）を合計して評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。課題等について授業内で解説する。教科書
や配布プリントをよく読み、不明な点は教員に質問したり、テキスト等で確認すること。
履修のポイント
高校時に化学を履修していない学生は履修することが望ましい。レポートはかならず提出する。
休まず授業に出席する。基礎栄養学や生物学、環境科学と関連する事項が多いので、他教科の授
業内容と関連づけ横断的に理解するよう心がける。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みをオフィス・アワーとする。９号館３階の第６研究室にくること。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C033



講義コード 30090001
講義名 スタートアップセミナー
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
健康に対する志向が高まり、生活の質の向上が求められている今日、日々の食生活を担う栄養士
の役割は大切である。生活科学科では、食と栄養の専門家である栄養士の養成とし、食と健康に
関わる知識と技術を身につけ、健康づくりに貢献できる専門的知識をもった人材を育てることを
目標とする。また、栄養士として備えるべき知識と技術全般を体得するため、学校・事業所・高
齢者福祉施設・事業所等の校外実習を栄養士必修科目とする。さらに、社会に出て貢献できる人
材を育成するための二年間のスタートに立つ科目である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として、生活の身近な問題からグローバル
なテーマまで多角的に理解するために、体験学習を通じて教養、専門性（応用力）を修得するこ
とが教育目標である。
到達目標
栄養士としての基礎的知識や社会に出て役立つ教養を、入学後教育、公開講座、海外研修、キャ
リアガイダンス
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回

橋
本
ま
さ
子

2年間の学生生活（生活科学科の学び、講
義の受け方、成績取得方法、課題等に提出
等について）
新型コロナウイルス感染に対する授業の受
け方

自己紹介、2年間
の学生生活の目標
等についての情報
交換

自己紹介等の準備の
ために事前学習とし
て120分以上

第2回

橋
本
ま 栄養士資格取得について、栄養士の基礎的
学習

授業のまとめのため
に、120分以上



さ
子

第3回

橋
本
ま
さ
子

栄養士に関する科目の説明（基礎科目、専
門基礎科目、専門科目等について）

事前準備のため
に90分以上、終了後
後のレポート作成
に90分以上

第4回

橋
本
ま
さ
子

学生生活において、健康に過ごすための事
柄や安全・衛生（新型コロナウイルス感染
等）について

事後学習とし
て120分以上

第5回

橋
本
ま
さ
子

学内で行われる公開講座等に参加し、教養
を深める

事後課題に120分以
上

第6回
キャリアガイダンス：進路活動として、エ
ントリーシート、履歴書、面接（個人・集
団）の方法、試験（過去問題）について学
習する

就職に必要な書類作
成のために180以上

第7回
就職支援（栄養士としての就職）前年度の
就職活動と先輩方の状況報告
2年次で実施する校外実習について

就職職種希望別の
グループディス
カッション

事後学習とし
て120分以上

第8回

橋
本
ま
さ
子

国内外研修旅行にについて
これからの進路に向けての学生生活の過ご
し方ついて

事後学習とし
て180分以上

教科書
管理栄養士・栄養士になるための国語表現（萌文書林）
めざせ！栄養士・管理栄養士 まずはここからナビゲーション（第一出版）
参考書
随時紹介する
成績評価の方法・基準
合格60点以上 レポート50％、課題50％を総合して評価する。（出席については学内の基準に準
じる）
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートおよび課題については、採点ご返却するので進路の参考にするとよい
履修のポイント
目標、希望をもって授業に臨むことが望ましい
出来るだけ全ての授業に出席することを希望する
オフィス・アワー
火曜日12：30（お昼休み）、放課後（16:40～18：00）研究室は9号館2階 第5研究室
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C014



講義コード 30100001
講義名 くらしと英会話
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用
英語検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をも
とに学生の英語能力の 向上を計っている。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
英語の様々な状況による会話表現を習得すればコミュニケーション力は向上する。本科目では、
英語コミュニケーション力の向上のため、状況に応じた「生活英語」に関連する英会話表現の習
得を図る。また英会話表現においては、単語レベルでは発音、アクセントの正確さが重要あり、
文レベルではイントネーションやセンテンス・ストレス（文強勢）を正確に付けることが会話で
の重要な要素となるので、それらの観点からも学習する予定である。本科目では、状況にお応じ
た「生活英語」に関する英会話表現を習得し、英語コミュニケーション力の向上を目標とする。

卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーの１つである「私たちの生活を身近な問題からグ
ローバルなテーマまで多角的に理解している」ことを目指し、状況による英会話表現の学習を通
して、コミュニケーション力の向上と英語使用者の生活文化の理解を深める。 
到達目標
1. ＣＤやインターネットによる発音・ヒアリング練習に慣れる。
2. インターネットの辞書・翻訳機能を利用できるようにする。
3. Exerciseの解答や課題の作成はワードやエクセルで出来るようにする。
4. 英語を使って日常生活に関するコミュニケーションがストレスなくできるようになる。
5. 発音、アクセント、イントネーション、センテンス・ストレスなどの重要性を理解する。 
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラー

ニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中
博

オリエンテーション 
1. 評価方法、授業の進め方等
の説明
2. 課題：英語に対する自己の
印象、自己紹介、ある語の連

予習90分：英語に対する自己の印
象、自己紹介、ある語の連想語な
どの質問に対する答えを作成する



雄 想語などの質問に対する答え
を作成する。

ための準備。

第2回
野
中
博
雄
写真を撮る 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄
レストランで 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄
健康や体調 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第5回
野
中
博
雄
テレビ 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第6回
野
中
博
雄
スポーツ 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

野
中

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation 予習90分：教科書該当範囲の単



第7回 博
雄
確認する 会話文はペアで

練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第8回
野
中
博
雄
タクシーに乗る 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第9回
野
中
博
雄
機内で 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第10回
野
中
博
雄
空港での出迎え 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第11回
野
中
博
雄
感想を聞く 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第12回
野
中
博
雄
忠告する 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

Dictation,
Conversation



第13回
野
中
博
雄
許可を求める 

Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第14回
野
中
博
雄
招待する 

Dictation,
Conversation
Practice,
Composition,
Translation
会話文はペアで
練習する。
課題： ペアで作
成し、提出す
る。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。

第15回
野
中
博
雄

Review Course
Reviewing

復習270分：コース全体の既習内
容の復習をするので、配布資料を
確認し、まとめておくこと。

教科書
Checkbook for English You Need (南雲堂） 
参考書
副教材: Internet Materials (毎回 英語の歌などの聞き取りをする） 
成績評価の方法・基準
単位認定: 60点以上（筆記試験50％、課題20％、授業参加度30％）
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C015



講義コード 30110001
講義名 ことばと文化
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
実社会では1000字程度の文章を書く機会は多くあります。この授業では、「しっかりと書け
る」ように実践のためのトレーニングを進めていきます。何事も練習してそのノウハウを一度身
に付ければ比較的簡単に文章が書けるようになります。短い文章を書くことから始め、小論文と
進めていきます。他の人の書いた文章を添削することを通して互いの文章力を向上させる活動も
おこないます。
卒業認定・学位授与の方針との関連
自らの考えや意見を伝えたり、他の人の意見や考えを聞いたりすることは社会人として求められ
ている能力のひとつである。
到達目標
1)大学の学びの場で求められるさまざまな文章表現の形式を理解し、自ら実践できるようにな
る。
2)自らの考えや意見を適切な文章で伝えられるようになる。
3)論理的文章を書く手順を身に付け、文章にできるようにする。
4)私信や実用文を書けるようにする。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティ
ブラーニ
ングの内
容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回 オリエンテ－ション
「私の大切なもの（こと）」を書いてみましょう。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第2回
文体を区別し書き分ける
「常体」と「敬体」との文体の特徴を理解し、書き分けら
れるようになりましょう。

各自が書
いたもの
を発表す

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて



る。 復習すること。

第3回
「くだけた表現」と「ととのった表現」の特徴をつかみ、
書き分ける 

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第4回
文章の内容を捉えて伝える(1)
箇条書きの文から文章を作成します。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第5回
文章の内容を捉えて伝える(2)
文章を箇条書きの形で要約します。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第6回 ことばや漢字によく見られる誤用に気づく／クリティカ
ル・リーディングを学ぶ

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第7回
紹介文を書く(1)
各段落で述べることと主観表現・客観表現との関係に留意
して、原稿用紙に書いてみましょう。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第8回
紹介文を書く(2)
各段落で述べることと主観表現・客観表現との関係に留意
して、原稿用紙に書いてみましょう。自分の書いた文章を
自身で評価してみましょう。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第9回
考えを文章化する道筋を理解し、目的に沿った文章を作成
する
アイデアを構成し、段落間のつながりを考慮して文章を書
く方法を学びます。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第10回
伝わりやすい文章にするために
指示語や接続詞の役割を理解し、文章表現に役立てます。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第11回

社会的な課題をテーマとした文章の書き方を学び、課題に
対する意見を述べる（1）
文章の展開の仕方や語彙に注意して社会的な課題をテーマ
とした文章の書き方を学びます。課題として取り上げられ
ていることについて、自分の意見を述べてみましょう。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第12回

社会的な課題をテーマとした文章の書き方を学び、課題に
対する意見を述べる(2)
文章の展開の仕方や語彙に注意して社会的な課題をテーマ
とした文章の書き方を学びます。課題として取り上げられ
ていることについて、自分の意見を述べてみましょう。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第13回 雑誌や新聞記事を報告し、発表する雑誌や新聞記事などの要約を作成し、発表します。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

第14回
ディスカッション
共通のテーマをもとに意見交換をおこないます。ディス
カッションの結果をスクリプトにまとめて発表します。

各自が書
いたもの
を発表す
る。

復習180分
配布されたプリ
ント等を用いて
復習すること。

各自が書
いたもの

復習180分
配布されたプリ



第15回 私信や実用文を書く を発表す
る。

ント等を用いて
復習すること。

教科書
授業時にプリントを配布する。
参考書
銅直信子・坂東実子『大学生のための文章表現＆口頭発表練習帳 （改訂第２版）』国書刊行
会、2021年
石黒圭編著『日本語文章チェック事典』東京堂出版、2021年
ノートルダム清心女子大学人間生活学科編『よくわかる 大学生のための研究スキル』大学教育
出版、2023年
成績評価の方法・基準
○成績評価の基準
１．文章の書き方に関する基礎的、基本的事項を理解しているか。 
２．分かりやすい表現方法や明瞭かつ論理的な文章を作成する力がついたか。
○評価の方法
単位認定60点以上
授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。
1 積極的態度（発言、討議、取り組み等） 総合点の30 %
2 課題 総合点の70 %

課題等に対する
フィードバックの方法
課題については授業中にフィードバックをしたり、またはコメントを加えたりして返却する。
履修のポイント
課題に対応できるようになるためにもいろいろな本を読んでください。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C016



講義コード 30120001
講義名 健康とスポーツ
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 武井 英夫 指定なし

授業の概要と教育目標
本授業は、数種目の運動・スポーツと講義から構成されている。運動・スポーツの基本スキルを
身につけ、練習やゲームを通して運動・スポーツの楽しさを味わいながら授業を進めていく。そ
して、健康の維持・増進を図るためには、他者との関わりの中でコミュニケーションをとりなが
ら、運動・スポーツを継続することの必要性を学ぶ。なお本科目は、健康とスポーツを科学的に
理解して、基本スキルの習得と生涯にわたって運動・スポーツに取り組もうとする健康意識を高
めることを目標としている。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、生活を身近な問題からグローバル
なテーマまで多角的に理解を深め、スポーツの科学的な理解や実践を通してその目標達成に必要
な知識や体力を養う。そして将来的な展望としては、他職種の人々と連携・協働しながら社会に
貢献する基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
１．自己の体力レベルや健康状態を把握することができる。
２．運動・スポーツの基礎知識、各スポーツ種目の歴史を理解し、基本スキルを習得することが
できる。
３．自らコミュニケーションをとって活動することができる。
４．生涯にわたって運動・スポーツに取り組もうとする資質を身につけることができる。
５．得意・不得意にとらわれず、運動・スポーツを楽しむことができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
武
井

オリエンテー
ション
（授業の概
要、成績評
価、諸注意な

予習90分：シラバスを
読む。摂食障害について
調べる。



英
夫 ど）体育概論（ダ
イエットと健
康）

復習90分：配布資料を
見直す。

第2回
武
井
英
夫

バドミントン
①
（バドミント
ンの歴史、
ルールの確認
とシングル
ス）

予習90分：バドミント
ンの歴史とルールを調べ
る。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第3回
武
井
英
夫

バドミントン
②
（基本スキル
の習得とダブ
ルスのゲー
ム）

ダブルスのゲームではゲーム終了後にペ
アごとに意見交換し、ゲーム内容の反省
点を振り返り、次のゲームに生かす。

予習90分：バドミント
ンの打ち方、球種（フラ
イト）について調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第4回
武
井
英
夫

ソフトバレー
ボール①
（ソフトバ
レーボールの
歴史とルール
把握、簡易
ゲーム）

予習90分：ソフトバ
レーボールの歴史やルー
ルを調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第5回
武
井
英
夫

ソフトバレー
ボール②
（基本スキル
の習得とルー
ル把握、ゲー
ム）

予習90分：ソフトバ
レーボールの基本スキル
を調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第6回
武
井
英
夫

バレーボール
（バレーボー
ルの歴史、
フォーメー
ションの理
解、ゲーム）

各チームごとにディスカッションし、
チームの特色を出したポジションの決定
や作戦を練ってゲームに取り組む。

予習90分：バレーボー
ルの歴史、フォーメー
ションについて調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第7回
武
井
英
夫

フットサル①
（フットサル
の歴史とルー
ル把握、簡易
ゲーム）

予習90分：フットサル
の歴史やルールを調べ
る。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第8回
武
井
英
夫

フットサル②
（基本スキル
の習得とゲー
ム）

互いに意見交換してポジションやフォー
メーションを決め、戦術を立ててゲーム
に取り組む。

予習90分：フットサル
の戦術について調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第9回
武
井
英
夫

ドッジボール
（ドッジボー
ルの歴史と基
本戦術の把
握、ゲーム）

予習90分：ドッジボー
ルの歴史と基本戦術を調
べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第10回
武
井
英

ネットボール
（ネットボー
ルの歴史と
ルール把握、

予習90分：ネットボー
ルの歴史、行われている
国、ルールについて調べ
る。



夫 ゲーム） 復習90分：本日行った
運動について確認する。

第11回
武
井
英
夫

バスケット
ボール
（バスケット
ボールの歴
史、基本スキ
ルの習得、
ゲーム）

チーム内で意見交換し、マン・ツー・マ
ン・ディフェンスとゾーン・ディフェン
スのメリットとデメリットを考慮して
ディフェンス方法を決め、作戦を立てて
ゲームに取り組む。

予習90分：バスケット
ボールの歴史、バイオ
レーションとファウル、
ディフェンス方法につい
て調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第12回
武
井
英
夫

アルティメッ
ト①
（フライング
ディスクの歴
史、基本スキ
ルの習得、簡
易ゲーム）

予習90分：フライング
ディスクの歴史と基本ス
キル、アルティメットの
ルールについて調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する

第13回
武
井
英
夫

アルティメッ
ト②
（アルティ
メットの歴
史、基本戦
術、ゲーム）

予習90分：アルティ
メットの歴史と戦術につ
いて調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する

第14回
武
井
英
夫

ネオホッケー
①
（ネオホッ
ケーの歴史、
基本スキルの
習得、ルール
理解、ゲー
ム）

予習90分：ネオホッ
ケーの歴史とルールにつ
いて調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

第15回
武
井
英
夫

ネオホッケー
②
（トーナメン
ト戦）

チーム内で意見交換し作戦を練ってから
ゲームに取り組み、プレー中は積極的・
協力的に関わる。

予習90分：ネオホッ
ケーの基本スキルについ
て調べる。
復習90分：本日行った
運動について確認する。

教科書
特定の教科書は使用しない。資料は必要に応じて配布する。
参考書
必要に応じて紹介する。
成績評価の方法・基準
実単位認定60点以上
スキル達成度20％、課題・レポート20％、授業への参加度60％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがあるが原則として返却しない。全般的な講評と重要項目に
ついて解説を記述したプリントを配布のするので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。特に指定はしませんが、季節にあった運動着、運動靴
（体育館用シューズ）を準備してください。
オフィス・アワー
講義前後に、適宜受け付けます。



科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C034



講義コード 30121001
講義名 データサイエンス
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
世界ではデジタル化・グローバル化が進み、社会・産業が大きく変化してきている。特に様々な
ものがデータでつながるSociety5.0の社会においては、データサイエンス・AIはデジタル社会の
基礎知識として捉えられ、すべての学生が身に付けておくべき素養である。そのため、この授業
ではデータサイエンスの基礎的な知識や、活用事例、演習を通して、データサイエンス・AIを日
常の生活や仕事等の場で扱うことができる基礎的な素養を身に付け、人間中心のAI社会におい
て、適切に判断、活用できるようになることを目指す。
なお、授業にはMoodleやTeamsを活用して、グループワークなどを行う予定である。また、授
業中にExcelやTeamsが使えるようにPCやタブレット、スマートフォンを準備しておいてくださ
い。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この授業は、生活科学科のDP「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的
に理解」を目指し、数値や図表として表現されているデータの持っている意味を正しく把握し、
それが社会でどのように活用されているかを理解する力を身に付ける。
到達目標
・データサイエンスを学ぶ意義を理解する
・社会でデータサイエンスやAIがどのように活用されているか説明できる
・データを適切に読み解き、判断し、活用できる
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

データサイエンスの概要
・社会で起きている変化や
活用されているデータ
・データ・AIを扱う上での
留意事項

予習90分：教科書の第1章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

データ分析の基礎（1） 予習90分：教科書の第2章を読む



第2回 ・データを読む・説明する
・ヒストグラム、代表値

代表値を求める 復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第3回
データ分析の基礎（2）
・データを読む・説明する
・散布図と相関、グラフ

相関係数を求める
予習90分：教科書の第2章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第4回

データサイエンスの手法
（1）
・データを読む
・データ・AI利活用のため
の技術と最新動向
・回帰分析

回帰直線を描き、
回帰式を求める

予習90分：教科書の第3章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第5回

データサイエンスの手法
（2）
・データを読む
・データ・AI利活用のため
の技術と最新動向
・重回帰分析、主成分分
析、ベイズ推論

予習90分：教科書の第3章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第6回

データサイエンスの手法と
応用事例（1）
・データを読む
・データ・AI利活用のため
の技術と最新動向
・マーケティングにおける
事例
・アソシエーション分析、
クラスタリング

予習90分：教科書の第5章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第7回

データサイエンスの応用事
例（2）
・データ・AIの活用領域や
現場と最新動向
・金融における事例、AI

予習90分：教科書の第5章を読む
復習90分：教科書および配布教材の見直
し

第8回

データ分析のまとめと留意
事項
・データを読む・説明する
・データを守る上での留意
事項

予習90分：教科書の第4章および配布資
料で、データ分析手法について確認
復習90分：授業全体の振り返り

教科書
「データサイエンス入門 第2版」（学術図書出版） 竹村彰通他編
参考書
適宜紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。授業中に課す課題の内容と取組70%、その他の課題30%。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題については、お互いに評価をしてもらい、その結果について、コメントをします。
履修のポイント
Moodleを活用し、課題を進めたり、お互いに評価したりしますので、積極的に取り組んでくだ
さい。
また、日々の生活における活用事例などを意識してみることも重要です。

Excel Teams



授業中に や が使えるように準備しておいてください。

オフィス・アワー
火曜日の昼休みを予定。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。11号館3階研究
室6。
科目区分
基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R035



講義コード 30130001
講義名 生活科学概論
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
生活科学は、家政学から出発して生活全体を科学する学問であり、対象は衣食住を主体にした幅
広い学問である。授業では衣食住の話題だけでなく、現代社会で必須となっているお金との付き
あい方、仕事をしていくことも視野に入れる。社会でいかにすれば活躍できるか、お金がどこで
も必要とされる社会で、いかに経済上の自立が果たせるかを考え、社会に出て自分自身の生活設
計をしつつ、納得のいく生活を思い描けるようにする。仕事をしていくなかでの人間関係、家族
の在り方、人間同士の支え方、自然環境の保全など、身近な話題にも触れる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連について、生活全般に関する事柄につい
て、また生活を取り巻く社会の諸制度やその変化について、具体例を踏まえて理解する。社会人
になったあとでも、企業などの組織で活躍し、同時に自分自身や周囲の人たちの生活も大切にす
る態度を育てる。
到達目標
生活を取り巻く社会の制度の数々について、説明できる。社会の諸制度の仕組みと自分自身の生
活とを関係づけることができ、社会や生活環境が変化したりしたときの対処方法をみづから探り
当てることができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
橋
爪
博
幸

オリエンテーション
生活科学科の学び
（授業の概要、成績評価）
現代社会の状況（長寿社
会）を知り、人生のマネー
ジメントを思案して学生生
活での目標を考えさせる。

予習60分：新聞
記事でわれわれ
の生活に関する
記事を読む
復習90分：授業
内容の復習



第2回
橋
爪
博
幸

経済的に自立して生活する
方法について

予習60分：配布
プリントを読む
復習90分：授業
内容の復習

第3回
橋
爪
博
幸

社会のルール、とっさのマ
ナー
感染症の予防、感染拡大時
の対処方法

一人一人が新型コロナウイルス感染
症について、どのような生活を送る
ことが必要なのか考え、意見交換を
する。

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第4回
橋
爪
博
幸

いくつになっても元気で動
けるからだ作りと食事

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第5回
橋
爪
博
幸

家事全般をそつなくこなす
技術
衣類の管理、あるいは清潔
感のある生活はいかにすれ
ば可能か。

ファッションについてグループごと
に考えをまとめる。

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第6回
橋
爪
博
幸

立地と住まいの選び方
一戸建て住宅、集合住宅そ
れぞれの利点と欠点

10年後の未来の住居について考え
る。

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第7回
橋
爪
博
幸

地球環境の現在
地球温暖化、天変地異、自
然環境の喪失について整理
する

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第8回
橋
爪
博
幸

温暖化の進行、その他様々
な変化に対応する住生活

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第9回
橋
爪
博
幸
資本主義社会の日本と生活

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第10回
橋
爪
博
幸
日本社会の現状と未来 授業の振り返りとして、意見交換を

行う。

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第11回
橋
爪
博
幸

女性の社会進出と昨今の雇
用情勢

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第12回
橋
爪
博
幸

社会に出て仕事を続けてい
くことの意義

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

第13回
橋
爪
博
幸

仕事や生活にひそむさまざ
まなリスク
地震、火災、病気、事故、
自然災害、事件に巻き込ま
れる確率について

仕事や人間関係に潜むリスクについ
て考え、レポートにまとめる。

予習60分：配布
プリントを読む
復習120分：授
業内容の復習

橋
爪
国家、企業社会のゆくえ
（１）

これからの生活について、食生活、
衣生活、住生活、ライフステージ、

予習60分：配布
プリントを読む



第14回 博
幸
借金で成り立つ日本の国家
財政

社会環境などの中からテーマを決め
させ、次回の授業で発表する。

復習120分：授
業内容の復習

第15回
橋
爪
博
幸

国家、企業社会のゆくえ
（２）
社会の変化に対応する柔軟
性、あるいは今後の生活設
計

授業の振り返りとして各自で「自身
の未来像」をまとめる。

予習180分：配
布プリントを読
む、ノートに大
事な点を写す
復習60分：本試
験に向けて準備

教科書
「お金」と「暮らし」の基本BOOK 宝島社 2018年
参考書
新編 生活科学 第2版 藤城敏幸
管理栄養士・栄養士になるための国語表現 萌文書林

人と生活 建帛社
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。
レポート課題（30％）、まとめ課題(20％）、後期末試験（50％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある、返却するので復習しておくこと。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になる。予習として、次回授業の範囲の教科書を読
み、復習は、教科書、配布資料を活用し講義ノートを整理する。
オフィス・アワー
水曜日12:30～13:20（昼休み） ９号館3階 第6研究室（橋爪）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R130



講義コード 30140001
講義名 生活活動論
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

公認スポーツ栄養士としての栄養サポート経験、中央競技団体の医科
学部長、スポーツ栄養や健康に関連する企業等での実務経験を基に、
スポーツウエルネス社会で活かすことができる知見を得られる内容を
展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 清野 隼 指定なし

授業の概要と教育目標
日常生活の中で行われる活動（家事や労働、就学等）、そしてトレーニングや競技スポーツなど
も含めた運動が、人間のからだに及ぼす影響を包括的に学び、その影響に応じた栄養補給の考え
方を理解する。また、実際の社会で起こっている環境変化に伴う活動や行動の変化、栄養補給の
変化を理解し、望ましい生活の在り方を自ら描くことを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーに基づき、「人間のからだ」「食品」「栄養」、そして生活や
運動を含めた身体活動、社会環境がそれぞれ相互に影響し合っていることを理解する。さらに、
運動と栄養に関連する科学的根拠に基づいた理論も修得し、多様な生活活動、運動、競技スポー
ツ等の栄養管理に応用することができるように、その基礎を学ぶ。
到達目標
一般生活活動、運動、競技スポーツ、そしてそれらに影響を与える社会や環境の変化を踏まえ
て、栄養補給の在り方を栄養士として提供できること。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
清
野
隼

授業概要のオリ
エンテーション
（授業の進め
方、成績評価、
主旨説明、課題
の提示など）

アンケート：一般生活活動、運動、競
技スポーツ、そしてそれらに影響を与
える社会や環境の変化について、興味
を抱いていることや理解を深めたい事
について意見交換し、まとめる。

予習90分：一般生活活動、
運動、競技スポーツ、そし
てそれらに影響を与える社
会の変化について、自身の
興味を持っていることを整
理する。
復習90分：グループディス
カッションの内容を整理す
る。



第2回
清
野
隼

社会・環境に伴
う生活活動の変
化
(Key word)
社会・環境・生
活変化の連鎖、
社会イノベー
ション

グループディスカッション：未来の起
こり得る社会・環境変化をグループで
意見交換し、それに伴い変化すると考
えられる生活活動をまとめる。さら
に、初回アンケートを踏まえて、通期
課題を提示する。

予習90分：未来の起こり得
る社会・環境変化について
考えて整理する。
復習90分：グループディス
カッションの内容を整理す
る。

第3回
清
野
隼

運動とエネル
ギー代謝
(Key word)
エネルギー代
謝、運動様式、
エネルギー産生
栄養素

予習90分：運動とエネル
ギー代謝について学習し、
疑問点を明らかにする。
復習90分：授業中に提示さ
れたミニレポート課題を行
う。

第4回
清
野
隼

エネルギー出納
の理論と実際
（１）
(Key word)
運動、身体活
動、消費エネル
ギー量、モニタ
リング、DX

グループワーク：消費エネルギー量を
測定できる方法やツールについて調査
し、その内容を説明できるようにす
る。

予習90分：消費エネルギー
量を測定できる方法を学習
し、疑問点を明らかにす
る。
復習90分：授業中に提示さ
れたミニレポート課題を行
う。

第5回
清
野
隼

エネルギー出納
の理論と実際
（２）
(Key word)
食事、栄養補
給、摂取エネル
ギー量、モニタ
リング、DX

グループワーク：摂取エネルギー量を
測定できる方法やツールについて調査
し、その内容を説明できるようにす
る。

予習90分：摂取エネルギー
量を測定できる方法を学習
し、疑問点を明らかにす
る。
復習90分：授業中に提示さ
れたミニレポート課題を行
う。

第6回
清
野
隼

運動栄養と身体
の変化（１）健
康

グループディスカッション：運動栄養
に関連して起こる身体の変化を、健康
の観点から意見交換して明らかにす
る。

予習90分：運動栄養と身体
の変化に関することを、健
康の観点から学習し、疑問
点を明らかにする。
復習90分：授業中に提示さ
れたミニレポート課題を行
う。

第7回
清
野
隼

運動栄養と身体
の変化（２）競
技スポーツ

グループディスカッション：運動栄養
に関連して起こる身体の変化を、競技
スポーツの観点から意見交換して明ら
かにする。

予習90分：運動栄養と身体
の変化に関することを、競
技スポーツの観点から学習
し、疑問点を明らかにす
る。
復習90分：授業中に提示さ
れたミニレポート課題を行
う。

第8回
清
野
隼

通期課題に対す
る最終成果発
表・評価

プレゼンテーション：第2回の授業で提
示した通期課題に対する最終成果発表
会を行い、学びを深める機会とする。

予習90分：発表のための準
備を行う。
復習90分：発表に対する意
見や評価を振り返り、レ
ポートに記す。

教科書
授業で適宜プリントを配布する。
参考書



授業で適宜プリントを配布する。
または、適宜参考書を紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
提出物：50％、発表：50％
課題等に対する
フィードバックの方法
課題や発表に対してコメントをフィードバックする。
履修のポイント
運動生理学や健康スポーツ栄養学に関する知識に関連する内容を取り上げる。また、生活活動全
般に関連する社会変化について、興味を持って事前に調査しておくと良い。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前、または終了後に受け付ける。ただし、この時間帯以外でも研究室にて適宜
対応する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C250



講義コード 30150001
講義名 公衆衛生学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 川上 智史 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆衛生学の概念，方法論の基礎を学ぶ。一次予防，二次予防および三次予防の理論に基づき，
環境諸要因が健康あるいは社会生活に及ぼす影響について理解を深め，疾病予防や健康増進への
アプローチの方法等，保健予防・医療に関する知識を習得する。公衆衛生実践活動を学び，人々
の健康を守るための組織，機関および医療従事者の役割や機能への理解を深める。
なお、授業ではほぼ毎回、現代社会における健康問題・報道などを題材として、グループディス
カッションおよびプレゼンテーションの時間を設定し、自らの判断・見解を持ち、それを他者に
伝えるスキルの習得も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシー「2.生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことがら
について、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解している。」に関連する科
目として、特に栄養士に必要な知識・技術を理解していくため、「社会生活と健康」に関して幅
広く学ぶ。
到達目標
1. 社会生活・環境と人間の保健・医療問題との関わりについて、概要を説明できる。
2. 保健医療問題に対して栄養士が果たすべき役割について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
川
上
智
史

オリエンテー
ション(授業の
進め方、グルー
プ分け、成績評
価など)
社会と健康

健康の概念とその歴史的変遷、公衆衛生の歴史
に関する資料・解説を基に、各自の意見を発表
し議論することにより、理解を深める。

予習90分：気にな
る健康問題につい
て、新聞・メディ
ア記事を調べてみ
る
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる



第2回
川
上
智
史
環境と健康

生態系の中の人間生活、環境汚染と健康、環境
衛生に関する配布資料の事前学習に基づき、グ
ループ発表し議論することにより、理解を深め
る。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第3回
川
上
智
史

健康・疾病・行
動に関わる統計
資料

保健統計、人口静態統計、人口動態統計、生命
表、傷病統計、その他の保健統計に関する事前
学習に基づき、グループ発表し議論することに
より、理解を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第4回
川
上
智
史

生活習慣（ライ
フスタイル）の
現状と対策１

健康に関する行動と社会(身体活動・喫煙・飲
酒行動・睡眠・休養・ストレス・歯科保健行
動)に関する配布資料の事前学習に基づき、グ
ループ発表し議論することにより、理解を深め
る。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第5回
川
上
智
史

生活習慣（ライ
フスタイル）の
現状と対策２

健康日本21（第二次）、特定健康診査・特定保
健指導などに関する配布資料の事前学習に基づ
き、グループ発表し議論することにより、理解
を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第6回
川
上
智
史
確認テスト１

確認テスト１の実施
解答および解説を行うことにより、理解程度の
確認と理解不足箇所の明確化を図る。

予
習120分：1～5回
の講義資料に目を
通し、整理・理解
しておくこと
復習90分：不正解
個所・あいまいな
個所について、復
習しておくこと

第7回
川
上
智
史

主要疾患の疫学
と予防対策１

生活習慣病の概念、主要部位のがん、循環器疾
患、代謝疾患に関する配布資料の事前学習に基
づき、グループ発表し議論することにより、理
解を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第8回
川
上
智
史

主要疾患の疫学
と予防対策２

骨・関節疾患、歯科・口腔疾患、感染症、精神
疾患、自死に関する配布資料の事前学習に基づ
き、グループ発表し議論することにより、理解
を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第9回
川
上
智
史

保健・医療・福
祉・介護の制度
１

社会保障の概念、医療制度、福祉・介護保険制
度に関する配布資料の事前学習に基づき、グ
ループ発表し議論することにより、理解を深め
る。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第10回
川
上
智
保健・医療・福
祉・介護の制度

地域保健、母子保健に関する配布資料の事前学
習に基づき、グループ発表し議論することによ

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資



史 ２ り、理解を深める。 料を見直し、疑問
点を調べる

第11回
川
上
智
史
確認テスト２

確認テスト２の実施
解答および解説を行うことにより、理解程度の
確認と理解不足箇所の明確化を図る。

予
習120分：7～10回
の講義資料に目を
通し、整理・理解
しておくこと
復習90分：不正解
個所・あいまいな
個所について、復
習しておくこと

第12回
川
上
智
史

保健・医療・福
祉・介護の制度
３

成人・高齢者保健、学校保健などに関する配布
資料の事前学習に基づき、グループ発表し議論
することにより、理解を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第13回
川
上
智
史

保健・医療・福
祉・介護の制度
４

産業保健・産業ストレス対策に関する配布資料
の事前学習に基づき、グループ発表し議論する
ことにより、理解を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第14回
川
上
智
史

保健・医療・福
祉・介護の制度
５

保健・医療・福祉・介護の連携、国際保健に関
する配布資料の事前学習に基づき、グループ発
表し議論することにより、理解を深める。

予習90分：配布資
料に目を通してお
くこと
復習90分：配布資
料を見直し、疑問
点を調べる

第15回
川
上
智
史
まとめ

総合テストの実施
解答および解説を行うことにより、理解程度の
確認と理解不足箇所の明確化を図る。

予
習120分：1～14回
の講義資料に目を
通し、整理・理解
しておくこと
復習90分：不正解
個所・あいまいな
個所について、復
習しておくこと

教科書
講義は配布資料に基づいて行う。
参考書
上地・安藤・雑賀『よくわかる公衆衛生学の基本としくみ』秀和システム
その他は適宜指摘する。
成績評価の方法・基準
・単位認定60点以上。
・2回の筆記試験90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
・確認テスト(45分程度)の後、解答および解説を行う。
・グループディスカッション・プレゼンテーションに対するコメント等を適宜行う。
履修のポイント



・健康水準の高い社会に住んでいることを自覚し、俯瞰的視点を持って，積極的な取り組みを期
待します。
オフィス・アワー
・水曜日・木曜日12:30～13:20（昼休み） 11号館第5研究室
（講義終了前後にも適宜受付可能）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C270



講義コード 30160001
講義名 食品学
(副題) 【栄養士必修】【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋本 まさ子 指定なし
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
食品に関する科学は、食生活や健康を維持するための重要な課題となっている。その中で食品
は、安全性を前提として栄養特性（栄養機能）、嗜好性（感覚機能）、生体機能調節性（生体調
節機能）が備わっている。食品の栄養特性に関わる成分である水分、タンパク質、炭水化物、脂
質、ミネラル類、ビタミン類の化学的に理解する。食品の嗜好性は、色、味、かおりについて学
ぶ。さらに、食品の機能についても学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、総合的に理解することにより、
幅広い知識をこの食品学の講義から習得することを教育目標とする。資格の取得をする。
到達目標
栄養士として食品を科学的視点で理解することにより、食品の種類・成分・栄養などの複雑な性
質を理解できる能力を養うことを到達目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
オリエンテーション（授業の概要、成
績評価）食品、人間と食品に授業内
容。
食文化と食生活、食料と環境問題

予習30分、教科書を
読む。復習60分授業
の復習とノート整
理。

第2回 食品成分表についての概要、
市販されている食品を用
いて食品表示の意見交換
し、レポートにまとめ
る。

予習30分、教科書を
読む。復習60分授業
の復習とノート整
理。

水の構造と性質および食品中の水分の
予習60分、教科書を
読む。復習120分授



第3回 役割と定量法についての授業内容。 業の復習とノート整
理。

第4回
たんぱく質の構造と栄養成分および働
きについての授業内容。
アミノ酸とたんぱく質における調理加
工における変化の授業内容。

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第5回
脂質の構造と栄養成分および働きにつ
いての授業内容。
油脂の種類と脂肪酸組成による科学的
な変化についての授業内容。

予習60分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第6回

炭水化物の構造と栄養成分および働き
と食物繊維の働きと役割についての授
業内容。
（食品の消化吸収とエネルギーについ
ての授業内容。）

予習60分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第7回
無機質のの構造と栄養成分および働き
についての授業内容
ビタミン類の種類と働きおよび調理加
工による変化についての授業。

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第8回
食品の分類と表示、
生産様式、原料、主栄養素、食習慣植
物性食品

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第9回

植物性食品
炭水化物、特に糖質の性質についての
授業内容。
ビタミンの調理、加工、保蔵における
成分変化についての授業。
食品の化学的変化褐変についての授業
内容。

穀類、いも類、豆類の種
類

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第10回

植物性食品
炭水化物、特に糖質の性質についての
授業内容。
ビタミンの調理、加工、保蔵における
成分変化についての授業。
食品の化学的変化褐変についての授業
内容。

野菜類、果物類、種実
類、きのこ

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第11回
動物性食品
たんぱく質、脂質の性質についての内
容
肉の色素

食肉類（食肉・食肉加工
品）

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第12回
動物性食品
加工品、種類について、物質性の変
化。

卵類（卵・卵加工品）、
乳類（乳・乳製品）

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第13回
動物性食品
魚介類の種類とたんぱく質、脂質成分
についての変化。
藻類のミネラル。

魚介類、藻類
予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

第14回
微生物利用食品
アルコール飲料、発酵調味料、その他
の微生物利用食品

畜肉類、乳類、卵類、魚
介類について種類を調べ
させ発表させる

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。



第15回
コロイド、懸濁液と乳濁、食品の膨潤
と浸透圧、レオロジー、テクスチャー
についての授業内容。15回の授業のま
とめ。

授業内容についての情報
交換を実施する。

予習90分、教科書を
読む。復習120分授
業の復習とノート整
理。

教科書
食品学ー食品成分と機能性ー 久保田紀久枝 森光康次郎 東京化学同人
参考書
標準 食品学 総論 医歯薬出版
食物学Ⅰ（食品の成分と機能）・Ⅱ （食品材料と加工、貯蔵・流通技術）（公社）日本フードス
ペシャリスト協会編 建帛社
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上。(授業内２回の確認テスト40%、本試験60%を実施）。毎回の授業後の復
習と確認テストの模範解答の作成は必須です。
課題等に対する
フィードバックの方法
確認テストは採点して返すので、復習して本試験に臨むこと。
履修のポイント
食品の成分の構造と性質を理解し、今後の栄養と食品について理解する基礎となることが望まし
い。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）又は授業終了後随時 9号館2階 第5研究室。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R210



講義コード 30170001
講義名 食品学実験Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実験
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
健康を維持するためには、五大栄養素を中心としたバランスある食生活が必要である。
その中で食品の栄養特性にかかわる成分である水分・たんぱく質・糖質・脂質・ミネラル類・ビ
タミン類の分析実験を学び、基礎的知識並びに技術を習得する。
また食品の嗜好性について、ヒトの五感を活用した官能評価方法で検査を行い、官能検査の意
義・方法論について学習する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
食品の分析に関する基本的知識を理解し、技術を経て学習を総合的に理解する。
さらに食生活に関する事柄・食生活を取り巻く社会的環境についても科学的に理解を深める。
到達目標
食品学の実験・検査の基本技術と知識を身に着ける。
病院や学校給食等の現場で、食品に対する有効な活用や食生活改善などの対応が迅速に行える栄
養士となることを到達目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

食品学実験Ⅰにおける基礎;
化学試験の取り組み方、実
験試薬および器具類の取り
扱い、実験レポート（ノー
ト）の書き方

食品に関する情報トピッ
クスについて発表し、意
見・情報交換を行う
前期に学んだ講座（食品
学）の内容を復習し、食
品成分の分類を理解する
実験授業に伴う数学的要
素（計算、パーセント処
理、単位）について演
習・確認をする

予習30分（食品学の教科書内
容）
復習60分（オリエンテーショ
ン内容について、ノートの準
備・作成）

食品中の水分含量の定量実 予習30分（水分について；食



第2回
験；
試料の秤量方法（電子天秤
の使用方法）、恒量（実験
用語）について

品学の教科書おさらい、実験書
を読む）
復習60分（ノート作成）

第3回
食品中の粗灰分顔料の定量
実験；
器具の取り扱い方法（前回
に準ずる）

予習30分（灰分について；食
品学の教科書おさらい、実験書
を読む）
復習60分（ノート作成）

第4回

定量実験に用いる試薬の調
製；
標準液（0.1N－水酸化ナト
リウム水溶液）の調製
中和滴定による力価（F)の
求め方

予習30分（規定液の調整方
法；実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第5回

食品中の粗たんぱく質の定
量実験①；
窒素ケルダール法による分
解過程～希釈調製、実験過
程の説明
※試料状態によっては希釈
調製を別途時間に設定する
場合あり

予習30分（たんぱく質につい
て；食品学の教科書おさらい、
実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第6回
食品中の粗たんぱく質の定
量実験②；
窒素ケルダール法による蒸
留家庭～滴定定量

予習30分（定量実験方法のお
さらい；実験書を読む）
復習60分（ノート作成、次回
の提出に備えて記録内容の確
認）

第7回

食品中の粗脂肪の定量実
験；
有機溶媒を用いたソックス
レー抽出法による定量
【課題】ノート提出 チェッ
ク内容第１～６回実験
授業終了時に提出

予習30分（脂肪について；食
品学の教科書おさらい、実験書
を読む）
復習60分（ノート作成）

第8回

食品中の粗繊維の定量実験
①；
ヘンネベルグ・ストーマン
改良法による定量
※乾燥後試料移し替えの操
作は別途時間に設定する場
合あり

予習30分（糖質と食物繊維に
ついて；食品学の教科書おさら
い、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第9回

食品中の粗繊維の定量実験
②；
試料の灰化～秤量による最
終値算出
還元糖の定量実験；
ウイルシュテッター・
シューデル法による定量

予習30分（糖類の還元性につ
いて；食品学の教科書おさら
い、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第10回
食品中のビタミンＣの定量
実験；
インドフェノール法による
還元型ビタミンＣの定量

予習30分（水溶性ビタミンに
ついて；食品学の教科書おさら
い、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第11回

ケンカ価・ヨウ素価の測
定；
試料（液状油）のケンカ価

予習30分（油脂の性質につい
て；食品学の教科書おさらい、



およびヨウ素価を測定し、
油脂の同定を行う

実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第12回
酸価・過酸化物価の測定；
試料（液状油）の酸価およ
び過酸化物価を測定し、試
料の状態を予測する

食品に関する情報トピッ
クスについて発表し、意
見・情報交換を行う
栄養・調理の視点から油
脂および油脂食品の現状
や利用について考察をす
る
（講座学習内容の振返り
も含む）

予習30分（油脂の変敗につい
て；食品学の教科書おさらい、
実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第13回
官能検査の意義、実施と方
法、注意点
基本味（五味）の識別試験

予習30分（官能試験につい
て；実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第14回

比較法の試験（２点又は３
点の識別試験法と嗜好試験
法）
検定の方法
※次週行うまとめテスト
（筆記・実技）の予告説明
あり

予習30分（官能試験につい
て；実験書を読む）
復習60分（ノート作成、次回
の提出に備えて記録内容の確
認）

第15回

実技テスト（実験器具を
使った操作）
筆記テスト（授業で学習し
た内容のまとめ確認）
※筆記テストの回答は採点
後返却するので、学習理解
度の自己確認を行うこと
【課題】ノート提出 チェッ
ク内容第７～１４回実験
授業終了時に提出

予習30分（実技試験内容の確
認、前回までの授業内容を再確
認）
復習60分（授業内容と後日返
却されるノート記録の確認→次
年度実験（食品学実験Ⅱ）への
準備として）

教科書
食品学実験書（生活科科学科オリジナル）
授業項目に付随して、補足資料の配布も行う。
参考書
食品学（１年次履修授業）で使用した教科書
食品成分表（香川明夫/監修・女子栄養大学出版部）
新食品分析ハンドブック（菅原龍幸 前川昭男監修・建帛社）
ＮＥＷ調理と理論（山崎清子 他著・同文書院）
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上。
授業への参加度および実験実技３０％、授業内確認テスト２０％、提出物（ノート）５０％を総
合して評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
【実験目的～結果および考察】を毎回ノートに記録しまとめる。記載項目と記録方法については
初回オリエンテーションにて説明するので参照のこと。習得状況確認のためノート提出を課す
（授業計画を参照）。
授業内容に関する総まとめとして、最終回授業内で確認テスト（記述・実技）を行う予定。
履修のポイント
化学的分野の基本原理と基本操作を理解して、積極的に実験に参加取り組みすることが望まし



い。
実験授業は講義（実験成分について・実験方法等の説明）と実技で構成されている。実験操作で
放置等の待ち時間が発生する場合は、講義内容のノート整理時間など有効な使い方を心掛けてほ
しい。
実験結果はパソコンで一覧表を表示し全体考察を行うことが多いので、パソコン操作の復習が望
ましい。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C230



講義コード 30180001
講義名 食品学実験Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実験
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
食品群の種類及び分類について学習し、それぞれの食品の持つ特色について理解し、これらを基
本とした食品成分の性質について実験によって分析した学習を行う。
栄養士としての食品の化学的特性と機能を理解し、その性質分析方法の基本操作を身に着ける。
併せて食品に対しての興味と多方面からのアプローチができる考え方を持てるようにする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
食品に関しての基本的な事柄からはじめた関連学修事項を、科学的根拠に基づいて理解する。
到達目標
・食品成分表に基づく食品群の種類分類を理解する。
・食品学の授業で学習した事項について、科学的根拠に基づいた理解をできるようにする。
授業計画

授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
実験室の取り扱いに
ついて
レポート（ノート）
の書き方説明

食品に関する情報トピックスに関し
て、興味を持つ内容の意見・情報交
換を行う
食品学実験Ⅰで学んだ食品成分の分
析法を復習し、食品成分表を基に群
別分類を再度学ぶ
食品をとりまく現況や問題のトピッ
クスを挙げて、食品に持つ意識を確
認する

予習30分（1年後期履修・食
品学実験Ⅰの内容おさらい）
復習60分（オリエンテー
ション内容について、ノー
トの準備）

第2回 米の種類・品質・搗
精度合の判定試験

予習30分（米について；食
品学の教科書おさらい、実
験書を読む）
復習60分（ノート作成）

小麦粉の種類別試験 予習30分（小麦粉とグルテ



第3回
（乾麩・湿麩量）
食塩とかん水が小麦
粉に与える影響につ
いて

ンについて；食品学の教科
書おさらい、実験書を読
む）
復習60分（ノート作成）

第4回

卵白溶液の凝固試験
（アミノ酸の定性試
験）
加熱による卵の凝固
観察

予習30分（卵の成分につい
て；食品学の教科書おさら
い、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第5回
豆乳が凝固する要素
の実験（凝固剤・温
度による違い）

予習30分（大豆製品につい
て；食品学の教科書おさら
い、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第6回

果物に含まれるたん
ぱく質分解酵素の働
き
寒天とゼラチンの性
質の違い

予習30分（寒天とゼラチン
の性質について；食品学の
教科書おさらい、実験書を
読む）
復習60分（ノート作成）

第7回

溶液濃度と試薬の調
製
次回授業の内容予習
（水酸化ナトリウム
水溶液の調製）
【課題】溶液濃度調
整の計算問題
配布プリントに記
入→次週ノートと一
緒に提出

予習30分（前週に配布する
資料（溶液濃度）を読んで
おく）
復習60分（課題プリント
ノート提出準備の確認）

第8回

0.1N－水酸化ナトリ
ウム水溶液の調製
中和滴定による力価
の測定
【課題】ノート提
出；チェック内容第
１～７回授業の記録
毎回提出後返却され
た実験報告書が貼付
されている事

予習30分（前週講義内容の
おさらい）
復習60分（後日返却する
ノートの内容確認および記
録）

第9回 ヨーグルト中の酸度
の定量（中和滴定）

予習30分（乳と乳製品につ
いて；食品学の教科書おさ
らい、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第10回
１００％果汁中の有
機酸の定量（中和滴
定）

予習30分（果物と有機酸に
ついて；食品学の教科書お
さらい、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第11回 醤油の塩分濃度の定量（沈殿滴定法）

予習30分（調味料と含有塩
分量について；食品学の教
科書おさらい、実験書を読
む）
復習60分（ノート作成）

第12回
牛乳中の脂肪量（ゲ
ルベル法）とＳＮＦ
（バブコック法）の
測定

予習30分（牛乳の成分につ
いて；食品学の教科書おさ
らい、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）



第13回

酵素的褐変の定性試
験（じゃが芋・りん
ご）
非酵素的褐変の定性
試験（アミノ・カル
ボニル反応）

予習30分（食品の変質（主
に褐変）について；食品学
の教科書おさらい、実験書
を読む）
復習60分（ノート作成）

第14回
添加材料の違いによ
るパンの製造試験
次週の実技試験内容
予告

食品分析実験を学習してきた視点か
らの情報トピックスに関して、興味
を持つ内容の意見・情報交換を行う
小麦粉製品の製造を通して、他講座
（食品学、栄養学、調理学および実
習）で学んできた内容の関連を理解
する

予習30分（パンの製造につ
いて；食品学の教科書おさ
らい、実験書を読む）
復習60分（ノート作成）

第15回

実験操作の実技試験
授業ポイントのおさ
らい
【ノート提出の予
告】期末試験の会場
にてノート提出；
チェック内容第８～
１４回授業の記録
毎回提出後返却され
た実験報告書が貼付
されている事

予習30分（実技試験内容の
確認、前回までの授業内容
記録を確認しておく）
復習60分（授業内容とノー
ト記録の確認）

教科書
食品学実験書（生活科学科オリジナル）
授業項目に付随して、補足資料の配布も行う。
参考書
食品学（１年次履修授業）で使用した教科書
食品成分表（香川明夫監修・女子栄養大学出版部）
ＮＥＷ調理と理論（山崎清子 他著・同文書院）
成績評価の方法・基準
認定単位６０点以上
筆記試験８０％、提出物（ノート）１０％、授業への参加度（実技試験含む）１０％
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回実験結果の報告書を配布するので、記入後授業終了時に提出する。
確認後返却されたらノートに添付し記録としてまとめる（ノート提出時に再度確認あり）。
履修のポイント
授業中の積極的な取り組み（講義および実技）を必要とする。
食品学実験Ⅰ（１年次履修科目）から引き続いての食品関連実験であるので、実験Ⅰで学習してき
た内容を復習して実験Ⅱの授業に活用してほしい。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C251



講義コード 30190001
講義名 調理学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 須藤 侑加子 指定なし

授業の概要と教育目標
おいしい食事を提供するために食品や調理作業の基礎知識を知り、調理工程における食品の性状
変化について学ぶ必要がある。本授業では、調理の役割について理解し、食品の科学的変化や嗜
好性と機能、おいしさの要因について修得する。さらに食品の性質を理解した上で、食事設計や
実践に活用することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマポリシーの関連として「栄養と健康」に基づいて、調理工程
における食品の性状の変化について科学的に理解し、栄養士に必要不可欠である基礎的な調理知
識の修得を目指すものとする。
到達目標
1.調理の目的と意義を理解し、調理工程の理論を説明できる。
2.調理工程における食品の科学的な性状の変化について説明できる。
3.食品の性質について理解し、献立作成、調理工程に組み込むことができる。
授業計画

担
当
者

授業内容と
方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回

須
藤
侑
加
子

オリエン
テーション
調理の意義
調理の操作
と調理機器
・非加熱調
理
・加熱調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

須
藤 食事設計論

・献立作成 次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
予習90分：教科書
の該当部分を読む。



第2回 侑
加
子

の実際
・食文化

疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第3回

須
藤
侑
加
子

食べ物のお
いしさと評
価
・おいしさ
の構成要因
・食べ物の
要因 ・官能
評価

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第4回

須
藤
侑
加
子

炭水化物を
多く含む食
品
・米類の調
理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第5回

須
藤
侑
加
子

炭水化物を
多く含む食
品
・小麦粉の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第6回

須
藤
侑
加
子

炭水化物を
多く含む食
品
・いも類の
調理
・でん粉の
調理
・豆類の調
理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第7回

須
藤
侑
加
子

たんぱく質
を多く含む
食品
・食肉類の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第8回

須
藤
侑
加
子

たんぱく質
を多く含む
食品
・魚介類の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第9回

須
藤
侑
加
子

たんぱく質
を多く含む
食品
・卵類の調
理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第10回

須
藤
侑
加
子

たんぱく質
を多く含む
食品
・乳類の調
理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第11回

須
藤
侑
加
子

ビタミン・
無機質を多
く含む食品
・野菜類の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。



第12回

須
藤
侑
加
子

ビタミン・
無機質を多
く含む食品
・果物類の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第13回

須
藤
侑
加
子

ビタミン・
無機質を多
く含む食品
・きのこ類
の調理
・海藻類の
調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第14回

須
藤
侑
加
子

その他の食
品
・油脂類の
調理
・ゲル化剤
の調理

次回の小テストに向けて、授業内容を復習し、
疑問や質問があれば教員や学生同士でディス
カッションし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

第15回

須
藤
侑
加
子

・調味料、
香辛料の調
理
・嗜好飲料
について
・15回のま
とめ、補足

定期試験に向けて、授業内容を復習し、疑問や
質問があれば教員や学生同士でディスカッショ
ンし、答えを導く。

予習90分：教科書
の該当部分を読む。
復習90分：小テス
トに向けて授業内容
を復習する。

教科書
「調理学 食品の調理特性を正しく理解するために」河内公恵 編者（化学同人）
参考書
「栄養士・管理栄養士を目指す人の調理・献立作成の基礎」坂本裕子・森美奈子編 
「調理の基本 まるわかり便利帳」女子栄養大学出版部 
その他適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 
成績評価：定期試験60％、授業内小テスト40％
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回の授業で、前回の授業内容の小テストを行う。これを返却し模範解答を提示するので、学習
に活用すること。
履修のポイント
授業内容や小テストの内容を復習し、授業への積極的な取り組みを期待する。調理について興味
を持ち、実践に繋げることが望ましい。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館2階 調理準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R211



講義コード 30200001
講義名 基礎栄養学Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養の意義をふまえ、各栄養素の種類概要・消化・吸収・代謝の流れ・栄養学的機能と特質・食
品のもつ栄養効果について学習する。
また健康の保持増進・疾病の予防治療における栄養の役割を理解し、栄養学の原理となる基礎知
識をを実践性活動の場に対応できるように習得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養に関する基礎知識を理解する。その知識を得た栄養士として健康栄養に係る現場で実践的に
活用し、また問題を解決できる能力を習得できるようにする。
到達目標
栄養士養成課程の専門分野の原理を習得し、併せて他の専門科目との関連性を理解できるように
する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
栄養の概念、栄養と健康・疾患（栄
養学の歴史、欠乏症と過剰症、生活
習慣病、食事摂取基準）

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する）

第2回
食品成分（糖質・脂質・たんぱく
質・ビタミン・無機質）について
消化器系の構造と機能について

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する）

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換 予習90分（教科書該



第3回
炭水化物の栄養Ⅰ
概要、糖質の分類、エネルギー源と
しての作用、血糖とその調節

授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第4回
炭水化物の栄養Ⅱ
糖質の体内代謝、他の栄養素との関
係

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第5回
脂質の栄養Ⅰ
脂質の種類とはたらき、脂質の臓器
間輸送

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第6回

脂質の栄養Ⅱ
脂質の体内代謝、貯蔵エネルギーと
しての作用、摂取する脂肪の量と質
の評価、脂肪酸由来の生理活性物
質、他の栄養素との関係

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第7回
たんぱく質の栄養Ⅰ
アミノ酸・たんぱく質の構造・機
能、たんぱく質の合成と分解、タン
パク質・アミノ酸の体内代謝

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第8回
たんぱく質の栄養Ⅱ
アミノ酸の臓器間輸送・摂取するた
んぱく質の量と質の評価、他の栄養
素との関係

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）



解する

第9回
ビタミンの栄養Ⅰ
脂溶性ビタミンの種類と特徴、栄養
学的機能、生物学的利用度、他の栄
養素との関係

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第10回
ビタミンの栄養Ⅱ
水溶性ビタミンの種類と特徴、栄養
学的機能、生物学的利用度、他の栄
養素との関係

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第11回 ミネラルの栄養Ⅰミネラルの分類と栄養学的機能

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第12回
ミネラルの栄養Ⅱ
硬組織におけるはたらき、生体機能
の調節機能

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第13回
ミネラルの栄養Ⅲ
酵素反応の賦活作用、ミネラルの生
物学的利用度

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容
に関する小問題 回答と解
説の情報交換
授業内容の重要な部分や

予習90分（教科書該
当ページを読む）

90



第14回 生理機能を持つ非栄養素食物繊維について
覚えるポイントを設問
（選択肢、記入方式）に
したまとめテストを実施
回答後、正解と解説をし
て再度重要ポイントを理
解する

復習 分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する、まとめテス
トの解説確認）

第15回
食事摂取基準について、食と健康日
本21
授業内容のまとめおよび解説（期末
試験をふまえて）

予習90分（教科書該
当ページを読む）
復習90分（授業の記
録をノートと資料で再
確認する）

教科書
Ｎブックス 四訂 基礎栄養学（木元幸一、鈴木和春編：建帛社）
※後期履修の「基礎栄養学Ⅱ」でも同教科書を使用する
参考書
栄養科学イラストレイテッド 基礎栄養学 第４版（田地陽一編・羊土社）
栄養科学イラストレイテッド 基礎栄養学ノート 第４版（田地陽一編・羊土社）
食品成分表（香川明夫監修・女子栄養大学出版部）

成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上
筆記試験８０％、レポート・課題提出２０％により評価。提出締切は期限を厳守すること。
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回授業計画書を確認して、予習と復習を行うことが望ましい。
授業のまとめとしてレポートやミニテストを複数回課す場合があるが、期末試験に向けた最終ま
とめの際にそれらも資料として必要となるのでファイリングしておくこと。
履修のポイント
生化学的視点（ヒトのからだのしくみ・消化吸収など）の講義内容を含むので、生化学や解剖学
の教科書を参考にすることを薦める。
栄養学や食品学に関連する他の履修科目にも、この科目で学習する内容はつながっていることを
ふまえる。
課題やミニテストが返却されたら、各自の解答は正誤内容等を再度確認する習慣をつけること。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R212



講義コード 30210001
講義名 基礎栄養学Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
基礎栄養学Ⅰで学習した栄養素の機能の理解をふまえ、消化吸収・摂食行動、水と電解質、エネ
ルギー代謝、栄養と遺伝子についての学習を行う。
ヒトが生活をしていく社会環境の中で、栄養学が関与する事柄について多角的に理解できるよう
にする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
健康と栄養をを身近な部分から広域な問題点までを多角的に理解できるようにする。その知識を
得た栄養士として健康栄養に係る現場で実践的に活用し、また問題を解決できる能力を習得でき
るようにする。
到達目標
栄養士養成課程の専門分野の原理を習得し、併せて他の専門科目との関連性を理解できるように
する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
基礎栄養学Ⅰで学習した
項目のおさらい確認

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第2回
食物の摂取
満腹感・空腹感と食欲、

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を



摂食量の調節、食事のリ
ズムとタイミング

方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第3回
消化・吸収と栄養素の体
内動態Ⅰ

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認)

第4回
消化・吸収と栄養素の体
内動態Ⅱ
管腔内消化の調節、膜消
化・吸収

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第5回

消化・吸収と栄養素の体
内動態Ⅲ
栄養素別の消化・吸収、
栄養素の体内動態、生物
学的利用度

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第6回
水・電解質の栄養学的意
義Ⅰ
生体内の水、水の出納

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認)

第7回

水・電解質の栄養学的意
義Ⅱ
脱水・浮腫、電解質代謝
と栄養、
（アシドーシスとアルカ
ローシス）

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第8回
エネルギー代謝Ⅰ
エネルギー代謝の概念、
エネルギー消費量、臓器
別エネルギー代謝

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）



第9回 エネルギー代謝Ⅱ
エネルギー代謝の測定法

ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第10回 遺伝形質と栄養の相互作用

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第11回

栄養と健康Ⅰ
日本の食生活から見る栄
養摂取の推移、栄養評価
法（栄養アセスメント）

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（教科書該当ペー
ジを読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第12回
栄養と健康Ⅱ
栄養状態評価法、国民の
健康栄養に関連する各種
の調査

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（事前配布する資
料を読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第13回
日本人の食事摂取基準
食事摂取基準の指標、各
項目について、食事摂取
基準の活用

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（事前配布する資
料を読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る、まとめテストの解説確
認）

第14回 食と健康日本２１

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ：授業内容に関す
る小問題 回答と解説の情報交換
授業内容の重要な部分や覚える
ポイントを設問（選択肢、記入
方式）にしたまとめテストを実
施
回答後、正解と解説をして再度
重要ポイントを理解する

予習90分（事前配布する資
料を読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る）

第15回
授業内容（ⅠおよびⅡ）の
総まとめ
解説（試験をふまえて）

予習90分（1～11回授業箇
所および12～14回授業資料
を読む）
復習90分（授業の記録を
ノートと資料で再確認す
る）

教科書
Ｎブックス 四訂 基礎栄養学（木元幸一、鈴木和春編：建帛社）
※「基礎栄養学Ⅰ」で使用した教科書を使用する。



参考書
栄養科学イラストレイテッド 基礎栄養学（田地陽一編・羊土社）
栄養科学イラストレイテッド 基礎栄養学ノート（田地陽一編・羊土社）
食品成分表（女子栄養大学出版部）
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上。
筆記試験８０％、レポート・課題提出２０％により評価。提出締切は期限を厳守すること。
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回授業計画書を確認して、予習と復習を行うことが望ましい。
授業のまとめとしてレポートやミニテストを複数回課す場合があるが、期末試験に向けた最終ま
とめの際にそれらも資料として必要となるので、ファイリングしておく。
履修のポイント
生化学的視点（ヒトのからだのしくみ・消化吸収など）の講義内容を含むので、生化学や解剖学
の教科書を参考にすることを薦める。
栄養学や食品学に関連する他の履修科目にも、この科目で学習する内容はつながっていることを
ふまえる。
課題やミニテストが返却されたら、各自の解答は正誤内容等を再度確認する習慣をつけること。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C231



講義コード 30220001
講義名 応用栄養学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

病院・福祉施設、研究機関等の管理栄養士としての実務経験に基づ
き、栄養アセスメント、栄養介入方法などの基礎知識と実際について
講義を行う。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 和田 理紗子 指定なし

授業の概要と教育目標
人が誕生してから一生を終えるまでの間の成長・発達、加齢にともなう人体の構造や機能の変
化、栄養状態等の変化について理解し、健康増進・疾病予防に寄与する栄養素の機能、健康に影
響するリスクの管理について基本的な考え方や方法を学修する。 なお、本科目を学ぶ上で、人
のライフステージはその人生の積み重ねで成り立っていることを理解しながら学習を進め、体の
さまざまな状況の変化に対応できる栄養ケア・マネジメントを身につけることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として「人体の構造・機能」と「栄養・健康」に関
する学習を総合的に理解し、栄養士として活躍する現場において、各ライフステージに適応した
栄養管理を効率よく的確に実践するための基本的な知識や技術の修得を目指すものとする。
到達目標
１．各ライフステージにおける身体状況や栄養状態に応じた栄養管理について説明できる。
２．健康増進や疾病予防に寄与する栄養管理を修得することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回

和
田
理
紗
子

オリエンテー
ション
応用栄養学で
の学びと本授
業の概要
栄養ケア・マ
ネジメントの
概念

予習90分：教科書を
読んで初回授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

栄養ケア計画 予習90分：教科書を



第2回

和
田
理
紗
子

の実施、モニ
タリング、評
価、フィード
バック

課題：栄養ア
セスメント演
習

栄養アセスメントの事例を通して、栄養ケア計
画ついてディスカッションを行う。

読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第3回

和
田
理
紗
子

食事摂取基準
の基礎的理解

食事摂取基準の基礎理論と活用法についてディ
スカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第4回

和
田
理
紗
子

妊娠期・授乳
期（１）生理
的特徴

妊娠期・授乳期の母体と胎児の生理的特徴、性
周期、母乳分泌の機序についてディスカッショ
ンする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第5回

和
田
理
紗
子

妊娠期・授乳
期（２）栄養
アセスメント
と栄養ケア

妊娠期・授乳期に起こりやすい栄養学的問題と
その評価法・解決法についてディスカッション
する。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第6回

和
田
理
紗
子

新生児・乳児
期（１）生理
的特徴

母乳と人工栄養の特徴、調乳方法、乳児期の栄
養補給法に関して学ぶ。離乳の目的、離乳の進
め方についてディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第7回

和
田
理
紗
子

新生児・乳児
期（２）栄養
アセスメント
と栄養ケア

新生児・乳児期に起こりやすい栄養学的問題と
その評価法・解決法についてディスカッション
する。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。
予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明



第8回

和
田
理
紗
子

成長期（幼児
期、学童期、
思春期）
（１）生理的
特徴

成長期（幼児期、学童期、思春期）における成
長・発達の過程についてディスカッションす
る。

らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第9回

和
田
理
紗
子

成長期（２）
幼児期の栄養
アセスメント
と栄養ケア

幼児期の発育・発達とその評価法を学び、幼児
期に起こりやすい栄養学的問題として特に食物
アレルギーについてディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第10回

和
田
理
紗
子

成長期（３）
学童期・思春
期の栄養アセ
スメントと栄
養ケア

学童期および思春期の成長・発達の特徴と、ア
セスメント法についてディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第11回

和
田
理
紗
子

成人期・更年
期（１）生理
的特徴

成人期の身体的特性、食生活の特徴から生活習
慣病のリスクに関してディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第12回

和
田
理
紗
子

成人期・更年
期（２）栄養
アセスメント
と栄養ケア

成人期の生活習慣病の現状について学び、その
予防・対策についてディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第13回

和
田
理
紗
子

高齢期（１）
生理的特徴

老化のメカニズムや高齢期の生理的特徴（咀
嚼・嚥下機能、消化吸収、代謝の変化）につい
てディスカッションする。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

和 高齢期（２） 高齢期の栄養上の特徴および栄養障害とそのケ

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨



第14回
田
理
紗
子

栄養アセスメ
ントと栄養ケ
ア

アについて理解する。低栄養の予防、フレイ
ル、サルコペニア、ロコモティブシンドロー
ム、嚥下調整食・介護食などについてディス
カッションする。

むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

第15回

和
田
理
紗
子

まとめ（ト
ピックス） 授業のまとめとトピックスについて紹介する。

予習90分：教科書を
読んで、疑問点を明
らかにして授業に臨
むこと。
復習90分：配布資料
を見直し、教科書を
基に重要事項を整理
し、復習をしておく
こと。

教科書
Nブックス 五訂 応用栄養学〔第2版〕：津田博子・麻美直美 編著 建帛社
ISBN:978-4-7679-0721-5
参考書
「日本人の食事摂取基準 2020年版」
必要に応じてプリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 
筆記試験 90％、課題・提出物、授業への取り組み姿勢など10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内において、単元ごとに復習を目的とした確認テストを行うことがある。授業内容の理解度
に応じて、フィードバックを行う。
履修のポイント
「応用栄養学」で学ぶ内容は多岐にわたる。ライフステージごとの特性を理解し、日常の食生活
に対する考えや、疑問に思うことを質問できるよう、積極的に授業に取り組むことを期待する。
オフィス・アワー
月・水・木の昼休み 11号館 研究室14にて対応するほか、授業の前後においても質問に対応す
る。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C271



講義コード 30230001
講義名 応用栄養学実習
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 五十嵐 桂子 指定なし

授業の概要と教育目標
人間が健康で生きていくためには、よりよい生活習慣を確立することが大切である。ライフス
テージ別に応じた栄養の特性を理解、ライフステージに応じた献立作成と調理法や実践的な指導
法を学び、栄養ケア・マネジメントを習得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学・食品学・栄養指導論を基礎として、
・体のしくみ・食品・栄養に関する基礎の理解と相互作用について理解できている。
・体のしくみ・食品・栄養に関する総合的な理解することで、健康・栄養にかかわる現場で実践
的の活用できる能力の修得することを目指す。
到達目標
①栄養素と健康について説明ができる。
②献立作成、作成と実施（出来上がり）の基礎の習得。食事計画・調理・評価
③栄養素の消化吸収について説明ができる。
④ライフステージ別の栄養管理の理解と実践的な活用・展開ができる。評価・計画・実施
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習
と
そのために
必要な時間

第1回

五
十
嵐
桂
子

ガイダンス 栄養
ケア・マネジメ
ント 食事摂取基
準

自分自身の食事状況の評価及び改善点をレポートに
まとめる

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）



第2回

五
十
嵐
桂
子

妊娠期・授乳期
の栄養管理 １

妊婦の病態と疾患
妊娠期・授乳期の生理的変化から栄養状態の評価や
栄養管理法をまとめる

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第3回

五
十
嵐
桂
子

妊娠期・授乳期
の栄養管理１ ２

妊娠期の献立作成
妊娠期にみられるトラブルに対応した献立を作成
「妊婦のための食生活指針」「食事摂取基準」を基
に作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第4回

五
十
嵐
桂
子

乳児期の栄養管
理 １ （調乳）
実習

離乳食初期・中期・後期の展開食

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第5回

五
十
嵐
桂
子

乳児期の営養管
理 ２

離乳食
中期・後期・完了期
離乳食の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第6回

五
十
嵐
桂
子

乳児期の営養管
理 ３ 調理実習 作成した献立に基づいた調理実習

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第7回

五
十
嵐
桂
子

幼児期・学童期
の栄養管理 １

年齢による身体状況の変化や必要な栄養素について
まとめる

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第8回

五
十
嵐
桂
子

幼児期・学童期
の栄養管理 ２ 乳幼児の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す

15



（ 分）

第9回

五
十
嵐
桂
子

幼児期・学童期
の栄養管理 ３

食物アレルギー代替食への展開について事例を基に
注意点をまとめる

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第10回

五
十
嵐
桂
子

思春期・青年期
の栄養管理

学童期思春期の子どもの成長・発達に伴う生理的変
化から栄養状態の評価や栄養管理法（栄養アセスメ
ント）をまとめる

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第11回

五
十
嵐
桂
子

成人期・高齢期
の栄養管理 １

老化、日常生活動作、老年症候群等についての栄養
（エネルギー・たんぱく質・糖質・脂質）の代謝、
簡易栄養状態評価表についてグループごとにまとめ
る

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第12回

五
十
嵐
桂
子

成人期・高齢期
の栄養管理 ２ 高齢期の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第13回

五
十
嵐
桂
子

高齢期の栄養管
理（調理実習） 作成した献立に基づいた調理実習

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第14回

五
十
嵐
桂
子

スポーツ選手の
栄養管理 １

スポーツ選手の
エネルギー代謝 運動 種類 運動効果栄養 生体リズ
ムグループで討議し発表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを
見直す
（15分）

第15回

五
十
嵐
桂
子

スポーツ選手の
栄養管理 ２ スポーツ選手の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（30分）
復習：配布
プリントを



見直す
（15分）

教科書
山本由喜子他 編著 応用栄養学実習ワークブック（株）みらい2020年
参考書
適宜紹介
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
レポート課題の提出80％以上、授業への参加（態度含む）20％
＊レポートについては期限厳守
課題等に対する
フィードバックの方法
レポート課題は採点後返却します。配布プリントと共に学習の参考にしてください。
履修のポイント
授業へ参加して学んでください。
オフィス・アワー
質問や相談については、授業し終了後などにて応じます。
＊講義の順番につては変更の場合もあります。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C272



講義コード 30240001
講義名 基礎調理実習Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業の概要】調理学で学習した調理に関する基礎を実習を通じて学習する。授業は、「デモン
ストレーション ➡ 実習(グループ) ➡ 試食 ➡ 総評 ➡ 片付け」という流れで行う。
授業形態：クラスを2グループに分けて授業を実施(分散授業)
270分×7回(3コマ×7回)・135分×1回(2コマ×1回)

【教育目標】実習では、実践的な知識及び技術を習得することを目標とする。また、衛生管理に
留意して調理を行う意義や重要性について学習する。また、グループ学習を通じて、コミュニ
ケーションの向上も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する
学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用、また問題を解決できる能
力を修得することを目指して、調理に関する知識と技術を深く学び、実践力を養う。社会に出て
活躍できるようグループ実習を通して自己や他者の役割を理解し、視野を広く積極的に実習に臨
むことを目標とする。
到達目標
・調理科学について実習を通じて理解を深める。
・基礎的な調理技術(調理操作)を習得する。
・実習を通じてコミュニケーション力の向上をはかる。
・伝統食、郷土食を通じて、食文化の伝承と意義の理解を深める。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

オリエンテーション 調理の基礎Ⅰ
１）実習の留意点 ２）計量 ３）
調理設備と道具類 ４）器具と布巾
の洗浄 ５）実習後の記録 ６）栄

予習30分：事前に教科書等を読む。
復習30分：課題レポートに取り組



養価計算の方法 む。

第2回

テーマ：日本料理 加熱調理(炊
く)・だしの取り方Ⅰ(鰹だし)
基礎実習：計量スプーンによる重
量換算
切り方(千六本、ささがき、拍子
木切り)
【課題】自宅にて鍋等を用いて炊
飯操作を行い記録し、レポートを
提出する。

だしについ
て、うま味に
ついてグルー
プでディス
カッションを
行い、まとめ
る。

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第3回

テーマ：日本料理 加熱調理(炊
く)・だしの取り方Ⅰ(鰹だし)
献立実習：白飯、澄まし汁、鰆の
西京焼き、きんぴら、大根の甘酢
漬け、いちごの生クリームかけ

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第4回

テーマ：日本料理 加熱調理(炒め
る・茹でる)・だしの取り方Ⅱ(煮
干しだし)・和え物の調理 基礎実
習：
飾り切り（スマイルカット） 

【課題】炊飯
についてグ
ループでディ
スカッション
を行い、まと
める。

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第5回

テーマ：日本料理 加熱調理(炒め
る・茹でる)・だしの取り方Ⅱ(煮
干しだし)・和え物の調理 献立：
白飯、味噌汁、二色そぼろ、青菜
の胡麻和え、オレンジ
【課題】自宅にて煮干しを用いて
味噌汁を作り、レポートを作成す
る。

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第6回

テーマ：日本料理・炊飯の応用・
だしの取り方Ⅲ(混合だし)・味付
けご飯(塩味)・合わせ酢の扱い
方・ゲル化剤の調理(棒寒天)
基礎実習：
切り方(人参：乱切り、千切り

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第7回

テーマ：日本料理・炊飯の応用・
味付けご飯(塩味)・だしの取り
方Ⅲ(混合だし)・合わせ酢
献立実習：枝豆ご飯 かきたま汁
肉じゃが レタスとわかめの酢の物
果汁かん

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第8回

テーマ：西洋料理・加熱調理(焼
く-オーブン-)・だしの取り
方Ⅳ(スープストック) ・ゲル化剤
の調理(ゼラチン)
基礎実習：切り方(さいの目切
り、みじん切り)

予習30分：前期学習した調理に関す
る基礎的知識及び技術について、事
前に教科書等を読む。復習30分：前
期学習した調理に関する基礎的知識
及び技術について、まとめプリント
等を用いて復習する。

第9回

テーマ：西洋料理・加熱調理(焼
く-オーブン-)・ゲル化剤の調
理(ゼラチン) 
献立実習：パン、コンソメジュリ
エンヌ、チキンピカタ、マセドア
ンサラダ、コーヒーゼリー 

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。



第10回
テーマ：日本料理・加熱調理(焼
く-オーブン-)・ゲル化剤の調
理(粉寒天）
基礎実習：魚のおろし方(手開き) 

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第11回

テーマ：日本料理・加熱調理(焼
く-オーブン-)・ゲル化剤の調
理(粉寒天）
献立実習：日本料理・加熱調
理(焼く-オーブン-)・ゲル化剤の
調理(粉寒天） 献立：白飯、鰯の
蒲焼き、吉野鶏とみつばの吸い
物、かぼちゃの含め煮、セロリー
のレモン漬け、フルーツみつ豆

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第12回

テーマ：日本料理 加熱調理(揚げ
る) もち米の調理 豆類の調理(小
豆・枝豆) 小麦粉の調理(天ぷら)
乾麺の扱い方
基礎実習：切り方(人参：千切
り・色紙切り) 
だしの取り方Ⅳ(混合だし)

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第13回

テーマ：日本料理 加熱調理(揚げ
る) もち米の調理 豆類の調理(小
豆・枝豆) 小麦粉の調理(天ぷら)
乾麺の扱い方
献立実習： 献立：冷麦、天ぷら、
きゅうりとわかめの酢の物、 おは
ぎ(小豆餡・ずんだ餡)

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第14回

テーマ：西洋料理 加熱調理(煮る)
小麦粉の調理(ルー) 澱粉の調
理(コーンスターチ) 献立実習：白
飯、チキンカレー、コールスロー
サラダ、ブラマンジェ、レモンス
カッシュ

予習30分：次回の授業範囲を伝える
ので、事前に教科書等を読む。復
習30分：課題レポートに取り組む。

第15回
【まとめ】
・前期に学習した調理に関する基
礎的技術について、到達度の確認
を行う

実習を振り返
り、グループ
で前期実習で
の反省につい
てまとめ、発
表を行う。

予習30分：1年間学習した調理に関
する基礎的知識及び技術について、
事前に教科書等を読む。復
習30分：1年間学習した調理に関す
る基礎的知識及び技術について、ま
とめプリント等を用いて復習する。

教科書
「楽しい調理」(医歯薬出版株式会社)
「調理の基本 まるわかり便利帳」(女子栄養大学出版部)
「八訂 食品成分表２０２３」(女子栄養大学出版部)
「栄養士・管理栄養士を目指す人の調理・献立作成の基礎」(化学同人)
参考書
「調理と理論」(同文書院)
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上（通年で評価）
実習ノート30％ 実習実技及び課題30％ 小テスト40％
課題等に対する
フィードバックの方法



毎回栄養価計算と調べ学習の課題に取り組む。(次回提出)返却するので、ファイルに綴じ復習に
有効に活用すること。
履修のポイント
実習については、各自が余裕をもって準備(身支度等)してのぞむこと。調理技術の習得と実習へ
積極的に望む。食材の都合により実習が前後することがある。
オフィス・アワー
木曜日：12：30～13：20（昼休み）、9号館3Ｆ第７研究室
※授業前後にも適宜受けます。

科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C213



講義コード 30240002
講義名 基礎調理実習Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業の概要】調理学で学習した調理に関する基礎を実習を通じて学習する。授業は、「デモン
ストレーション ➡ 実習(グループ) ➡ 試食 ➡ 総評 ➡ 片付け」という流れで行う。
授業形態：クラスを2グループに分けて授業を実施(分散授業)
270分×3回(3コマ×3回)・135分×9回(2コマ×9回)

【教育目標】実習では、実践的な知識及び技術を習得することを目標とする。また、衛生管理に
留意して調理を行う意義や重要性について学習する。また、グループ学習を通じて、コミュニ
ケーションの向上も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する
学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用、また問題を解決できる能
力を修得することを目指して、調理に関する知識と技術を深く学び、実践力を養う。社会に出て
活躍できるようグループ実習を通して自己や他者の役割を理解し、視野を広く積極的に実習に臨
むことを目標とする。
到達目標
・調理科学について実習を通じて理解を深める。
・基礎的な調理技術(調理操作)を習得する。
・実習を通じてコミュニケーション力の向上をはかる。
・伝統食、郷土食を通じて、食文化の伝承と意義の理解を深める。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
中
島
君

・食事計画Ⅰ(学校給食の
献立作成)
学校給食における児
童(9～10歳)対象の献立を

学校給食についてグ
ループでディスカッ
ションを行い、まとめ

予習30分：事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。



恵 作成する る。(1)

第2回
中
島
君
恵

テーマ：西洋料理・加熱
調理(焼く)・スープ
献立実習：パン・ムニエ
ル・パンプキンスープ・
キャロットラペ・アイス
ボックスクッキー・コン
ポート

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第3回
中
島
君
恵

テーマ：日本料理・乾物
の扱い方・加熱調理
(蒸し物)・希釈卵液の調
理Ⅰ
献立実習：ひじきご飯・
炒り鶏・空也蒸し・茶巾
絞り

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第4回
中
島
君
恵

テーマ：西洋料理・パス
タ料理・ドレッシングの
扱い方
献立実習：マカロニグラ
タン・グリーンサラダ・
田舎風野菜スープ・リン
ゴのブルジョアーズ

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第5回
中
島
君
恵

テーマ：西洋料理・希釈
卵液の調理Ⅱ
献立実習：オムライス・
グリーンサラダ・スー
プ・フランボワーズの
ムース

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第6回
中
島
君
恵

テーマ：日本料理・魚の
調理特性(煮魚)・米粉の
調理
献立実習：白飯・沢煮
椀・鯖の味噌煮・春菊と
しめじのお浸し
白玉ぜんざい

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第7回
中
島
君
恵

テーマ：日本料理・希釈
卵液の調理Ⅲ・澱粉の調
理特性・加熱調理（オー
ブン加熱Ⅰ）
基礎実習：だし巻き卵・
リンゴの飾り切り
献立実習：カキご飯・
のっぺい汁・甘鯛の銀紙
焼き・小かぶの即席漬
け・果物

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第8回
中
島
君
恵

食事計画Ⅱ(学校給食の調
理および評価）
食事計画Ⅰで作成した学校
給食の献立をもとに調
理➡評価➡発表の流れで
実習を実施する。

学校給食についてグ
ループでディスカッ
ションを行い、まとめ
る。献立作成から実習
を振り返り、グループ
で献立の特徴について
まとめ、発表を行う。

予習30分：前期学習した調理に
関する基礎的知識及び技術につ
いて、事前に教科書等を読む。
復習30分：前期学習した調理に
関する基礎的知識及び技術につ
いて、まとめプリント等を用い
て復習する。

テーマ：日本料理・もち
米の調理・松花堂弁当



第9回
中
島
君
恵

献立実習：炊きおこわ・
菊花豆腐・高野豆腐と干
しシイタケの炊き合わ
せ・伊達巻・豚肉巻き・
イカのもみじ和え・ほう
れん草お浸し・果物

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第10回
中
島
君
恵

テーマ：行事食Ⅰ(クリス
マス料理)
基礎実習：切り方(シャ
トー切り、拍子木切り)・
チャップ花

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第11回
中
島
君
恵

テーマ：行事食Ⅰ(クリス
マス料理)
献立実習：西洋料理・行
事食(クリスマス料理)・
小麦粉の調理・卵の調理
献立：オードブル・ロー
ストチキン・マッシュ
ルームのポタジュスー
プ・ブッシュドノエル

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第12回
中
島
君
恵

テーマ：行事食Ⅱ(お正月
料理)
基礎実習：飾り切り(ねじ
り梅・亀甲しいたけ)
飾り切り(かばぼこ)・六
方剥き(里芋)

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第13回
中
島
君
恵

テーマ：行事食Ⅱ(お正月
料理)
献立：雑煮・黒豆・二色
卵・のし鶏・紅白なま
す・紅白かまぼこ・栗き
んとん・数の子の土佐
じょうゆ和え・日の出ミ
カン

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第14回
中
島
君
恵

テーマ：行事食Ⅲ(ひな祭
り料理)・米の調理－すし
飯－・米粉の調理
献立：袱紗寿司・茶巾寿
司・太巻き寿司・ハマグ
リの潮汁・菜の花の辛し
和え・桜餅

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

第15回
中
島
君
恵

【まとめⅠ】
・1年間学習した調理に関
する基礎的知識および調
理に関する技術につい
て、到達度の確認を行う
認を行う

Ⅰ年の調理実習を振り返
り、習得した知識と技
術についてグループで
ディスカッションを行
い、まとめる。

予習30分：次回の授業範囲を伝
えるので、事前に教科書等を読
む。復習30分：課題レポートに
取り組む。

教科書
「楽しい調理」(医歯薬出版株式会社)
「調理のまるわかり便利帳」(女子栄養大学出版部)
参考書
「調理と理論」(同文書院)
成績評価の方法・基準



単位認定：60点以上
実習ノート30％ 実習実技30％ 小テスト40％
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回栄養価計算と調べ学習の課題に取り組む。(次回提出)返却するので、ファイルに綴じ復習に
有効に活用すること。
履修のポイント
実習については、各自が余裕をもって準備(身支度等)してのぞむこと。調理技術の習得と実習へ
積極的に望む。食材の都合により実習が前後することがある。
オフィス・アワー
木曜日：12：30～13：20（昼休み）、9号館3Ｆ第７研究室
※授業前後にも適宜受けます。

科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C232



講義コード 30250001
講義名 応用調理実習Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業の概要】調理実習Ⅰをふまえて、調理技術の向上及び造詣を深めるべく西洋料理、中国料
理及び応用調理について学ぶ。また、調理の専門性や調理に関する分野の浸透を計るため、スペ
シャリストを講師として招いて行う。さらに実践力を養うための実習として高齢者を対象とし
て、献立作成→試作→実習を行いお弁当の製作を行う。授業は、「デモンストレーション ➡ 実
習(グループ) ➡ 試食 ➡ 総評 ➡ 片付け」という流れで行う。
授業形態：180分×24回

【教育目標】実習では、調理実習Ⅰで学習した知識及び技術に実践力を習得することを目標とす
る。また、衛生管理に留意して調理を行う意義や重要性についてもさらに理解を含める。また、
グループ学習を通じて、コミュニケーションのさらなる向上も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する
学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用、また問題を解決できる能
力を修得することを目指して、調理に関する知識と技術を深く学び、実践力を養う。社会に出て
活躍できるようグループ実習を通して自己や他者の役割を理解し、視野を広く積極的に実習に臨
むことを目標とする。
到達目標
・基礎調理をふまえて、さらに調理技術を習得する。
・高齢者の調理(シルバーランチ)を通じて、高齢化時代に対応した献立作成を含めて実践力を養
う。 
・各分野のスペシャリストを通じて専門性を高める。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容

予習・復習
と
そのために
必要な時間
予習30分：



第1回
中
島
君
恵

食事計画Ⅰ
高齢者を対象とした献立作成と調理(シルバーラン
チ)：献立作成
【課題】高齢者を対象とした四季の献立作成を行
う。(春の献立・夏の献立・秋の献立・冬の献立)
献立実習：西洋料理の献立様式・ソースについ
て・加熱調理操作(焼く) 献立：バターロール、オ
ニオングラタンスープ、チキンソテーマスタード
ソース、ミモザサラダ、いちごゼリー

高齢者の身体変化
について意見交換
を行い、食事の留
意点についてディ
スカッションす
る。

高齢者の献
立に役立つ
教科書や資
料を読む。
復習30分：
献立作成、
ノート整理
に取り組
む。

第2回
中
島
君
恵

中国料理の献立様式・加熱調理操作(揚げる)・炸
菜Ⅰ・ゲル化剤のの扱い方(寒天) 献立：涼拌蕃茄、
清湯睡蓮、腰果鶏丁、炸春捲、杏仁豆腐

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第3回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・加熱調理操作(蒸す)・米粉
の調理特性・旬の食材(新生姜)の扱い方 献立：新
生姜ご飯、すまし汁、さわらの桜蒸し（道明寺蒸
し）、白和え、うぐいすもち

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第4回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・加熱調理(蒸す)・旬の食
材(筍)の扱い方 
献立：筍ご飯、若竹汁、からすがれいの西京焼き
筍の木の芽和え わらび餅

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第5回
中
島
君
恵

西洋料理（スペイン料理）の献立様式・加熱調
理(炊く)・米の調理献立：パエリア、ガスパ
チョ、エスカベッチョ、パナジェッツ

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。
予習30分：
次回の授業



第6回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・加熱調理(焼く-オーブン-)・
旬(空豆)の食材の扱い方・季節の和菓子 
献立：空豆ご飯、えびしんじょう椀、ぎせい豆
腐、治部煮、錦玉

範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第7回

西洋料理の献立様式・加熱調理(煮る)・旬の食
材(グリーンアスパラガス)の扱い方・小麦粉の調
理特性(ブラウンソース・物理的膨化：シュー) 献
立：バターライス、コンソメ アラ アラ ロワイヤ
ル,、ハッシュドビーフ、グリーンアスパラガスの
サラダ、シュークリーム

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第8回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・加熱調理(焼く-オーブン-)・
小麦粉の調理(どら焼き)・旬(冬瓜)の食材の扱い方
献立：あさりと根三つ葉の炊き込み飯、船場汁、
和風ローストポーク、冬瓜の海老あんかけ、どら
焼き

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第9回
中
島
君
恵

西洋料理の献立様式、加熱調理(揚げる) 献立：パ
ン、人参のポタージュ、ミラノ風カツレツ、コー
ルスローサラダ、、ロールケーキ(バタークリー
ム)

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

第10回
中
島
君
恵

西洋料理の献立様式・特徴(ソース)・魚のおろし
方(三枚おろし)
献立：パン、コーンクリームスープ、真鯛のポワ
レ ノイリー酒のソース、ニース風サラダ、チョコ
レートムース(外部講師を予定)

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。
予習30分：
次回の授業
範囲を伝え



第11回
中
島
君
恵

食事計画Ⅱ
高齢者を対象とした献立作成と調理(シルバーラン
チ)：各班で高齢者対象の夏の献立、秋の献立を調
理する

実習後、班ごとに
お弁当のねらい、
調理法、使用した
旬の食材、工夫点
等を意見交換し、
発表する。

るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む

第12回
中
島
君
恵

【まとめ】前期で学習した調理に関する知識及び
技術について、到達度の確認を行う

予習30分：
次回の授業
範囲を伝え
るので、事
前に教科書
等を読む。
復習30分：
課題レポー
ト、ノート
整理に取り
組む。

教科書
「楽しい調理」(医歯薬出版株式会社)
参考書
「調理と理論」山崎清子（同文書院）
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上（通年で評価）
実習ノート30% 実習実技及び課題30%、小テスト40％
課題等に対する
フィードバックの方法
調理を十分に理解して技術を習得するために授業時間外においても調理する機会を積極的に設け
ること。毎回課題レポートに取り組み、教科書や配布プリント等の講義資料を熟読しまとめる。
ノート提出（計2回）を行うので、毎回授業終了に実習内容についてまとめることを復習として
勧める。課題やプリントはファイルに綴じ学習の参考にすること。
履修のポイント
調理科学と健康の視点を持ち、実習には積極的な姿勢で実習に臨むこと。
食材の都合により、回数が前後する場合がある。
オフィス・アワー
木曜日、12：30～13：20（昼休み）、9号館3Ｆ第７研究室
※実習前後にも、適宜受け付けます（9号館1Ｆ調理準備室） 

科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C252



講義コード 30250002
講義名 応用調理実習Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業の概要】調理実習Ⅰをふまえて、調理技術の向上及び造詣を深めるべく西洋料理、中国料
理及び応用調理について学ぶ。また、調理の専門性や調理に関する分野の浸透を計るため、スペ
シャリストを講師として招いて行う。さらに実践力を養うための実習として高齢者を対象とし
て、献立作成→試作→実習を行いお弁当の製作を行う。授業は、「デモンストレーション ➡ 実
習(グループ) ➡ 試食 ➡ 総評 ➡ 片付け」という流れで行う。
授業形態：180分×24回

【教育目標】実習では、調理実習Ⅰで学習した知識及び技術に実践力を習得することを目標とす
る。また、衛生管理に留意して調理を行う意義や重要性についてもさらに理解を含める。また、
グループ学習を通じて、コミュニケーションのさらなる向上も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する
学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用、また問題を解決できる能
力を修得することを目指して、調理に関する知識と技術を深く学び、実践力を養う。社会に出て
活躍できるようグループ実習を通して自己や他者の役割を理解し、視野を広く積極的に実習に臨
むことを目標とする。
到達目標
・基礎調理をふまえて、さらに調理技術を習得する。
・高齢者の調理(シルバーランチ)を通じて、高齢化時代に対応した献立作成を含めて実践力を養
う。 
・各分野のスペシャリストを通じて専門性を高める。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間
予習30分：高
齢者の献立に



第1回
中
島
君
恵

食事計画Ⅲ
高齢者を対象とした冬の献立作成

高齢者の身体変化
について意見交換
を行い、食事の留
意点についてディ
スカッションす
る。

役立つ教科書
や資料を読
む。
復習30分：献
立作成、ノー
ト整理に取り
組む。

第2回
中
島
君
恵

中国料理の献立様式・加熱調理操作(炒める・揚
げる)・炸菜Ⅱ 献立：涼拌茄子、粟米会豆腐、炒
青椒牛肉絲、油淋鶏、杏仁酥

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第3回
中
島
君
恵

西洋料理の献立様式・加熱調理(煮る)・小麦粉
の調理特性(ブラウンソース・物理的膨化：
シュー) 献立：バターライス、コンソメ アラ ロ
ワイヤル,、ハッシュドビーフ、花野菜のサラ
ダ、シュークリーム

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第4回
中
島
君
恵

西洋料理の献立様式・加熱調理操作(揚げる)・
炊飯(洋風炊き込み飯)・小麦粉の調理特性(ベ
シャメルソース) 献立：チキンピラフ、人参のポ
タージュスープ、蟹クリームコロッケ、ズッパ
イングレーゼ

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第5回
中
島
君
恵

中国料理の献立様式・加熱調理操作(炒める)・
炒菜 献立：麻辣黄瓜、白菜丸子湯、炒米粉、栗
子鶏、ごま団子

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第6回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・加熱調理(揚げる)・米粉
の調理 献立：白飯、鯛の潮汁、鶏の二色変わり
揚げ、里芋の柚子味噌煮、袱紗卵、小松菜と油
揚げの煮びたし、ラディッシュの甘酢づけ、き
んつば

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、



ノート整理に
取り組む。

第7回
中
島
君
恵

食事計画Ⅳ
高齢者を対象とした献立作成と調理(シルバーラ
ンチ)：試作を基にお品書き作成し、高齢者を対
象とした秋のお弁当を完成させる

お弁当のコンセプ
ト、調理法、使用
した旬の食材、工
夫点等を意見交換
し、発表する

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第8回
中
島
君
恵

日本料理の献立様式・行事食(重陽節句)・加熱
調理(揚げる:フリッター)・米粉の調理 献立：菊
花ごはん、飛竜頭のすまし汁、サンマの博多焼
風 栗の甘露煮添え、舞茸のフリッター、ささみ
と春菊のごま和え、上用まんじゅう

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第9回
中
島
君
恵

西洋料理の献立様式・行事食（クリスマス）・
ひき肉の調理特性 献立：パン、ミートローフ、
きのこのクリームスープ、アスピックゼリー、
デコレーションケーキ(デモンストレーションの
みで実施)

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第10回
中
島
君
恵

食事計画Ⅴ
高齢者を対象とした献立作成と調理(シルバーラ
ンチ)：各班で高齢者対象の冬の献立を調理する

お弁当のコンセプ
ト、調理法、使用
した旬の食材、工
夫点等を意見交換
し、発表する

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

第11回
中
島
君
恵

【実技テストⅠ】スポンジケーキの作成
【課題】デコレーションケーキの企画（コンセ
プト・デザイン画作成）

予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの
で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む
予習30分：次
回の授業範囲
を伝えるの



第12回
中
島
君
恵

【実技テストⅡ】調理に関する技術について、到
達度の確認を行う 実習：デコレーションケーキ
の作成

で、事前に教
科書等を読
む。
復習30分：課
題レポート、
ノート整理に
取り組む。

教科書
「楽しい調理」(医歯薬出版株式会社)
参考書
「調理と理論」山崎清子（同文書院）
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上（通年で評価）
実習ノート30% 実習実技及び課題30%、小テスト40％
課題等に対する
フィードバックの方法
調理を十分に理解して技術を習得するために授業時間外においても調理する機会を積極的に設け
ること。毎回課題レポートに取り組み、教科書や配布プリント等の講義資料を熟読しまとめる。
ノート提出（計2回）を行うので、毎回授業終了に実習内容についてまとめることを復習として
勧める。課題やプリントはファイルに綴じ学習の参考にすること。
履修のポイント
調理科学と健康の視点を持ち、実習には積極的な姿勢で実習に臨むこと。
食材の都合により、回数が前後する場合がある。
オフィス・アワー
木曜日、12：30～13：20（昼休み）、9号館3Ｆ第７研究室
※調理実習前後にも、適宜受け付けます（9号館1Ｆ調理準備室） 

科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C252



講義コード 30260001
講義名 マーケティング
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 飯島 正義 指定なし

授業の概要と教育目標
フードシステムの視点から農水産物や加工食品の生産・流通とその担い手である卸売業・小売
業、中食を含めた外食産業、さらに食品消費と環境問題や食の安心・安全といった今日の私たち
を取り巻く問題について説明していきます。授業は、講義形式で行いますが、授業内容が理解で
きているかどうかを確認するために確認プリント等を実施する予定です。本講義を通して私たち
の生活の身近な問題からグローバルな問題までを理解することを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連では、１．私たちの生活を身近な問題からグローバ
ルなテーマまで多角的に理解している、２．生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的な事柄
について、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解している、という2項目と
関連しています。なお、この科目は、フードスペシャリストの資格を取得する場合に必ず履修し
なければならない科目の一つです。
到達目標
１．農水産物や加工食品の流通について説明できるようになる。
２．食品卸売業・小売業の役割や現状について説明できるようになる。
３．食品消費と環境問題、食の安心・安全など今日の課題についても説明できるようになる。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

フードビジネスとは何か
オリエンテーション（授業内
容、進め方、成績評価等）
フードビジネス、フードマー
ケティングとは何かについて
学びます。

予習90分：シラバスと教科書の「５フードマーケティン
グ」のところを読んでおくこと。復習90分：授業の重要
事項を整理・まとめておくこと。

第2回
食生活の変化（１）
食生活がどのように変化して 予習90分：教科書の「１食市場の変化」のところを読ん

でおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ



きたのか、その要因について
学びます。 ておくこと。

第3回
食生活の変化（２）
食生活の変化が商品消費をど
のように変化させてきたのか
を学びます。

予習90分：教科書の「１食市場の変化」のところを読ん
でおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第4回
食品の流通（１）
流通の役割と食品流通の特徴
について学びます。

予習90分：教科書の「２食品の流通」のところを読んで
おくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめて
おくこと。

第5回
食品の流通（２）
生鮮食品の卸売市場流通につ
いて学びます。

予習90分：教科書の「２食品の流通」のところを読んで
おくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめて
おくこと。

第6回
食品の流通（３）
加工食品の流通について学び
ます。

予習90分：教科書の「２食品の流通」のところを読んで
おくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめて
おくこと。

第7回
食品の流通（４）
食品小売業（スーパー・コン
ビニなど）について学びま
す。

予習90分：教科書の「２食品の流通」のところを読んで
おくこと。復習90分；：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第8回
食品の流通（５）
温度帯別食品流通について学
びます。

予習90分：教科書の「４主要食品の流通」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第9回
主要な食品流通（１）
米、麦、野菜・果物などの流
通について個別にみていきま
す。

予習90分：教科書の「４主要食品の流通」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第10回
主要な食品流通（２）
漬物、菓子、飲料などの流通
について個別にみていきま
す。

予習90分：教科書の「４主要食品の流通」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第11回
外食産業
外食産業の発展とその仕組み
について学びます。

予習90分：教科書の「３外食・中食産業」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第12回
中食産業
中食産業の発展とその背景に
ついて学びます。

予習90分：教科書の「３外食・中食産業」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第13回
食料消費と環境問題
食料消費と環境問題の関係に
ついて学びます。

予習90分：教科書の「６食料消費の課題」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第14回
食料消費を取り巻く課題
買物難民、地産地消、食育な
ど今日の課題について学びま
す。

予習90分：教科書の「６食料消費の課題」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

第15回
食品流通と安全
食品流通に対して、どのよう
な安全策が施されているのか
について学びます。

予習90分：教科書の「６食料消費の課題」のところを読
んでおくこと。復習90分：授業の重要事項を整理・まと
めておくこと。

教科書
日本フードスペシャリスト協会編『四訂 食品の消費と流通』建帛社
参考書
必要に応じて紹介します。



成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
筆記試験60％、平常点（確認プリントの提出、授業への取り組みなど）40％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で実施した確認プリント等については、原則として次週返却します。
履修のポイント
授業資料（プリント）は教科書に沿ってまとめてありますので、教科書と照らし合わせ、特に図
表も含めてその内容を確認し理解を深めてください。また、それを着実に積み重ねて下さい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C253



講義コード 30270001
講義名 人間関係
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義では、人とかかわり、人間関係を円滑に運ぶためのカウンセリングの考え方やその基本的
な技法を中心に学習し、必要となる技術や理論について理解を深める。とくに対人援助場面でみ
られる基本的なコミュニケーションの技法とその背景にある考え方を取り上げる。授業は講義形
式で行い、授業内で実習を組み込んだり、小レポートを課すことも予定している。また、「ピア
ヘルパー」の資格取得も視野に入れて講義を進める。人と人との関係を結ぶための基本的な考え
方や技法について、心理学の立場から理解し、それらを確実にすることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、私たちの生活を身近な問題からグローバルな
テーマまで多角的、科学的に理解することを目指し、心理的側面の理解を通してその目的達成に
資する知識を養う。そして、将来的な展望としては、人間関係の多様なあり方を理解することを
通して、生活科学の問題を理解する基盤となる学修成果を残すことを目指すものとする。
到達目標
１．援助者としての心がまえについて理解する。
２．カウンセリングの基礎的な理論について理解する。
３．援助（ヘルピング）技法の基本について理解する。
授業計画

授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回

ガイダンス
人間関係で取り扱
う問題
ピアヘルパーとは
何か、構成的グ
ループエンカウン
ターの考え方

構成的グループエンカウンターを構成するエクサ
サイズとシェアリングの実際について、いくつか
のエクササイズを取り上げて、教員がファシリ
テーターとなって実施し、ピアヘルピング（仲間
同士で助けたり助けられたりする）の関係性を体
験を通して実感する。

予習90分：教科
書第1章1節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。



第2回 カウンセリング概
論

カウンセリングの定義・略史・必要性についてグ
ループで意見交換し、自分の考えを深める。

予習90分：教科
書第1章2・7節
を読む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第3回 援助関係の形成①
カウンセリングの種類、援助者としての資質につ
いてグループで意見交換し、自分の考えを深め
る。

予習90分：教科
書
第1章3・4・6節
を読む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第4回 援助関係の形成②
援助のプロセス（リレーションづくり、問題の把
握、問題の解決）についてグループで意見交換
し、自分の考えを深める。

予習90分：教科
書第1章5節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第5回

カウンセリング理
論①
自己理論と精神分
析理論にもとづく
カウンセリングの
考え方を学ぶ。

ヘルピーが話しやすくなるためにはどのようなこ
とに注意すればよいのかについて、グループで話
し合う。

予習90分：1年
次「人間と心
理」“臨床の心
理学”を見直
す。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第6回

カウンセリング理
論②
学習理論と論理療
法理論にもとづく
カウンセリングの
考え方を学ぶ。

1年次に学習した「学習」について、グループで確
認する。

予習90分：1年
次「人間と心
理」“臨床の心
理学”を見直
す。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第7回

ヘルピングの技法
①
非言語的技法～非
言語的コミュニ
ケーションに注目
した援助技法

言語的技法と非言語的技法の双方を用いた二人一
組になってエクササイズを行う。その後、普段は
あまり自覚しないが、コミュニケーションとは言
語・非言語のいずれかの技法を用いて行われるわ
けではなく、双方が伴ってはじめてコミュニケー
ションが成立することを体験を通して実感する。

予習90分：教科
書第2章3節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第8回

ヘルピングの技法
②
言語的技法～言語
的コミュニケー
ションによる基本
的な援助技法（受
容・繰り返し・明
確化）

傾聴の技法のうち、受容・繰り返し・明確化につ
いて、履修者が二人一組になってのエクササイズ
を行い、傾聴を体験する。その後、エクササイズ
の感想等をシェアリングし、相手の良かった点や
こうした方がもっと良くなる点などを共有する。

予習90分：教科
書第2章1節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。



第9回

ヘルピングの技法
③
言語的技法～言語
的コミュニケー
ションによる基本
的な援助技法（支
持・質問）

傾聴の技法のうち、支持・質問について、履修者
が二人一組になってのエクササイズを行い、傾聴
を体験する。その後、エクササイズの感想等を
シェアリングし、相手の良かった点やこうした方
がもっと良くなる点などを共有する。

予習90分：教科
書第2章2節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第10回
問題解決の対処法
①
６つの対処法

自分の手に負えないことにはどんな対処方法があ
るのかについてグループで意見交換する。

予習90分：教科
書第2章5節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第11回
問題解決の対処法
②
援助技法向上のた
めの方法

いくつかの場面を設定し、グループでロールプレ
イを行う。

予習90分：教科
書第2章7節を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第12回 対話上の諸問題への対応①
援助時に起こりやすい状況について、グループで
対応策を考えてみる。

予習90分：教科
書第2章4・6節
を読む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第13回 ピアヘルパーの心構え
面接場面でヘルピーの感情をつかむための4択問題
を行う。

予習90分：教科
書第2章4・6節
を読む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第14回

活動許容範囲
ピアヘルパーがど
のような領域で活
動するのか、そし
て留意しなければ
ならないのはどの
ようなことなのか

それぞれの領域で活動する際に知っておきたい介
入のポイントについて考える。

予習90分：教科
書第3章を読
む。
復習90分：小テ
ストに解答す
る。配布資料を
見直す。

第15回 確認テスト補足
これまでのまとめとして4択問題や記述式問題を解
いてみる。

予習90分：14回
分の小ﾃｽﾄを見
直す。
復習90分：配布
資料を見直す。

教科書
日本教育カウンセラー協会編『ピアヘルパーハンドブック』図書文化社
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。



確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）40％、
レポート課題30％、
授業への積極的参加度30％ を総合して評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、返却するので学習の参考にすること。
小テストの答えは授業の始めに提示するので、必ず解答しておくこと。
履修のポイント
講義への積極的な取り組みを期待します。本科目は、「ピアヘルパー」資格取得にかかわる科目
（「人間と心理」「臨床心理学」「人間関係」）のひとつです。普段から人の行動に興味を持
ち、各回の主題に該当する教科書の章に目を通すことが予習となります。配布資料・ノートのま
とめを復習として勧めます。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C170



講義コード 30280001
講義名 臨床心理学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

教育機関での心理臨床活動および教員へのスーパーヴィジョン等の経
験からケースの見立て・介入方法などに反映させた授業を行う

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 黒岩 初美 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床心理学は、心理学で蓄積された理論や技法を用いた応用的・実践的な学問領域である。人の
心の安定をはかるための臨床援助活動の実際について理解を深めることが求められるが、その基
本は自己を理解し、自己と他者は異なる存在であるということを認識してコミュニケーションを
はかるところにある。本講義では、臨床心理学に関連するテーマとともに、自己理解や他者理解
といったテーマを取り上げる。授業は講義形式で行うが、テーマによってVTR視聴や実習を取り
入れる予定である。なお、対人場面におけるさまざまなコミュニケーションの特徴を学修し、併
せて、自己と他者の違いを実感しながら、自らのコミュニケーション能力を理解することを教育
目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、私たちの生活を身近な問題からグローバルな
テーマまで多角的、科学的に理解することを目指し、心理的側面の理解を通してその目的達成に
資する知識を養う。そして、将来的な展望として、人の多様性を加味した生活科学を心理的側面
を通して考えることができる能力の養成の基盤となる学修を目指す。
到達目標
１．自己理解・他者理解について学修し、自己と他者の違いを実感する。
２．対人場面におけるコミュニケーションの特徴について理解する。
３．臨床心理学で使われる専門用語（カウンセリングの専門用語など）について理解する。
４．「相手の話を聞く」姿勢と「自らのことを話す」姿勢について理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回

オリエンテーション
臨床心理学とは何か①
心の問題を科学的に研究
し、その知見をした人々

一般的な問題解決のプロセスと臨床心理学
における問題解決のプロセスの異同につい
て考える。

予習90分：教科
書pp.12-23を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、



へのサポートについて 教科書と照合す
る

第2回
臨床心理学とは何か② 
臨床心理学の活動や基本
理念について

心理学・カウンセリングの専門用語を事
例・資料を照合しながら考える。

予習90分：教科
書pp.24-44を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第3回

アセスメント① 
アセスメントのための情
報収集や分析方法から
ケース・フォーミュレー
ションを行うことについ
て

援助は自分の勘や経験によって進められる
のではなく、仮説－検証のプロセスが大切
であることを理解し、メンバーの意見を聞
きながら自分の考えを広げたり深めたりす
る。

予習90分：教科
書pp.45-55を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第4回
アセスメント②
心理検査の概要（検査の
特色や目的等）につい
て。

自分の性格検査の結果についての妥当性に
ついて検討する。

予習90分：教科
書pp.56-76を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第5回
人の発達と心の問題① 
ライフサイクルの視点で
各発達段階における特徴
と諸問題について

発達段階で起こりやすい問題の背景にはど
のようなことが考えられるのか、メンバー
の意見を聞きながら自分の考えを広げたり
深めたりする。

予習90分：教科
書pp.78-85を読
む。
復習90分：配布
資料の整理し、
教科書と照合す
る

第6回

人の発達と心の問題②
乳児期から思春期
発達段階の特徴と発達過
程における具体的な問題
について

発達のプロセスで起こる問題について、メ
ンバーの意見を聞きながら自分の考えを広
げたり深めたりする。

予習90分：教科
書pp.86-93を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第7回

人の発達と心の問題③
青年期から老年期
発達段階の特徴と発達過
程における具体的な問題
について

自らのライフラインを描きアイデンティ
ティの確立等について、自他の考えを理解
し、人の一生について考えを広げたり深め
たりする。

予習90分：教科
書pp.94-99を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第8回

人の発達と心の問題④
発達障害、虐待、いじ
め、不登校等子どもの現
代的課題とその問題につ
いて

正常と異常の違いについてメンバーの意見
を聞きながら自分の考えを広げたり深めた
りする。

予習90分：教科
書pp.100-120を
読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る
おお

心の疾患と理解①
予習90分：教科
書pp.100-
p120p.pp160-



第9回
異常心理学と臨床心理学
の関わりについて、気分
障害、統合失調症につい
て

正常と異常の違いについてメンバーの意見
を聞きながら自分の考えを広げたり深めた
りする。

166を読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第10回
心の疾患と理解②
不安障害、パーソナリ
ティ障害を中心に精神障
害について

事例研究を行い、精神障害について理解を
深める。

予習90分：教科
書pp.132-159を
読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第11回

問題への介入①来談者中
心療法、精神分析、分析
心理学 
自分に向き合っていくた
めの心理療法について

安心して自分の内面に目を向けるためには
何が重要かについて、メンバーの意見を聞
きながら自分の考えを広げたり深めたりす
る。

予習90分：教科
書pp.167-179を
読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第12回

問題への介入②行動療
法、認知行動療法、分析
心理学
自分の行動や考え方に焦
点を当てた心理療法につ
いて

物事の捉え方には一人一人のクセがあるこ
とを理解し、メンバーの意見を聞きながら
対応策を検討する。

予習90分：教科
書pp.180-
187，212-
217を読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第13回
問題への介入③ 
11・12回で扱った以外
の心理療法や個人への介
入技法について

家族療法、ナラティブセラピー、遊戯療
法、自立訓練法等各種理論と技法について
理解する。

予習90分：教科
書pp.188-211を
読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第14回
コミュニティへの介入
教育、地域、医療領域で
の介入で注意すべき事柄
について

教育相談、特別支援教育、異文化間カウン
セリング、デイケア、ターミナルケアにつ
いて理解する。」

予習90分：教科
書pp.108，194-
197,226-
227,246-7を読
む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

第15回

社会と臨床心理学
社会の中でと臨床心理学
がどのように活用してい
るのかについて
確認テスト

災害や犯罪の被害者支援、高齢者への心理
ケア、非行少年や虐待時児への支援につい
て理解する。

予習90分：教科
書pp.272-285を
読む。
復習90分：配布
資料を整理し、
教科書と照合す
る

教科書
下山晴彦監修 『面白いほどよくわかる臨床心理学』 西東社
参考書



適宜紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから出題）とレポート70％、 
授業への積極性・態度30％を総合して評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。
履修のポイント
講義への積極的な取り組みを期待します。本科目は、「ピアヘルパー」資格取得にかかわる科目
（「人間と心理」「臨床心理学」「人間関係」）のひとつです。
オフィス・アワー
授業開催日の12：30～13：20（昼休み）、9号館非常勤講師室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C150



講義コード 30290001
講義名 生活環境論
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 西薗 大実 指定なし

授業の概要と教育目標
生活環境の保全は、水質汚濁や大気汚染では一定の成果を上げてきたが、資源や気候変動など地
球規模の新たな課題が顕在化し、ライフスタイルの変革が必須である。環境問題の現在だけでな
く歴史的な変遷もとらえ、これからの生活と環境のあり方を主体的に考える力をつける。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本授業により、地球的視野から生活環境の課題を明確に認識し、将来にわたって科学的に対応し
ていく力を身につけることで、ディプロマポリシー「私たちの生活を身近な問題からグローバル
なテーマまで多角的に理解している。」「生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことが
らについて、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解している。」の涵養に資
する。
到達目標
環境問題の背景と発生原因について理解し、低炭素社会・循環型社会・持続可能社会の構築への
認識をもって行動できるようになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニン

グの内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
西
薗
大
実

人間と環境：人の生活が環境に与える影
響を考え、課題を把握する。

地球の大きさや資源
について討論する。

復習90分：ノート
整理と関連資料の
精読
課題90分：授業中
に示す課題の回答
作成

第2回
西
薗
大
実

環境汚染・公害：四大公害から環境汚染
が人の健康や生活に与える影響を理解す
る。

公害について実感
し、なぜ公害が起き
たか考える。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート



整理と課題回答

第3回
西
薗
大
実

汚染の拡大と環境保全：世界で起こって
いる環境汚染と国際的な対策を知る。

公害を起こさないた
めにどのようなルー
ルがあるか考える。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第4回
西
薗
大
実

水資源と人間活動：健康と生活環境の維
持に欠かせない水資源について考える。

水が汚れているとは
どのような状態かま
とめる。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第5回
西
薗
大
実

生活排水と水質汚濁：生活排水によ
るBOD負荷とこれからの河川づくりを考
える。

生活排水がなぜ汚濁
につながるか議論す
る。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第6回
西
薗
大
実

都市の環境問題と自然：人口集中による
水環境の悪化、ヒートアイランドなどを
理解する。

首都圏の人口集中
が、群馬の生活環境
に及ぼす影響を考え
る。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第7回
西
薗
大
実

大気汚染：人の健康に影響す
るSox、NOx・VOCと光化学オキシダン
ト、PMについて知る。

大気汚染物質の排出
源を調べる。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第8回
西
薗
大
実

紫外線とオゾン層破壊：紫外線の健康影
響を理解し、地球環境問題であるオゾン
層破壊について知る。

オゾン層破壊の原因
物質フロンについて
調べる。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第9回
西
薗
大
実

気候変動の生活への影響（Ⅰ）：熱中症、
感染症など健康への直接の影響を考え
る。

熱波対策、感染症予
防などについてまと
める。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第10回
西
薗
大
実

気候変動の生活への影響（Ⅱ）：線状降
水帯の発生、台風の強大化など豪雨災害
を引き起こしやすい状況について知る。

災害時の対応につい
て考える。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第11回
西
薗
大
実

低炭素社会の構築：気候モデルによる将
来予測とパリ協定などの意義を考える。

気候変動の悪影響を
小さくするために必
要なことを考える。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第12回
西
薗
大
実

生活に必要なエネルギーと低炭素社会の
構ｚ築：化石エネルギーと再生可能エネ
ルギーについて正しく理解する。

生活に使える再生可
能エネルギーについ
てまとめる。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第13回
西
薗
大
廃棄物問題と循環型社会構築：ごみ問題
に留まらず資源・エネルギーの循環型社

群馬県の生活ごみの
状況について考え

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査



実 会を考える。 る。 復習90分：ノート
整理と課題回答

第14回
西
薗
大
実

低炭素社会と循環型社会の融合：ごみ問
題に留まらず資源・エネルギーのバラン
スの取れた利用を探る。

望ましい生活環境を
つくるためのポイン
トを整理する。

予習90分：文献・
インターネットに
よる事前調査
復習90分：ノート
整理と課題回答

第15回
西
薗
大
実

まとめ、SDGｓに向けて：持続可能性に
ついて確かな知見を育てる。

予習90分：前回ま
での内容全体を見
直す
復習90分：定期試
験の出題対象の内
容を確認しまとめ
る

教科書
プリント配布
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。課題20％、定期試験80％を総合して評価
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題について授業内で解説し、必要に応じて参考プリント等を配布
履修のポイント
環境課題を、単なる知識だけではなく、自分の生活に照らして実感してイメージし行動に結びつ
けることが重要
オフィス・アワー
授業開始前・終了後に教室等で質問に応じる
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R110



講義コード 30300001
講義名 コンピュータⅠ
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
私たちの日常生活では、スマートフォンをはじめとするさまざまな情報操作機器に触れる機会が
多い。そのなかでもコンピュータは情報検索や文書作成、データ管理など多岐にわたる機能が備
わっている。このコンピュータⅠの演習科目では、「ワード」のソフトを使い、文書作成の基礎
操作を中心に演習形式で操作を身につける。また「パワーポイント」ソフトをつかって、口頭発
表データを作成したり、インターネット機能を活用して情報検索をおこなう。
卒業認定・学位授与の方針との関連
コンピュータⅠ･Ⅱの授業を通して、コンピュータ操作の基本ソフトを使いこなせるようにする。
ワード、エクセル、パワーポイントなどのソフトを使い、データ作成、基礎的な表計算処理等が
できるようにする。生活科学科のディプロマポリシーにある「生活科学に関する基礎的な知識」
を科学的に捉えることに関係し、その実践的な能力を養う。
到達目標
ワードとパワーポイントの基礎的な操作方法を、実際の社会の現場で発揮できるレベルまで引き
上げる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

コンピュータの基本構成について学ぶ。
ワードソフトで図形作成の方法を学ぶ。

ワードソフト
で各自データ
を作成する。

復習の時間90分。習った
技術を使い、復習はデー
タ作成課題を仕上げる。

第2回
橋
爪
博
幸

ワードソフトで使われる編集記号について
理解する。また、記号の入力方法を学ぶ。

実技として、
簡単な文章入
力にチャレン
ジする。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上



げる。

第3回
橋
爪
博
幸

ワードソフトでは段落設定の理解がひとつ
のポイントである。字下げ、ぶら下げの意
味を知る。またインデントと行間幅につい
て理解する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第4回
橋
爪
博
幸

テキストにある「例題１『タベルベカー
ド』の御案内」文書を作成する。

各自でデータ
入力を行い文
書を完成させ
る。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第5回
橋
爪
博
幸

表作成の方法、表作成で罫線の太さや色を
変えるやり方を学ぶ。テキストにある「大
地の農業体験研修」の文書をＡ４用紙一枚
で作成する。

自分自身の趣
味や特技につ
いてパワーポ
イントデータ
にまとめる。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、デー
タ作成課題を仕上げ
る(90
分)。

第6回
橋
爪
博
幸

ワードアートや写真その他のコンテンツの
入れ込み方法を学ぶ。「例題５ カフェポ
リッシュ」の文書を作成する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、デー
タ作成課題を仕上げ
る(90
分)。

第7回
橋
爪
博
幸

会社にあてて履歴書などを出すときに添付
するかがみ文書を作成する。文書の書式、
敬語表現を確認する。インターネットに接
続して、地図や電車の時刻表などを調べ
る。自分にとって必要な情報を見極める方
法を学ぶ。

Ａ４用紙一枚
で、見栄えの
良い履歴書送
付のかがみ文
書などを作成
する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、デー
タ作成課題を仕上げる
（90分）。

第8回
橋
爪
博
幸

ワードの実技問題「花粉対策は大丈夫？」
のＡ４文書１枚作成にチャレンジする。

ワードソフト
を使った実技
問題にチャレ
ンジする。
（１回目）

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第9回
橋
爪
博
幸

文書印刷の方法を学ぶ。用紙を無駄にしな
いなど、印刷する際の注意点を理解する。
前回のつづきで「花粉対策は大丈夫？」の
データを印刷する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第10回
橋
爪
博
幸

パワーポイントの操作操作を知る。パワー
ポイントをつかった授業１回目。

パワーポイン
トで口頭発表
用のデータを
作成する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第11回
橋
爪
博
パワーポイントを使い、各自で発表資料を
作成する。パワーポイントを使った授業２

パワーポイン
トで口頭発表
用のデータを

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習



幸 回目。 作成する。 はデータ作成課題を仕上
げる。

第12回
橋
爪
博
幸

パワーポイントを使い、各自で発表資料を
作成する。パワーポイントを使った授業２
回目。

パワーポイン
トで口頭発表
用のデータを
印刷して提出
する。

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第13回
橋
爪
博
幸

実技問題として「オリーブオイルフェア」
のデータを作成する。
印刷して提出する。

ワードソフト
を使った実技
問題にチャレ
ンジする。
（２回目）

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第14回
橋
爪
博
幸

実技試験としてワードデータ作成問題に
チャレンジする。ワードソフトを使い、実
技試験課題を仕上げ印刷して提出する。

ワードソフト
を使った実技
問題にチャレ
ンジする。
（３回目）

予習の時間90分、復習の
時間90分。予習は事前に
テキストを見ておく。
習った技術を使い、復習
はデータ作成課題を仕上
げる。

第15回
橋
爪
博
幸

ワードソフト、パワーポイントの使い方を
総復習する。ワードを使い、同じ文書の一
部だけを、差し替えて印刷する方法を学
ぶ。

ワードソフト
の知識問題に
チャレンジす
る。

復習の時間90分。習った
技術を使い、復習はデー
タ作成課題を仕上げる。

教科書
『30時間アカデミック 情報リテラシー Office2021』（実教出版、2022年）
参考書
講義のなかで必要なとき紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上 提出された課題（50％）、実技問題の試験（30％）と知識問題の試験
（20％）をもとに評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
配布プリントや、作成データを印刷し提出する。こちらで確認後、返却し授業内で課題への回答
について解説する。記入漏れ、データ作成の不備があるときは再提出をもとめる。
履修のポイント
提出を求められた課題は、かならず提出すること。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みをオフィス・アワーとする。９号館３階の第６研究室に来ること。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R111



講義コード 30310001
講義名 コンピュータⅡ
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
前期のコンピュータⅠにひきつづき、後期開講のコンピュータⅡの演習科目では、エクセルソフ
トを活用した表計算やグラフ作成を中心におこなう。エクセルソフトを使いこなすことで、さま
ざまな表計算だけでなく、グラフの作成や名簿などデータベースの管理がスムーズに行える。ま
たエクセルソフトに備わっている数多くの関数を使いこなすことで、数値や文字データの処理を
スムーズに進めることができる。後期のコンピュータⅡでは、このエクセルソフトを使った情報
処理技術を学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
コンピュータⅠとⅡの授業を通じて、コンピュータのワード、エクセル、パワーポイント、メー
ル送受信等の基本の操作を行えるようにする。短時間で与えられた文書や発表データの作成、基
礎的な表計算処理等ができるようにする。生活科学科のディプロマポリシーにある「生活科学に
関する基礎的な知識」を科学的に捉えることに関係し、実践的な能力を養う。
到達目標
ワードやパワーポイント、エクセルの操作は今日の社会で必須のスキルである。演習を通して、
社会人になったときに組織のなかで書類作成を限られた時間内で完成させることができるレベル
まで到達することを目標にする。文書やグラフなどを自分のイメージしたとおりに表現すること
ができるようにする。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニン

グの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

エクセルの画面についてその名称、
機能を知る。

復習の時間90分。習っ
た技術を使い、復習は
データ作成課題を仕上
げる。

橋 エクセルソフトで使われる関数につ
予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事



第2回 爪
博
幸
いて、その入力方法や記号の意味を
理解する。

関数の課題にチャレ
ンジする。

前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第3回
橋
爪
博
幸

合計を求めるＳＵＭ関数、平均を求
めるＡＶＥＲＡＧＥ関数を使い、表
計算処理を行う。

関数の課題にチャレ
ンジする。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第4回
橋
爪
博
幸

ある範囲の中から最大値を求めるＭ
ＡＸ関数、同様に最小値を求めるＭ
ＩＮ関数を使い、表計算処理を行
う。また、個々のセルに、さまざま
な書式を設定する方法を学ぶ。

関数の課題にチャレ
ンジする。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第5回
橋
爪
博
幸

相対参照と絶対参照というエクセル
ソフト独特の用語を理解する。そし
て、あるセルをかならず参照（絶対
参照）するように設定し、順位をつ
ける関数（RANK.EQ関数）に生かす
技術を学ぶ。

関数の課題にチャレ
ンジする。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第6回
橋
爪
博
幸

エクセルを活用してグラフを作成す
る。棒グラフ、円グラフなどを描い
てみる。グラフ画面の様々な要素に
ついてプリントにまとめる。

各自でグラフを作成
し、印刷して提出す
る。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第7回
橋
爪
博
幸

テキストの課題を見ながら、折れ線
グラフや、レーダーチャートグラフ
等をつくる。テキストにあるグラフ
作成の実践問題にチャレンジする。

各自でグラフを作成
し、印刷して提出す
る。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第8回
橋
爪
博
幸

エクセルソフトで作成したデータを
印刷する方法を学ぶ。印刷したい範
囲を指定し、A4用紙１枚におさまる
よう工夫する方法を学ぶ。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第9回
橋
爪
博
幸

エクセルソフトの実技問題にチャレ
ンジする。

各自でエクセルの課
題に取り組み、印刷
して提出する。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第10回
橋
爪
博
幸

部員名簿等を作成し、データベース
の基本的な形を理解する。データの
並べ替え、漢字にひらがなを表示さ
せる方法を学ぶ。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

橋
爪 「フィルタ」を設定する方法を学

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお



第11回 博
幸
ぶ。データベースの実技問題にチャ
レンジする。 く。習った技術を使

い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第12回
橋
爪
博
幸

ふりがなを取り出したり、セル内の
ある文字だけを抜き出す関数を学
ぶ。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第13回
橋
爪
博
幸

エクセルの実技問題にチャレンジす
る。

課題に取り組み、印
刷して提出する。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第14回
橋
爪
博
幸

エクセルの実技問題にチャレンジす
る。

課題を仕上げ、完成
データをe-mailに添
付して教員に送信す
る。

予習の時間90分、復習
の時間90分。予習は事
前にテキストを見てお
く。習った技術を使
い、復習はデータ作成
課題を仕上げる。

第15回
橋
爪
博
幸

エクセルソフトをつかった一覧表や
グラフ、データベース作成の演習を
行う。＜アクティブラーニング＞エ
クセルソフトの知識問題にチャレン
ジする。

知識問題に解答して
提出する。課題を仕
上げ、完成データを
印刷、あるいはe-
mailに添付し、担当
教員に送信する。

復習の時間90分。習っ
た技術を使い、復習は
データ作成課題を仕上
げる。

教科書
『30時間アカデミック 情報リテラシー Office2021』（実教出版、2022年）
（コンピュータⅠと同じテキストである）
参考書
演習のなかで、必要なときに紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上 提出された課題（50％）、実技問題試験（30％）と知識問題試験（20％）
をもとに評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
配布プリントや、作成データを印刷し提出する。こちらで確認後、返却し授業内で課題への回答
例等を解説する。記入漏れや、データ作成の不備があるときは再提出をもとめる。
履修のポイント
休まず出席すること。演習は１５回しかありませんので、一度の欠席でも、一項目がすっかり抜
けてしまいますので、休まないこと。また、課題はかならず提出すること。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みをオフィス・アワーとする。９号館３階の第６研究室に来ること。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R131



講義コード 30320001
講義名 家庭経営学
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 飯島 正義 指定なし

授業の概要と教育目標
生活経営の内容としては、家族、結婚、育児、少子高齢化、消費者問題、衣食住、地域とのつな
がりなど、私たちの身近な生活に関する事柄（問題）が含まれます。授業形態は、履修者が少人
数と思われますので、授業は事前配布したプリント資料を使用してゼミ形式で行っていきます。
履修者には、毎回報告をしてもらい、質疑応答を行いたいと思います。本講義は、私たちの身近
な生活に関する問題を多角的に、また科学的に理解することを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連では、１．私たちの生活を身近な問題からグローバ
ルななテーマまで多角的に理解している、２．生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的な事
柄について、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解している、と関連してい
ます。本講義を通じて、私たちの生活に身近ないろいろな事柄を考えていきます。
到達目標
私たちの身近な生活問題を多面的・科学的に理解することによって、問題をより深く考え、それ
に対処できる知識を修得することできます。
授業計画

授業内容と方法、課
題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

生活経営とは
オリエンテーション
（授業内容、進め
方、成績評価等）
生活経営とは何かに
ついて学びます。

予習90分：シラバスをよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・ま
とめておくこと。

第2回
人口の変化
日本の人口の長期的
な変化について学び
ます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。



第3回

家族形態の変化
大家族制から小家族
制への家族形態の変
化について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第4回
少子・高齢化（１）
少子化の現状につい
て学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第5回

少子・高齢化（２）
少子化の問題点（出
生率、結婚、育児
等）について学びま
す。

少子化の問題点に
ついて話し合いま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第6回
少子・高齢化（３）
高齢化の現状につい
て学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第7回
少子・高齢化（４）
少子高齢化の経済的
な問題点について学
びます。

高齢化の経済的な
問題点について話
し合います。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第8回

少子・高齢化（５）
前回に続き、高齢化
の問題、特に社会保
障制度の問題につい
て学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第9回
豊かさの変遷
日本における所得格
差について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第10回
家計消費
家計消費の動向・現
状について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第11回
家計貯蓄
家計貯蓄の動向・現
状について学びま
す。

予習90分：プリント資料から第12章をよく
読んでおくこと。復習90分：授業の重要事
項を整理・まとめておくこと。

第12回
現代の貧困
貧困の現状とその課
題について学びま
す。

日本における所得
格差と貧困につい
て話し合います。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第13回
政府による政策効果
租税、社会保障の再
分配効果について学
びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第14回
女性の教育と労働
女性教育と労働につ
いて学びます。

女性の社会進出に
ついて話し合いま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおく
こと。復習90分：授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第15回

私たちの生活全般に
ついて考える
これまでの授業に関
する総合的な確認を
行います。

これまでの授業に
関する総合的なデ
スカッションを行
います。

予習90分：これまでのプリント資料全体を
読み返し、重要点を確認しておくこと。復
習90分：授業内容を整理し文章としてまと
めておくこと。



教科書
使用しません。プリント資料を事前に配布し、授業を進めていきます。
参考書
必要に応じて紹介します。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
レポート50％、平常点（授業での報告と質疑応答、取組みなど）50％
課題等に対する
フィードバックの方法
質問等についてはできるだけ授業時間内に答えることにします。
履修のポイント
毎回の授業ポイントの整理・まとめを着実に積み重ねて下さい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C171



講義コード 30330001
講義名 住居学
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

住宅部材のデザインや内装設計業務の経験に基づき、人々の「生活文
化」と自然や社会の「環境調和」の関わりについて「住居／すまいづ
くり」の視点から解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 峰岸 康之 指定なし

授業の概要と教育目標
人が生活する上での基盤となる「住まい」を学ぶことは、「建築物としての室内」と「室内で行
われる生活行為」の両面から考察していくことが必要です。
そして「住まい」を取り囲む「環境」との関係も見逃すことはできません。
日本国内やヨーロッパの気候風土と住居の事例を観ていきながら、そこでの生活文化を考察して
いきます。 多様な住まいかたの形を知ると共に、人間の持つ五感に対しての、住まいのつくり
かたの工夫も探求していきます。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活文化としての「住まいかた」、「住まいをとりまく環境」についての科学的な考察と理解を
深め、快適で個々の生活スタイルに適した心地良い「住まいかた」や「住まいの演出」を実現し
ていくための、知識と感性、考察の技術を修得すること。
到達目標
日本及び世界の地理的条件や気候風土から、古来よりの住居のつくり方についての理解を深め、
現代の住まと比較し、その特徴や環境への対応、そして変化について理解を深め考察することが
出来る。
室内で快適に生活するための、ハード面及びソフト面におけるすまいづくりの工夫を、人間の持
つ五感を軸に考察し、心地良い住まいのづくりを実践していくための基本的な知識・技術の習得
を目標とします。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容

予習・
復習と
そのた
めに必
要な時
間
予習と
して



第1回
峰
岸
康
之

「生活文化を学ぶ」
住まいのはじまり／
日本の気候風土と住
宅のつくりかた

シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第2回
峰
岸
康
之

「住まいの形」
古民家の間取り／現
代住宅の間取り／日
本各地の住居形態

提示課題のテーマに沿い、生活様式や気候風土による
住まいの違いや共通点等、その特徴について考察を深
めるため、「アクティブラーニング」型式の意見交
換、討論を行う。

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第3回
峰
岸
康
之

「くらしかたと住ま
い」
生活行為／生活動線
／室空間の構成

提示課題のテーマに沿い、生活様式や気候風土による
住まいの違いや共通点等、その特徴について考察を深
めるため、「アクティブラーニング」型式の意見交
換、討論を行う。

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第4回
峰
岸
康
之

「社会生活と住ま
い」
どこに住み、どう生
活するか 課題レポート１

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第5回
峰
岸
康
之

「五感とインテリ
ア・視覚①」
光と色彩／ 
色彩の基礎、心理効
果・色彩調和

提出レポートの着眼や考察及び展開において「アク
ティブラーニング」型式の発表、講評、意見交換を行
う。

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調



査研
究90分

第6回
峰
岸
康
之

「五感とインテリ
ア・視覚②」
あかりの演出／
照明計画の基本とア
ンビエントライティ
ング

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第7回
峰
岸
康
之

「五感とインテリ
ア・触覚」
素材と材質感／
内装仕上げ材の種類
や性能・多様なテク
スチュア

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第8回
峰
岸
康
之

「五感とインテリ
ア・聴覚」
音環境と室内環境／

防音・遮音、快適な
音環境への配慮

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第9回
峰
岸
康
之

「五感とインテリ
ア・味覚」
食と住まい／ 
食文化と住文化、食
事空間と生活スタイ
ル

課題レポート２

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

峰
岸

「五感とインテリ
ア・嗅覚」
香りと空気環境／ 提出レポートの着眼や考察及び展開において「アク

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分



第10回 康
之
香りの文化、空気環
境の整備

ティブラーニング」型式の発表、講評、意見交換を行
う。 復習と

して
関連事
項の調
査研
究90分

第11回
峰
岸
康
之

「マルチメディアと
生活」
／情報化時代の住ま
い

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第12回
峰
岸
康
之

「ヨーロッパの住居
Ⅰ」
／イギリス、アイル
ランド、北欧、フラ
ンス、スペイン

提示資料を基に、生活様式や気候風土による住まいの
違いや共通点等、その特徴について考察を深めるた
め、
「アクティブラーニング」型式の意見交換、討論を行
う。

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第13回
峰
岸
康
之

「ヨーロッパの住居
Ⅱ」
／オランダ、ドイ
ツ、スイス、オース
トリア、イタリア、
ギリシャ

提示資料を基に、生活様式や気候風土による住まいの
違いや共通点等、その特徴について考察を深めるた
め、
「アクティブラーニング」型式の意見交換、討論を行
う。

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

第14回
峰
岸
康
之

「世界の様々な住居
形態」
／カッパドキア、
トゥルリ、ヤオト
ン、ゲル、、仮設住
宅

課題レポート３

予習と
して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分
予習と



第15回
峰
岸
康
之

「未来の私達の住ま
い」
総論／まとめ

提出レポートの着眼や考察及び展開において「アク
ティブラーニング」型式の発表、講評、意見交換を行
う。

して
シラバ
ス確認
及通
読90分
復習と
して
関連事
項の調
査研
究90分

教科書
独自の講義資料を作成配布し、参考文献等を随時紹介していきます。
参考書
新しい住まい学 小宮洋一・片山勢津子 他 （井上書院）
ヨーロッパの家１．２．３．４（講談社）
成績評価の方法・基準
課題レポートの提出／課題１（２５％）、課題２（２０％）、課題３（４５％）より評価、
単位認定 ６０点以上 とします。
課題等に対する
フィードバックの方法
提示された課題テーマ及び自ら選定した課題テーマに対する調査や考察、着眼や展開に対する取
り組みを、小論文型式のレポート作成という形で研鑽していきます。
課題の着眼において、手掛かりとなる情報の提示や、考察のプロセスや展開方法などを提示し、
研究課題を解決していく能力の向上を図れるようフィードバックを行っていきます。
履修のポイント
日常生活の基本的な要素である『衣・食・住』生活科学全般に関わる内容で、生活文化にかかわ
る職業を志す人としての基本的な教養です。
講義内容を通して、身近な「住まい」の環境に、問題意識を持ち、その解決策や、改善案を探っ
ていくことを心掛けましょう。
オフィス・アワー
非常勤）
前期 ： 水曜午前 （２限デザイン科授業） 
＊個別に質問や相談がある場合は、授業前又は後に申し出てください。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C151



講義コード 30340001
講義名 育児学
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
育児の目的は、心身ともに健康な子供を育てることにあるが、1980年ごろからとくに指摘され
ているのは、体の健康は順調であっても、心の健康に問題のある子供が増加している点である。
現代社会においてどのような育児が望ましいかという視点を持ちながら、出生前育児、乳幼児の
心身の発達発育・栄養・養護等について学ぶ。現代社会における育児支援の必要性を理解し、育
児に関する知識・技術について学習する。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・栄養」をキーワードに
生活を科学的に理解を深めることを目指し、「育児」「乳幼児の発育発達」の理解を通してその
目的達成に資する知識を養う。そして将来的展望としては多様化する育児に対応する基盤となる
学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・育児の知識を習得する。 （出生前育児，乳幼児の心身の発育・発達，乳幼児の栄養，子供の
主な病気、けが、事故について） 
・自分の成長の記録を作成して育児のもつ意義やあり方について学び、自身の育児に活かす。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回

発達と保育の
つながり
発達障害とそ
の保育におけ
る対応

予習90分：育児
に関する新聞記
事を収集する。
復習90分：配布
資料を見直す。

発達の基本的
な考え方
初期発達（女 予習90分：教科



第2回 性の生理と妊
娠/胎児の発育
と生理/胎児に
及ぼす諸因
子）

書を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第3回

胎児期、乳児
期の特徴
０歳から２歳
までの発育と
発達Ⅰ（自分の
成長記録を作
成 ）
３歳から５歳
までの発育と
発達Ⅱ（自分
の成長記録を
作成 ）

履修者に母子手帳を用いて乳幼児期の発育・発達に
ついて月齢毎に意見交換をさせ、乳幼児期の特徴に
ついて理解するきっかけを作る。また資料を用いて
について解説して理解を深め、再度学生自身の乳幼
児期の発育・発達について意見交換する。

予習90分：教科
書を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第4回

子供の成長と
環境/現代の社
会文化環境/家
庭生活環境
ビデオ使用

予習90分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第5回
幼児期の特徴
児童期の特徴
ビデオ使用

予習90分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第6回
青年期の特徴
母乳ミルクの
与え方, 離乳食
について

予習90分：教科
書を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第7回

成人期・老年
期の発達０歳
から２歳まで
の心身の健康
と食事

予習90分：教科
書を読む。復
習90分：配布資
料を見直す。

第8回
子どもの健康
と食生活の意
義

予習90分：教科
書を読む。
復習90分：配布
資料・ノートを
見直す。

第9回 妊娠期と授乳
期の食生活

予習90分：教科
書を読む。
復習90分：配布
資料・ノートを
見直す。

第10回 乳児期の食生活

予習90分：教科
書を読む。
復習90分：配布
資料・ノートを
見直す。

第11回 幼児期の食生活

予習90分：教科
書3章を読む。
復習90分：配布
資料・ノートを



見直す。

第12回
学童期・思春
期の発育・発
達と食生活

予習90分：教科
書を読む。
復習90分：配布
資料・ノートを
見直す。

第13回 調理実習に向けた献立作成 幼児の特徴を理解した上で、献立作成を行う。

予習90分：配布
資料や献立の参
考となる資料を
読み情報を集め
る。
復習90分：配布
資料を見直す。

第14回
幼児期昼食(お
弁当)の調理実
習①

幼児のお弁当を想定した調理実習を行う。履修者が
互いに評価を行う。

予習90分：文献
及び資料を読
み、実習内容を
確認する。
復習90分：実習
した内容を記録
する。

第15回
幼児期昼食(お
弁当)の調理実
習②

幼児のお弁当を想定した調理実習を行う。履修者が
互いに評価を行う。

予習90分：文献
及び資料を読
み、実習内容を
確認する。
復習90分：実習
した内容を記録
する。

教科書
発達の理解と保育の課題 岸井勇雄 同文書院
参考書
育つ・育てる（建帛社）
子ども学概論(丸善プラネット）
最新版らくらくあんしん育児(Gakken)
子どもの食と栄養（羊土社）
子どもの理解と援助（光生館）
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 課題Ⅰ50％ 課題Ⅱ50％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業の中での課題を課します。採点後ご返却しますので、次回の課題の参考にしてください。
履修のポイント
乳幼児に興味を持ち授業に積極的に参加することが望ましい。
オフィス・アワー
木曜日、12：30～13：20(昼休み)、9号館2階 第5研究室（橋本） 
※講義授業前後にも、適宜受けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C172



講義コード 30350001
講義名 被服学及び実習
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義・実習
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 久保田 恵美子 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
被服の役割や機能、歴史について概説する。被服材料の大部分をである繊維製品の種類、構造、
性能に関する基礎的な事項、衣服の清潔な管理、衣服の選択、新しい素材の特徴について説明
し、快適で着心地の良い被服の着用の条件、着用した被服の洗濯、管理などについて解説する。
実習では、縫製用具や裁縫ミシンの使い方、手縫いの種類とその方法を学ぶ
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として、基礎の1つとなる衣生活について学び
生活を取り巻く社会環境や文化について科学的理解できることを学ぶ。ここでは、被服構成の概
略について学習し、小学校、中学校の家庭科被服分野の学習に必要とされる基本的技術の習得を
めざす。
到達目標
家庭科教育実習に対応できる資質・技術を身につけられるよう、確実に自分の技術にすることを
目標とする。二年次の教育実習には自信を持って望むものとする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 授業の概要説明、授業
と資格との関係等 復習60分:配布資料を見直す。

第2回
被服のはじまりと変
遷、着用の目的と機
能、被服の起源と形

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である。

第3回
身の回りの衣服と素材
１
繊維の種類、構造と性
能

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である



第4回
身の回りの衣服と素
材2
糸の種類と性質、構造
と性質

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である。

第5回
身の回りの衣服と素
材3
布地の種類、構造と性
質

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である。

第6回
被服の清潔な管理
洗濯、染み抜き、保管
管理

日常の衣類の扱い方につ
いてディスカッションす
る

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である。

第7回 環境に配慮した衣生活 予習60分前回の授業を見直す、復
習:基礎縫いを練習しておくため
に90分以上必要である。

第8回

生活と着装（洋服・和
服）ユニバーサルデザ
イン他

予習60分前回の授業を見直す、復
習:基礎縫いを練習しておくため
に90分以上必要である。

第9回 意服の選択色彩と
ファッション

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために90分以
上必要である。

第10回
体系に合わせた衣服の
購入 予習60分前回の授業を見直す、復

習のために90分以上必要である。

第11回
基礎縫いⅠ 
縫製用具の種類と使い
方

縫い方の基本について実
際に作業する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第12回 基礎縫いⅡ 縫い方の基本について実
際に作業する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第13回 基礎技術Ⅰ 縫い方の応用について実
際に作業する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第14回 基礎技術Ⅱ 縫い方の応用について実
際に作業する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第15回 縫製技術Ⅰ ミシンを用いて作品を制
作する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第16回 縫製技術Ⅱ ミシンを用いて作品を制
作する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習:60 分配布資料を見直すために必
要である。

第17回 縫製技術Ⅲ ミシンを用いて作品を制
作する。

予習60分前回の授業を見直す、復
習:60分配布資料を見直す必要であ
る。

第18回
技術・家庭（家庭分
野）教材研究（被服領
域）Ⅰ

教育実習に向けての家庭
科「被服分野」について
具体的に学習する

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第19回
技術・家庭（家庭分
野）教材研究（被服領
域）Ⅱ

教育実習に向けての家庭
科「被服分野」について
具体的に学習する

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。

第20回 布を用いたものの製作Ⅰ
教育実習に向けての家庭
科「被服分野」の作品の
制作をする。

予習60分前回の授業を見直す、復
習のために90分以上必要である。



第21回 布を用いたものの製作Ⅱ
教育実習に向けての家庭
科「被服分野」の作品の
制作をする。

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために120分
以上必要である。

第22回 布を用いたものの製作Ⅲ
教育実習に向けての家庭
科「被服分野」の作品の
制作をする。

予習60分前回の授業を見直す、復
習:配布資料を見直すために120分
以上必要である。

第23回 実習のまとめ 予習60分前回の授業を見直すため
に必要である。

教科書
衣生活概論 井上書院
随時資料の配布
参考書
技術・家庭 上・下 開隆出版
新被服材料学 建帛社
衣生活の科学 建帛社
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上／ 実技課題（作品の技術力50%、完成度等50%・提出期限厳守等々） 
※本授業は作品提出等により成績評価を行い、定期試験は実施しない
課題等に対する
フィードバックの方法
提出したものは採点をして返却する。提出期限は守る。作品は教育実習の試料として使用する
履修のポイント
講義及び実技ですので、特段の理由が無い限り休まず出席して下さい。授業の復習は大事です。
オフィス・アワー
月曜日（12：30～13：20お昼休み）久保田恵美子、 月曜日（12：30～13：20お昼休み）9号
館2階 第5研究室 橋本まさ子
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C112



講義コード 30360001
講義名 解剖学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 煙山 健仁 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養面から健康の増進と維持のかかわりを学習するには、人体の解剖学（構造）を理解する必要
があり、ヒトの生命活動である栄養摂取から排泄までを学習する。栄養学の基礎知識である「食
べ物の消化・吸収、代謝、排泄」という一連の流れを、どの器官系で行っているか、また、生体
の恒常性を維持している器官系について学習する。
本科目では、食・栄養・健康という幅広い分野で科学的根拠に基づく栄養の実践活動ができるよ
うになるため、人体のしくみを説明できるようにする。消化器系、呼吸系、腎・泌尿器系、循環
器系、生殖器及び感覚器の構造と機能について、説明できることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーでは、「人間のからだ」「食品」「栄養」に関し
て基本的なことがらを理解し、さらにそれら相互作用について理解していることが求められてお
り、解剖学の理解を通して、その目標達成に必要な知識を養う。
到達目標
栄養学に関わる人体の構造の基礎的な知識を身につけ、人体の構成を器官・器官系レベルで体系
的に理解し、人体の構造を説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
煙
山
健
仁

解剖学とは、授
業の進め方

予習90分：図書やインターネットで解剖学と生理学の違いにつ
いて調べる。復習90分：配布資料を見直し、疑問点をまとめ
る。疑問点が解決できない場合は、早めに質問に来る。

第2回
煙
山
健
仁

全身の骨格・筋
肉、骨・筋肉の
構造

予習90分：教科書1章・筋骨格系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。



第3回
煙
山
健
仁

全身の血管、心
臓の構造

予習90分：教科書1章・循環器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第4回
煙
山
健
仁

血液の成分とは
たらき

予習90分：教科書1章・循環器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第5回
煙
山
健
仁

【消化器系１】
口腔・咽頭・食
道の構造、嚥下

予習90分：教科書1章・消化器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第6回
煙
山
健
仁

【消化器系２】
胃・小腸・大腸
の構造、消化と
吸収のしくみ

予習90分：教科書1章・消化器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第7回
煙
山
健
仁

【消化器系３】
膵・肝・胆の構
造

予習90分：教科書4章・腹部背部を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第8回
煙
山
健
仁

鼻腔・咽頭・喉
頭・気管・肺の
構造

予習90分：教科書1章・呼吸器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第9回
煙
山
健
仁

腎臓・尿管・膀
胱・尿道の構
造、尿産生のし
くみ

予習90分：教科書1章・泌尿生殖器系を読む。復習90分：配布資
料を見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、
早めに質問に来る。

第10回
煙
山
健
仁

内分泌器官とホ
ルモン

予習90分：教科書1章・内分泌系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第11回
煙
山
健
仁

中枢神経系、末
梢神経系、脳・
脊髄のしくみ

予習90分：教科書1章・神経系を読む。復習90分：配布資料を見
直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早めに
質問に来る。

第12回
煙
山
健
仁

運動神経と知覚
神経、自律神経
系

予習90分：教科書1章・神経系を読む。復習90分：配布資料を見
直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早めに
質問に来る。

第13回
煙
山
健
仁

視覚、聴覚、平
衡覚、嗅覚、味
覚、皮膚感覚

予習90分：教科書1章・感覚器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第14回
煙
山
健
仁
免疫、体温調節

予習90分：教科書1章・感覚器系を読む。復習90分：配布資料を
見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、早め
に質問に来る。

第15回
煙
山
健
仁

男性生殖器、女
性生殖器

予習90分：教科書1章・泌尿生殖器系を読む。復習90分：配布資
料を見直し、疑問点をまとめる。疑問点が解決できない場合は、
早めに質問に来る。



教科書
ぜんぶわかる人体解剖図、坂井建雄・橋本尚詞 著、成実堂出版
参考書
講談社の動く図鑑 move 人体のふしぎ[新訂版]、島田逹生 監、講談社
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
授業中の小テストやレポート（10％）、期末テスト（90％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で小テストやレポート課題を課すことがある。授業内での小テストやレポートは、実施し
た次の回の授業で内容を解説する。
履修のポイント
自分だけの学習では正しい知識の理解が難しいので、講義に出席することが大切です。
講義では話し（ストーリー）を聞くことに集中して下さい。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日（09：20～18：10）、10号館病理・解剖実習研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C113



講義コード 30370001
講義名 生理学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

一般病院と大学病院で内科医として4５年以上にわたって診療に携
わった経験を活かして、疾病の成り立ちと臨床背景について学生とイ
ンターアクティブに講義を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 山科 章 指定なし

授業の概要と教育目標
人間の生存と活動を支えるために必要な栄養を科学的根拠に基づいて提供する栄養士にとって、
人体の構造や働きを知ることは極めて重要である。そこで解剖学で学んだ知識をもとに、人体の
正常な働きをその構造単位である細胞レベルから組織・器官・器官系レベルに至るまで各臓器を
体系的に関連付け、実際の現場で役立つ知識と考え方が身につく講義を行う。
覚えることではなく、考え、理解することを基本とする。そのためには、事前に課題をみつけ、
概要をとらえ、講義中に問題を解決する方法を身につけ、講義後に自分自身の言葉で説明できる
ことをゴールとする。
生理学に重要なキーワードも含めて解説するが、自分で設定した問題解決型の学習の場とする。
アクティブラーニングとするため、グループ分けして、あらかじめグループ毎に課題を設定して
発表（プレゼンテーション）し、グループの発表後に質疑応答を行い、理解を深めるようにす
る。アクティブラーニング）を行う。講義中も頻回に質問してインターアクティブに行うので、
積極的に回答し、理解の向上に役立ててほしい。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科の目標である「生活を身近な問題から、グローバルなテーマに至るまで幅
広く研究し、栄養士として実践を重視し健康・栄養の分野で活躍できる人材」をめざして、その
ディプローマポリシーとしての「人間のからだ、食品、栄養に関する基本的なことがら、および
その相互作用を理解して、健康・栄養に関わる現場での実践に繋げられる」ようにする。具体的
には生体の生理作用を遺伝子、分子、細胞、組織、器官レベルで理解し、さらにそれを自分の言
葉で説明できるようにする。
人体の生命・生理現象がどのようなメカニズムで行われているかを学び、これを習得して、栄養
士として医学の基礎知識を身につける。各章で「臨床への入門」として、疾患の概要を理解する
ことにより、逆に生理機能をより深く把握できるようにする。患者さんの栄養計画を作成し、説
明するために必要な疾患の概要を把握する。
到達目標
１．人体を構成する細胞、組織、器官のはたらきを理解する。
２．器官系を構成している各臓器全体のはたらきを理解する。
３．生命現象とはいかなるものかを理解する。



以上の内容を自分の言葉で分かりやすく説明できるようにする。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
山
科
章

生命の源と栄養、人体の構造・
機能と栄養、人体の器官系の役
割と栄養を学ぶ
初回は以上の項目を概説し、重
要な点を強調するとともに質疑
応答を行う

初回なので、今後行う講
義の形式および学習方法
について説明をする。
生理学のオリエンテー
ションを行う。
講義も学生との間でイン
ターアクティブに行う。
質問に対し、集中力を
もって積極的に対応す
る。

予習90分。教科書「は
じめにP18-31」の章を
読みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第2回
山
科
章

第1章 細胞と組織
細胞・組織の構成とはたらき、
細胞・細胞内小器官・生体膜・
核・人体組織・器官の構造と機
能

課題：
１．細胞内小器官の構造
とそれぞれの役割につい
て説明する。
２．細胞質内でタンパク
が合成されるメカニズム
を説明する。
３．生体膜の構造の特徴
を説明する。
４．生体膜の物質輸送の
種類と仕組みを説明す
る。
５．細胞分裂の仕組みの
概要を説明する。

予習90分。教科書
「第1章P32-48」を読み
プレテストに回答し、
講義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第3回
山
科
章

第2章 消化器系-消化管
消化器系の構成とはたらき、咀
嚼・嚥下・消化管運動の仕組み

課題： 
１．咀嚼筋の種類とどの
ような動きをするか。
２．嚥下の際になぜ食物
が気道（気管）に入らな
いのか？
３．消化管運動にはどの
ような種類があるか？
４．食事をすると排便し
たくなるのはなぜか？
５．便意があっても失禁
しない機序は何か。

予習90分。教科書「第
２章前半P49-58」を読
みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第4回
山
科
章

第2章 消化器系-肝胆膵
消化・吸収、糞便形成と排便の
仕組み
肝臓・胆のう・膵臓の構造と機
能

課題： 
１．1日に分泌される唾
液の量とその役割を説明
せよ？
２．1日に分泌される胃
液の量と、それを構成す
る主な成分とそれぞれの
役割を説明せよ？
３．1日に分泌される胆
汁の量と、それを構成す
る主な成分とそれぞれの
役割を説明せよ？
４．1日に分泌される膵

予習90分。教科書「第
２章後半P59-72」を読
みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復



液の量と、その役割を説
明せよ？
５．1日に消化管で吸収
される水分の量はどのく
らいで主にどこで行われ
るか。

習をする。

第5回
山
科
章

第3章 血液・リンパ・凝固系
血液・造血器・リンパ系の構成
とはたらき、骨髄各血球の分化
と成熟、赤血球・ヘモグロビン
のはたらき
白血球・血小板、血漿タンパク
質、止血機能・凝固・線溶系の
作用、臨床への応用

課題： 
１．血球の分類とそれぞ
れの主な機能はなにか？
３．各血球の分化と成熟
を説明せよ
４．血液凝固と止血には
どのようなタンパクが
担っているか？ 
５．ヘモグロビン合成と
その分解・代謝はどのよ
うに行われるか？

予習90分。教科書「第
３章P73-89」を読みプ
レテストに回答し、講
義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。。

第6回
山
科
章

第13章 免疫系
免疫の構成と機能、非特異的防
御機構、生体防御機構における
免疫系の特徴、炎症とは、細胞
免疫、体液性免疫、免疫的自己
の確立と破綻

課題： 
１．免疫系の臓器と細胞
について説明する。
２．自然免疫と獲得免疫
の違いを説明する。
３．体液性免疫の仕組み
について説明する。
４．細胞性免疫の仕組み
について説明する。
５．食物アレルギーの発
症メカニズムは？
６．炎症と何かについて
説明する。

予習90分。教科書
「第13章P225-234」を
読みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第7回
山
科
章

第4章 循環器系
循環器系の構成と機能、心臓・
血管の機能、心電図、心臓周期
血管の構成とはたらき、血圧、
循環系、循環の調節

課題： 
１．刺激伝導系を構成す
るものには何があり、ど
のような役割があるか。
２．心電図の波形は心臓
の電気現象の何に対応す
るか？
２．心臓が収縮・拡張す
る心周期について、心電
図波形、血液の流れ、心
臓弁の動きと合わせて説
明する。
３．体循環と肺循環の違
いを説明する
４．動脈壁の構造と血圧
調整との関連を説明す
る？
５．心拍出量（心機能）
を規定するものは何か？

予習90分。教科書「第
４章P90-110」を読みプ
レテストに回答し、講
義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第5章 呼吸器系

課題： 
１．呼吸に必要な筋肉は
何でどこにあり、どのよ
う役割をしているか？
２．気管は肺胞まで何回
分岐し、それぞれの名称
について説明せよ？

予習90分。教科書「第
５章P111-125」を読み
プレテストに回答し、



第8回
山
科
章

呼吸とは、気道、肺、胸郭と呼
吸運動・ガス交換及び血液ガ
ス、呼吸機能の指標、呼吸の調
節

３．呼吸機能検査（肺活
量など）で検査知る主な
指標とその意味を説明す
る。
４．外呼吸（肺胞でのガ
ス交換）について説明す
る。
５．内呼吸（組織でのガ
ス交換）について説明す
る。

講義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第9回
山
科
章

第6章腎・尿路系
腎尿路系の構成、腎臓の構成と
はたらき、体液とその異常、
水・電解質の調節におけるホル
モンと腎臓の役割、腎臓から分
泌されるホルモン

課題：
１．腎臓の局在と関係す
る動静脈、尿路について
説明する。
２．腎臓の主な機能につ
いて説明する。
３．腎小体（糸球体とボ
ウマン嚢）と尿細管の機
能分担はどのように分か
れているか？
４．生体を構成する水分
の分布について説明す
る。
５．浸透圧とは何か、ま
た、浸透圧の変動に対応
して体液調節するホルモ
ンは何か説明する？

予習90分。教科書「第
６章P126-138」を読み
プレテストに回答し、
講義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第10回
山
科
章

第8章 骨格系
骨格系の構成とはたらき、骨の
成長、骨形成・骨吸収
第9章 筋肉系と運動機能
筋肉系の構成と機能、赤筋と白
筋

課題：
１．骨の機能について説
明する。
２．骨の成長と代謝、骨
量について説明する。
３．骨格筋の構造と収縮
の仕組みについて説明す
る。
４．筋収縮のエネルギー
について説明する。
５．赤筋と白筋の違いと
役割、代謝の違いについ
て説明する。

予習90分。教科書
「第8､9章P146-172」
を読みプレテストに回
答し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第11回
山
科
章

第11章 神経系
神経系の構成、中枢神経系、末
梢神経系、脳の血管支配、
ニューロンの形態と機能、自律
神経

課題： 
１．中枢神経系を構成す
るものおよびその主な機
能を説明する。
２．髄膜と脳室とくも膜
下腔、脳脊髄液産生と流
れについて説明できる。
３．大脳皮質の機能局在
について説明する。
４．脳神経について説明
する。
５．ニューロンと神経の
伝達について説明する。
６．運動神経について脳
から末梢までの経路につ
いて説明する。

予習90分。教科書
「第11章P192-215」を
読みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス



７．知覚神経について末
梢から脳までの経路を説
明する。
８．脊髄神経とデルマ
トームについて説明す
る。
９．自律神経の特徴につ
いて説明する。
１０．交感神経・副交感
神経の分布と役割の違い
を説明する？

トに回答し、講義の復
習をする。

第12回
山
科
章

第10章内分泌系
内分泌系の構成と機能、視床下
部・下垂体、甲状腺、副腎、膵
島とホルモン動態、カルシウム
代謝調節ホルモン

課題： 
１．ホルモンのフィード
バックについて説明す
る？
２．視床下部―下垂体の
連携および働きについて
説明する。
３．副腎から分泌される
ホルモンについてその種
類と役割を説明する。
４．甲状腺の働きについ
て説明する。
５．Caの調節について説
明できる

予習90分。教科書
「第10章
P173-191」を読みプレ
テストに回答し、講義
の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第13回
山
科
章

第7章 生殖器系
性腺ホルモン、生殖器系の構成
とはたらき、男性・女性生殖器
の発育課程・形態・機能、女性
の性周期、排卵・妊娠と分娩
か？

課題： 
１．性腺ホルモンの分泌
と働きについて説明す
る。
２．女性生殖器の構成と
機能について説明する。
３．男性生殖器の構成と
機能について説明する。
４．女性の性周期におけ
るホルモンの変化と子宮
内膜の変化について説明
する？
５．受精から妊娠の過程
について説明する。
６．授乳に関わるホルモ
ンのはたらきについて説
明する。

予習90分。教科書「第
７章P139-1４8」を読み
プレテストに回答し、
講義の予習をする。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

第14回
山
科
章

第12章感覚機器
感覚器系の構成と機能、味覚，
嗅覚、視覚、聴覚、平衡覚、摂
食の調節、

課題：
１．味覚の５大要素とそ
のリセプターを介しての
知覚について説明する。
２．嗅覚の受容器と伝導
路について説明する。
３．視覚の受容器、伝導
路と感知する脳の部位に
ついて説明する。
４．摂食・食欲を調整す
る仕組みについて説明す
る。
５．美味しいものをみて
唾液や胃液が分泌される

予習90分。教科書
「第12章P216-224」を
読みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。



仕組みを説明する。

第15回
山
科
章
第14章皮膚組織、体温調節

課題：
１．味覚の５大要素とそ
のリセプターを介しての
知覚について説明する。
２．嗅覚の受容器と伝導
路について説明する。
３．視覚の受容器、伝導
路と感知する脳の部位に
ついて説明する。
４．摂食・食欲を調整す
る仕組みについて説明す
る。
５．美味しいものをみて
唾液や胃液が分泌される
仕組みを説明する。
６．皮膚の構造と機能に
ついて説明する。

予習90分。教科書
「第14章P234-240」を
読みプレテストに回答
し、講義の予習をす
る。 
復習90分。教科書、ハ
ンドアウト、ノートを
読み直し、ポストテス
トに回答し、講義の復
習をする。

教科書
栄養科学イラストレイテッドシリーズ「解剖生理学」人体の構造と機能 第3版 志村二三夫・岡
純・山田和彦編、羊土社
参考書
医学系の生理学教科書及び臨床系臓器別の教科書など
講義の際に、新しい話題を含めて、適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上。
筆記試験 ８０%、プレテスト・ポストテストの成績(全15回)２0%。
加えて、授業中の態度も評価する。
プレテスト・ポストテスト(全30回)の回答が80%未満の場合は期末試験の受験資格は与えな
い。
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回の講義前に、教科書を調べながらプレテストに回答し、講義に準備する。このことによっ
て、疾患の理解、基礎知識の習得を促進する。
講義終了後、ポストテストを受け、講義の内容を見直し、理解を深める。
次回の講義開始前に、プレテスト・ポストテストの結果を参考に前回講義の復習を行う。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、試験対策にもつながる。範囲が広く、また
理解が難しい点も多いので、事前に教科書を読み込み、プレテストに回答したうえで、積極的に
授業に参加すること。また、授業の後にも、ポストテストに回答しながら、疑問を持った個所を
自分で調べるのも効果的である。
一度の読み、聞きでは理解できなくても、繰り返すことで理解できることが多々あるので、病気
の成り立ちのメカニズムにこだわって、習得すること。
オフィス・アワー
チャットでの質疑応答を原則とする。必要に応じて、連絡して、口頭で説明する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C233



講義コード 30380001
講義名 環境生理学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
生体は、常に外部環境から加わる刺激に対して、自己の内部環境を一定に保とうとする機構を備
え、適応している。環境生理学では、外部からの刺激をストレッサーとし、ストレッサーが加わ
ることにより、内部環境（生体の恒常性）が歪んだ状態になったことをストレスとしている。本
講義では、ストレッサーの内容とストレスの状態とこれに対応する生体の防衛反応を学び、さら
に個々の外部環境下（高温、低温、高圧、低圧など）における、適応について学習する。また、
各環境下における栄養についても触れる。本講義はヒトのホメオスタシスの概念と特殊環境下に
おける防衛反応を理解することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
環境生理学は、卒業認定方針の「「人間のからだ」「食品」「栄養」に関して基本的なことがら
を理解し、さらにそれら相互作用について、理解していること」に関連し、基本的生活活動や環
境変化に対する人体の適応について学び、また、生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的な
ことがらについて、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解してする。

。

到達目標
「環境と栄養」分野の特に生理学的内容を理解すること。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

ストレスⅠ
:ストレスに関係する生体
の組織、ホルモン、神経
の基礎を学び、ストレッ
サーについて理解する。
プリント・レジメを配布
する。

ホルモンおよび神経系統に
ついて講義中に教員が質問
し、その学生回答に対して
教員・学生でディスカッ
ションをする。

予習：解剖生理学の脳および生
化学のホルモンの分野を確認し
ておく。復習：左記の内容を講
義ノートにまとめる。予習復習
の自己学習を３時間以上行う。



第2回
ストレスⅡ
:セリエのストレス学説と
汎適応症候群、適応など
について学ぶ。

ストレスの概念・ストレ
サーについて講義中に教員
が質問し、その学生回答に
対して教員・学生でディス
カッションをする。

予習：レジメｐ2～6を読み理解
しておく。復習：左記の内容を
講義ノートにまとめる。予習復
習の自己学習を３時間以上行
う。

第3回
気温（温度）
:高温および低温環境下に
おける生体の防衛反応を
学ぶ。

体温の調節について講義中
に教員が質問し、その学生
回答に対して教員・学生で
ディスカッションをする。

予習：レジメｐ7～10を読み理
解しておく。復習：左記の内容
を講義ノートにまとめる。予習
復習の自己学習を３時間以上行
う。

第4回
気圧（高圧、低圧）
:高圧および低圧に生体が
曝された場合の反応を学
ぶ。

気圧の変化に対する生体機
能の調節について講義中に
教員が質問し、その学生回
答に対して教員・学生で
ディスカッションをする。

予習：レジメｐ11～12を読み理
解しておく。復習：左記の内容
を講義ノートにまとめる。予習
復習の自己学習を３時間以上行
う。

第5回
騒音（音）・振動
:騒音と振動に対する生体
の反応を学ぶ。

騒音に対する生体機能の調
節について講義中に教員が
質問し、その学生回答に対
して教員・学生でディス
カッションをする。

予習：レジメｐ13～15を読み理
解しておく。復習：左記の内容
を講義ノートにまとめる。予習
復習の自己学習を３時間以上行
う。

第6回

電磁場・電磁波
：太陽光や高圧電線下か
ら発生する電磁波につい
て学び、これが生体に及
ぼす影響について学ぶ。

生体に対する電磁波が及ぼ
す影響について講義中に教
員が質問し、その学生回答
に対して教員・学生でディ
スカッションをする。

予習：レジメｐ15～17を読み理
解しておく。復習：左記の内容
を講義ノートにまとめる。予習
復習の自己学習を３時間以上行
う。

第7回

加速度・無重力・その他
：乗り物（車、船、飛行
機）などGが変化する状態
や宇宙空間、その他特殊
な環境下における生体反
応について学ぶ。

生体に対する加速度や重力
が及ぼす影響について講義
中に教員が質問し、その学
生回答に対して教員・学生
でディスカッションをす
る。

予習：レジメｐ19～20を読み理
解しておく。復習：左記の内容
を講義ノートにまとめる。予習
復習の自己学習を３時間以上行
う。

第8回
まとめ 第1回～7回までの
内容について再確認す
る。

今まで学修してきた内容に
ついて講義中に教員が質問
し、その学生回答に対して
教員・学生でディスカッ
ションをする。

予習復習：レジメｐ1～20を読
み理解しておく。予習復習の自
己学習を３時間以上行う。

教科書
使用しない（レジメを配布します）
参考書
応用栄養学 化学同人（応用栄養学の教科書） および 『ﾈｵｴｽｶ応用栄養学』 同文書院
成績評価の方法・基準
期末試験100％、60点以上を合格とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
実施しない
履修のポイント
生理生化学的視点の講義内容を含むので解剖生理学の教科書が参考となる。
オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第10研究室で行う。ただし、この時間帯
以外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことがある。
科目区分



専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C254



講義コード 30390001
講義名 生化学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
生体を構成する成分・分子理解しするために、糖、脂質、タンパク質、ビタミンについてその化
学の基礎を学びさらに代謝・排泄を学ぶ。また、代謝などを調節する内分泌や遺伝子とその働き
も学ぶ。人体の構造と機能、特に各栄養素の働きを生化学的に理解することを目標としている。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生化学は、卒業認定・学位授与認定方針の「「人間のからだ」「食品」「栄養」に関して基本的
なことがらを理解し、さらにそれら相互作用について、理解している」に関連して、人体の構造
と機能の1分野を学ぶ。
到達目標
生体を構成する分子の構造・機能を理解する。また、各分子の代謝を理解する。さらに遺伝子・
遺伝情報発現に関することを理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
細胞の構造と性質:細胞の構造と機能につ
いてその基礎を学ぶ。プリントを配布す
る。講義課題を提示するのでこれを作成
する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：高校生物ま
たは生物基礎の左
記分野読み理解し
ておくこと。教科
書ｐ6～12を読み
理解する
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。講義課題
を作成する。予習
復習の自己学習を
３時間以上行う。



第2回

生体成分の化学的基礎:生体成分を構成す
る化合物の基礎を学ぶ。特に酸塩基・
ｐH・官能基や有機化学について、その
基礎から復習しながら生体成分への理解
を深める。プリントを配布する。講義課
題を作成する。また、前回課題を提出す
る。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ1～5を読み理
解する。講義課題
を作成する
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。講義課題
を作成する。予習
復習の自己学習を
３時間以上行う。

第3回
糖の構造と性質:糖質の分類と構造、単
糖・少糖・多糖の構造と性質について学
ぶ。プリントを配布する。講義課第を作
成する。また、前回課題を提出する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ14～20を読み
理解する。講義課
題を作成する
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。講義課題
を作成する。予習
復習の自己学習を
３時間以上行う。

第4回

脂質の構造と性質:脂肪、リン脂質、ステ
ロイドについてその種類、作用について
学ぶ。 また、コレステロールリポ蛋白質
の作用と生体に及ぼす影響を学ぶ プリン
トを配布する。講義課題を作成する。ま
た、前回課題を提出する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ20～27を読み
理解する。講義課
題を作成する
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。講義課題
を作成する。予習
復習の自己学習を
３時間以上行う。

第5回
たんぱく質の構造と性質:アミノ酸および
ペプチドの構造と性質について理解し、
さらにプリントを配布する。、前回課題
を提出する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ28～36を読み
理解する。講義課
題を作成する
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第6回
ヌクレオチドと核酸:プリン・ピリジミン
塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチド、Ｄ
ＮＡ、ＲＮＡについて学ぶ。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ36～43を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第7回 生体機能成分（酵素）:酵素の基質特異
性、活性、種類等について学ぶ

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ44～51を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。



第8回 生体機能成分（ホルモンⅠ）;ホルモンの
定義、種類、作用機序について学ぶ

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ52～54を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第9回
蛋白質の代謝 生体機能成分（ホルモ
ンⅡ）:ホルモンの定義、種類、作用機序
について学ぶ

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。ホルモンの
作用についての小テスト
を行い、その解答につい
て、質疑応答する。

予習：教科書
ｐ54～62を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第10回
生体機能成分（ビタミンの構造と性質
（１））:脂溶性ビタミンの種類と作用に
ついて理解する。プリントを配布する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：基礎栄養
学Ⅰビタミンの分
野および教科書
ｐ62～66を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第11回
生体機能成分（ビタミンの構造と性質
（２））:水溶性ビタミンの種類と作用に
ついて理解する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：基礎栄養
学Ⅰビタミンの分
野および教科書
ｐ66～72を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第12回

糖代謝:グリコーゲンおよびグルコース代
謝（解糖・TCAサイクル）、糖新生など
について学ぶ。主要無機化合物の生理作
用、特にカルシウムの生理作用と欠乏症
について述べる。プリントを配布する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ85～108を読み
理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第13回
脂質代謝:脂質の体内動態（リポタンパク
質など）について学ぶ。 特に、コレステ
ロール代謝について考察する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ109～126を読
み理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

アミノ酸の代謝:たんぱく質の消化吸収に
左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。糖・脂質・

予習：教科書
ｐ127～144を読
み理解する。



第14回 ついて学ぶ。アミノ基転移反応、尿素回路等を理解する。特殊なアミノ酸の代謝
について考察する。

たんぱく質の代謝につい
ての小テストを行い、そ
の解答について、質疑応
答する。

復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

第15回
遺伝子発現とその制御:セントラルドグ
マ、特に、たんぱく質合成について学
ぶ。プリントを配布する。

左記の内容について、教
員が学生に発問し、学生
は回答する。

予習：教科書
ｐ171～196を読
み理解する。
復習：左記の内容
の講義ノートを作
成する。予習復習
の自己学習を３時
間以上行う。

教科書
『Ｎブックス三訂生化学』建帛社ISBN: 978-4-7679-0528-0
参考書
『Ｎブックス基礎栄養学』 林 淳三ら 建帛社など基礎栄養学の書は参考になる。
成績評価の方法・基準
60点以上で合格とする。定期試験91％ 講義課題レポートト9%
課題等に対する
フィードバックの方法
事前の講義課題レポートを作成して提出すること。点数化して期末試験結果に加算する。
履修のポイント
化学の知識を必要とするので化学（特に有機化学）を復習しておくことが望ましい。
オフィス・アワー
授業終了後に質問等を受け付ける。また、授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階
第10研究室で行う。ただし、この時間帯以外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うこ
とがある。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C234



講義コード 30400001
講義名 生理生化学実験
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実験
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養素（糖質、たんぱく質等）の基本的な性質を実験により確認し、さらに血液、尿、臓器の主
要成分や消化に関する酵素活性を測定する。本実験では栄養素の機能と生理学的意義を理解する
ことを目的とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生理生化学実験は、卒業認定の方針の「「人間のからだ」「食品」「栄養」に関して基本的なこ
とがらを理解し、さらにそれら相互作用について、理解している」に関連している。特に、生化
学、生理学、基礎栄養学で学んだ内容を実験にて確認し理解を深める。
到達目標
実験を通じて、栄養アセスメントにおける「臨床検査知識技術」の能力を習得する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

糖の定性試験
:糖の呈色反応を利用して、
未知試料が何であるかを同
定する。実験レポート（課
題）を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第2回

たんぱく質およびアミノ酸
の定性試験
:アミノ酸および蛋白質の呈
色反応を利用して、未知試
料が何であるかを同定す
る。実験レポート（課題）
を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。



第3回

脂溶性ビタミンの定性試験
:脂溶性ビタミンA、D、Eの
定性試験を行い、脂溶性ビ
タミンの性質を理解する。
実験レポート（課題）を作
成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第4回

ビタミンB2の定性試験
：水溶性ビタミンB2の定性
試験を行い、肝臓料のビタ
ミンB2の存在を確認する。
実験レポート（課題）を作
成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第5回

尿中成分Ⅰ 正常成分
：尿中の尿素、クレアチニ
ン、インジカン等正常成分
の検出をおこない、それら
の生理学的意義を学ぶ。実
験レポート（課題）を作成
する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第6回

尿中成分Ⅱ 異常成分
:尿中の蛋白質、糖、アセト
ン体等異常成分の検出をお
こない、それらの生理学的
意義と疾病との関係を学
ぶ。実験レポート（課題）
を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べてお
く。予習復習の自己学習
を1時間以上行う。

第7回

血漿たんぱく質の定量
：血漿たんぱく質を測定
し、その生理学的意義と栄
養状態の判定を行う。実験
レポート（課題）を作成す
る。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第8回

血漿コレステロールの定量
：血漿コレステロールを測
定して、その生理学的意義
と疾病との関係を学ぶ。実
験レポート（課題）を作成
する。また、1回～7回のレ
ポート（課題）をまとめて
提出する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第9回

血糖の定量
：血糖を測定し、疾病、特
に糖尿病との関係を学ぶ。
実験レポート（課題）を作
成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第10回

血漿カルシウムの定量
：血漿カルシウム濃度を測
定し、カルシウムの生理学
的意義を学ぶ。実験レポー

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予



ト（課題）を作成する。 報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第11回

膵臓プロテアーゼ活性
：膵臓トリプシン活性を測
定し、たんぱく質の消化を
学ぶ。実験レポート（課
題）を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第12回

膵臓リパーゼ活性
：膵臓リパーゼ活性を測定
し、脂肪の消化を学ぶ。実
験レポート（課題）を作成
する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第13回

唾液アミラーゼ活性
：各自の唾液アミラーゼ活
性を測定し、デンプンの消
化を学ぶ。新型コロナウイ
ルス感染症の状況によっ
て、膵臓アミラーゼ活性測
定へ変更あり。実験レポー
ト（課題）を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

第14回

エネルギー代謝 演習
メッツを用いて各個人のエ
ネルギー消費量を求める。
また、基礎代謝基準値およ
び生活活動強度を用いて同
様にエネルギー消費量を求
める。実験レポート（課
題）を作成する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：基礎栄養学の左記分
野をよく読み理解してお
く。復習：左記分野のレ
ポートをまとめ、関連項目
についても調べる。予習復
習の自己学習を1時間以上
行う。

第15回

栄養アセスメント
：モデルの身体計測や各血
液検査データを読み栄養評
価の実践を行う。実験レ
ポート（課題）を作成す
る。また、８回～１５回の
レポート（課題）をまとめ
て提出する。

左記の内容をレポート（実験
ノート）にまとめる。また、
実験中に上記内容についてグ
ループでディスカッション
し、実験終了後、担当教員に
報告する。この時、教員を含
めて質疑応答を行う。

予習：生化学・基礎栄養学
の左記分野をよく読み理解
しておく。復習：左記分野
のレポートをまとめ、関連
項目についても調べる。予
習復習の自己学習を1時間
以上行う。

教科書
使用しない（プリントを配布する）。
参考書
栄養学領域からみた生理生化学実験 五島孜郎 編 建帛社
基礎栄養学 Nブックス三訂 林 淳三 監修 建帛社
成績評価の方法・基準
総合点の内60点以上を合格とする。学期末試験（ペーパー試験）７５％。、実験ノートの評価
点１５％、実験への参加度（サンプル提供他）１０％。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験終了後レポートを各単元ごとに作成し、これを綴り実験ノートを作成すること。実験ノート
は第8回と第15回の実験終了時に提出し、後日評価点を記入して返却する。



履修のポイント
実験操作のみでなく各測定成分の栄養・生理学的意義をよく理解すること。白衣着用のこと。電
卓等持参のこと。カメラを持参すると便利である（記録用）。
オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第10研究室で行う。ただし、この時間帯
以外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことがある。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C273



講義コード 30410001
講義名 食品加工学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
加工食品なしでは食生活が成り立たないほど多種多様な加工食品があり、加工技術も高度で複雑
になっている。食品の品質や表示に対する社会制度も刻々と変化し、それに対する消費者の関心
も高まっている。このような状況で、食品加工、食品の保存と包装技術、ならびに品質表示に対
して正しい知識を身につけることは非常に大切である。本授業では、種々の加工食品の製造原
理、製造工程、食品保存・包装技術を学び、また、加工による食品の成分や物性の変化を学び、
食品加工の理論と実際についての知識を学修する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として「食品」「栄養」に関して基本的
な事柄を理解し、社会の貢献できる食の専門家として これから社会が求めている栄養士の資格
を取得することを目的にする。
到達目標
食品の加工方法および加工品について理解する。食品の特性について理解する。日常食品の取扱
い方について理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
オリエンテーション（授業の概要説明、成
績評価） 食品加工・貯蔵のはじまり 食品
の特性と食品加工、食生活と加工食品の分
野の内容についての授業内容。

予習60分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第2回

食品の変化・変質
水分活性、酵素反応、食品成分の反応、低
温障害
食品添加物、遺伝子組み換え、加工技術、
規格・基準と食品表示基準、ＨＡＣＣＰに
ついての授業内容。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。



食品表示については、実際の加工食品の表
示を提示して意見交換を行う。

第3回
食品の加工および操作と原理、技術の分野
では、工程別による方法論を学習する授業
内容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第4回 加工学の種類における方法、加工原理
前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習および
確認テストに向け
て120分以上は必要で
す。

第5回

食品の調理・加工に伴う食品成分の変化

生産条件と食品成分の違いについて、地
域、季節、栽培条件による違いについての
授業内容。
確認テスト1回目

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、確認問題の
整理に120分以上かけて
ください。

第6回 包装、加工食品の表示、容器包装とリサイ
クル分野の授業内容。

確認テストを返却
し、解答について
情報交換する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第7回 穀類の加工方法および加工品
雑穀・豆類の加工方法と加工品

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第8回
穀類、いも類および豆類（大豆、小豆）の
加工方法および加工品についての授業内
容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第9回 野菜･果物・きのこの加工方法および加工
品の種類と成分についての授業内容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習および
確認問題に向けて120分
以上は必要です。

第10回
食肉の加工方法および加工品の種類と成分
についての授業内容

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、確認問題返
却後に問題の整理
に120分以上かけてくだ
さい。

第11回 乳製品の加工方法および加工品、卵類の種類と成分についての授業内容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第12回 魚介類の加工方法および加工品の種類と成分についての授業内容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第13回

味噌、醤油、塩、香辛料、甘味料の加工方
法とそれにより種類と成分についての授業
内容。
植物油脂、動物油脂、加工油脂の加工方法
とそれにより種類と成分についての授業内
容。

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題
を実施する。

予習90分、教科書を読
んでおく。復習に120分
以上は必要です。

第14回

嗜好飲料（非アルコール飲料およびアル
コール飲料）の加工方法とそれにより種類
と成分についての授業内容。
アルコール飲料を挙げさせ、どのようなも

前回の授業内容の
確認として、授業
の初めに確認問題

予習90分、教科書を読
んでおく。復習および
確認テストに向け



のが市場に出回っているのか意見交換をす
る。

を実施する。 て120分以上は必要で
す。

第15回

新技術による加工法、流通・貯蔵等による
加工法、形状による加工法,用途別加工法
についての授業内容。
まとめ

確認問題の整理に180分
以上かけてください。
本試験に向けてさらに
復習は必要です。

教科書
栄養科学シリーズ 食品加工・保蔵学 講談社
参考書
食物学Ⅱ（公社）日本フードスペシャリスト協会編 建帛社
レクチャー食品加工学 黒川守浩編 建帛社、食品加工・保蔵学 海老原清編 講談社
食品加工と実習・実験 矢口亜樹子 光生館
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上（授業の初めに確認問題を行い、提出し次回採点して返す ）

課題等に対する
フィードバックの方法
毎回授業中に確認問題を解く、実施評価して返却しますので再度復習しておくこと。授業後の復
習を勧めます
履修のポイント
欠席については、後日課題を提出していただく。授業での積極的な取り組みを希望します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、授業終了後、随時 9号館2階 第5研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C274



講義コード 30420001
講義名 食品衛生学
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
人は生命維持のため、食物の摂取を欠かすことができない。また、食事に対して、健康維持・増
進等の期待が高まっている昨今であるが、食品とは常に安心・安全なものでなければならない。
食品衛生学では、食品の生産から消費に至るまでの過程において、安全な食品を選択し、提供す
ることができるよう関連法規や危害要因、衛生管理の方法について学修する。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーである、「人間のからだ、食品、栄養に関する学修を総合的に
理解し、健康・栄養に係る現場で実践的に活用し、また問題を解決できる能力を修得している」
に基づき、広く「食」を扱う職種において、食品の安全性を確保するために必要な知識を習得す
ることを目指す。
到達目標
食品衛生学では、関連法規・食品の変質・食中毒・食品中の汚染物質及び食品添加物・衛生管理
手法・食品表示等の学修をとおし、食品による健康被害を未然に防ぐための基礎知識を習得する
ことを到達目標とする。 
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回 食品衛生の概念
と関連法規

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第2回 食品衛生関連組
織

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート
予習90分：教科



第3回 食品の変質Ⅰ 書
復習90分：教科
書、ノート

第4回 食品の変質Ⅱ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第5回 食中毒Ⅰ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第6回 食中毒Ⅱ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第7回 食中毒Ⅲ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第8回 食中毒Ⅳ 興味のある、または身近で発生した食中毒事件に
ついて調べ、まとめる。

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第9回 食品中の汚染物
質Ⅰ

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第10回 食品中の汚染物質Ⅱ

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第11回 食品添加物Ⅰ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第12回 食品添加物Ⅱ 興味のある、または身近な食品に含まれる食品添
加物について調べ、まとめる。

予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第13回 食品衛生管理
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第14回 食品表示制度
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

第15回 講義のまとめ
予習90分：教科
書
復習90分：教科
書、ノート

教科書



改定第2版 食品衛生学(田﨑達明ほか 羊土社) 
参考書
食品の安全(有薗幸司ほか 南江堂)、食品衛生学(一戸正勝ほか 講談社) 
成績評価の方法・基準
小テスト(全3回)：20%、学期末試験：80%で評価する。単位認定は60点以上とする。 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題実施後その都度。また、講義のまとめで講評する。 
履修のポイント
教科書の予習・復習及び配布プリントの復習をとおし、理解を深めること。不明な点は、早期に
解決するよう心がけること。 
オフィス・アワー
講義終了後。または、個別に相談のこと。（研究室：9号館 3階 第8研究室） 
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C255



講義コード 30430001
講義名 食品衛生学実験
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実験
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
人は生命維持のため、食物の摂取を欠かすことができない。また、食品とは常に安心・安全なも
のでなければならなず、食品衛生学ではその基礎知識について学修した。そこで食品衛生学実験
では、科学的な手法を用いて、講義で学んだ知識(食品の規格・基準、危害因子等)と各検査法の
原理をより一層深く理解し、習得することを目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーである、「人間のからだ、食品、栄養に関する学修を総合的に
理解し、健康・栄養に係る現場で実践的に活用し、また問題を解決できる能力を修得している」
に基づき、広く「食」を扱う職種において、食品の安全性を確保するために必要な知識を習得す
ることが基礎となる。実験においては、その科学的検査法等の習得を目指すものとする。 
到達目標
実験をとおして、食品の安全性を確保するために必要となる食品衛生検査の基礎を学修するとと
もに、食品の規格基準等を科学的視点をもって評価できることを目標とする。また、実験で得ら
れた結果を基にレポート及びプレゼンテーションを行えることを目標とする。 
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間

第1回
宮
本
雄
基

【導入】
・オリエンテーション
・講義(分析化学実験の基礎)
・小テスト

食品衛生学の分析化学の基礎を学ぶ：使用
する薬品・器具・測定機器、試薬の調整、
試料のサンプリング等の知識

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成



第2回
宮
本
雄
基

【水質検査】
・滴定法によるミネラル
ウォーターの硬度測定
・DPD法による残留塩素濃
度測定

清涼飲料水中の硬度を滴定法により測定す
る。
DPD法により水道水中の遊離型・結合型残
留塩素を測定する。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第3回
宮
本
雄
基

【食品化学分析法】
・分光光度計の原
理(Lambert-Beerの法則)
・メチレンブルー未知濃度
試料の定量

分光光度計の原理（Lambert-Beerの法則）
を理解する。メチレンブルーの未知濃度試
料を測定をする。 

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第4回
宮
本
雄
基

【油脂の変敗】
・滴定法による油脂中の遊
離脂肪酸の測定(酸価測定)

各種の油脂を試料として、滴定法により酸
価を求める。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
レポート
作成

第5回
宮
本
雄
基

【第一回】
・プレゼンテーション発表

前回までに行った実験から、各班で分担し
プレゼンテーション発表を行う。 

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第6回
宮
本
雄
基

【微生物検査】
1. 施設や器具のふき取り検
査
2. 環境細菌、空中落下細菌

施設、器具等のふき取り検査による細菌数
測定のため、試料採取を行う。
採取箇所については、個人または班員で協
議して決定する。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第7回
宮
本
雄
基

【微生物検査】
3. 手指洗浄度と表面付着細
菌の検査

・前回実験の細菌数の測定
・手指洗浄、表面付着細菌実験の試料を採
取する。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第8回
宮
本
雄
基

【微生物検査】
4. 食品中の一般生菌数の測
定

・前回実験の細菌数の測定
・市販の食品から一般生菌数及び大腸菌群
を測定するための採取を行う。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第9回
宮
本
雄
基

【微生物検査】
5. グラム染色による細菌の
観察

・前回実験の細菌数の測定
・グラム染色による細菌の染色、及び真菌
の顕微鏡による形態観察

予
習40分：
教科書
復
習40分：
レポート



作成

第10回
宮
本
雄
基

【第二回】
・プレゼンテーション発表

前回までに行った実験から、各班で分担し
プレゼンテーション発表を行う。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第11回
宮
本
雄
基

【食品添加物】
1. TLC法による食品中の着色
料の分離と同定

薄層クロマトグラフィ法を用いた着色料の
定性試験を行う。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第12回
宮
本
雄
基

【食品添加物】
2. ジアゾ化法による食品中
の発色剤(亜硝酸根)の分離と
同定

食肉製品中に添加された発色剤（亜硝酸
根）を、ジアゾ化法により定量試験を行
う。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第13回
宮
本
雄
基

【食品添加物】
3. ヨウ素酸カリウムでんぷ
ん紙を用いた食品中の漂白
剤(亜硫酸)の定性試験

食品中に添加された漂白剤（亜硫酸）をヨ
ウ素酸カリウム・でんぷん紙を用いて定性
試験を行う。 

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

第14回
宮
本
雄
基

【食器の洗浄度試験】
・でんぷん性残留物
・タンパク質性残留物

食器の残留物を測定することにより各種洗
浄効果を確認する。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
レポート
作成

第15回
宮
本
雄
基

【第三回】
・プレゼンテーション発表

前回までに行った実験から、各班で分担し
プレゼンテーション発表を行う。

予
習40分：
教科書
復
習40分：
ノート作
成

教科書
教科書は指定せず、必要に応じて資料を配布する
参考書
食品安全・衛生学実験 岡崎眞ほか 講談社ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ 
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。実験レポート80%、プレゼンテーション等20%を総合して評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートについて、その都度、講評をおこなう。 



履修のポイント
実験は主体的に取り組むことで、より深く理解することに繋がります。積極的に参加すること。

オフィス・アワー
講義終了後。または、個別に相談のこと。（研究室：9号館 3階 第8研究室） 
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C256



講義コード 30440001
講義名 公衆栄養学概論
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所での勤務経験に基づき、自治体にお
ける健康・栄養課題の現状と栄養政策について具体例を挙げながら解
説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆栄養学は国民、地域住民、職域などさまざまな集団を対象に、食と健康の関係を明らかに
し、望ましい食生活の実現に向けた公衆栄養活動推進のための基本的な知識と技術を習得するこ
とを目指している。
本授業では、公衆栄養学の概念、わが国および諸外国の健康・栄養問題の現状と課題、わが国お
よび諸外国の栄養・食料政策に関する理解を目指し、公衆栄養マネジメント、栄養疫学にもつな
がる、公衆栄養学における幅広い知識を身に付けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、生活に関する身近な問題からグローバルな
テーマまで多角的に理解するとともに、生活を取り巻く社会的環境について科学的に理解するこ
とを目指し、公衆栄養学の概念、わが国および諸外国の健康・栄養問題の現状と課題、わが国お
よび諸外国の栄養・食料政策に関する理解と習得を目指す。将来的な展望としては、修得した内
容を基盤とし、栄養士としての現場での実践的活用や、問題解決能力の発揮に活かすことで、社
会で活躍できる人材となることを目指すものとする。
到達目標
1.公衆栄養学の枠組みや歴史を理解し、栄養士としての実践的活動への発展について説明できる
ようになる。
2.我が国や諸外国の健康・栄養問題の現状と課題を理解し、栄養士が果たすべき役割について考
察できるようになる。
3.我が国や諸外国の栄養・食料政策を理解し、栄養士としての実践的活動への発展について説明
できるようになる。
4.公衆栄養プログラムの流れや食事調査の手法および日本人の食事摂取基準における集団を対象
とした食事評価と改善計画を理解し、栄養士としての実践的活動への発展について説明できるよ
うになる。
授業計画

担
当 授業内容と方 アクティブラーニングの内容 予習・復習と



者 法、課題 そのために必要な時間

第1回
橘
陽
子

ガイダンス
公衆栄養学Ⅰでの
学びと本授業の
概要

課題：災害時の
食生活支援にお
ける管理栄養士
の役割と使命に
関する考察

災害時の食生活支援の実例から、管理栄
養士の役割と使命を公衆栄養学的観点か
ら考え、発表する。

予習90分：公衆栄養
学Ⅰでの学習範囲
（第1章～第3章）を教
科書で確認する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第2回
橘
陽
子

公衆栄養学の概
念①
公衆栄養の概念

課題：公衆栄養
および公衆栄養
活動に関する問
題

公衆栄養および公衆栄養活動に関して調
べ、自らの考えを発表する。

予習90分：教科書「公
衆栄養の概念」を熟読
する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第3回
橘
陽
子

公衆栄養学の概
念②
公衆栄養活動

課題：公衆栄養
の役割と管理栄
養士による公衆
栄養活動に関す
る考察

公衆栄養の役割と管理栄養士による公衆
栄養活動の在り方について考え、発表す
る。

予習90分：教科書「公
衆栄養活動」を熟読す
る。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第4回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題①
健康状態の変化

課題：年齢調整
死亡率、健康寿
命等に関する問
題

公衆栄養における年齢調整死亡率の活用
および健康寿命等に関して調べ、自らの
考えを発表する。

予習90分：教科書「健
康状態の変化」を熟読
する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第5回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題②
食事の変化(1)

課題：国民健
康・栄養調査結
果に関する問題

国民健康・栄養調査の結果を確認し、健
康・栄養問題の現状と課題について発表
する。

予習90分：教科書「食
事の変化」を熟読す
る。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第6回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題③
食事の変化(2)

課題：食事バラ
ンスガイドによ
る食生活の評価

自らの食生活を食事バランスガイドに当
てはめて評価し、アセスメント結果と今
後の課題について発表する。

予習90分：教科書「食
事の変化」を熟読す
る。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。
復習90分：

第7回
橘
陽

健康・栄養問題
の現状と課題④
食生活の変化 食行動、食態度、食知識、食スキルなど

の食生活の変化に対応した食環境整備の

予習90分：教科書「食
生活の変化」を熟読す
る。
復習90分：理解が不十



子 課題：食環境整
備の事例に関す
る考察

事例を調べ、特徴や今後の課題について
発表する。 分な部分を中心に教科

書等で復習し、知識の
定着を図る。

第8回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題⑤
食環境の変化

課題：食物・情
報へのアクセ
ス、特定保健用
食品に関する問
題

食物・情報へのアクセスや特定保健用食
品等の制度について調べ、自らの考えを
発表する。

予習90分：教科書「食
環境の変化」を熟読す
る。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第9回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題⑥
フードバランス
シート

課題：食料需給
表に関する問題

食料需給表および現在の我が国の食料自
給率について調べ、自らの考えを発表す
る。

予習90分：教科書「食
料需給表（フードバラ
ンスシート）」を熟読
する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第10回
橘
陽
子

健康・栄養問題
の現状と課題⑦
諸外国の健康・
栄養問題の現状 

課題：健康・栄
養問題の現状と
課題に関するま
とめ問題

我が国および諸外国の健康・栄養問題の
現状と課題に関してまとめ、発表する。

予習90分：教科書「諸
外国の健康・栄養問題
の現状」を熟読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第11回
橘
陽
子

栄養政策①
わが国の公衆栄
養活動と関連法
規
公衆栄養活動と
組織・人材育成

課題：公衆栄養
施策と根拠法に
関する問題

公衆栄養施策と根拠法についてまとめ、
発表する。

予習90分：教科書「わ
が国の公衆栄養活動と
関連法規」「公衆栄養
活動と組織・人材育
成」を熟読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第12回
橘
陽
子

栄養政策②
国民健康・栄養
調査

課題：国民健
康・栄養調査の
実施に関する問
題

国民健康・栄養調査の概要および実施方
法について調べ、自らの考えを発表す
る。

予習90分：教科書「国
民健康・栄養調査」を
熟読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

橘

栄養政策③
実施に関する指
針、ツール
わが国の健康増
進基本方針と地
方計画

課題：身体活動
食生活指針、運動指針、食育ガイド、健
康な食事等の指針・ツール、健康日

予習90分：教科書「実
施に関する指針、ツー
ル」「わが国の健康増
進基本方針と地方計



第13回 陽
子
および食生活に
関する指針・
ツールに関する
問題
健康日本21（第
二次）、特定健
康診査・特定保
健指導、食育推
進に関する問題

本21（第二次）、特定健康診査・特定保
健指導、食育推進計画について調べ、自
らの考えを発表する。

画」を熟読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第14回
橘
陽
子

栄養政策④
諸外国の健康・
栄養政策

課題：栄養政策
に関するまとめ
問題

我が国および諸外国の栄養政策に関して
まとめ、発表する。

予習90分：教科書「諸
外国の健康・栄養政
策」を熟読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

第15回
橘
陽
子

栄養疫学
公衆栄養プログ
ラム

課題：食事調
査、公衆栄養プ
ログラムに関す
る問題 

食事調査、日本人の食事摂取基準の集団
への活用、公衆栄養プログラムの実例を
調べ、自らの考えを発表する。

予習90分：教科書「栄
養疫学」「公衆栄養プ
ログラムの展開」を熟
読する。
復習90分：理解が不十
分な部分を中心に教科
書等で復習し、知識の
定着を図る。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第8版
参考書
日本人の食事摂取基準（2020年版） 第一出版
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
毎回課す課題をすべて提出すること。
原則定期試験100％評価だが、課題を期限内に提出しない場合は1点/回減点する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題の解説は次回授業開始時に行う。
履修のポイント
授業内容に連続性があり、習得度に合わせた内容変更の可能性もあるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
昼休み 11号館研究室9
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C275



講義コード 30450001
講義名 臨床栄養学概論
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 五十嵐 桂子 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床栄養学の基本、各疾患別の栄養療法・栄養管理について学ぶことで各疾患の概要を理解し、
予防、治療に有効な栄養療法・栄養管理を習得するとともに各疾患に応じた栄養療法・栄養管理
を計画、立案、調理、評価するための知識やスキルを学習する。適切な栄養管理を行うための栄
養ケアプランの作成、実施、評価等総合的な栄養ケアマネジメントを習得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、
「人間のからだ」「食品」「栄養素」に関して基本的な事柄を理解し、
それらの相互作用について理解している。
「人間のからだ」「食品」「栄養素」に関して基本的な事柄を理解するうえで「健康維持・栄養
管理」に関わる現場で実践的に活用、問題解決できるの能力を習得できている。
ことを目指すものとする。
到達目標
チーム医療の一員である栄養士として、医療機関、施設等で実践活動に参加・戦力となれるよう
基礎の理解、応用力を身につけ業務遂行が出来る。
授業計画

担
当
者

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回

五
十
嵐
桂
子

病院給食について
臨床栄養管理（栄養ケアの概
要）

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

五
十 １．肥満症

予習：教科書
の該当箇所を



第2回 嵐
桂
子

２．糖尿病
３．高尿酸血症

読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第3回

五
十
嵐
桂
子

１．肝炎（急性肝炎、慢性肝
炎）
２．肝硬変・肝不全
３．脂肪肝

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第4回

五
十
嵐
桂
子

１．胆石症
２．膵炎（急性膵炎、慢性膵
炎）

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第5回

五
十
嵐
桂
子

１．脂質異常症 
２．高血圧
３．虚血性心疾患（狭心症梗
塞）
４．心不全

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第6回

五
十
嵐
桂
子

１．急性腎臓病
２．慢性腎臓病

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第7回

五
十
嵐
桂
子

３．ネフローゼ症候群
４．腎不全
５．透析療法

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第8回

五
十
嵐
桂
子

糖尿病食品交換表の利用法、
腎臓病食品交換表の利用法、
糖尿病性腎症の利用法

食品交換表による糖尿病食の献立作
成、腎臓病食品交換表の献立作成、
糖尿病性腎症の献立作成

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第9回

五
十
嵐
桂
子

１．鉄欠乏性貧血
２．骨粗鬆症
３．くる病・骨軟化症

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第10回

五
十
嵐
桂
子

１．消化不良症
２．小児糖尿病
３．小児肥満
４．食物アレルギー

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

五
十

１．胃炎（急性胃炎・慢性胃
炎）
２．消化性胃炎

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）



第11回 嵐
桂
子

３．下痢・便秘
４．潰瘍性大腸炎・クローン
病

復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第12回

五
十
嵐
桂
子

１．高齢者の身体的特徴と食
事ケア
２．摂食・嚥下障害
３．介護食と嚥下食
４．障害に適した食事のポイ
ントと調理

摂食嚥下障害の理解
嚥下障害、嚥下障害の症状の仕組
み、評価法、各疾患に伴う嚥下障害
等についてまとめる

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第13回

五
十
嵐
桂
子

１．調理の工夫・食事形態の
と栄養ケアマネジメント
２．褥瘡の栄養ケア

褥瘡の理解
褥瘡の発症・予防、栄養管理につい
てまとめる

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第14回

五
十
嵐
桂
子

１．経口栄養療法
２．経腸（経管）栄養療法
３．静脈栄養療法（末梢・中
心静脈栄養療法）

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

第15回

五
十
嵐
桂
子

１．栄養管理
２．臨床調理
考え方・食事計画

予習：教科書
の該当箇所を
読む（90分）
復習：配布プ
リントを見直
す（90分）

教科書
最新臨床栄養学-栄養治療の基礎と実際-第4版 上原誉志夫他 公生館
参考書
糖尿病食事療法のための食品交換、腎臓病食品交換表治療食の基準、糖尿病性腎症の食品交換他
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 筆記試験により評価（授業態度20％、テスト80％）
提出物にいては期限厳守
課題等に対する
フィードバックの方法
レポート課題は採点後返却します。配布プリントと共に学習の参考にしてください。
履修のポイント
各疾患の栄養療法の栄養ケアマネジメント、臨床栄養学の基本を学習
オフィス・アワー
質問や相談については、授業し終了後などにて応じます。
＊講義の順番につては変更の場合もあります。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C235



講義コード 30460001
講義名 臨床栄養学実習
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 五十嵐 桂子 指定なし

授業の概要と教育目標
各疾患の概要や栄養状態をし、予防・治療に有効である栄養状態の特徴に基づいて適切な栄養管
理を行うための疾患コン トロール状況および栄養状態の評価・判定を行い具体的な臨床栄養管
理（介入計画の作成、実施、モニタリング、評価）それに伴う治療食の献立内容や量を把握、評
価する。献立の理論と技術を習得する。医療機関、施設で適切な臨床栄養管理を行うためのスキ
ルを身につける。
卒業認定・学位授与の方針との関連
「人間のからだのしくみ」「食品」「栄養素」に関する知識を総合的に理解し、各種の疾患に対
する予防と治療には食事と栄養が密接にかかわっている事を確認し、栄養士の役割としてフード
サービス（身体状況に合わせた献立作成・調理方法）の技術の向上を図ることにより「健康・栄
養」に関わる現場での実践力を学び、多様な問題への解決能力を習得することを目指す。
到達目標
栄養士の役割である「食と栄養のプロフェッショナル」として、医療機関、施設等おける栄養実
践活動に対応、業務遂行、即戦力となる技術の修得
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容

予習・復習
と
そのために
必要な時間

第1回

五
十
嵐
桂
子

・ガイダンス 臨床栄養学実験
・各疾患別栄養療法の重要ポイント
・病院と施設等の給食について

「課題」流動食 軟食につ
いて調べる （グループ
ワーク）

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）



第2回

五
十
嵐
桂
子

①流動食の種類・適応、流動食について
（流動食の栄養基準と食品構成）
②軟食の種類、軟食の適応、食品の適応と
調理
分粥食栄養基準と食品構成

「演習」軟食献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第3回

五
十
嵐
桂
子

流動食の実習 軟食の種類・軟食の実習
各グループごとに発表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第4回

五
十
嵐
桂
子

糖尿病の食事 療法の実際（食品交換表を使
用した献立作成）

「課題」献立表の作成
食品交換表に基づいた献
立表の各食に配分された
単位を示す
使用本：糖尿病食事療法
のための食品交換表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第5回

五
十
嵐
桂
子

糖尿病基本献立の立案（食品交換表に基づ
き 1600kcal）

「演習」炭水化物６０％
の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第6回

五
十
嵐
桂
子

第5回の演習献立を使用
次回の実験に向けて献立
選択
各グループごとに実習作
業工程表・発注表作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第7回

五
十
嵐
桂
子

食品交換表に基づいた基本献立の調理 演習献立の評価
各グループごと 発表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第8回

五
十
嵐
桂
子

たんぱく制限のある糖尿病治療食
糖尿病性腎症の食事療法について
糖尿病性腎症の食品交換表の使い方
エネルギー調整食品について

糖尿病性腎症の献立作成

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す

45



（ 分）

第9回

五
十
嵐
桂
子

腎疾患における食事療法
腎臓病食品交換表
単位配分と献立について
（たんぱく質３０ｇ・１０単位の食事）

「課題」たんぱく質３０
ｇ・１０単位の献立作成
使用本：腎臓病食品交換
表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第10回

五
十
嵐
桂
子

腎疾患における食事療法
腎臓病食品交換表
単位配分と献立について
（たんぱく質３０ｇ・１０単位の食事）

慢性腎不全の献立を実習
低たんぱく質、食塩、特
殊食品の使用例 各グルー
プごとに発表

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第11回

五
十
嵐
桂
子

食塩コントロール食（虚血性心疾患・本態
性高血圧症）栄養基準と食品構成、食品の
選択、献立及び調理の工夫ナトリウムの食
塩換算、塩分の換算

「実習」献立作成（本態
性高血圧症）

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第12回

五
十
嵐
桂
子

各グループごとに
本態性高血圧症の献立選択
実習作業工程表・発注表作成

「課題」
食塩制限が必要な疾患に
ついてのまとめ

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第13回

五
十
嵐
桂
子

検査食の要点 作成した献立に基づいた
調理実習

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第14回

五
十
嵐
桂
子

高齢者の身体的特徴と介護食の基本とポイ
ント
①嚥下食ピラミッド
②ユニバーサルデザインフード

「課題」咀嚼・嚥下障害
食の工夫

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを
見直す
（45分）

第15回

五
十
嵐
桂
子

膵臓の食事療法
貧血の食事療法 食事のポイント

予習：教科
書の該当箇
所を読む
（45分）
復習：配布
プリントを



見直す
（45分）

教科書
「栄養食事療法の実習」本田佳子編 （医歯薬出版）
「糖尿病食事療法のための食品交換表」（日本糖尿病学会）
「腎臓病食品交換表治療食の基準」（医歯薬出版）
参考書
食品交換表 他 適宜紹介
成績評価の方法・基準
単位認定：６０点以上
演習、課題提出（３０％）・期末テスト（７０％）により評価
提出物は締め切り厳守
課題等に対する
フィードバックの方法
レポート課題は採点後返却します。配布プリントと共に学習の参考にしてださい。
履修のポイント
授業へ参加して学んでください。
オフィス・アワー
質問や相談については、授業し終了後などにて応じます。
＊講義の順番につては変更の場合もあります。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C257



講義コード 30470001
講義名 スポーツ栄養学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

公認スポーツ栄養士としてのスポーツ現場での実務経験をもとに、ス
ポーツ現場で活きる知識やスキルを得られる内容を展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 金剛地 舞妃 指定なし

授業の概要と教育目標
アスリートの栄養管理について、様々な競技や競技レベルの対象者を栄養面からサポートする知
識や方法への理解を深め、伝える技術を磨く。
そのため、ジュニア期や女性アスリートも含めたアスリート全体の栄養管理やサプリメント等に
ついて学び、対象者に伝わる伝え方ができるよう実践も行う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学科のディプロマポリシーとの関連として、③④での「人間のからだ」「食品」「栄養」につ
いてのそれぞれの知識や相互作用の理解を深め活用し、「健康・栄養」に係る現場で実践的な栄
養士として活躍できるための知識や技術を学ぶ。卒業後にはスポーツ栄養の現場等で活躍できる
ように習得する。
到達目標
アスリートの栄養管理の概要を理解し、様々な視点から「食事・栄養」をとらえて他の科目の知
識と融合させ、自分の強みを生かし、得た知識を対象者に伝わる形でアウトプットできるように
なることを目指す。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
金剛
地 舞
妃

授業概要説明
スポーツ現場での栄養
士の仕事紹介

予習90分（スポーツ栄養を調
べる）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第2回
金剛
地 舞
妃

アスリートの栄養管理1
スポーツ栄養マネジメ
ントの概要

予習90分（スポーツ栄養マネ
ジメントについて調べる）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第3回
金剛
地 舞

アスリートの栄養管理2
アスリートの栄養補給

予習90分（アスリートの栄養
補給量について調べる）



妃 量 復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第4回
金剛
地 舞
妃

アスリートの栄養管理3
期分けと競技特性 競技特性調査

予習90分（アスリートの期分
けについて調べる）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第5回
金剛
地 舞
妃

アスリートの栄養管理4
スポーツサプリメント
の知識と活用法

商品調査・比較
予習90分（エネルギーゼリー
について調べる）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第6回
金剛
地 舞
妃

アスリート対象栄養教
育（栄養セミナー）の
実践1

栄養セミナー実施に向け
たグループディスカッ
ション

予習90分（アスリート対象の
栄養セミナーについて調べ
る）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第7回
金剛
地 舞
妃

アスリート対象栄養教
育（栄養セミナー）の
実践2

栄養セミナー実施に向け
た準備

予習90分（セミナー内容考案
のための情報収集を行う）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

第8回
金剛
地 舞
妃

アスリート対象栄養教
育の実践3
発表・評価

予習90分（発表のための準備
を行う）
復習90分（授業の記録をノー
トと資料で再確認する）

教科書
使用しない。適宜プリントを配布する。
参考書
必要があれば資料配布、またはその都度授業内で案内する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
提出物50％、発表50％
課題等に対する
フィードバックの方法
課題や発表に対して、コメントする。
履修のポイント
グループワークにおいて積極的に意見を伝え、受け止め、考察し、さらに学びを深めていけると
良い。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C351



講義コード 30480001
講義名 スポーツ栄養学実習
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

公認スポーツ栄養士としてのスポーツ現場での実務経験をもとに、ス
ポーツ現場で活きる知識やスキルを得られる内容を展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 金剛地 舞妃 指定なし

授業の概要と教育目標
様々な競技や競技レベルの対象者を栄養面からサポートする知識や方法への理解を深め、実践力
と伝える技術を磨く。
そのため、アスリートを栄養面からサポートする具体的な方法やサプリメント等の活用を学び、
実践する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学科のディプロマポリシーとの関連として、③④での「人間のからだ」「食品」「栄養」につ
いてのそれぞれの知識や相互作用の理解を深め活用し、「健康・栄養」に係る現場で実践的な栄
養士として活躍できるための知識や技術を学ぶ。卒業後にはスポーツ栄養の現場等で活躍できる
ように習得する。
到達目標
アスリートを栄養面からサポートする具体的な方法を学び、様々な視点から「食事・栄養」をと
らえて他の科目の知識と融合させ、自分の強みを生かし、スポーツ現場で活かせる実践力を身に
着けられるようにする。
授業計画

担当
者

授業内容と方法、課
題

アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
金剛
地 舞
妃

授業概要説明
予習90分（スポーツ栄養を調べ
る）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第2回
金剛
地 舞
妃

水分補給①
スポーツドリンクを
作る、比較する

スポーツドリンク試飲
スポーツドリンク作り
経口補水液作り

予習90分（スポーツドリンクに
ついて調べる）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第3回
金剛
地 舞 水分補給② 資料作成

予習90分（経口補水液について
調べる）



妃 発表準備 復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第4回
金剛
地 舞
妃

水分補給③
発表 発表

予習90分（発表のための準備を
行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第5回
金剛
地 舞
妃

サプリメントの活用
①
調査

市販されているサプリ
メントについて調べる

予習90分（エネルギーゼリーに
ついて調べる）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第6回
金剛
地 舞
妃

サプリメントの活用
②
試飲、試食

サプリメントの試飲、
試食

予習90分（プロテインについて
調べる）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第7回
金剛
地 舞
妃

サプリメントの活用
③
発表準備

資料作成
予習90分（発表のための情報収
集を行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第8回
金剛
地 舞
妃

サプリメントの活用
④
発表

発表
予習90分（発表のための準備を
行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第9回
金剛
地 舞
妃

アスリートの食事・
補食作り①
テーマ、内容考案

レシピ考案
予習90分（アスリートの補食の
必要性について調べる）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第10回
金剛
地 舞
妃

アスリートの食事・
補食作り②
内容考案

レシピ考案
予習90分（簡単に作れるレシピ
について調べる）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第11回
金剛
地 舞
妃

アスリートの食事・
補食作り③
調理実習、発表

調理実習、発表
予習90分（発表のための準備を
行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第12回
金剛
地 舞
妃

アスリートの食事・
補食作り④
調理実習、発表

調理実習、発表
予習90分（発表のための準備を
行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第13回
金剛
地 舞
妃

アスリート向け栄養
ガイドブック作成①
内容考案

ガイドブック作成
予習90分（アスリート向けの栄
養に関する本を読む）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第14回
金剛
地 舞
妃

アスリート向け栄養
ガイドブック作成②
作成、プレゼン準備

ガイドブック作成
予習90分（ガイドブック内容考
案のための情報収集を行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

第15回
金剛
地 舞
妃

アスリート向け栄養
ガイドブック作成③
完成・発表

ガイドブックについて
発表する

予習90分（発表のための準備を
行う）
復習90分（授業の記録をノート
と資料で再確認する）

教科書
使用しない。適宜プリントを配布する。



参考書
必要があれば資料配布、またはその都度授業内で案内する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
提出物50％、発表50％
課題等に対する
フィードバックの方法
課題や発表に対してコメントする。
履修のポイント
実習において意図を理解し、積極的に発言し、考察し、さらに学びを深めていけると良い。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C371



講義コード 30490001
講義名 給食計画・実務論
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 関谷 果林 指定なし

授業の概要と教育目標
学校、病院等医療機関、児童・高齢者福祉施設などの給食施設において、給食を円滑に運営する
ために必要とされる多様なスキルを持ちながら管理・運営に関われる栄養士を目指す。そのため
に、給食業務を行うために必要な食事の計画や調理を含めた給食サービス提供に関する理解を深
める。具体的には、栄養・食事管理、調理管理、施設・設備管理、組織・人事管理、原価管理、
事務管理について学修し、現代社会の多様なニーズに応えられる栄養士を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、『４．「人間のからだ」「食品」「栄養」に
関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用し、また問題を解決
できる能力を修得している。』ことを目的とし、社会の「給食の運営」を主軸とした「給食計画
論」および「給食実務論」を学修することで、社会の要請に応え得る給食業務に強い栄養士を目
指す。
到達目標
１．給食の定義や目的について説明できる
２．各管理項目についての知識を獲得し、各給食施設別の特徴について説明できる
３．社会の要請に応えるための実践力を身に付ける
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 関谷
果林

【オリエンテーション】
シラバスの説明
【給食の定義と目的】
特定給食施設とは
給食の目的

予習90分：教科書第1章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第2回 関谷
果林

【特定給食関連法令と行政指
導】
給食関係の法令

予習90分：教科書第1章
復習90分：教科書、プ



給食関係の行政指導 リント、小テスト

第3回 関谷
果林

【給食施設における栄養・食
事管理】
栄養・食事管理の目的と取り
組み
食事摂取基準の活用

予習90分：教科書第2章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第4回 関谷
果林

【献立の計画・作成・評価】
献立計画
献立作成
提供方法

演習問題をおこない、
学生間で共有する

予習90分：教科書第2章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第5回 関谷
果林

【献立の計画・作成・評価】
献立計画
献立作成
提供方法

演習問題をおこない、
学生間で共有する

予習90分：教科書第2章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第6回 関谷
果林

【栄養・食事管理の評価】
栄養量による評価
食事改善を目的とした評価と
改善計画
利用者の満足度にかかわる調
査
【給食と栄養指導】
栄養指導の意義と効果
栄養指導の方法
指導媒体の活用

予習90分：教科書第2章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第7回 関谷
果林

【食材管理】
食材管理の目的と対象
購買計画と方法
保管・在庫管理
在庫管理の評価
【調理作業管理】
調理時間管理の目的と意義
調理作業管理の実際
新調理システム
調理作業管理の評価

予習90分：教科書第3章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第8回 関谷
果林

【安全・衛生管理】
安全・衛生管理の目的
給食業務従事者に対する安
全・衛生教育
HACCPシステム
大量調理施設衛生管理マニュ
アルに基づく衛生管理
衛生事故発生時の対応
安全・衛生管理の評価
【危機管理と災害・事故発生
時の対応】
危機管理
災害発生時の対応

予習90分：教科書第3章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第9回 関谷
果林

【安全・衛生管理】
安全・衛生管理の目的
給食業務従事者に対する安
全・衛生教育
HACCPシステム
大量調理施設衛生管理マニュ
アルに基づく衛生管理

予習90分：教科書第3章
復習90分：教科書、プ



衛生事故発生時の対応
安全・衛生管理の評価
【危機管理と災害・事故発生
時の対応】
危機管理
災害発生時の対応

リント、小テスト

第10回 関谷果林

【施設・設備管理】
施設・設備管理の目的と調理
能力
施設・設備管理の対象
施設・設備のレイアウト
【給食の組織】
組織の原則と形態
組織の機能

予習90分：教科書
第3､4章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第11回 関谷果林

【人事・労務管理】
仕事の配分とモラールアップ
モチベーションとリーダー
シップ
教育・訓練（能力開発）
勤務評価
【原価管理】
原価管理と原価
給食原価（原価構成）
原価管理の方法
人件費と諸経費
【収入と支出のバランス】

予習90分：教科書
第5､6章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第12回 関谷果林

【帳票と帳票管理】
帳票管理の目的と処理
【事務管理（帳票管理）の実
際】
給食関連帳票の種類
給食管理とコンピュータの活
用

予習90分：教科書第7章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第13回 関谷果林

【施設種別の給食運営】
①学校給食
学校給食の位置づけ
学校給食の運営
②病院給食（入院時食事療
養）
入院時食事療養の特徴
栄養計画
治療食の献立業務

予習90分：教科書第8章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第14回 関谷果林

【施設種別の給食運営】
③保育所（児童福祉施設）給
食
児童福祉施設給食の目的
児童福祉施設の最低基準
保育所給食
④高齢者福祉施設給食
高齢者福祉施設給食の特徴
高齢者福祉施設給食の実際

予習90分：教科書第9章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト

第15回 関谷果林

【施設種別の給食運営】
⑤事業所給食
事業所給食の特徴
事業所給食の実際

予習90分：教科書
第10章
復習90分：教科書、プ
リント、小テスト



【まとめ】

教科書
実力養成のための給食管理論 芦川修貮編 学建書院
参考書
大量調理施設 衛生管理のポイント 荘村明彦発行 中央法規出版
給食運営・経営管理実習のてびき 西川貴子他著 医歯薬出版株
サクセス給食経営管理論 韓順子、大中佳子著 第一出版
日本食品標準成分表2020年版（八訂） 文部科学省
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 試験70％、小テスト30％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で小テストを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。
履修のポイント
提出物については提出期限を守ること。
授業内の質問やディスカッション等には積極的に参加し、さらに理解を深める。
給食計画から実践への理解を深め、校外実習に生かす。
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12；45～13：15
11号館 給食経営管理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C214



講義コード 30500001
講義名 校外実習Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋本 まさ子 指定なし
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士法が2002年に改正され、栄養士は単に食事を提供するのみではなく、食を通して人をよ
り良い栄養状態に導く健康のプロであることが明言されました。栄養士を目指す学生は、人の健
康の担い手であることが求められています。
本授業では、いろいろな問題を見つけみずからの力で解決していくことにより、体験を通して物
事を知る「実践の知」につながる実習をおこなう。経験・体験した知識を就職に結びつけること
を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、学修を総合的に理解し、卒業後
に栄養士として活躍できるよう実習現場での経験をし、社会人になれるように基本的な事項を身
につける、栄養士としての意識を持って望み、問題を解決できる学生の校外実習をめざす。
到達目標
これから求められる栄養士になれるような学習を、実習現場で経験することにより、栄養士の役
割を理解し、現場において役立つ社会人となることが到達目標である。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

実習先の発表と説明、
実習に当たっての諸注
意
班員の情報確認と共有
する

校外実習について理解する
ために事前学習90分以上

第2回

校外実習についての説
明（学校給食、事業所
給食）
各実習施設の情報共有

各班ごとに分かれ情報を共有す
る

各実習場所の特徴について
調べるために120分以上



する

第3回
事前挨拶等の説明、事
前課題
課題発表、提出日時、
場所等共有確認する

事前課題等の作成のため
に90分以上
実習施設への連絡確認のた
めに90分

第4回 実習施設との事前準備 各班ごとに分かれ情報を共有す
る（確認事項をまとめるなど)

実習場所の内容について事
前学習180分以上

第5回 実習直前指導
事前準備のために120分以
上、毎日ノート整理等
に60分以上

第6回 施設実習１ 事後学習のために120分以上
第7回 施設実習２ 事後学習のために120分以上
第8回 施設実習３ 事後学習のために120分以上
第9回 施設実習４ 事後学習のために120分以上
第10回 施設実習５ 事後学習のために120分

第11回 課題提出１ 各班ごとに分かれ情報を共有す
る（確認事項をまとめるなど)

実習場所の内容について事
前学習120分以上

第12回 課題提出２
事前準備のために120分以上
毎日ノート整理等に60分以
上

第13回 課題提出３ 課題提出のために120分以上

第14回 報告会及び反省会の準備
各班ごとに班長中心に意見をま
とめ、報告会にむけての準備を
する。

報告会のための準備に180分
以上

第15回 各実習場所の報告会および反省会
各班の代表者による実習報告を
実施し、情報交換等を実施す
る。

報告会のための準備に120分
以上
報告会終了後 まとめに60分

教科書
栄養士校外実習ノート （学内作成用）
参考書
管理栄養士･栄養士になるための国語表現 萌文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 校外実習先評価点90％、事前・事後課題10％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
実習反省会の資料を作成、発表後、学生へ返却する。
履修のポイント
具体的な栄養士の現場を体験することにより、栄養士の内容を理解する
令和2年度のように緊急事態にも対応できるように、随時対応策の考えながら実施する
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、授業終了後、随時 橋本まさ子：9号館2階 第5研究
室 火曜日12：30～13：20（お昼休み）または、授業終了後、随時 井桁千恵子：9号館３階
第8研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C258



講義コード 30510001
講義名 校外実習Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋本 まさ子 指定なし
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士法が2002年に改正され、栄養士は単に食事を提供するのみではなく、食を通して人をよ
り良い栄養状態に導く健康のプロであることが明言されました。栄養士を目指す学生は、人の健
康の担い手であることが求められています。
本授業では、いろいろな問題を見つけみずからの力で解決していくことにより、体験を通して物
事を知る「実践の知」につながる実習をおこなう。経験・体験した知識を就職に結びつけること
を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、学修を総合的に理解し、卒業後
に栄養士として活躍できるよう実習現場での経験をし、社会人になれるように基本的な事項を身
につける、栄養士としての意識を持って望み、問題を解決できる学生の校外実習をめざす。
到達目標
これから求められる栄養士になれるような学習を、実習現場で経験することにより、栄養士の役
割を理解し、現場において役立つ社会人となることが到達目標である。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
実習先の発表と説明、実
習に当たっての諸注意
班員の情報確認と共有す
る

校外実習について理解する
ために事前学習90分以上

第2回
校外実習についての説明
（病院給食、社会福祉施
設）

各班ごとに分かれ情報を共有す
る

各実習場所の特徴について
調べるために120分以上

事前挨拶等の説明、事前
課題

事前課題等の作成のため
に90分以上



第3回 課題発表、提出日時、場
所等共有確認する

実習施設への連絡確認のた
めに90分

第4回 実習施設との事前準備 各班ごとに分かれ情報を共有す
る（確認事項をまとめるなど)

実習場所の内容について事
前学習180分以上

第5回 実習直前指導
事前準備のために120分以
上、毎日ノート整理等
に60分以上

第6回 施設実習１ 事後学習のために120分以
上

第7回 施設実習２
各班の代表者による実習報告を
実施し、情報交換等を実施す
る。

事後学習のために120分以
上

第8回 施設実習３ 事後学習のために120分以
上

第9回 施設実習４ 事後学習のために120分以
上

第10回 施設実習５
事後学習のために120分以
上
実習施設への連絡確認のた
めに120分

第11回 課題提出１ 各班ごとに分かれ情報を共有す
る（確認事項をまとめるなど)

実習場所の内容について事
前学習120分以上

第12回 課題提出２
事前準備のために120分以
上
毎日ノート整理等に60分以
上

第13回 課題提出３ 課題提出のために120分以
上

第14回 報告会及び反省会の準備
各班ごとに班長中心に意見をま
とめ、報告会にむけての準備を
する。

報告会のための準備
に180分以上

第15回 各実習場所の報告会および反省会
各班の代表者による実習報告を
実施し、情報交換等を実施す
る。

報告会のための準備
に120分以上
報告会終了後 まとめに60分

教科書
栄養士校外実習ノート （学内作成用）
参考書
管理栄養士･栄養士になるための国語表現 萌文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 校外実習先評価点90％、事前・事後課題10％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
実習反省会の資料を作成、発表後、学生へ返却する。
履修のポイント
具体的な栄養士の現場を体験することにより、栄養士の内容を理解する
令和2年度のように緊急事態にも対応できるように、随時対応策の考えながら実施する
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、授業終了後、随時 橋本まさ子：9号館2階 第5研究
室 火曜日12：30～13：20（お昼休み）または、授業終了後、随時 井桁千恵子：9号館３階



第8研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C258



講義コード 30520001
講義名 栄養指導論Ⅰ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統
合した授業を展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大山 珠美 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育は、対象者の健康や生活の質（QOL）の向上に向けて実践するものである。そのために
は、栄養教育の概念を踏まえた行動科学理論が重要であり、対象者を行動変容へ導くために本人
の考え方や態度を科学的に分析し、その行動を予測した対応と対象者との関わり方を学習する。
また、PDCAサイクルを基に栄養教育マネジメントの一連の流れを学習する。
本授業では、栄養教育・栄養指導に必要な基礎知識である理論やモデル、栄養カウンセリングに
ついて修得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシー4.「「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する学修を総合的
に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用し、また問題を解決できる能力を修得し
ている」に関連し、社会が求める栄養士の役割を果たすことができる必要な知識や技術を修得す
ることを目指すものとする。
到達目標
・栄養教育・栄養指導の目的を理解する
・効果的な栄養教育・栄養指導を実施するために必要な行動科学を理解し、実践の場に活かせ
る。
・栄養カウンセリングを理解し、効果的な栄養カウンセリングが実施できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラー

ニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
大
山
珠
美

〇栄養指導論Ⅰのオリエンテー
ション
〇栄養教育の目的と意義：
栄養教育の定義、目的・目標
〇栄養教育の対象と機会

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第1章 ｐ1-
18を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。



第2回
大
山
珠
美

〇栄養教育と行動科学
・栄養教育における行動科学の
必要性と位置づけ
〇行動科学の理論とモデル1
・刺激ー反応理論、レスポンデ
ント条件づけ、オペラント条件
づけ

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ9-
13を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第3回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル2
・刺激統制、反応妨害・拮抗、
行動置換、オペラント強化

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ13-
14を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第4回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル3
・KAPモデル、ヘルスビリーフモ
デル

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ14-
16を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第5回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル4
・計画的行動理論
〇小テスト①

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。
問題を解き理解
を深める

予習90分：教科書 第2章 ｐ16-
17を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第6回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル5
・社会的認知理論

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ17-
19を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第7回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル6
・ソーシャルサポート、ストレ
スマネジメント
・ナッジ

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ19-
23を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第8回
大
山
珠
美

〇行動科学の理論とモデル7
・トランスセオレティカルモデ
ル

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ23-
25を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第9回
大
山
珠
美

〇組織づくり・地域づくりへの
展開1
・エンパワーメント、ソーシャ
ルキャピタル、グループダイナ
ミックス、コミュニティオーガ
ニゼーション
〇小テスト②

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。
問題を解き理解
を深める

予習90分：教科書 第2章 ｐ25-
29を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第10回
大
山
珠
美

〇組織づくり・地域づくりへの
展開2
・コミュニケーション理論、イ
ノベーション普及理論、ソー
シャルマーケティング、生態学

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ29-
35を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま



的モデル とめる。

第11回
大
山
珠
美

〇組織づくり・地域づくりへの
展開3
プリシード・プロシードモデル

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：教科書 第2章 ｐ32-
37を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第12回
大
山
珠
美

〇食環境づくり
〇栄養カウンセリング①
〇小テスト③

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。
問題を解き理解
を深める

予習90分：教科書 第2章 ｐ34-
48を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第13回
大
山
珠
美

〇栄養カウンセリング②
・基礎的技法 ペアワーク

予習90分：教科書 第2章 ｐ45-
48を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第14回
大
山
珠
美

〇栄養カウンセリング③
・認知行動療法
・動機づけ面接

ペアワーク

予習90分：教科書 第2章 ｐ45-
48を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

第15回
大
山
珠
美

〇栄養カウンセリング④
・コーチング
〇まとめ

予習90分：教科書 第2章 ｐ50-
52を読み、重要な箇所に線を引
いておくとともに、質問事項を
まとめる。
復習90分：学習を振り返り、ま
とめる。

教科書
カレント栄養教育論（第2版）、建帛社
参考書
適宜、紹介する
成績評価の方法・基準
試験、小テスト、課題、授業への参加態度（リフレクション）により評価する。
単位認定基準：60点以上
評価方法：定期試験(50%) 課題・小テスト(40%) 授業への参加度(10%)
課題等に対する
フィードバックの方法
課題はコメントまたは口頭で解説する。
小テストは当日に解説する。
履修のポイント
小テストや課題を課すので、積極的に取り組み、分からないことは質問し復習をすること。ま
た、私語・本講義と関係ない作業をすること、無断退席など厳に慎むこと。
教科書を中心に進めていくので、予習、復習を行うこと。
疑問、意見、質問は速やかに申し出ること。疑問や意見は評価に含めない。
オフィス・アワー
曜日：月
時間：12:45～13:15（昼休み）



場所：11号館3階 研究室18
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C259



講義コード 30530001
講義名 栄養指導論Ⅱ
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

健康増進施設における栄養指導担当の経験に基づき、健診結果に基づ
く栄養アセスメント、栄養指導・栄養教育を事例として挙げながら講
義を行う

学年 2年生
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大山 珠美 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育・栄養指導は、学習者⾃⾝が⾃らの⾷行動を選択・決定し、現行の⾷行動を変容させる
ことを援助していくプロセスである。栄養指導論IIでは学習者をライフステージやライフスタイ
ルに分けて、学習者の⾷生活や栄養摂取状況を把握するだけでなく、社会的、⾝体的、⼼理的背
景等を理解し、効果的な栄養養育・栄養指導をマネジメントできるように学習する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシー、「4.「人間のからだ」「⾷品」「栄養」に関する学修を総合
的に理解し、「健康・栄養」に係る現場での実践的に活用し、また問題を解決できる能力を修得
している。」に関連し栄養指導の実践ができるようになる。
到達目標
ライフステージ、ライフスタイルにおける課題を理解し、学習者のライフステージ、ライフスタ
イルに合わせた栄養指導のマネジメントができるようにする。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラー

ニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
大
山
珠
美

栄養教育マネジメント
・オリエンテーション
・栄養教育マネジメン
トの進め方
・栄養教育アセスメン
ト

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第3章、
ｐ56〜ｐ67を読み、重要な箇所に線を
引いておくとともに、質問事項をまと
める。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第2回
大
山
珠
栄養教育マネジメント
・⾷事調査法
・目標設定

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を

予習90分：テキスト第3章、テキスト
ｐ64,70〜72を読み、重要な箇所に線を
引いておくとともに質問事項をまとめ
る。



美 する。 復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第3回
大
山
珠
美

栄養教育マネジメント
・栄養教育の評価

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第3章、テキスト
ｐ72〜74を読み、重要な箇所に線を引
くとともに質問事項をまとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める。

第4回
大
山
珠
美

栄養教育マネジメント
・経済評価
・形成的評価、総括的
評価

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第3章、テキスト
ｐ74〜79を読み、重要な箇所に線を引
くとともに質問事項をまとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第5回
大
山
珠
美

栄養教育マネジメント
・栄養教育計画の立案

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する

予習90分：テキスト第3章、教科書
ｐ79〜86を読み重要な箇所に線を引い
ておくとともに、質問事項をまとめ
る。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第6回
大
山
珠
美

栄養教育マネジメント
・学習形態

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第3章、教科書
ｐ86〜96を読み重要な箇所に線を引い
ておくとともに、質問事項をまとめ
る。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第7回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・妊娠・授乳期の栄養
教育

課題：妊娠期または授
乳期の栄養教育の課題
を設定し、教育計画を
立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第4章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を
まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第8回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・乳幼児期の栄養教育

課題：乳幼児期の栄養
教育の課題を設定し、
教育計画を立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第5章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を
まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第9回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・学童期・思春期の栄
養教育

課題：学童期または思
春期の栄養教育の課題
を設定し、教育計画を
立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第6章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を
まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第10回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・成人期の栄養教育

課題：成人期の栄養教
育の課題を設定し、教
育計画を立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第7章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を
まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

大
山

栄養教育の展開の実際
・高齢期の栄養教育 ワークシートに

記入後、周囲の
予習90分：テキスト第8章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を



第11回 珠
美
課題：高齢期の栄養教
育の課題を設定し、教
育計画を立てる

人と意見交換を
する。

まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第12回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・傷病者の栄養教育

課題：傷病者の栄養教
育の課題を設定し、教
育計画を立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第9章を読み、重要
な箇所に線を引くとともに質問事項を
まとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第13回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・障がい者の栄養教育

課題：障がい者の栄養
教育の課題を設定し、
教育計画を立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第10章を読み、重
要な箇所に線を引くとともに質問事項
をまとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第14回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・アスリートの栄養教
育

課題：アスリートの栄
養教育の課題を設定
し、教育計画を立てる

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：テキスト第11章を読み、重
要な箇所に線を引くとともに質問事項
をまとめる。
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

第15回
大
山
珠
美

栄養教育の展開の実際
・課題の発表
まとめ（評価）

ワークシートに
記入後、周囲の
人と意見交換を
する。

予習90分：今までの課題を整理し、発
表に備える
復習90分：授業内容を振り返り、まと
める

教科書
カレント栄養教育論（第2版）、建帛社
参考書
日本人の⾷事摂取基準（2020年版）、第一出版
成績評価の方法・基準
試験、小テスト、レポート（課題）、授業態度（リフレクション）により評価する。
単位認定60点以上
評価基準（100％）：定期試験50％、小テスト10％、レポート30％、授業態度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
レポート、小テストは、翌週に口頭にて解説する。
履修のポイント
授業は主体的に参加すること。
教科書を中⼼に授業を進めるので、必ず予習をすること。
疑問、意見、質問は、速やかに申し出ること。疑問や意見を評価することはない。
オフィス・アワー
月曜日、昼休み（12：30〜13：00）
11号館3F 研究室18
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C276



講義コード 30540001
講義名 学内実習
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

学校給食の給食管理・食に関する指導を行ってきた実践経験を活か
し、給食管理の理論と技術の基礎知識を解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 野沢 弘子 指定なし
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
集団給食室（学内）を利用し、学生を対象にした食事計画・大量調理・調理作業の計画・食品管
理・衛生管理など集団給食の栄養業務・その他の業務すべてを体験する。実習では、食事計画
→ 献立作成 → 材料の発注 → 試作 → 給食業務 → 反省会の流れで実習を行う。 食事計画・大
量調理・調理作業の計画・食品管理・衛生管理など集団給食の栄養業務・その他の業務すべてを
体験することで集団給食における栄養士の役割とあり方について学ぶことを目的とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・栄養」に係る食を中心
に生活を科学的に理解を深めることを目指し、実習を通じて「給食管理」「大量調理」を理解
し、その目的達成に資する知識を養う。そして将来的展望としては多様化する食生活に対応する
食事(給食)を設計する基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・集団給食における食事計画・大量調理・調理作業の計画・食品管理・衛生管理などを通じてそ
の特性と栄養士業務を理解する。
・学内実習を通してグループ学習の重要性を理解し、校外実習への発展を促す。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
野
沢
弘
子

学内実習 1.授業概
要について
２．実習室説明

予習30分：教科書1章(給
食運営・経営管理 実習の
てびき)を読む。復
習30分：配布資料を見直
す。

野
沢
１．栄養・食事管
理業務（１） ２．

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて



第2回 弘
子
献立作成の手順
３．給与栄養目標
量の算出（演習）

びき)2章〈1〉1を読む。
復習30分：配布資料を見
直す。

第3回
野
沢
弘
子

１．栄養・食事管
理業務（２） ２．
栄養比率の算出
（演習）

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈1〉1を読む。
復習30分：配布資料を見
直す。

第4回
野
沢
弘
子

１．栄養・食事管
理業務（３） ２．
食品構成表の作成
（演習）

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈1〉2・3を読
む。復習30分：配布資料
を見直す。

第5回
野
沢
弘
子

１．食材の生産管
理 ２．発注表の作
成（演習）

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈1〉7を読む。
復習30分：配布資料を見
直す。

第6回
野
沢
弘
子

食事計画・献立作
成(演習)

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈1〉4を読む。
復習30分：配布資料を見
直す。

第7回
野
沢
弘
子

学内実習 概要・衛
生管理(ＨＡＣＣ
Ｐ) 栄養教育媒体
等作成

履修者に栄養教育について意見交換
をさせ、栄養教育について理解する
きっかけを作る。また資料を用いて
栄養教育の実践例について解説して
理解を深め、再度栄養教育について
意見交換する。

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉4 8及び教
科書(大量調理)1章を読
む。復習30分：配布資料
を見直す。

第8回
野
沢
弘
子

１．施設・設備の
保守管理について
栄養教育媒体等作
成

履修者に栄養教育について意見交換
をさせ、栄養教育について理解する
きっかけを作る。また資料を用いて
栄養教育の実践例について解説して
理解を深め、再度栄養教育について
意見交換する。

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉4 8を読
む。教科書1章を読む。
復習30分：配布資料を見
直す。

第9回
野
沢
弘
子

試作実習 プレ実習
※詳細については
実施献立決定後発
表

予習30分：教科書教科
書(給食運営・経営管理
実習のてびき)2章〈1〉5
6を読む。復習30分：配
布資料を見直す。

第10回
野
沢
弘
子

試作実習 プレ実習
※詳細については
実施献立決定後発
表

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈1〉5 6を読
む。教科書1章を読む。
復習30分：実習日誌を記
入。

第11回
野
沢
弘
子

給食管理実習
※詳細については
実施献立決定後発
表

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉を読む。復
習30分：実習日誌を記
入。

第12回
野
沢
弘

給食管理実習
※詳細については
実施献立決定後発

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉を読む。復



子 表 習30分：実習日誌を記
入。

第13回
野
沢
弘
子

給食管理実習
※詳細については
実施献立決定後発
表

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉を読む。復
習30分：実習日誌を記
入。

第14回
野
沢
弘
子

給食管理実習
※詳細については
実施献立決定後発
表

予習30分：教科書(給食
運営・経営管理 実習のて
びき)2章〈2〉を読む。復
習30分：実習日誌を記
入。

第15回
野
沢
弘
子

実施献立のまとめ
を班ごとに発表
（献立の内容・作
業動線・工程表・
アンケートをまと
めたもの）

予習30分：配布した反省
会資料を読む。復
習30分：配布資料を見直
す。

教科書
給食運営・経営管理実習のてびき第5版（医歯薬出版株式会社） 
大量調理（学建書院） 
参考書
給食経営管理テキスト 第５版(学建書院)
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 実習実技20％ 実習ノート50％ まとめ発表20％ 実習参加態度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。
履修のポイント
この授業では給食運営において栄養士がどのような業務をし、それにはどのような能力が必要な
のかを実践の場で習得する実習であるので、研究心、協調性、責任感、積極性、自主性をもって
意欲的に実習に取り組み、教科書やプリント等の講義資料の熟読を復習として勧めます。
オフィス・アワー
月曜日、12：30～13：20(昼休み) 実習食堂および調理準備室等
※講義授業前後にも、適宜受けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C236



講義コード 30550001
講義名 栄養指導論実習
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし
教員 石井 広二 指定なし
教員 大山 珠美 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業概要】栄養指導論Ⅰ、栄養指導論Ⅱで学んだ知識、理解のもとに、栄養教育、指導を実践
するための、各調査による実態把握、栄養スクーリング、栄養アセスメント、栄養診断、栄養教
育・指導計画の作成等について学習する。また、実態把握のための集団データの統計解析につい
ても学習する。
【教育目標】集団データの統計解析、栄養教育・指導の進め方や活用する教材等について理解を
深め、栄養教育・指導を行うことができる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・栄養」に係る食を中心
に生活を科学的に理解を深めることを目指し、「栄養指導」「統計学」「情報処理」「プレゼン
テーション」の理解を通してその目的達成に資する知識を養う。そして将来的展望としては多様
化する食生活に対応する栄養士の基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・栄養指導に必要な栄養アセスメントを理解し、実践できる。
・栄養教育・指導における統計処理の基本的な知識と技術を習得する
・パワーポイントを用いて栄養教育資料を作成しプレゼンテーションを行うことができる
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

中
島
君
恵
大

学習目的・講義
計画につい
て,文献検索に
ついて，
PCの習熟度に

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料



山
珠
美

ついての確認、
演習
担当：中島・大
山

及びテキストを見
直す。

第2回
大
山
珠
美

食事調査
食事調査の種類
と方法
タイムスタディ
（生活時間調
査）
身体計測

担当：大山

グループごとに身体計測を行う

予習30分：「栄養
教育論実習」
第2章を読み、理
解する
復習30分：実習の
振り返り、課題に
取り組む

第3回
大
山
珠
美

食事調査票の確
認
食事バランスガ
イドによる評価

ペアワーク：食事記録の確認をペアで行う。
食事記録から食事バランスガイドに当てはめて
評価を行う。

予習30分：「栄養
教育論実習」
第2章を読み、理
解する
復習30分：実習の
振り返り、課題に
取り組む

第4回
大
山
珠
美

食事記録の解析
タイムスタディ
による消費エネ
ルギー

食事記録をPCを使って栄養価計算を行う。
タイムスタディを解析し、消費エネルギー量を
求める

予習30分：「栄養
教育論実習」
第2章を読み、理
解する
復習30分：実習の
振り返り、課題に
取り組む

第5回
大
山
珠
美

食事記録の解析
と評価
栄養アセスメン
トからの課題抽
出

栄養アセスメントから自己課題を抽出する。

予習30分：「栄養
教育論実習」
第2章を読み、理
解する
復習30分：実習の
振り返り、課題に
取り組む

第6回
大
山
珠
美

栄養アドバイス
の作成
発表

一連の結果を用いて、栄養アドバイスを作成す
る
グループで、栄養アドバイス文を確認後、グ
ループごとに発表

予習30分：「栄養
教育論実習」
第2章を読み、理
解する
復習30分：実習の
振り返り、気づい
た点を記録する

第7回
石
井
広
二

栄養データの収
集とExcelを使
用したデータの
整理

Excelを用いてデータの整理、度数分布表の作成
をおこなう

予
習30分：Moodle上
の資料を読み、理
解する
復習30分：理解度
の問題を行う

第8回
石
井
広
二

栄養データのま
とめ方と代表値

Excelを用いて代表値や散布度を求め、データの
視覚化をおこなう

予
習30分：Moodle上
の資料を読み、理
解する
復習30分：理解度
の問題を行う

石
予
習30分：Moodle上



第9回 井
広
二
相関と回帰分析 Excelを用いて相関係数を求め、また回帰分析を

おこなう
の資料を読み、理
解する
復習30分：理解度
の問題を行う

第10回
石
井
広
二

検定による比較
の方法 Excelを用いて、平均値の比較をおこなう

予
習30分：Moodle上
の資料を読み、理
解する
復習30分：理解度
の問題を行う

第11回
中
島
君
恵

パワーポイント
の操作方法、イ
ンターネットを
用いた情報検索
と著作権
担当：中島

履修者にどのような栄養に関する情報が必要か
について意見交換をさせ、栄養指導について理
解するきっかけを作る。また資料を用いて生活
習慣病等に関する栄養情報を用いて解説して理
解を深め、再度栄養指導に関する意見交換を行
う。

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料
及びテキストを見
直す。

第12回
中
島
君
恵

テーマを選び、
パワーポイント
を用いてプレゼ
ンテーション資
料作成及び発表
担当：中島

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料
及びテキストを見
直す。

第13回
中
島
君
恵

テーマを選び、
パワーポイント
を用いてプレゼ
ンテーション資
料作成及び発表
担当：中島

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料
及びテキストを見
直す。

第14回
中
島
君
恵

テーマを選び、
パワーポイント
を用いてプレゼ
ンテーション資
料作成及び発表
担当：中島

各自で作成した資料をもとに1人ずつプレゼン
テーションを行う。

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料
及びテキストを見
直す。

第15回
中
島
君
恵

発表
担当：中島

各自で作成した資料をもとに1人ずつプレゼン
テーションを行う。

予習30分：テキス
トを読む。復
習30分：配布資料
及びテキストを見
直す。

教科書
栄養指導：「栄養教育論実習」（光生館）
食品成分表2022 （女子栄養大学出版部）
その他は適宜プリントを配布する。
参考書
「30時間アカデミック情報リテラシー Office2019」
「データサイエンス入門第2版」（学術図書）竹村・姫野・高田 編
「エクセル活用コメディカル統計テキスト」（医歯薬出版）宮城重二著
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 栄養指導（第1回～第6回）：40％,統計処理（第7回～第10回）：30％,プ
レゼンテーション（第11回～第15回）：30％を総合して評価
課題等に対する
フィードバックの方法



授業内で課題やレポートを課すことがあります。返却しますので、学習の参考にしてください。
履修のポイント
栄養教育・指導に関する情報に対して科学的な視点を持ち、積極的な姿勢で授業に臨むこと。
統計処理においては、「くらしと統計」を履修していない学生は特に予習として参考書
やMoodle上の資料を確認・熟読しておいてください。その他についても、配布テキストやプリ
ント等の講義資料の熟読、課題を復習として勧めます。
また、栄養士必修科目のため、欠席（公欠含む）した場合は必ず補講内容について確認してくだ
さい。
オフィス・アワー
中島：木曜日、12：30～13：20（昼休み）、9号館3階第７研究室
石井：金曜日、12：30～13：20（昼休み）、11号館3階第6研究室
大山：月曜日、12：30～13：20（昼休み）、11号館3階第18研究室
※講義授業前後にも、適宜受けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C260



講義コード 30560001
講義名 栄養教諭論
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教諭として、制度の背景と役割、学校給食の教育的意義と役割、学校組織と栄養教諭の位置
づけや学校給食の歴史、食の安全・安心の食育についての理解を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として理論だけでなく、より専門的な知識
をもった栄養教諭をめざす。そして将来的には栄養教諭論で学んだことを食の専門家として生か
せるようになる。
到達目標
栄養教諭の社会的使命、職務内容を食に関する全体的な指導計画ができるようになる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
学校給食の歴史、栄養教諭制度創設の趣
旨と意義、社会・時代的背景、課せられ
た使命と役割、学校給食法等の関連法律
の理解等についての講義内容。

栄養教諭について説
明し考えさせ意見交
換をする

予習60分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第2回
栄養教諭について、免許の取得、学校組
織の中での栄養教諭の位置づけ等につい
ての講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第3回
学校給食における、栄養教諭の職務内
容、給食管理と食に関する指導、栄養教
諭の実際の役割について、主に理論と実
践例からの講義。

栄養教諭の職務につ
てまとめさせ、発表
する。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第4回 「食に関する指導」における進め方及び
展開についての講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

90



第5回 食に関する個別的な指導方法、主に理論
と実践例からの講義内容。

予習 分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第6回
学校給食の指導における年間指導計画の
作成、給食時間における指導の実際等、
栄養教諭の実際の役割について、主に理
論と実践例からの講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第7回
学校給食の指導における小・中学生の学
習の発達と食生活学習についての講義内
容。栄養教諭の実際の役割について、主
に理論と実践例からの講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第8回 食育基本法について。
予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第9回
子どもの健全育成と食育、食物アレル
ギー等に関する個別支援の仕方につい
て、栄養教諭の実際の役割について、主
に理論と実践例からの講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第10回
食生活のガイドライン「食生活指針」
「食事バランスガイド」「日本人の食事
摂取基準2020」「日本人の長寿を支える
健康に食事」についての講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第11回 生活習慣病予防に関する指導、栄養教諭の実際の役割を踏まえての講義内容。
予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第12回
食の安全 安心教育における食の指導、栄
養教諭の実際の役割について、主に理論
と実践例からの講義内容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第13回
日本の食文化における食に関する指導、
栄養教諭の実際の役割についての講義内
容。

予習90分：教科書を読
んで授業に臨む、復
習90分：授業のまとめ

第14回 模擬授業に向けての指導案の作成、教材作成。個別指導を実施する。

各自の課題に沿っ
て、指導案を作成し
模擬授業を実施し、
意見交換をする。

予習180分：模擬授業
の準備及び教材作成、
復習180分：模擬授業
のための最終確認

第15回
模擬授業に向けての指導案の作成、教材
作成。個別指導を実施する。模擬授業を
行なう。 まとめ。

模擬授業方法につい
て意見交換を実施す
る。

予習120分：模擬授業
の準備、復習60分：授
業のまとめ

教科書
よくわかる栄養教諭 －食育の基礎知識－第二版 藤澤良知 編 同文書院
参考書
栄養教諭は何をすべきか ぎょうせい
栄養教諭 養成における 実習の手引き 東山書房
新現代の栄養教育実践 同文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 学期末レポート60%、指導案作成20%、課題20%などで評価
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがあるので、返却後学習の参考にすると良い。
履修のポイント



予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になりので、授業への積極的な取り組む態度が後の
教育実習を成功させる結果になります。
オフィス・アワー
授業終了後 適宜受け付けます。 9号館2階 第5研究室(橋本）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C330



講義コード 30570001
講義名 フードコーディネート論
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
フードコディネートとは、食に関する場において、複雑な条件を調整し、それぞれの要求に沿っ
て満足できる状況を演出することである。それは食事の歴史、あるいは食文化といった背景、メ
ニュープランニング、食空間コーディネートや食卓のサービス・マナーといった要因が複雑に関
係して総合的に構築されるものである。本講義では、食の本質が「おいしさ」、「楽しさ」、
「おもてなし」にあることを学ぶ上で欠かすことのできない、フードコーディネートの基礎知識
を習得すると共に、評価する手法についても併せて学習し、理解を深めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
「健康・栄養」に係る現場において多様化する社会のニーズに対し、個人を取り巻く社会的環境
やライフステージ、生活習慣等を理解し、総合的に判断した上で、適切なメニュープランニン
グ、食空間の提案等ができるよう「フードスペシャリスト」の基盤となる学修を行うことを目指
す。
到達目標
・フードコーディネートの基本理念であるおいしさの理論を習得する。 
・食事の文化、料理様式についての知識を習得し、メニュープランニングの理論を習得する。
・食卓及び食空間のコーディネート、サービス、マナーについて基本的な知識を習得する。
・フードサービスマネジメントの知識と理論を習得する。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習
と
そのために
必要な時間

第1回
フードコー
ディネートの
基本理念

予習90分：
教科書(1章)
復習90分：
教科書、
ノート



第2回 食事の文化Ⅰ

予習90分：
教科書(2章)
復習90分：
教科書、
ノート

第3回 食事の文化Ⅱ
履修者に身の回りの「特別な日(ハレの日)の食事」につ
いて発表させることで、身近な食文化等についてより深
い理解を促す。

予習90分：
教科書(2章)
復習90分：
教科書、
ノート

第4回 食卓のコー
ディネートⅠ

予習90分：
教科書(3章)
復習90分：
教科書、
ノート

第5回 食卓のコー
ディネートⅡ

予習90分：
教科書(3章)
復習90分：
教科書、
ノート

第6回 食卓のサービ
スとマナーⅠ

予習90分：
教科書(4章)
復習90分：
教科書、
ノート"

第7回 食卓のサービ
スとマナーⅡ

予習90分：
教科書(4章)
復習90分：
教科書、
ノート

第8回 メニュープラ
ンニングⅠ

予習90分：
教科書(5章)
復習90分：
教科書、
ノート

第9回 メニュープラ
ンニングⅡ

予習90分：
教科書(5章)
復習90分：
教科書、
ノート

第10回 講義のまとめⅠ

予習90分：
教科
書(1～5章)
復習90分：
教科書、
ノート

第11回 食空間のコーディネートⅠ

予習90分：
教科書(6章)
復習90分：
教科書、
ノート

第12回 食空間のコーディネートⅡ

予習90分：
教科書(6章)
復習90分：



教科書、
ノート

第13回
フードサービ
スマネジメン
ト

これまで学習した知識を基にフードサービスの企業を想
定した課題を行う。

予習90分：
教科書(7章)
復習90分：
教科書、
ノート

第14回
食企画の実践
コーディネー
ト

予習90分：
教科書(8章)
復習90分：
教科書、
ノート

第15回 講義のまとめⅡ

予習90分：
教科
書(1～8章)
復習90分：
教科書、
ノート

教科書
三訂 フードコーディネート論(建帛社) 
参考書
フードスペシャリスト資格認定試験集
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 確認試験80％ 課題・小テスト等20％
課題等に対する
フィードバックの方法
・課題実施後その都度。また、講義のまとめで講評する。
履修のポイント
本教科をより深く理解するには、日々の食事や食に関する情報に興味を持ち、積極的に情報を得
る、または蓄積することが重要である。また、講義の内容が次の興味への手がかりとなることも
あるので、積極的に授業へ参加すること。 
オフィス・アワー
講義終了後。または、個別に相談のこと。（9号館 3階 第8研究室）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C353



講義コード 30580001
講義名 フードスペシャリスト論
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
フードスペシャリストの概念、世界及び日本の食、現代日本の食生活、食品産業の役割、品質規
格と表示などの食に関する幅広い専門知識について学ぶ。
食に対する総合的・体系的な知識と技術、豊かで安全かつバランスの取れた食を消費者に提案で
きる力を持つ食の専門職資格の取得を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマ迄多角的に理解することを目指し、食全般の
知識を養う。食に関する基本的な事柄やそれらの相互作用、学修の総合的な理解をして、健康・
栄養に関わる現場での実践的活用や問題解決能力を習得できるようにする。
到達目標
フードスペシャリスト資格認定試験（毎年１回、本学科では２年次に実施）の合格および認定資
格取得を目指す。食の本質がおいしさ・楽しさ・おもてなしにあることを学び、併せてこれらを
支える専門知識（食品学、調理学、官能試験・鑑別論）を幅広く理解できるようにする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回

フードスペシャリスト
とは
フードスペシャリスト
の概念、業務とその専
門性、養成と資格、活
躍分野、責務

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

人類と食物
食品加工・保存技術についての意見交換、レ
ポート作成

予習90分（教科
書該当ページを
読む）



第2回 人類の歩みと食物、食
品加工・保存技術史

食品加工と保存技術について（伝統的・近代
的・現代的）意見交換を行い、レポートにま
とめて理解を深める

復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第3回
世界の食Ⅰ
食作法、食の禁忌と忌
避

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第4回 世界の食Ⅱ
世界各地の食事情

世界の地域ごとの食事情についての意見交
換、レポート作成
世界の地域（欧州、アジア、中東、北米、中
南米、アフリカ、その他）の食の特徴や食事
情について意見交換を行い、レポートにまと
めて理解を深める。

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第5回
日本の食Ⅰ
日本の食物史（縄文時
代～現代）

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第6回
日本の食Ⅱ
食の地域差（野菜類、
調味料、料理、他）

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第7回

現代日本の食生活Ⅰ
戦後の食生活の変化、
食生活の現状と消費生
活、食生活の変遷と食
産業

日本の食生活の変遷についての意見交換、レ
ポート作成
戦後日本の食生活に関わる変化現況について
意見交換を行い、レポートにまとめて理解を
深める。

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第8回
現代日本の食生活Ⅱ
食糧の供給と食料自給
率、環境と食

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第9回
食品産業の役割Ⅰ
フードシステムと食品
産業、食品製造業の規
模と動向・目的と特徴

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）
予習90分（教科
書該当ページを



第10回
食品産業の役割Ⅱ
食品卸売業、食品小売
業、外食産業

読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第11回

食品の品質規格と表
示Ⅰ
食品の品質規格、表示
に関わる法律、JAS法
による規格、食品表示
法による表示

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第12回

食品の品質規格と表
示Ⅱ
健康や栄養に関する表
示制度、その他の法律
による表示、コーデッ
クス規格

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第13回
食情報と消費者保護Ⅰ
食情報の発信と受容、
食情報の濫用、食品の
情報管理

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第14回
食情報と消費者保護Ⅱ
食品の安全、消費者保
護の制度

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

第15回

まとめ
授業の振返りを行い理
解を深める
資格認定試験過去問題
（抜粋）のテスト

予習90分（教科
書該当ページを
読む）
復習90分（講義
内容の理解、教
科書の学習箇所
を読み直す）

教科書
４訂フードスペシャリスト論（第７版・建帛社）
参考書
フードスペシャリスト資格認定試験過去問題集（建帛社）
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上
筆記試験９０％、授業への参加度１０％（小テスト、課題提出、まとめ学習）
課題等に対する
フィードバックの方法
学習内容を深めるため、テーマを決めてレポート作成や意見交換の機会を設ける。
また授業内で学習した内容を返却基に小テストを行い返却および解答解説をするので、ファイル
などに保存をして資格試験に備えるようにしておく。



履修のポイント
学内講座の単位習得をふまえて資格認定試験を行うので、積極的な授業への取り組みをしてほし
い。
関連する教科や科目の教科書をよく読み理解をする。食に関する新しい情報について敏感である
こと。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C331



講義コード 30590001
講義名 基礎ゼミ（橋本）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋本 まさ子 指定なし
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士を目指す人は食に関して必要な知識について興味を持って欲しい。そのために本授業で
は、食生活・食文化の内容に趣を置きそれぞれの興味のある分野について研究する。また、基礎
ゼミでの研究を通して、栄養士として必要な知識、技能、態度、心構えなどを学ぶために行うこ
とを目標にし、社会における食品・栄養の実際を観察し、また体験し、さらに経験や体験を積む
ことにより、栄養士の必要性についての理解を深め、これからの栄養士業務に生かしていけるよ
うな内容のゼミとし、社会で活躍できる学生の育成が目標である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として、生活を身近な問題としてとらえて
幅広い観点から食に関する情報に興味を持ってもらえるような内容について学習・研究すること
により、栄養士としてのスキルを身につけることをめざす。
到達目標
これから必要とされる栄養士になるためには、どのような内容を知らなければならないのかを判
断できるようなることが到達目標である。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 授業の進め方、概要の
説明、計画

事前準備(研究題材等を収
集する）に90分

第2回 内容、工程の連絡、次
回の準備 研究テーマについて意見交換 次回の準備として120分

以上、復習に90分以上

第3回

テーマ別に実施 資料の
収集等
テーマについては、個
人共同は学生に選ばせ
る

次回の準備として120分
以上、復習に90分以上



第4回
テーマ別に実施 資料の
収集等
個別指導の実施

次回の準備として120分
以上、復習に90分以上

第5回
テーマ別に実施 資料の
収集等
個別指導の実施

次回の準備として120分
以上、復習に90分以上

第6回
テーマ別に実施 資料の
収集等
個別指導の実施

次回の準備として120分
以上、復習に90分以上

第7回 各内容別に発表、内容
検討 審査

それぞれの内容について、意見交
換をし、次回の発表の参考にする

次回の準備として180分
以上、復習に90分以上

第8回 発表後 テーマの検討 ま
とめ準備 情報交換を実施する。 次回の準備として120分

以上、復習に90分以上

第9回 テーマ別に実施 まとめ
準備

次回の準備として120分
以上、復習に90分以上

第10回 テーマ別に実施 まとめ
準備

次回の準備として180分
以上、復習に90分以上

第11回 テーマ別に実施 まとめ
準備。

次回の準備として180分
以上、復習に90分以上

第12回 テーマ別に実施。 次回の準備として180分
以上、復習に90分以上

第13回 テーマ別に実施、製作準備。
製次回の準備とし
て180分以上、復習
に90分以上

第14回 実技（製作）。 次回の準備として180分
以上、復習に90分以上

第15回 基礎ゼミのまとめ レ
ポートにする。 発表後意見交換 事前準備に180分以上予

習が必要である。

教科書
必要に応じて資料配布
参考書
テーマに応じて紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 発表内容70％、提出原稿30％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
ゼミで研究したもの及び作成したものは、学園祭等で発表する。その後各自に返す。
履修のポイント
積極的な学習方法を望む、食品について感心を持ってもぞむこと
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（昼休み）授業終了後、随時 9号館2階第5研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R354



講義コード 30590002
講義名 基礎ゼミ（橋爪）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
四季折々の食材を実際に手にしたり、調理したり、ときには栽培してみたりして「旬」の味を学
ぶ。季節ごとの野菜や果物を使い、昔ながらの保存食や乾物づくりを行う。春から夏にかけて各
種の果物や野菜を使い保存食を作る。同時に、簡単な野菜栽培にもチャレンジする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
季節ごとに収穫できたり、収穫されたりする食材を知り、自分で調べた活用方法等をゼミノート
にまとめて提出する。生活科学科のディプロマポリシーとの関連について、「食品」「栄養」に
関する基礎的な知識を習得し、「健康」「栄養」「食」に関係する現場で実践的に活用し、問題
解決できる能力を養う。
到達目標
春から夏にかけて旬を迎えるさまざまな食材を知り、その活用法を実践的に身につける。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

植物や花を育てる際の基本的な手順を
学ぶ。アブラナ科の野菜の違いを知
る。終了後、学習内容と作業内容を、
レポートにまとめて提出する（以下同
じ）。

復習としてゼミをふり返
り、ノートに学習事項をま
とめる（180分）。

第2回
橋
爪
博
幸

春夏野菜のひとつインゲンやミニトマ
トの栽培方法、調理方法をしらべ、ま
とめる。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。



第3回
橋
爪
博
幸

キュウリ、ナス、カボチャなど夏野菜
の育て方、調理活用方法を調べ、まと
める。春に旬をむかえる柑橘系果実を
調べる。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第4回
橋
爪
博
幸

サツマイモの苗植えや落花生の種まき
をおこなう。トマト、ピーマンの育て
方、多様な調理方法を調べてまとめ
る。

サツマイモの
栽培方法を調
べ、それらの
苗を植え付け
るときの注意
点を各自で調
べる。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第5回
橋
爪
博
幸

トマト、キュウリ等のつる植物につい
て支柱への誘引、摘心などの栽培方法
を知る。この時期に旬を迎えるソラマ
メについて収穫方法、調理方法を学ぶ

キュウリの栽
培方法を調
べ、じっさい
に苗を植えつ
ける。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（45分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（45分）。

第6回
橋
爪
博
幸

屋外で、季節の花々やキウイや柿など
果樹園栽培の様子を確認する。タケノ
コを活用した炒め物や保存食づくりを
学ぶ。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（45分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（45分）。

第7回
橋
爪
博
幸

梅を活用した梅ジュース、梅干しなど
保存食づくりの方法を学ぶ。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第8回
橋
爪
博
幸

甘酢漬けラッキョウ、新ショウガの甘
酢漬けなど香味野菜を使った保存食づ
くりを学ぶ。トマトやピーマンの収穫
を行う。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第9回
橋
爪
博
幸

ニンニクや玉ねぎなど、この時期に収
穫期を迎えるユリ科植物の活用事例を
学ぶ。インゲン、シシトウなどの収穫
を行う。

玉ねぎやニン
ニクの収穫作
業とそれらの
活用方法を図
書館で調べ
る。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第10回
橋
爪
博
幸

キュウリのピクルスまど、キュウリを
使った保存食にはどのようなものがあ
るかを調べる。ジャガイモを収穫す
る。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる



（90分）。

第11回
橋
爪
博
幸

６月から７月に収穫されるサンショウ
の実の活用方法を学ぶ。ちりめんサン
ショウなど、サンショウの実を使った
ピリリとしたさわやかなお惣菜の作り
方を調べる。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第12回
橋
爪
博
幸

プランターで野菜栽培するとき注意す
べきことを学ぶ。梅ジュースを試飲す
る。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第13回
橋
爪
博
幸

バジルの活用事例を学ぶ。春野菜、夏
野菜を総復習する。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第14回
橋
爪
博
幸

トマトの栽培方法を振り返り、トマト
ソースなど保存食づくりの方法を学
ぶ。

予習として事前配布したプ
リントから大事なところを
ノートに書きとる
（90分）。復習として毎回
のゼミをふり返り、ノート
に学習事項をまとめる
（90分）。

第15回
橋
爪
博
幸

ミョウガの活用方法を各自で調べノー
トにまとめる。前期に触れた野菜や果
物について振り返り、調理方法を一覧
表にまとめる。全員で前期の作業内容
を振り返る。秋以降に収穫される野菜
にはどのようなものがあるか調査す
る。

ゼミノートを
各自で完成さ
せ、提出す
る。

復習として毎回のゼミをふ
り返り、ノートに学習事項
をまとめる（180分）。

教科書
ゼミの授業のなかで適宜、プリントを配布する。
参考書
『家仕事ごよみ』（地球丸、２０１２年）
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上。 授業レポート（50％）、授業への取り組み（50％）をもとに評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
ゼミの実施後にノートを回収し、こちらでコメントや補足説明を書いて戻す。
履修のポイント
ノート（ゼミノート）を各自で一冊ずつ用意すること。ノートは前期・後期と継続して使う予定
である。さまざまな食材について、新聞等で授業に関係する記事を探し読んでおく。適宜、ゼミ
ノートに追記していくこと。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みをオフィス・アワーとする。９号館３階の第６研究室に来ること。



科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R354



講義コード 30590003
講義名 基礎ゼミ（中島）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
調理をいう視点から食教育について考え、文献等の資料から 発表 → ディスカッション という
流れの中でゼミを進めていく。環境、咀嚼、災害をテーマにエコクッキング、カムカム(噛む噛
む)クッキング、ポリクッキングについて学習する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・栄養」に係る食を中心
に生活を科学的に理解を深めることを目指し、「調理」「調理科学」の理解を通してその目的達
成に資する知識を養う。そして将来的展望としては多様化する食生活に対応する食事を設計する
基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・調理を通じて「健康・栄養」に係る食を中心に生活を科学的に理解を深める。
・エコクッキング、カムカム(噛む噛む)クッキング、ポリクッキングについて学習することで調
理の多様性を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
中
島
君
恵
授業概要について

予習30分：環
境、咀嚼、災害
に関する新記事
の収集。復
習30分：配布資
料を見直す。

第2回
中
島
君
恵

私たちの食生活と
環境のかかわりに
ついて文献等を読
む。

履修者に調理と環境について意見交換を行
い、テーマについて理解するきっかけを作
る。また私たちの食生活とと環境について解
説して理解を深め、再度エコクッキングにつ

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資



いて意見交換する。 料を見直す。

第3回
中
島
君
恵

私たちの食生活と
環境のかかわりに
ついてまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第4回
中
島
君
恵

私たちの食生活と
環境のかかわりに
ついてまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第5回
中
島
君
恵

私たちの食生活と
環境のかかわりに
ついてまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第6回
中
島
君
恵

咀嚼と調理につい
て、文献等を読
む。

履修者に調理と咀嚼について意見交換を行
い、テーマについて理解するきっかけを作
る。また私たちの食生活とと環境について解
説して理解を深め、再度カムカムクッキング
について意見交換する。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第7回
中
島
君
恵

咀嚼と調理につい
てまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第8回
中
島
君
恵

咀嚼と調理につい
てまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第9回
中
島
君
恵

咀嚼と調理につい
てまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第10回
中
島
君
恵

災害と調理につい
て、文献等を読
む。

履修者に調理と環境、調理と咀嚼、調理と災
害について意見交換をさせて、環境問題につ
いて理解するきっかけを作る。また私たちの
食生活とと環境について解説して理解を深
め、再度ポリクッキングについて意見交換す
る。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第11回
中
島
君
恵

災害と調理につい
てまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第12回
中
島
君
恵

災害と調理につい
てまとめる。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

中
島 災害と調理につい

予習30分：配布
した文献及び資



第13回 君
恵
てまとめる。 料を読む。復

習30分：配布資
料を見直す。

第14回
中
島
君
恵

エコクッキング、
カムカムクッキン
グ、ポリクッキン
グについて、プレ
ゼンテーションを
行う。

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

第15回
中
島
君
恵
まとめ

予習30分：配布
した文献及び資
料を読む。復
習30分：配布資
料を見直す。

教科書
教科書は使用せず、プリントを配布する予定
参考書
環境がわかる絵本
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 レポート80% プレゼンテーション（発表）20%
課題等に対する
フィードバックの方法
全般に対する講評と重要項目についての解説を記述したプリントを配布するので、活用するこ
と。
履修のポイント
食と環境の視点を持ち、配布テキストやプリント等の講義資料の熟読を復習として勧めます。
オフィス・アワー
木曜日、12：30～13：20(昼休み)、９号館３階第７研究室 
※講義授業前後にも、適宜受けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R354



講義コード 30590004
講義名 基礎ゼミ（井桁）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士の専門知識を深めるためには、食品・栄養に関する事柄に対して多角的に取り組む意識を
もってもらいたいと考える。履修授業で習得する内容をふまえた知識や技術の他に、卒後社会に
関わる栄養士として必要になる心構え等を理解し、これからの栄養士業務に生かしていける学習
内容にしたい。
卒業認定・学位授与の方針との関連
食品・栄養に関する情報に興味を持ちその内容について幅広く研究学習を行うことで、食品・栄
養に関して基本的な事柄とそれら相互作用について理解する。
健康・栄養に係わる卒後の現場での実践的な活用と、問題解決能力を修得する。
到達目標
身近な問題から多角的なテーマまでを幅広く研究し、栄養士として実践を重視したあらゆる現場
の分野で活動できる人材像を目指す。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
基礎ゼミの概要
説明、計画の立
て方

予習30分（研究の希望
計画）
復習60分（テーマ決定
の準備・検索）

第2回
各自研究テーマ
を決める
内容・工程の連
絡、次回の準備

各研究テーマに対する意見交換を行う
食に関する事柄から内容を広げていき、各自が
興味や関心を持ったものをテーマにまとめ、意
見交換をして決めていく

予習30分（研究テーマ
の計画）
復習60分（演習の準
備）

第3回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）



第4回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第5回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック、課題レ
ポートの準備）

第6回

テーマ別に内容
実施、資料の検
索
【課題】中間報
告のレポート提
出

予習30分（課題レポー
トの準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第7回 経過報告の発表
（検討会）

各研究の進捗状況を発表 意見交換および情報
の提示を行う
前回提出し添削された中間報告レポートをもと
に、今後の方針（実験や実習形態を伴う場合は
その計画案）を再考・立案する

予習30分（中間発表の
準備）
復習60分（発表後の内
容検討、まとめに向け
た準備計画）

第8回
テーマの再検討
期末まとめに向
けた準備

予習30分（検討内容の
確認）
復習60分（次回演習の
準備）

第9回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第10回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第11回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第12回
テーマ別に内容
実施、資料の検
索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第13回
テーマ別に内容
実施
期末まとめの作
成

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（期末まとめ
の作成内容チェック）

第14回
期末まとめの作
成
【課題】期末ま
とめの提出

予習30分（期末まとめ
の確認）
復習60分（提出内容の
確認、経過発表の準
備）

第15回

基礎ゼミのまと
め（各自経過発
表）
提出レポートの

各研究まとめ状況を発表 意見交換および情報
の提示を行う
前回提出の期末まとめを全員で可視化（パワー
ポポイント若しくは書面）した状態で状況報告
を行う。

予習30分（経過発表の
準備）
復習60分（発表後の確
認、後期に向けての準



チェック（後期
に向けて）

ゼミ全体で発表ができる機会を得られる際はそ
の方針を出して計画案を検討する（大学祭研究
発表）

備）

教科書
特になし
参考書
研究テーマに応じて図書等の検索を行う。
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上。
発表内容７０％、提出物３０％。
課題等に対する
フィードバックの方法
基礎ゼミでは年間通して研究するテーマの骨組みを作る作業を主とする。
提出課題（中間および期末まとめの提出）は添削コメントを添えて返却するので、今後の授業と
研究方針立案の参考にすること。
履修のポイント
食についての意識を広く持って、積極的に学習してほしい。年間通しての研究結果をまとめるの
で、日頃からの情報収集や記録（パソコン技能）の技術を身につけること。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30590005
講義名 基礎ゼミ（宮本）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
「食は常に安心・安全なものでなければならない」これをテーマにゼミを行います。そこで、基
礎ゼミでは食品衛生の観点から、過去に起きた食中毒事件に学び、その後どのような対策がなさ
れているのかについて調べ、理解を深めます。食品衛生にかかわる知識を学び、予防と対処につ
いて理解することを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなど
の諸側面から理解している」に基づき、食品衛生(特に過去の事例)を学ぶことは、「人間のから
だ」と「食品」に関する相互作用についても併せて理解を深めることとなる。また、広範に渡り
影響を与えた事例となると生活を取り巻く社会的環境についても理解することになる。そして、
解決に向けたプロセスなどを学習することで、その学びが現場で実践的に活用され、問題を解決
できる能力となることを目指す。
到達目標
過去の食中毒等の食に関する事例に学び、その後行われた法整備等について理解する。また、そ
れらの背景を深く理解することで、自身がそのような場面に遭遇した際の対処方法を検討できる
スキルを身につけることを到達目標とする。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回 宮本
雄基

授業の進め方と概要の説明、
計画作成

予習：30分
復習：30分

第2回 宮本
雄基

導入講義
テーマの設定及び意見交換(個
人またはチーム)

設定したテーマについて、理由等
を意見交換する。

予習：30分
復習：30分

第3回 宮本
雄基

情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分



第4回 宮本
雄基

情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第5回 宮本
雄基

情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第6回 宮本
雄基 プレゼンテーション準備 予習：60分

復習：60分

第7回 宮本
雄基 プレゼンテーション準備 予習：60分

復習：60分

第8回 宮本
雄基 プレゼンテーション1 互いの発表について意見交換を行

う。
予習：60分
復習：60分

第9回 宮本
雄基 プレゼンテーション2 互いの発表について意見交換を行

う。
予習：60分
復習：60分

第10回 宮本雄基
中間まとめ
テーマの検討

予習：60分
復習：60分

第11回 宮本雄基
情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第12回 宮本雄基
情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第13回 宮本雄基
情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第14回 宮本雄基 プレゼンテーション3 互いの発表について意見交換を行
う。

予習：60分
復習：60分

第15回 宮本雄基
基礎ゼミのまとめ
衛生試験法について講義 予習：60分

教科書
教科書は指定せず、必要に応じて印刷物を配布予定
参考書
食品衛生学 田﨑達明ほか 羊土社
その他必要に応じて連絡する
成績評価の方法・基準
プレゼンテーション：50%、レポート：50%で評価する。単位認定は60点以上とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題実施後その都度。また、全体でのディスカッションの場を通して、教員を含め相互に講評が
できる環境としたい。
履修のポイント
食を学修する者として、基本となることを学びます。好奇心をもち、主体的に取り組むことを望
みます。
オフィス・アワー
講義終了後。または、個別に相談のこと。（9号館 3階 第8研究室）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30590006
講義名 基礎ゼミ（小川）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士を目指す人には食を中心とした幅広い知見が求められる。基礎ゼミでは、食育の観点を起
点として、栄養士の役割についての理解を深め、これからの栄養士業務に生かしていってほし
い。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として、生活を身近な問題としてとらえて幅広い観点
から食に関する内容について学習・研究することにより、栄養士としてのスキルを身につけるこ
とをめざす。
到達目標
栄養士の役割や必要とされる働きを知り、関心のある内容について理解を深める。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求と

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第2回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第3回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第4回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第5回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第6回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため



第7回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第8回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第9回 テキストの読解とディスカッション／各自の
関心の追求と発表

ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第10回 テキストの読解とディスカッション／各自の関心の追求と発表
ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第11回 テキストの読解とディスカッション／各自の関心の追求と発表
ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第12回 テキストの読解とディスカッション／各自の関心の追求と発表
ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第13回 テキストの読解とディスカッション／各自の関心の追求と発表
ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第14回 テキストの読解とディスカッション／各自の関心の追求と発表
ディスカッション・
調査

180分 次回の準備
のため

第15回 テキストの読解とディスカッション／まとめ ディスカッション・
調査

180分 全体を振り
返る

教科書
堤ちはる編著『「食」をとおして育つもの・育てたいもの』ぎょうせい、2021年
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
発表50％、レポート50％
課題等に対する
フィードバックの方法
コメントを述べる。
履修のポイント
各自の関心を大切にして伸ばしていってほしい。積極的に意見交換を行うようにする。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
専門科目



講義コード 30600001
講義名 専門ゼミ（橋本）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
基礎ゼミでは、食に関する事柄（食生活・食文化等）について、研究・体験することにより知識
を深め、社会における食品・栄養について経験や体験さらには観察等を実施した。専門ゼミで
は、継続を実施し、さらに内容については深める学習を行い、これからの食の専門家として社会
で活躍できる学生の育成が目標である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーに関連として、生活を取り巻く環境について科学
的に理解できるよ基礎ゼミで研究したことをさらに深めて研究し、栄養士としての知識を身につ
けて、資格取得をする。
到達目標
これから必要となる栄養士になるためには、どのような内容を知らなければならないのかを考え
られるように、常に食情報には関心を持った学習内容とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
概要の説明、計画
基礎ゼミのテーマを引
き継ぐ

基礎ゼミの内容について振り返
り、意見交換をする。

事前準備のために各90分以
上

第2回
テーマ別に実施 資料の
収集等
今後の取り組みについ
て個別指導

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第3回 テーマ別に実施 資料の
収集等

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第4回 テーマ別に実施 資料の
収集等

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

 60



第5回 テーマ別に実施 資料の
収集等

学園祭に向けてテーマを決める
ための意見交換をする。

事前準備のために 分以
上、復習に120分以上

第6回
各内容別に発表、内容
検討 審査
学園祭で発表するもの
の準備（共同作業）

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第7回
発表：学園祭に発表す
るものについて
情報共有する

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第8回 発表後 テーマの検討 ま
とめ準備

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第9回 テーマ別に実施 まとめ
準備

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第10回 テーマ別に実施 まとめ
準備

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第11回 テーマ別に実施 まとめ
準備

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第12回 テーマ別に実施 まとめ
準備

事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第13回 まとめ 事事前準備のために60分以
上、復習に120分以上

第14回 冊子にまとめる 報告会への準備のための意見交
換会

事前準備のために120分以
上、復習に120分以上

第15回 報告会 事前準備のために180分以上

教科書
各テーマ別に使用する
参考書
テーマ別に準備する
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 発表内容40％、提出原稿60％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
提出後採点して返す
履修のポイント
積極的な学習方法を望む、食品について感心を持ってのぞむこと、まとめをしっかりすること
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または授業終了後、随時 9号館2階 第5研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30600002
講義名 専門ゼミ（橋爪）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
前期の基礎ゼミに引き続いて、季節ごとの食材をテーマに、実践を交えて活用方法を学ぶ。また
専門ゼミでは各自でテーマを決めて、１０枚のレポートを仕上げて、提出する。後期のゼミで
は、秋から冬にかけて収穫時期を迎える野菜や果物を使い、保存食や乾物、漬物づくりを行う。
四季折々の食材を手にし、調理し、ときには栽培して「旬」を学び、一年間の自然食材のサイク
ルを追う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
秋から冬にかけて実りの時期を迎える野菜や果物といった食材の利用方法を知る。どのようなも
のが実り、いかに加工できるかを知る。それらの食材をじっさいに味わい、一年間にわたる食材
の収穫サイクルを知り、卒業後も季節ごとの食材をタイムリーに活用できるようにする。生活科
学科のディプロマポリシーとの関連について、「食品」「栄養」に関する基礎的な知識を習得
し、「健康」「栄養」「食」に関係する現場で実践的に活用し、問題解決できる能力を養う。
到達目標
専門ゼミでみていく食材について知識を深め、またそれらの活用方法を実践活動を通じて身につ
ける。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

後期の専門ゼミの予定を確認す
る。秋野菜にはどのようなもの
があるかを調べる。

秋野菜の種まきを行う。
栽培の注意点をコン
ピュータ演習室などでし
らべゼミノートにまとめ
る。レポート課題を各自
で設定し、調査を開始す
る。

復習としてゼミをふり返
り、ノートに学習事項を
まとめる（180分）。

自己学習として１０枚レ



第2回
橋
爪
博
幸

白菜、キャベツの栽培方法、調
理方法について調べる。

ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第3回
橋
爪
博
幸

ブロッコリー、カリフラワーの
生育方法、調理方法を調べる。

秋野菜の栽培方法につい
てコンピュータ室などで
調べる。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第4回
橋
爪
博
幸

大根の種類や、そのさまざまな
加工用途を調べ、まとめ発表す
る。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第5回
橋
爪
博
幸

秋の味覚のひとつ栗の活用方法
を知る。栗の甘煮の作り方を学
ぶ。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第6回
橋
爪
博
幸

秋から冬にかけての晴天の天日
を利用してできる乾物の保存食
に適した食材を調べる。干しイ
モ、干し大根の作り方を知る。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第7回
橋
爪
博
幸

たくあん漬け、ダイコンのゆず
漬けなど、漬物の仕込み方法を
学ぶ。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第8回
橋
爪
博
幸

キウイのジャム、リンゴのコン
ポートやジャムなど、秋冬に収
穫された果物の活用方法を知
る。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第9回
橋
爪
博
幸

秋に収穫時期を迎える、ラッカ
セイを使ったレシピを調べる。

落花生の収穫作業を行
い、落花生の活用方法を
調べる。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第10回
橋
爪
博
幸

秋冬に収穫されるサツマイモな
ど、イモ類を使ったレシピを調
べ、まとめる。

サツマイモの収穫作業を
行い、貯蔵の方法につい
て図書館やコンピュータ
演習室で調べる。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

橋
自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する



第11回 爪博
幸

白菜づけ、白菜キムチなど、白
菜を使った保存食にはどのよう
なものがあるかを調べる。

（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第12回
橋
爪
博
幸

ショウガを活用した保存食にど
のようなものがあるかを調べ、
まとめる。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第13回
橋
爪
博
幸

冬野菜の代表格であるホウレン
ソウの活用事例を学ぶ。

ホウレンソウを収穫し、
調理実習で活用する。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第14回
橋
爪
博
幸

多くの野菜を活用した福神漬け
の作り方を調べる。

自己学習として１０枚レ
ポートの一部を作成する
（90分）。復習として
毎回のゼミをふり返り、
ノートに学習事項をまと
める（90分）。

第15回
橋
爪
博
幸

これまでの一年間にわたって学
んできた保存食から学んだこと
を振り返り、一枚の用紙にまと
める。＜アクティブラーニング
＞調査したレポートを各自でま
とめて発表する。

ゼミノート、およびレ
ポートを完成させ、提出
する。

復習として毎回のゼミを
ふり返り、ノートに学習
事項をまとめる
（180分）。

教科書
随時、プリントを配布する。
参考書
『家仕事ごよみ』（地球丸、２０１２年）、『秋・冬の野菜 (旬の食材)』（講談社、２００４
年）など。
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上。 ノートやレポート（50％）、授業への取り組み（50％）をもとに評価す
る。
課題等に対する
フィードバックの方法
ゼミの実施後にノートを回収し、こちらでコメントや補足説明を書いて戻す。後期の専門ゼミで
は、各自で調査テーマを決めてA4用紙10枚のレポートを作成する。授業時間だけでは足りない
場合は、専門ゼミ以外の時間でも、調査レポートの作成にとりくむこと。レポートはこちらでコ
メントを書き入れ、返却する。
履修のポイント
専門ゼミの最終回に、調査レポート（A4用紙１０枚）を提出すること。休まず出席すること。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みをオフィス・アワーとする。９号館３階の第６研究室に来ること。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373





講義コード 30600003
講義名 専門ゼミ（中島）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医薬品メーカーや食品関連企業に管理栄養士として勤務した経験を活
かし、栄養や食品・調理についての基礎知識について解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 中島 君恵 指定なし

授業の概要と教育目標
基礎ゼミで学習した環境、咀嚼、災害をテーマにエコクッキング、カムカム(噛む噛む)クッキン
グ、ポリクッキングについてさらに学習を進める。また、最近増加する食物アレルギー対応食に
ついても学習を行う。文献等の資料収集から、発表 → ディスカッション という流れの中で理解
を深め、ゼミを進めていく。またテーマを設定して実習を行う。
栄養士という視点から健康、環境、咀嚼、災害とについての理解を深め、実際にメニュー考案し
調理する技術を身につけることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・栄養」に係る食を中心
に生活を科学的に理解を深めることを目指し、「調理」の理解を通してその目的達成に資する知
識を養う。そして将来的展望としては多様化する食生活に対応する食事を設計する基盤となる学
修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・「健康・栄養」に係る調理を中心にした生活を科学的に理解を深める。
・エコクッキング、カムカム(噛む噛む)クッキング、ポリクッキング、食物アレルギー食の料理
を考案する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回
中
島
君
恵

授業概要について
エコクッキング、
カムカムクッキン
グ、ポリクッキン
グについて

履修者にエコクッキング、カムカムクッキン
グ、ポリクッキングを実施しての意見交換をさ
せてまとめ、理解を深める。咀嚼の効果につい
て意見交換をさせ、咀嚼について理解するきっ
かけを作る。また咀嚼と脳の発達について解説
して理解を深め、再度咀嚼について意見交換す
る。

予習30分：環
境、咀嚼、災
害に関する新
聞記事を収集
する。復
習30分：配布
資料を見直
す。



第2回
中
島
君
恵

エコクッキングに
ついて

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第3回
中
島
君
恵

エコクッキン
グ(実習Ⅰ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第4回
中
島
君
恵

エコクッキン
グ(実習Ⅰ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第5回
中
島
君
恵

エコクッキングま
とめ

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第6回
中
島
君
恵

カムカムクッキン
グ実習(実習Ⅱ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第7回
中
島
君
恵

カムカムクッキン
グ実習(実習Ⅱ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第8回
中
島
君
恵

カムカムクッキン
グまとめ

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第9回
中
島
君
恵

ポリクッキング実
習(実習Ⅲ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直



す。

第10回
中
島
君
恵

ポリクッキング実
習(実習Ⅲ)

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第11回
中
島
君
恵

ポリクッキング実
習まとめ

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第12回
中
島
君
恵

エコクッキング、
カムカムクッキン
グ、ポリクッキン
グについて、前期
の基礎ゼミの内容
も含めてまとめ
る。

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第13回
中
島
君
恵

エコクッキング、
カムカムクッキン
グ、ポリクッキン
グについて、前期
の基礎ゼミの内容
も含めてまとめ
る。

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第14回
中
島
君
恵

エコクッキング、
カムカムクッキン
グ、ポリクッキン
グについて、発表

履修者にエコクッキング、カムカムクッキン
グ、ポリクッキングを実施しての意見交換及び
まとめを行い、理解を深める。

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

第15回
中
島
君
恵
まとめ

予習30分：配
布した文献及
び資料を読
む。復
習30分：配布
資料を見直
す。

教科書
教科書は使用せず、プリントを配布する予定
参考書
脳を豊かにする「食脳学」
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 レポート80% プレゼンテーション（発表）20%
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートは返却しない。全般に対する講評と重要項目についての解説を記述したプリ



ントを配布するので、活用すること。
履修のポイント
食と健康の視点を持ち、配布テキストやプリント等の講義資料の熟読を復習として勧めます。
オフィス・アワー
水曜日、12：30～13：20(昼休み)、９号館３階第７研究室 
※講義授業前後にも、適宜受けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30600004
講義名 専門ゼミ（井桁）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 井桁 千恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士の専門知識を深めるためには、食品・栄養に関する事柄に対して多角的に取り組む意識を
もってもらいたいと考える。履修授業で習得する内容をふまえた知識や技術の他に、卒後社会に
関わる栄養士として必要になる心構え等を理解し、これからの栄養士業務に生かしていける学習
内容にしたい。
卒業認定・学位授与の方針との関連
食品・栄養に関する情報に興味を持ちその内容について幅広く研究学習を行うことで、食品・栄
養に関して基本的な事柄とそれら相互作用について理解する。
健康・栄養に係わる卒後の現場での実践的な活用と、問題解決能力を修得する。
到達目標
身近な問題から多角的なテーマまで幅広く研究し、栄養士として実践を重視したあらゆる現場の
分野で活動できる人材像を目指す。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
専門ゼミの概
要説明、計画
の立て方

研究発表（大学祭）の希望計画・構成の意見情
報交換を行う
基礎ゼミ最終回にて検討・計画立案した内容
（大学祭研究発表）を検討し、詳細立案の形に
していく

予習30分（基礎ゼミの
実施内容確認）
復習60分（次回演習の
準備）

第2回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第3回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の



確認チェック）

第4回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第5回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第6回

テーマ別に内
容実施、資料
の検索
【課題】中間
報告のレポー
ト提出

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック、課題レ
ポートの準備）

第7回 経過報告の発
表（検討会）

各研究の進捗状況を発表 意見交換および情報
の提示を行う
前回提出添削を受けた報告レポートを元に完成
形（論文の形式に則った文章）を構成できるよ
うにする
併せてパワーポイントを使用した発表会の予告
も行う

予習30分（中間発表の
準備）
復習60分（発表後の内
容検討、まとめに向け
た準備計画）

第8回
検討会後の内
容確認
期末まとめに
向けた準備

予習30分（検討内容の
確認）
復習60分（次回演習の
準備）

第9回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第10回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第11回
テーマ別に内
容実施、資料
の検索

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第12回

テーマ別に内
容実施、資料
の検索
まとめ冊子の
作成

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第13回

テーマ別に内
容実施、資料
の検索
まとめ冊子の
作成

予習30分（次回演習の
準備）
復習60分（演習内容の
確認チェック）

第14回
【課題】まと
め冊子の作
成・提出
発表会の準備

予習30分（提出冊子の
確認）
復習60分（発表会の準
備）

報告会
各研究の報告発表 質疑応答および意見交換を
行う

予習30分（発表内容の
確認）



第15回 専門ゼミのま
とめ

パワーポイントを使用した報告会（時間設定を
課した口頭発表、質疑応答）を行い、１年間の
ゼミ全体活動を振り返る

復習60分（年間通して
のゼミ研究結果記録を
整理まとめ）

教科書
特になし
参考書
研究テーマに応じて図書等の検索を行う。
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上。
発表内容７０％、提出物３０％。
課題等に対する
フィードバックの方法
基礎ゼミで決めた研究テーマの骨組みを基に、専門ゼミでは実践（大学祭での発表）を目指す。
また最終報告として各自の内容をテーマ別に発表し講評を行う。
提出課題（中間およびまとめの提出）は添削コメントを添えて返却するので、授業学習のまとめ
の参照にすること。
履修のポイント
食についての意識を広く持って、積極的に学習してほしい。年間通しての研究結果をまとめるの
で、日頃からの情報収集や記録（パソコン技能）の技術を身につけること。
オフィス・アワー
月・火曜日、１２：３０～１３：２０、９号館３階第８研究室。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30600005
講義名 専門ゼミ（宮本）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
「食は常に安心・安全なものでなければならない」これをテーマにゼミを行います。
そこで、専門ゼミでは、基礎ゼミで学んだ過去の事例及びその後の対策などから各個人が興味を
持ったテーマについて、衛生試験手法を実験的に学びを深め、食品衛生にかかわる知識について
一層理解を深めることを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなど
の諸側面から理解している」に基づき、「人間のからだ」と「食品」に関する相互作用につい
て、専門ゼミでは実験等を含めて理解を深めていただきます。そして、実験を通して物質または
微生物等について学習し、その学びが危害防止という意味で実践的に活用される知識・能力とな
ることを目指します。
到達目標
実験を通して、食品衛生に関与する事象を深く理解してもらいます。そして、食品衛生に関する
予防的視点を身につけることを到達目標とします。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回 宮本
雄基

授業の進め方と概要の説明、計
画作成

予習：60分
復習：60分

第2回 宮本
雄基

導入講義
テーマの設定及び意見交換(個
人またはチーム)

設定したテーマについて、理由
等を意見交換する。

予習：60分
復習：60分

第3回 宮本
雄基

情報収集
個別指導

予習：60分
復習：60分

第4回 宮本
雄基

実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分



第5回 宮本
雄基

実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分

第6回 宮本
雄基

実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分

第7回 宮本
雄基

実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分

第8回 宮本
雄基

実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分

第9回 宮本
雄基 中間報告会 互いの状況を報告し、意見交換

を行う。
予習：60分
復習：60分

第10回 宮本雄基
実験研究
個別指導

予習：60分
復習：60分

第11回 宮本雄基
プレゼンテーション準備
資料作成

予習：60分
復習：60分

第12回 宮本雄基 研究報告会 互いの発表について、意見交換
を行う。

予習：60分
復習：60分

第13回 宮本雄基 まとめレポート作成 予習：60分
復習：60分

第14回 宮本雄基 まとめレポート作成 予習：60分
復習：60分

第15回 宮本雄基
専門ゼミのまとめ
今後必要となる食品衛生に関す
る基礎事項の講義

予習：60分
復習：60分

教科書
教科書は指定せず、必要に応じて印刷物を配布予定
参考書
食品衛生学 田﨑達明ほか 羊土社
その他必要に応じて連絡する
成績評価の方法・基準
プレゼンテーション：50%、レポート：50%で評価する。単位認定は60点以上とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題実施後その都度。また、全体でのディスカッションの場を通して、教員を含め相互に講評が
できる環境としたい。
履修のポイント
食を学修する者として、基本となることを学びます。好奇心をもち、主体的に取り組むことを望
みます。
オフィス・アワー
講義終了後。または、個別に相談のこと。（9号館 3階 第8研究室）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30600006
講義名 専門ゼミ（小川）
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士の役割や必要とされる働きを知り、関心のある内容について理解をさらに深め広げる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマ・ポリシーの関連として、生活を身近な問題としてとらえて幅広い観点
から食に関する内容について学習・研究することにより、栄養士としてのスキルを身につけるこ
とをめざす。
到達目標
栄養士の役割や必要とされる働きを知り、どのような栄養士を目指すか、ビジョンをもつ。
授業計画
教科書
教科書は定めず適宜紹介する。
参考書
藤原辰史『食べるとはどういうことか―世界の見方が変わる三つの質問』農文協、2019年
湯澤規子『食べものがたりのすすめ―「食」から広がるワークショップ入門』農文協、2022年
小口広太『日本の食と農の未来―「持続可能な食卓」を考える』光文社、2021年
佐藤一子・千葉悦子・宮城道子編著『〈食といのち〉をひらく女性たち―戦後史、現代、そして
世界』農文協、2018年
根ケ山光一・外山紀子・河原紀子編『子どもと食―食育を超える』東京大学出版会、2013年
岡根谷『世界の食卓から社会が見える』大和書房、2023年

成績評価の方法・基準
発表50％、提出物50％
課題等に対する
フィードバックの方法
コメントを返す。
履修のポイント



各自の関心を伸ばし、ディスカッションによって深めながら、テーマを追求していってほしい。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-R373



講義コード 30610001
講義名 オフィスワーク
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 松原 直樹 指定なし

授業の概要と教育目標
オフィスワークでは、職場での勤務の実際を学習する。この講座では、主に企業経営・実務に関
する業務の知識について、また現実の日常業務に関する基礎知識および技術について、学習す
る。原則として、一般企業におけるオフィスワークを想定しているが、あらわる職場に通用する
知識・技術について、数多く学習する予定である。また、医療現場で働く人にとって、最低限の
マナー・知識について習得できるような学習も行っていく。
本講座により、社会人として職場で働くために必要な共通の最低限度の知識を修得し、また医療
現場の事務職として働くために必要不可欠な知識を修得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
家庭生活に対して大きな影響のある社会のさまざまな現象、及びそれを取り巻く社会的環境につ
いて科学的に学修することを目的とする。
到達目標
１．職場において共通する基本的知識および職場における最低限のマナーを理解する。
２．文書のまとめ方、言葉づかいの基礎について学習する。
３．医療秘書資格取得に必要な知識を修得する。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティ
ブラーニ
ングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
授業の方針・方法の説明をした後、ビジネス
における心構え、また医療現場で働く人の心
構えを学習する。講義終了時にチェックテス
トを実施する。

予習90分： シラバスを読
み、授業計画について把握
する。
復習90分：ハンドアウトに
記載してある内容を読ん
で、復習する。
予習90分： ハンドアウト



第2回
ビジネスの現場での言葉づかいや医療現場で
の言葉づかいについて、具体的に学習する。
講義終了時にチェックテストを実施する。

第2回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第2回に記載して内容を読ん
で、復習する。返却された
チェックテストについて、
誤りを復習する。

第3回
ビジネスマナーとして、訪問時のマナー、会
社内で執務する際のマナーについて学習す
る。講義終了時にチェックテストを実施す
る。

予習90分： ハンドアウト
第3回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第3回に記載してある内容を
読んで、復習する。返却さ
れたチェックテストについ
て、誤りを復習する。

第4回
ビジネスマナーとして、電話のかけ方や受け
方、電話での話し方、会社の窓口での来客応
対方法、話し方・聞き方を学習する。講義終
了時にチェックテストを実施する。

予習90分： ハンドアウト
第4回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第4回に記載してある内容を
読んで、復習する。返却さ
れたチェックテストについ
て、誤りを復習する。

第5回

仕事において、必要とされるスケジュール管
理，出張，ファイリング，情報管理，慶弔な
どについてのビジネス実務の知識を学習す
る。講義終了時にチェックテストを実施す
る。

予習90分： ハンドアウト
第5回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第5回に記載してある内容を
読んで、復習する。返却さ
れたチェックテストについ
て、誤りを復習する。

第6回

労働環境として、給与・報酬・手当などがど
のような体系となっているのか、また給与か
ら差し引かれる税金・社会保険について、学
習する。講義終了時にチェックテストを実施
する。

予習90分： ハンドアウト
第6回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第6回に記載してある内容を
読んで、復習する。返却さ
れたチェックテストについ
て、誤りを復習する。

第7回

労働者保護のしくみとして、法令で定められ
ている具体的内容、会社による福利厚生の具
体例について学習する。また、主な労使間の
具体的なトラブルについて、学習する。講義
終了時にチェックテストを実施する。

調べてき
た労使間
の具体的
トラブル
を発表す
る。

予習120分： ハンドアウト
第7回を読む。労使間の具体
的トラブルを調査してお
く。
復習60分：ハンドアウト
第7回に記載してある内容を
読んで、復習する。返却さ
れたチェックテストについ
て、誤りを復習する。

第8回 医療秘書実務に関するルールを学習する。

予習90分：事前に配布され
た課題をやってくる。
復習90分：返却されたまと
めのテストについて、誤り
を復習する。第8回の授業で
行った課題の解説を参考に
して、誤りを復習する。

第9回
まとめのテストの解答の提示および解説を行
う。
医療秘書実務問題演習(1)医療及び医療保険等
に関わる法令に関する問題演習を行う。

予習120分： 事前に配布さ
れた課題をやってくる。
復習60分：第9回の授業で
行った課題の解説を参考に
して、誤っていた部分を復



習する。

第10回 医療秘書実務問題演習(2)医療保険等に関わる
法令に関する問題演習を行う。

予習120分： 事前に配布さ
れた課題をやってくる。
復習60分：第10回の授業で
行った課題の解説を参考に
して、誤っていた部分を復
習する。

第11回 医療秘書実務問題演習(3)診療報酬請求に関す
る実務について問題演習を行う。

予習120分： 事前に配布さ
れた課題をやってくる。
復習60分：第11回の授業で
行った課題の解説を参考に
して、誤っていた部分を復
習する。

第12回 医療秘書実務問題演習(4)診療報酬請求に関す
る実務について問題演習を行う。

予習120分： 事前に配布さ
れた課題をやってくる。
復習60分：第12回の授業で
行った課題の解説を参考に
して、誤っていた部分を復
習する。

第13回
医療秘書実務問題演習(5)診療報酬請求に関す
る実務について引き続き問題演習を行う。
医療秘書実務において、重要な部分を復習す
る。

予習120分： 事前に配布さ
れた課題をやってくる。
復習60分：第13回の行った
課題の解説を参考にして、
誤っていた部分を復習す
る。

第14回

ビジネスの現場で使われる文書の様式につい
て学習し、ビジネス文書はどのようにまとめ
たらいいのかについて、学習する。ここで学
習した知識・技術を使って、ビジネス文書を
作ってみる演習を行う。

予習90分： ハンドアウト
第14回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第14回に記載してある内容
を読んで、復習する。返却
されたチェックテストにつ
いて、誤りを復習する。

第15回 作成されたビジネス文書例を検討する。まとめのテスト(40分)を実施する。

前回作成
したビジ
ネス文書
例を発表
する。

予習90分： ハンドアウト
第15回を読む。
復習90分：ハンドアウト
第15回に記載してある内容
を読んで、復習する。まと
めテストの解答・解説を読
んで、誤りを復習する。

教科書
医療秘書関係科目の教科書(『メディカルシステム論』『診療報酬請求の実務』『医科診療報酬
点数表』、等)
参考書
武田秀子・他『秘書・オフィス実務』(早稲田教育出版)
成績評価の方法・基準
平常点（授業への参加度・学習態度・等）［20％］、チェックテスト・課題等［50％］、医療
秘書実務理解度［30％］を総合して評価。総合点60点以上で単位認定する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業時間でチェックテスト等を実施し、授業終了時に提出してもらったものについては、原則と
して次回授業で採点済答案を返却して、チェックテスト等の解説を行う。返却できない回のテス
トについては、解答と解説を配布する。最終授業回等の答案については、希望する者には返却す



る。11号館３階研究室11に取りに来ること。
履修のポイント
医療管理秘書士、医事管理士等の医療事務関係資格取得希望者は、単位修得する必要がある。
オフィス・アワー
月・火・金曜日，11時～15時（授業時間以外），11号館３階研究室５
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C152



講義コード 30620001
講義名 医療経営学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医療機関の医事課で9年の実務経験があり、実際の医療機関の話を織
り交ぜながら必要な知識を伝える。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 尾崎 好子 指定なし

授業の概要と教育目標
医療機関を訪れる患者様に、安心・信頼・満足を感じて頂くための必要な専門知識を学び、医療
秘書としてふさわしい教養、接遇対応を身につけ、医療機関での仕事について理解できる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解することを目指し、社会で
実践的に活用できる人材を育成するための科目である。
到達目標
・患者様や患者様の家族と接するので不安等を解消する質問や疑問にも適切に答えられるように
なる。
・診療報酬だけでなく医療関係法規や医療用語など幅広い専門的な知識と医療の方向性を理解で
きる。
授業計画

担当
者

授業内容と方
法、課題

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 尾崎
好子 医療と社会

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第2回 尾崎
好子

近代医療の社会
的機能

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第3回 尾崎
好子 病院組織と経営

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第4回 尾崎
好子

医療を支える職
種

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

90



第5回 尾崎
好子

医療の場の特殊
性

予習 分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第6回 尾崎
好子

医療はサービス
業

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第7回 尾崎
好子

医療関連法規①
医療法

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第8回 尾崎
好子

医療関連法規②
医師法

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第9回 尾崎
好子

医療関連法規③
薬剤師法

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第10回 尾崎好子
医療関連法規④
医療保険制度

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第11回 尾崎好子
医療関連法規⑤
二重指定制度

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第12回 尾崎好子
保健・医療・福
祉の連携

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第13回 尾崎好子 医療と情報
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第14回 尾崎好子 まとめ（１）
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

第15回 尾崎好子 まとめ（２）
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義
中配布した練習問題は自主学習にも使用する。

教科書
『医学一般』一般社団法人医療教育協会
『メディカルシステム論』一般社団法人医療教育協会
参考書
特に指定しない。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
授業への取り組み姿勢（20％）
課題・レポート・提出物（20％）
定期試験（60％）
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題および質問に対しては個別に対応し、授業時に全体に向け回答・説明する。
履修のポイント
遅刻をせず、忘れに気を付け、真剣に課題に取り組むこと。
医療管理秘書士資格取得に必要な科目です。
オフィス・アワー



集中講義期間内の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C132



講義コード 30630001
講義名 社会福祉論
(副題) 【栄養士必修】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

社会福祉士として福祉施設に勤務し、主に高齢者支援にあたる。その
経験を本講義の学習内容に活かしていく。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 服部 弘 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義では、わが国における社会福祉の理念、制度やそのしくみについて基本的な理解をする。
さらには、現代における社会的な背景や暮らし方の変化などについての学習を通じて、食の暮ら
しをサポートする専門職が社会福祉分野でどのような役割があるかを理解し、そのために必要な
実務などを検討し学んでいく。
食を支える専門職としての視点をもって、社会福祉のしくみやそのあり方について学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会福祉という側面から、生活
科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことがらについて、さらに生活を取り巻く社会的環境
について、科学的に理解することを目指すものとする。
到達目標
１．社会福祉の理念やその成り立ちについて説明できる。
２．社会福祉における制度等を学び、その根拠を説明できる。
３．現代における社会福祉と食についての関係や今後のあり方について説明できる。
４．社会福祉分野での職種間連携の重要性と社会福祉専門職との連携について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
服
部
弘

ガイダンス・生活を支える「食」と「社会福祉」・社会福祉の
意味と対象
～授業の進め方、栄養士が社会福祉を学ぶ意義と目的、社会福
祉とは誰のためにあるか～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第2回
服
部
弘
私たちの生活と社会保障①
～生活を支える社会保障の体系と社会保険～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す



第3回
服
部
弘
私たちの生活と社会保障②
～生活を支える社会保障の体系と社会保険～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第4回
服
部
弘
公的扶助
～最低限度の生活保障～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第5回
服
部
弘
高齢者の福祉①
～高齢者の生活と介護～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第6回
服
部
弘
高齢者の福祉②
～高齢者の生活と介護～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第7回
服
部
弘
児童家庭福祉①
～子どもと子育て家庭の生活～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第8回
服
部
弘
児童家庭福祉②
～子どもと子育て家庭の生活～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第9回
服
部
弘
障害者の福祉①
～地域でみんなとともに暮らすために～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第10回
服
部
弘
障害者の福祉②
～地域でみんなとともに暮らすために～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第11回
服
部
弘
地域福祉①
～地域で安心して暮らし続けるために～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第12回
服
部
弘
地域福祉②
～地域で安心して暮らし続けるために～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第13回
服
部
弘
社会福祉基礎構造改革と権利擁護
～利用者本位の社会福祉の構築～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第14回
服
部
弘

社会福祉における援助の方法・社会福祉実践の場と専門職
～専門的援助の実践体系としてのソーシャルワーク、社会福祉
の実施機関・施設、社会福祉の専門資格と専門職種～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す

第15回
服
部
弘
これまでの講義まとめ
～栄養士として必要とされる社会福祉の基礎知識～

予習９０分：教
科書を読む
復習９０分：配
付資料を見直す



教科書
岩松珠美・三谷嘉明編 「六訂 栄養士・管理栄養士をめざす人の社会福祉」 株式会社みらい
参考書
適宜紹介をする。
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上 筆記試験１００％ ※授業態度を加味する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業のおさらいを実施するので、配布資料等を参考にし、理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。
オフィス・アワー
講義終了前後などに、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C114



講義コード 30640001
講義名 家庭の医学
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

山﨑：内科医としての経験（42年）を活かし、実額実践の授業を展開
する。 長谷川：看護師としての実務経験を活かして、年齢や健康レ
ベルに応じた健康維持・回復促進・管理について授業を行う。 佐
藤：看護師とし

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 長谷川 真美 指定なし
教員 山﨑 純一 指定なし
教員 佐藤 光栄 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養士、あるいは医療事務従事者は、家庭生活だけでなく職場において種々の疾病にかかわりを
持つことがある。わが国で増加している生活習慣病や日常生活において自分自身の身の回りの
人々がかかりやすい病気や外傷について基本的な知識や対応法を理解することは重要である。講
義では代表的な生活習慣病や日常生活で遭遇する病気や外傷について学習し、自ら健康を守るた
めのセルフケア力を高めるとともに援助を必要としている周りの人々に適切な支援ができるため
の知識と技術の習得することを目標とする
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、「人体の構造と機能」「疾病の成り立ち」
「健康維持に必要な知識と技術」を学ぶことで、「『人間のからだ』『食品』『栄養』に関する
学習を総合的に理解し、『健康・栄養』に係る現場での実践的に活用し、また問題を解決できる
能力を修得している」ことを目指す。
到達目標
1. 日常生活でかかりやすい病気とその症状、治療方法について理解できる
2. 身近に接する病気やけがの初期対応について基本的知識と技術を修得する
3. 人間の発達段階と健康との関連および健康生活を送るためのできる方法を理解できる
4. 自分自身の体と健康について理解できる
5. 自分自身の健康のために必要なことが考えられる
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間
予習：90分



第1回
山
﨑
純
一

薬局で購入できる医療品：（山﨑純一）
医薬品は病気の「治療を目的とした薬で、厚生労
働省より配合されている有効成分の効果が認めら
れたものである。医薬品は医療用医薬品、要指導
医薬、一般用医薬品の3種類に分類されるが、薬
局での購入の仕方が異なる。さらに一般医薬品は
第1類から第3類までに分類される。

日常、市販薬とし
て服用している一
般医薬品名を挙
げ、効果や服用時
の注意などについ
て調べ、教室内で
共有する

自分または身
近な人が日常
使用している
市販薬の効
果、服用時の
注意などにつ
いて調べる
復習：90分
本日学んだこ
とをノートに
整理す

第2回
山
﨑
純
一

検査とは：（山﨑純一）
検査は臨床検査と生理機能検査に大きく分けられ
る。これらの検査を行う意義を学習する。臨床検
査では健康診断などでも用いられる一般検査、血
液検査、生化学検査の診断的意義を学習する。生
理機能検査では広く用いられている心電図、呼吸
機能検査を中心に取り上げ、実施の意義や結果の
意味を学習する

臨床検査：各種疾
患において、認め
られる検査結果の
異常値の意味を考
える
生理機能検査：主
要な疾患の検査結
果と健常者の所見
を比較し特徴を捉
える

予習：90分
主要な検査と
基準値につい
て調べる。
復習：90分
本日学んだこ
とをノートに
整理する

第3回
山
﨑
純
一

高血圧：（山﨑純一）
「高血圧」の発症には塩分摂取過多と動脈硬化、
つまり体液量増多と末梢血管の抵抗性の2因子が
関与する。「高血圧」の合併症に狭心症や腎機能
障害などの心・血管病変があり、治療として生活
習慣の改善や食事療法、薬物療法がある。
糖尿病：
「糖尿病」の発症には不規則な生活習慣（過食や
運動不足）と遺伝的要因が関与する。瀬栄勝生看
病の代表的な疾患でもあり、合併症には心・血管
病変がある。

「高血圧」「糖尿
病」を予防する生
活習慣や食事療法
について意見交換
し、知識を深める

予習：90分
「高血圧」
「糖尿病」に
ついて疾患の
特徴および食
事療法を調べ
る。
復習：90分
本日学んだこ
とをノートに
整理する

第4回
山
﨑
純
一

脂質異常症：（山﨑純一）
脂質異常症とは血液中のコレステロールや中性脂
肪などの資質が高値を呈する状態である。動脈硬
化の原因となり、心筋梗塞や脳卒中などのリスク
が高くなることから、予防として生活習慣（過食
や運動不足）の改善が必要である。
脳卒中：
「脳卒中」とは脳の血管が突然つまったり破れて
出血したりする脳血管疾患である。「脳卒中」に
は主に脳の血管がつまる「脳梗塞」、脳の血管が
破れる「脳出血」、脳の血管にできた脳動脈瘤が
破裂する「くも膜下出血」がある。

「脂質異常症」を
予防する食事につ
いて意見交換し、
知識を深める

予習：90分
「脂質異常
症」「脳卒
中」の疾患の
特徴および脂
質異常症の食
事療法につい
て調べる
復習：90分
本日学んだこ
とをノートに
整理する

第5回

長
谷
川
真
美

病院での感染と感染予防：
・感染と感染症 ・感染発症のプロセス
・医療関連感染（院内感染）とその対策
・手指消毒の実際 
・病院での感染対策に対する取組

手指消毒を実施
し、病院内の感染
のリスクについて
ディスカッション
する

予習：90分
院内感染につ
いてどのよう
なものがある
か調べる
復習：本日の
学びをノート
に整理する

長
谷 発達段階と発達の特徴：・人間の発達とは 青年期の発達課題

予習：90分
エリクソンの
発達理論につ
いて調べる



第6回 川
真
美
・人の発達段階 ・発達に影響するもの
・各発達段階の発達特性と発達課題

についてディス
カッションを行う 復習：90分

本日の学びを
ノートに整理
する

第7回
佐
藤
光
栄

加齢による変化（1）身体機能：（佐藤光栄）
・加齢と身体機能の特徴
・高齢者の病気の特徴
・フレイル ・サルコペニア
・ロコモティブシンドローム
・予防のための運動・食事・社会活動

加齢による機能低
下と機能低下に合
わせた運動方法に
ついてグループ
ディスカッション
を行う

予習：90分
フレイルにつ
いて調べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第8回
佐
藤
光
栄

加齢による変化（2）認知機能：（佐藤光栄）
・認知症とその予防
・介護の実際と課題
・活用できる社会資源

認知症の人の対応
をペアで話し合
い、互いにロール
プレイを実施する

予習：90分
認知症につい
て調べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第9回
佐
藤
光
栄

加齢による変化（3）車いす体験：（佐藤光栄）
・車いすの種類と機能
・車いすの扱い方（乗せ方、降ろし方、走行上の
注意点、段差・坂道・エレベータなどの移動方法
など）
・車いす介助体験と乗車体験からの学び

・車いす介助体験
と乗車体験からの
学びについてグ
ループディスカッ
ションを行う

予習：90分
車いすの各部
の名前と扱い
方について調
べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第10回

長
谷
川
真
美

こどもの病気（1）子供の発達と病気：
・子供の発達 ・発達と遊び
・子供の病気の特徴
・子供に多い病気と看護

子どもの遊びにつ
いてディスカッ
ションを行う

予習：90分
子どもの予防
接種について
調べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第11回

長
谷
川
真
美

子どもの病気（2）子供の病気・事故とその対
応：
・子どもに多い事故
・家庭にあるものを使っての応急手当
・救急車を呼ぶタイミングと呼び方
・医療機関へのかかり方

子どもの事故の起
こりやすい場所や
応急手当について
ディスカッション
を行う

予習：90分
子供に多い事
故について調
べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第12回

長
谷
川
真
美

救急対応＜心肺蘇生法BLS＞の実際：
・心臓マッサージの方法
・AEDの使い方
・傷病者の動かし方と救急要請の仕方

BLSの体験を行
い、自分たちの手
技について振り返
り、多約日な救命
のためにできるこ
とについてディス
カッションを行う

予習：90分
心マッサージ
の方法につい
て調べる
復習：90分
本日の学びを
ノートに整理
する

第13回

長
谷
川
セルフケア（1）身体の兆候に気づく：
・自分の生活の振り返り

自分の生活を振り
返り、より健康に
なるためにできる

予習：90分
成人に多い病
気について調
べる



真
美
・より健康になるためにできること
・実際に行動する計画を立案する ことについてペア

で話し合う
復習：90分
自分の計画の
実施と評価

第14回

長
谷
川
真
美

セルフケア（2）心の兆候に気づく：
・実際に行った計画の振り返り
・ストレスチェック
・ストレスを回避対策
・レポート課題の提示

第13回の課題の結
果についてペアで
意見交換を行う
より健康になるた
めに、今できるこ
とについてグルー
プで話し合う

予習：90分
自分の計画の
評価
復習：90分
学んだことを
ノートにまと
める

第15回
山
﨑
純
一

医療事務とは：（山﨑純一）
医療事務に携わる場合に備え、我が国の医療制度
について基本的な知識を理解する。具体的には国
民皆保険制度、診療所（クリニック、医院）と病
院の違い、地域医療支援病院の承認条件など。

国民皆保険制度、
診療所と病院の違
い、地域医療支援
病院について調べ
たことを共有する

予習：90分
本日の共有
テーマについ
て調べる
復習：90分
本日学んだこ
とをノートに
整理する

教科書
使用しない。授業プリントを毎回配布する。
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
山崎：課題で評価する（50％）。
長谷川：論述課題で評価する（50％。テーマは別途提示する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業で講義内容を配布するので、授業内容の理解に役立てること。質問にはいつでも応じる。
課題等は総合的なコメントを授業内で行う。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待する。
予習：当日の講義で取り上げる内容についてネットや参考書で調べておく。復習：配布資料を中
心に講義での学びをノートに整理する。
実技があるので、ふさわしい身支度で参加する。
都合で授業内容が前後することがある。
オフィス・アワー
授業終了後に適宜受け付ける。
その他、山﨑は火・木・金
長谷川は月・火・金に適宜受け付けるので、教務課に依頼し予約すること
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C153



講義コード 30650001
講義名 医療保険実務
(副題)
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

医療機関の医事課で9年の実務経験があり、実際の医療機関の話を織
り交ぜながら必要な知識を伝える。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 尾崎 好子 指定なし

授業の概要と教育目標
医師が診療中に記録した診療録（カルテ）を読むための基本的な医学の知識を身に付ける。
医師が行った診療行為を料金化するための算定方法を習得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解することを目指し、社会で
実践的に活用できる人材を育成するための科目である。

到達目標
診療録（カルテ）より治療内容を読み取り、診療報酬明細書を作成する知識と技術を身に付ける
ことができる。
授業計画

授業内容と方
法、課題

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

医療事務と
は？
医療費のしく
み
診療報酬明細
書

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第2回 初診料
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第3回 再診料
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第4回 入院料
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布



した練習問題は自主学習にも使用する。

第5回 医学管理等料
在宅医療料

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第6回 投薬料
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第7回 注射料
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第8回
処置料
手術料
麻酔料

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第9回
検査料
病理診断料
放射線治療料

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第10回

画像診断料
精神科専門療
法料
リハビリテー
ション料

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第11回

カルテの読み
方
レセプトの書
き方
カルテ問題
（１）

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第12回

カルテの読み
方
レセプトの書
き方
カルテ問題
（２）
カルテ問題
（３）

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第13回

カルテの読み
方
レセプトの書
き方
カルテ問題
（４）
カルテ問題
（５）

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第14回

カルテの読み
方
レセプトの書
き方
カルテ問題
（６）
カルテ問題
（７）

予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。

第15回 まとめ
予習90分：テキストに目を通し授業に備える。
復習90分：受講した内容を復習し、ノートや資料を整理、講義中配布
した練習問題は自主学習にも使用する。



教科書
『診療報酬請求の実務診療報酬請求演習』（一般社団法人 医療教育協会発行）
『医科診療報酬点数表』（一般社団法人 医療教育協会発行）
参考書
特に指定しない。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
授業への取り組み姿勢（20％）
課題・レポート・提出物（20％）
定期試験（60％）
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題および質問に対しては個別に対応し、授業時に全体に向け回答・説明する。
履修のポイント
遅刻をせず、忘れに気を付け、真剣に課題に取り組むこと。
医療管理秘書士資格取得に必要な科目です。
オフィス・アワー
集中講義期間内の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
医療事務科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C550



講義コード 30660001
講義名 教師論（共通）
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

学校現場での教員経験を活かし、教師という仕事の魅力を伝えるとと
もに学校をめぐるさまざまな問題を解決できる「教師」としての資
質・能力を身に付けられる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
教職の意義及び教員の役割、教員の職務内容（研修、服務及び身分保障を含む）について理解す
るとともにこれからの教師に求められる役割とそれに応えるために必要な資質・能力の具体を述
べたり、主要な教育法規の規定に基づいて教員としての職務遂行上に生じる諸問題への対応を述
べたり、教職を目指すための進路の具体を説明したりすることができるようになる。「教育は人
なり」という言葉が示すように、教育の成否は教師にかかっているといっても過言ではない。教
職は児童生徒の人格形成に深く関わる仕事であるから、その責務をしっかり果たす必要がある。

本授業の教育目標は、
１．教職の意義及び教員の役割について理解し、具体的な実践場面における教員の在り方を述べ
るられるようになる。
２．教員の職務内容を理解し、その根拠となる教育法規等を具体的に説明することができる。
３．進路選択に資する各種機会の情報を得て、自らの進路を構想することができる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科の基礎となる衣食住、さらに生活を取り巻く社会的環境を視野に入れながら学修し、
教師として、社会人としての資質・能力を養う。
到達目標
本授業の到達目標は、
１．教職の意義及び教員の役割について理解し、具体的な実践場面における教員の在り方を述べ
ることができる。
２．教員の職務内容を理解し、その根拠となる教育法規等を具体的に説明することができる。
３．進路選択に資する各種機会の情報を得て、自らの進路を構想することができる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間
予習90分：教師という職業
について各自が考えてく



第1回 教職に就くとい
うこと

教師という職業について各自の考えを
発表する る。

復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第2回 学校教育の意義 学校で行われている教育について各自
の経験を元に考えを発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第3回 教師の魅力 教師の魅力とは何か各自が今まで出
会った教師から考えて発表をする。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじ
め調べ、内容の概要を把握
する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第4回 教師をめぐる現
状と課題

教師という仕事はブラックだと言われ
たりすることもあることから教師の現
状について考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第5回 教師の地位と育
成システム

教師は他の職業と違い子ども達に与え
る影響も大きくその立場の保証、育成
について考えを発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第6回
保護者・地域と
の連携と教師の
役割

学校は地域や保護者との連携が何故必
要なのかを考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第7回
教員の身分と服
務及び倫理と校
務分掌

教師には研修の義務が課されている事
の意義と服務上の倫理について考え
る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第8回
子どもの権利条
約と教師の使
命・人権教育

教育において子どもの人権はどのよう
に扱われているのか、保証すべきかに
ついて各自の意見を発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第9回
教師のライフワ
－クバランスと
メンタルバラン
ス

教師の働き方改革が進められようとし
ていることと教師の生活について考え
る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第10回
カリキュラムを
創る、授業をデ
ザインする

教師が行う授業とその根拠となるカリ
キュラムについて考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第11回
放課後における
子どもの教育活
動との連携

放課後の児童クラブ、寺子屋といわれ
る放課後の子どもの育成活動との連携
について考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。



第12回 生徒理解とチーム学校について
生徒を理解するとはどういうことかを
各自の今までの学校生活を踏まえて意
見を発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第13回
新しい時代にお
ける教師の役割
と責務

Society5.0という時代を迎えるに当
たって教育の変化と教師の役割の変化
について考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第14回 教師としての発達とその支援
子どもの発達を促す教師も日々成長し
ていかなければならないことについて
小中高の教育経験から考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第15回 授業の振り返り 授業で学んだことは何か、教師とは何
かについて各自の考えを発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、授業内容の理解を深
め、まとめる。

教科書
適宜プリントを配布する。
参考書
高橋陽一『チーム学校の教師論』武蔵野美術大学出版局、2021年
中嶋みさき・中井 睦美編著『やさしく学ぶ教職課程 教師論 （第二版）』学文社、2022年
髙妻紳二郎ほか『新版 教職概論 先生になるということとその学び』協同出版、2023年
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業への取り組み姿勢（リアクション・ペーパー、口頭発表等）50％ レポ－
ト50%
課題等に対する
フィードバックの方法
講義中に適宜行う。
履修のポイント
教職の意義、教員の役割とその職務内容、チ－ム学校等にポイントをおく。
受講生の興味・関心により順序等入れ替わることがある。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C430



講義コード 30670001
講義名 教育原論・教育課程論（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
本授業では、教育課程・カリキュラムの意義と類型を理解した上で、基準となる学習指導要領の
改訂の流れとその位置づけ、学習指導要領の構成、特徴と現代的課題について考察するとともに
①わが国の教育を成り立たせている思想や制度について、歴史的な展開も踏まえて学ぶことで、
教育について学問的知識に裏打ちされた議論を行う基礎を築くと共に、②学生同士の意見交換や
議論を行うことによって、教育に関する各人の考えを深めていくことを目指す。教育に関して
は、自らの被教育経験などを通じて、ある一定の考えをすでに持っている人も多いと考えられる
が、教育学の知見や他者の意見に学ぶことで、そうした考え方を批判的に問いつつ、教育を論ず
る上での土台を構築することを目指す。授業では毎回のテーマに関わる様々な問いについて考え
ながら、教育の理念や歴史・思想についての理解を深めていく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科の基礎となる衣食住、さらに生活を取り巻く社会環境を視野に入れながら学修し、教
師として、社会人としての資質・能力を養う。
到達目標
1)教育の基本的な概念や教育を成り立たせる諸要素とそれらの相互関係を理解する
2)教育の歴史や思想に関する基本的な知識を身につける
3)自らの教育観（教育とはどのようなもので、どうあるべきかについての考え）を述べることが
できる
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
教育観を考える～自身
の受けてきた教育につ
いて振り返りを通して
～

今までの学校での教育について各自
の体験を元に発表する

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。



第2回 日本の教育の歴史 ①
～大正自由教育～

明治から大正へと時代の変化ととも
に大正時代での教育の特徴について
理解する。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第3回
日本の教育の歴史 ②
～国家主義教育と戦後
教育改革～

戦争前も戦争中の教育と戦後の教育
の変化について理解する。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第4回
日本の教育の歴史 ③
～産業化社会とポスト
産業化社会～

１９６０年代、７０年代の教育とそ
れ以降の９０年代の教育の違いにつ
いて発表ができる。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第5回
学校を考える ① 近代
公教育制度の成立とそ
の理念

公教育制度の成立とその理念につい
て理解する。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第6回 学校を考える ② 学校
化社会

学校化社会とは何を表しているのか
自らの生活を元に考え発表する。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第7回 学校を考える ③ 現代
の公教育を考える

現代における公教育の役割について
自ら受けてきた教育を振り返りなが
ら考えたことを発表する。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第8回
教育課程をどう編成す
るか ～ 教育課程編成
の構成要件～

教育課程とは何か、どうして編成し
なければならないのかを考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第9回 教育課程をどう評価す
るか

教育課程を作成と実践とは切っても
切り離せないこととその評価につい
て考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め



る。

第10回
教育課程をめぐる問題
① 教科横断的な教育
課題「言語活動の充
実」

「言語活動の充実」とは何か、教科
横断的とは何かをグル－プに分かれ
て考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第11回
教育課程をめぐる問題
② 教科横断的な教育
課題「活用を図る学習
活動」

「活用を図る学習活動」と教科横断
的とのつながりについてグル－プに
分かれて考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第12回
教育課程をめぐる問題
③ 教科横断的な教育
課題「学習スキルの育
成」

身に付けなければならない「学習ス
キル」について教科横断的な学修と
の関係つについてグル－プに分かれ
て考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第13回 小学校と中学校の教育課程の違いと接続
小学校、中学校のつながりと中１
ギップを防ぐ方法について考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第14回 ICTとカリキュラム 学校教育においてＩＣＴが与える影
響と教育効果について考える。

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

第15回 まとめ ～改めて教育
観を考える ～

授業を受けて最初に持っていた「教
育観」がどのように変化したのか発
表する

予習90分：この回のテー
マについてあらかじめ調
べ、内容の概要を把握す
る。
復習90分：配付資料を見
直し、内容の理解を深め
る。

教科書
プリントや資料を配布する。

参考書
児玉祥一・佐藤光友・奥野浩之編著『考えを深めるための教育課程』ミネルヴァ書房、2023年
『中学校学習指導要領』
講義中に適宜示す。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業への取り組み姿勢（リアクション・ペーパー、口頭発表など）50％ レポ



－ト50%
課題等に対する
フィードバックの方法
講義中にフィードバックを行う。
履修のポイント
教職科目であるため、グループ学習、口頭発表等で自分から進んで意見を述べることだけでな
く、自分以外の他の学生たちの意見、考えを理解する姿勢で授業に臨むことが大切である。
受講生の興味・関心により順序等入れ替わることがある。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C410



講義コード 30680001
講義名 教育学（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
「いじめ」や「虐待」など、教育に関わる問題はとどまるところを知らない。このような状況の
中で、保護者や社会から学校教員への期待や不安は増すばかりであり、教員は従来とはまた違っ
た知識やスキルも身につけなければならなくなっている。本講は、教育という事象について広範
な視野から検討・考察を行う。人間にとって教育はどのような意味をもつのか、現代の教育や教
育制度の基礎にあるのはどのような考え方なのか、現代の教育がもつ問題性は何か、などを考え
る。教育という営みの本質的性格、現代の学校教育が果たしている役割とその問題点などについ
て理解し、教育改革の方向性について考えを深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科の基礎となる衣食住、さらに生活を取り巻く社会環境を視野に入れながら学修し、教
師として、社会人としての資質・能力を養う。
到達目標
下記の諸点を本講の到達目標に設定する。
1．教育の概念について自分自身の考えを整理して発表できる。
2．人間の文化の特性やその伝達の特殊性について理解できる。
3．現代社会における教育の問題点を把握し、それについての見解を整理して発表できる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 オリエンテーション―教育とは何か
考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第2回 現代の教育に影響を与えている教育思想
考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第3回 近代学校の成り立ち 考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第4回 子どもの権利条約からみる教育の課題とは
考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。



第5回 教育の機会均等の実現のために
考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第6回 グローバル社会と学校社会の変化と教育課程
考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第7回 ジェンダー平等の教育 考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

第8回 共生の教育とは 考えたことを書いたり発
表したりする。

配布資料を読み返し、関心のある
ことについて調べる。

教科書
プリントを配布する。
参考書
講義中に適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業への取り組み姿勢（リアクション・ペーパー、口頭発表など）50％、レ
ポ－ト50％
課題等に対する
フィードバックの方法
講義中にフィードバックをおこなう。
履修のポイント
教職科目であるため、グループ学習、口頭発表等で自分から進んで意見を述べることだけでな
く、自分以外の他の学生たちの意見、考えを理解する姿勢で授業に臨むことが大切である。
受講生の興味・関心により順序等適宜入れ替わることがある。
オフィス・アワー
授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C411



講義コード 30690001
講義名 教育心理学（共通）
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

教育機関での心理臨床活動やスクールカウンセラーの経験を基にし
て、より具体的な児童生徒理解に関する授業を行う

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
教師が学校現場で児童・生徒と対応する際には、彼らが、今現在発達的にどのような状況におか
れてるのか、また、そのときの心の状態はいかなるものなのか、ということに配慮しながら接す
ることが求められる。この科目では、人は環境と相互に作用しあう存在であることを踏まえて、
人の発達過程、学習過程、教授過程について講義する。授業は講義形式で行うが、授業後半では
実習も取り入れ、学生による「模擬授業」を実施する。なお、青年期までの人の発達過程とその
特徴、学習のしくみと学習を規定する要因と障がい、教授の類型について理解を深めることを教
育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科のディプロマポリシーとの関連として、私たちの生活を身近な問題からグローバルな
テーマまで多角的に理解すること、生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことがらにつ
いて、さらに生活を取り巻く社会的環境について、科学的に理解することを目指し、心理的側面
の理解を通してその目的達成に資する知識を養う。そして将来的な展望としては、心身の発達理
論を理解しつつ、多様な人間のライフステージ、ライフサイクルを理解するという発達の側面、
そして知識を収めていく学習の側面、発達課題に直面した際の課題未達成からくる適応の問題の
側面から、教職実践の基盤となる学修を目指すものとする。
到達目標
１．教育心理学で使用されるさまざまな専門用語の意味を理解できる。
２．青年期までの人の発達過程とその特徴について理解できる。
３．学習のしくみと学習を規定する要因、および障がいについて理解できる。
４．「教える」ということを体験を通じて実感し、自ら「教える」立場をシュミレーションす
る。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間
予習90分：
教科書pp.14-



第1回
オリエンテーション
教育心理学の概要／研究法

教育心理学で取り扱う内容について、そ
の概要（発達・学習・教授）を取り上げ
る。よい授業とは何かについて、心理学
における教育心理学の位置づけについて
考える。

23を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第2回

発達のしくみと道筋
人間の心と体はどのように変
化していくのか。
さらに発達を促進する「遺
伝」と「環境」の要因につい
て考究する。

発達を促進する要因について、メンバー
の意見を聞きながら自分の考えを広げた
り深めたりする。

予習90分：
教科書pp.24-
42
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第3回
認知の発達
論理的な思考が可能になる道
筋

抽象的な思考ができるようになるための
学校教育の役割は何かについて意見交換
する。

予習90分：
教科書pp.43-
58を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第4回
人間関係と社会性
子どもは人間関係の中でどの
ように成長するのかについて
取り上げる。

愛着が発達に及ぼす意義について、メン
バーの意見を聞きながら自分の考えを広
げたり深めたりする。

予習90分：
教科書60-
78を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第5回

さまざまな学習理論①
刺激と反応の結びつきを重視
する学習の連合理論と認知の
変容を重視する学習の認知理
論を中心に、学習のしくみを
取り上げる。

学習理論から生まれたソーシャル・スキ
ルトレーニングについて理解する
（12・13・14回目で行う模擬授業の展開
の仕方について理解する）。

予習90分：
教科書pp.80-
94を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第6回 さまざまな学習理論②
記憶、思考を取り上げる。

記憶のメカニズムを理解することで、ど
のように教授するのがよいのかについ
て、メンバーの意見を聞きながら自分の
考えを広げたり深めたりする。

予習90分：
教科書pp.95-
110を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第7回

動機づけ
学習の規定因としての動機づ
け理論と、動機づけ向上に必
要な事項について取り上げ
る。

やる気を高めたり維持するためには何が
必要なのかについて、メンバーの意見を
聞きながら自分の考えを広げたり深めた
りする。

予習90分：
教科
書pp.112-
127を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。



第8回
学習指導と教育評価
学習方法や評価の種類につい
て取り上げる。 

学習指導方法や教育評価の目的方法につ
いて理解する。

予習90分：
教科
書pp.129-
154を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直す

第9回

学級集団
集団形成や教師のリーダー
シップやバイアス等について
取り上げる。発達を促す集団
の力は教師の働きかけによる
ところが大きいことを理解す
る。

望ましい学級集団を形成するために教師
が気を付けるべきことについて、メン
バーの意見を聞きながら自分の考えを広
げたり深めたりする。

予習90分：
教科
書pp.156-
172を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第10回

自己とパーソナリティ
自分という認識がどう発達す
るのか。
パーソナリティの基本的な考
え方。
自己理解のための心理検査。

自己に関する理解について、メンバーの
意見を聞きながら自分の考えを広げたり
深めたりする。

予習90分：
教科
書pp.174-
188を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第11回

学校不適応および障がいの理
解
学校における適応と不適応、
さらに発達障がいの種類や特
徴の理解について取り上げ
る。

児童生徒のつまずきやすさについて、メ
ンバーの意見を聞きながら自分の考えを
広げたり深めたりする。

予習90分：
教科
書pp.189-
206を読む。
復習90分：
小テストに解
答する。配布
資料を見直
す。

第12回 模擬授業①

授業づくりの留意点を押さえて、「教え
ること」をシュミレートする模擬授業を
行う。ほかの履修者は、授業担当者に
フィードバックする。この経験を教育実
習の参考として役立てられるようにす
る。

予習90分：
模擬講義資料
作り。
復習90分：
模擬講義ふり
返り。

第13回 模擬授業②

授業づくりの留意点を押さえて、「教え
ること」をシュミレートする模擬授業を
行う。ほかの履修者は、授業担当者に
フィードバックする。この経験を教育実
習の参考として役立てられるようにす
る。

予習90分：
模擬講義資料
作り。
復習90分：
模擬講義ふり
返り。

第14回 模擬授業③

授業づくりの留意点を押さえて、「教え
ること」をシュミレートする模擬授業を
行う。ほかの履修者は、授業担当者に
フィードバックする。この経験を教育実
習の参考として役立てられるようにす
る。

予習90分：
模擬講義資料
作り。
復習90分：
模擬講義ふり
返り。
予習90分：
これまでの小



第15回 授業のまとめ確認テスト まとめ及び学校で活かす臨床心理学

テストを見返
す。
復習90分：
模擬授業の振
り返りを生か
した授業案を
作成してみ
る。

教科書
櫻井茂男監修 『実践につながる教育心理学』 北樹出版
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）40％、
レポート・課題30％、
模擬授業・授業への参加度30％ を総合して評価します。 
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは返却するので学習の参考にすること。
小テストの答えは授業の始めに提示するので、必ず解答しておくこと。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。授業時間外の学習として、主に配布資料・ノートのま
とめを勧めます。
なお、「教育心理学（共通）」の（共通）とは、生活科学科の中学2種（家庭）と栄養教諭2種
の双方の教職に共通する科目、ということを示します。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C412



講義コード 30700001
講義名 家庭科教育法（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高校での家庭科教員歴35年の経験と知見を活かし、家庭科という教科
が社会で生きていく上での「力」としてどういう役割を果たすか、と
いう視点からダイナミックに講義を展開していきたい。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 神子澤 修 指定なし

授業の概要と教育目標
中学校「技術・家庭」の教員免許の取得を目指す学生を対象に開設された科目である。そのた
め、以下の3観点を教育目標としたい。
⑴生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにす
る。
⑵生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、表
現するなど、課題を解決する力を養う。
⑶よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的
な態度を養う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーと関連させ、生活科学の基礎となる衣食住に関す
る基本的な事柄について、理解と認識を深める。そのことを通じて、さらに生活を取り巻く社会
的環境についての知見を深める。
到達目標
⑴家庭科教員として、家庭科教育の目標と内容についてよく理解し、そのうえで説明・解説がで
きる。
⑵家庭科教員として、授業の題材にあわせた的確な教材研究ができる。
⑶家庭科教員として、学習指導案が作成でき、なおかつその指導案の検討を行い、さらに工夫や
改善についての意見を発表することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
神
子
澤

授業の概略の説明、
学校教育における家
庭科教育の意義につ

ダイアモンドランキング法を用
いて家庭科教育の特徴を学ぶ。

予習90分:学習指導要領解説
「技術・家庭」編 学校教育
法施行規則を読む。
復習90分:授業プリントを見



修 いて 直す。

第2回
神
子
澤
修

日本における家庭科
教育の変遷について

家庭科教育と歴史的な背景につ
いての関連を検証する。

予習90分:学習指導要領解説
「技術・家庭」編第1章を
読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第3回
神
子
澤
修

小・中・高等学校の
学習指導要領におけ
る目標と指導内容に
ついて

学習指導要領における目標と指
導内容について事例検討を行
う。

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第2章を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第4回
神
子
澤
修

教材研究の視点と内
容(家族と家庭生活
分野)について

現代社会が抱えている様々な家
族と家庭生活についての諸問
題、諸課題について発表と意見
交換をする。

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第2章並びに中
学校「家庭分野」の教科書
を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第5回
神
子
澤
修

教材研究の視点と内
容(衣食住の生活分
野)について

現代社会が抱えている衣食住の
分野に関する諸問題や諸課題に
ついて発表と意見交換をする。

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第２章並びに中
学校「家庭分野」の教科書
を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第6回
神
子
澤
修

教材研究の視点と内
容(消費生活・環境
分野)について

現代社会が抱えている消費生活
と環境分野についての諸問題や
諸課題について発表と意見交換
をする。

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第２章並びに中
学校「家庭分野」の教科書
を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第7回
神
子
澤
修

学習評価の観点と評
価方法について

意思決定についてアロー表を
使って実習する。

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第3章を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第8回
神
子
澤
修

学習指導要領に基づ
く学習指導計画につ
いて

予習90分:学習指導要領技
術・家庭編第3章並びに中
学校「家庭分野」の教科書
を読む。
復習90分:授業プリントを見
直す。

第9回
神
子
澤
修

学習指導案の考え方
と書き方の基本につ
いて

予習90分:学習指導案の事例
を探す。
復習90分:学習指導案の書き
方の要点を復習する。

第10回
神
子
澤
修

学習指導案の作成①
学習指導案を1部作
成し提出

自らのテーマに沿って、指導案
①を作成する。

予習90分:学習指導案の題材
を考える。
復習90分:題材に沿った指導
案を完成する。

第11回
神
子
澤
修

学習指導案に基づく
模擬授業の実施
学習指導案の検討と
評価

模擬授業を実施する。評価表を
書き、改善点を把握する。

予習90分:模擬授業の準備を
する。
復習90分:模擬授業の評価と
課題を明確にする。

第12回
神
子
澤
修

学習指導案の作成②
学習指導案を1部作
成し提出

①の改善点をもとに指導案
②を作成する。

予習90分:２つ目の学習指導
案作りの準備。
復習90分:一つ目の指導案と
の比較、改善。



第13回
神
子
澤
修

学習指導案に基づく
模擬授業の実施
学習指導案の検討と
評価

模擬授業を実施する。評価表を
書き、改善点を把握する。

予習90分:2回目の模擬授業
の準備。
復習90分:2回目の模擬授業
の評価と課題の検討。

第14回
神
子
澤
修

学習指導案に基づく
学習指導の相互評価
及び改善

それぞれの模擬授業について比
較検討し、長所並びに改善点に
ついて意見交換する。

予習90分:各自の学習指導案
の要点の整理。
復習90分:指導案評価のポイ
ントの振り返り。

第15回
神
子
澤
修

教育実習に向けての
授業のまとめ

本授業についての自己評価とこ
れからの家庭科教育について意
見をまとめ、発表する。

予習90分:教育実習指導分野
の確認を行う。
復習90分:授業プリントの見
直し。

教科書
中学校学習指導要領解説 技術・家庭編(文部科学省)
中学校 技術家庭 家庭分野の教科書(開隆堂)
参考書
講義内容に応じて、適切な資料等を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定は60点以上とする。学習指導案40％、毎時間のワークシート40％、授業への参加意
欲・態度20％を総合して評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題や提出物は、評価後、必要に応じて問題点や修正すべき点などについて個別に学生に伝達
し、返却する。
履修のポイント
講義に能動的に参加することが必須条件である。そのうえで、学習指導案を2部作成し提出す
る。合わせて毎時間のワークシート等を提出する。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じる。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C431



講義コード 30710001
講義名 道徳理論・指導法（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校の教員として数年間にわたり勤務し、クラス担任を担当した
経験がある。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
道徳教育の歴史、その意義と役割を理解しつつ、学習指導案作りを実践する。他の教科との連携
を踏まえ、教育実習の場でしっかりと道徳の授業ができる教育力を養うものである。
卒業認定・学位授与の方針との関連
道徳、総合的な学習の時間等の指導及び生徒指導、教育相談等に関する科目で、生活科学科の
ディプロマポリシーにある「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理
解している」ことを踏まえつつ、自分から進んで多面的な授業テーマを探り、小・中学校の道徳
の授業で、それを生かせるようにする。
到達目標
小・中学校において実施される道徳教育の位置づけや意義、教育目標、内容について理解し、説
明することができる。指導方法や評価方法について理解し、説明できる。これら２点を教育目標
として掲げる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

道徳教育の定義と、人格の
完成に欠かせない道徳教育
の意義を理解する。

復習９０分。最近の道徳についての
記事を調べる。

第2回
橋
爪
博
幸
道徳教育の歴史を知る。

今日の日本や国際
社会での道徳教育
の課題について考
える。

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。学習指導
案の作成にあたり、資料探索を行
う。

第3回
橋
爪
博

成長の各段階における人間
の道徳性の発達と開花（学
年に適した教材に関する考

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。学習指導



幸 察を含む）のプロセスをたどる。
要領を事前に読んでおく。

第4回
橋
爪
博
幸

学習指導要領に記された道
徳教育の内容と教育目標
（多様な指導方法の理解を
含む）を知る。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、資料探索を
行う。

第5回
橋
爪
博
幸

学習指導計画と、教育活動
全体のなかでの道徳教育の
位置づけを理解する。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、発表の大筋
を決める。

第6回
橋
爪
博
幸

道徳の授業の指導案を作成
する。

道徳の授業目標の
設定し、授業プロ
グラム案（学習指
導案）の作成と発
表を行う。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、発表資料づ
くりを行う。

第7回
橋
爪
博
幸

個々の児童・生徒における
道徳教科の評価方法を知
る。

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。最近の道
徳についての記事を調べ記事と概要
と感想を書いてレポートにまとめ提
出する。

第8回
橋
爪
博
幸

学生による模擬授業の実施
と、そのふり返り（学生に
よる自己評価を含む）を行
う。

復習９０分。事前に配布された資料
を読み込む。作成した各自の指導
案、発表資料等を提出する。

教科書
授業時にプリントを配布する。
参考書
小寺正一・藤永芳純『三訂道徳教育を学ぶ人のために』世界思想社、2009年
「小学校学習指導要領」「中学校学習指導要領」（平成29年3月告示 文部科学省）
「小学校学習指導要領解説」「中学校学習指導要領解説」にある「特別の教科道徳」（平
成29年6・7月告示 文部科学省）
成績評価の方法・基準
１００点満点中、６０点以上で単位を認定する。道徳教育に関するレポート（６０％）、各時間
のふり返りシート（２０％）、模擬授業の発表（２０％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題のレポートに、コメントを入れて後日、返却する。補足説明があるときは、授業内で提示
し、または印刷して配布してフィードバックとする。
履修のポイント
授業回数が８回のみであるから、休まず出席すること。なお授業時間以外に、模擬授業のアク
ティブラーニングを実施する場合がある。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みの時間をオフィス・アワーの時間とする。質問等を受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C432



講義コード 30720001
講義名 特別支援教育論（共通）
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

中学校特別支援学級担任教諭としての指導経験を活かして実践力を育
成する授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 小林 徹 指定なし

授業の概要と教育目標
担当者の中学校特別支援学級担任教諭としての指導経験や市町村教育支援委員としての幼稚園・
保育所等との連携の経験に基づき、研究成果も踏まえて以下の内容を講義する。 
１．特別支援教育を支える理念や歴史的変遷について理解する。 
２．特別支援教育の場（機関）と制度の現状をとらえる。 
３．さまざまな障がいと障がい児、特別な配慮を要する子どもの理解の視点と方法について理解
する。 
４．障がい児等の個別支援計画の作成、評価について理解する。 
５．特別支援教育の実際について理解を深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連としては、さまざまな障がいと障がい
児、特別な配慮を要する子どもについて学ぶことで人間生活の多角的な理解を目ざす。
また、特別支援教育の理解を通して、得た知識を職業人として各職場で実践的に活用し、問題解
決能力の修得を目ざす。
到達目標
１．履修学生が特別支援教育の理念や制度、その歴史や支援機関の現状について説明できる。 
２．履修学生が障がい児や特別な配慮を要する子どもの個別指導（支援）計画を作成し、評価す
ることができる。 
３．履修学生がさまざまな障がいと障がい児や特別な配慮を要する子どもを支援するための視点
と方法について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
小
林
「特別支援教育の考え方、制度と仕組み」障が
い児、特別な配慮を要する子ども、特別支援教
育の基礎概念、特別支援教育と障がい児福祉の

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま



徹 制度とその仕組みについて学習する。 えてまとめと質問
シートを作成する。

第2回
小
林
徹

「障がいとの出合いと子育て、保護者支援」保
護者と障がいとの出合いと保護者支援、障がい
のある子どもの子育ての考え方と療育の実際を
映像を通して学習する。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第3回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援①発達障がい・知的障
がい・情緒障がい」映像を通して発達障がい、
知的障がい、情緒障がいに関する基礎的概念を
整理し、その支援方法を考える。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第4回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援②肢体不自由・視覚障
がい・聴覚障がい・言語障がい」肢体不自由・
視覚障がい・聴覚障がい・言語障がいに関する
基礎的概念を整理し、その支援方法を考える。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第5回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援③病弱・重複障がい・
その他の特別な教育的ニーズ」病弱・重複障が
いに関する基礎的概念を整理し、その支援方法
を考える。また、障がいはないが、特別な教育
的ニーズをもつ子どもについて学び、その支援
方法を考える。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第6回
小
林
徹

「他機関との連携、幼保小中高の接続」障がい
児支援に関わるさまざまな工夫について紹介
し、理解を深める。また、幼保小中高の接続を
含めたさまざまな機関との連携について学習す
る。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第7回
小
林
徹

「個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成
と活用」子どもの有する特別な教育的ニーズを
どのように見出し、理解するかを個別の教育支
援計画や個別の指導計画の作成を通して学習す
る。また、作成した計画をもとにして具体的な
支援を考察する。

特別な教育的
ニーズを有す
る児童の個別
の指導計画を
作成し、発表
する。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

第8回
小
林
徹

「特別支援教育のこれまでとこれから」特別支
援教育の歴史的変遷について学習する。そし
て、今後のインクルーシブ教育システムの構築
に向けた考察を行う。

【予習90分】当日の
内容をテキストで確
認する。 【復
習90分】授業を踏ま
えてまとめと質問
シートを作成する。

教科書
小林徹・栗山宣夫編著『ライフステージを見通した障害児保育と特別支援教育』みらい,2020
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
試験（35％）、毎回提出する小レポート（50％）、最終レポート（15％）



課題等に対する
フィードバックの方法
レポートについては内容をチェックして授業内でフィードバックする。
履修のポイント
障がいや障がい児について関心をもち、学習を深めてほしい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じる。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C433



講義コード 30730001
講義名 教育方法・特別活動の指導法（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校での教員経験を活かし、理論と実践について幅広く知識を深
めていく授業を展開する

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
限られた時間内に教育が行われる学校では、指導上の効果を高めるため、教育方法について理解
し研究することがとりわけ肝要である。被教育者の知識・技術の習得をより効果的なものにし、
さらに生徒の自主的・創造的な学習を発展させるうえで、教員を目指す者にとって教育方法の学
習は、以前にも増して重要性が高まっている。この授業では、教授ないし学習指導と呼ばれてい
る事柄を中心に取り扱う。また、教育に対するICTの利用法や教育評価についても、教育方法に
とって不可欠な分野として、一部、取り上げる。
一方で、特別活動は、構成の異なる集団での活動を通して学校生活を捉え、課題の発見や解決を
行い、よりよい集団や学校生活を目指して様々に行われる活動である。
そこで、この授業では、学校教育の中で行われる、指導の効果を高めるための方法について理解
し研究することを目標とし、学習指導要領に則しながら、特別活動の各活動の内容や指導方法な
ど事例を通して検討していく。
また、授業ではMoodleを活用する予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学科のDP「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解している。」
と、教員免許状取得のために必要な学校教育法施行規則に定める科目「教育方法及び技術」と
「特別活動の指導法」に該当している。
到達目標
・教育方法の基礎理論、方法、技術について理解する
・各種メディアの教育における利用方法を理解し、活用できる
・教育評価の理論と応用について理解する
・学習指導要領における特別活動の意義を理解する
・特別活動の指導の在り方を理解する
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

予習90分：教科書



第1回
求められる学力とは何かを検討し、学校教育と
学習指導要領の基本理念について考える

課題：指導案（細案）の作成とその意図の発表

第1章を熟読すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載、課
題の作成

第2回 教育方法の基礎理論について

予習90分：教科書
第2～4章を熟読する
こと
復習90分：振り返り
をMoodleに記載、課
題の相互評価

第3回
具体的な指導技術の問題点を確認し、代表的な
方法と留意点をみる
学習者が意欲的に学ぶにはどのような工夫が必
要か考える

予習90分：教科書
第5～9章を熟読する
こと
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第4回 学習における評価の意味について考える

予習90分：教科書
第12章を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第5回
各自で作成した指導案を発表し、検討をおこな
う
（受講者数、教育実習の日程などにより変更の
可能性があります）

指導案の発
表・検討

予習90分：指導案の
発表資料作成
復習90分：振り返り
をMoodleに記載、課
題レポートの作成

第6回 学習指導要領における特別活動の意義と内容について検討する

予習90分：学習指導
要領解説を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載、課
題レポートの作成

第7回
学級活動・生徒会活動・学校行事の目標とその
内容について事例を通して考える（小学校・高
等学校との違いを踏まえながら）

グループワー
ク：特別活動
の指導案

予習90分：学習指導
要領解説を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第8回 特別活動における指導方法および評価について検討する

グループ発
表：特別活動
の指導案の発
表

予習90分：学習指導
要領解説を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

教科書
『新しい教職教育講座 教職教育編 教育の方法と技術』（篠原正典・荒木寿友 編著）ミネルヴァ
書房
中学校学習指導要領（平成29年告示）文部科学省
中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別活動編（平成29年7月）文部科学省
参考書
「教育の方法と技術 Ver.2 IDとICTでつくる主体的・対話的で深い学び」稲垣忠（北大路書房）
「インストラクショナルデザインの道具箱101」鈴木克明監修（北大路書房）「特別活動」中村
豊・原清治編著（ミネルヴァ書房）など適宜紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。毎回の課題とその取組（40％）、指導案発表（30％）、課題レポート



（30％）を総合的に評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業では課題を課します。それらは相互に評価することがあり、その結果をMoodleを通して、
個別もしくは全体にコメントしますので、参考にしてください。
履修のポイント
授業日程についてはしっかり確認し、遅刻・欠席がないように注意してください。
また、受講者数、教育実習の日程などにより変更の可能性があります。
授業の回数が少ないため、各自で教科書を熟読し理解を深めてください。
欠席（公欠含む）した場合は、後日内容の確認をしてください。
課題は必ず提出すること。
オフィス・アワー
金曜日の昼休みを予定。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。11号館3階研究
室6。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C451



講義コード 30740001
講義名 教育とICT活用
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
Society5.0時代の教育において、教員がICT機器を効果的に使いこなし、生徒一人一人の個性や
能力に応じた授業を実践するために必要な事柄を中心的に取り上げる。まず学校教育を取り巻く
現状とこれからの教育について考え、次にICTを活用した授業の解説や事例紹介などをもとにそ
の効果と意義を理解し、効果的な学習指導そして生徒の情報活用能力の育成について考える。ま
た教育データを活用した学習評価や校務における活用なども説明する。
そこで、学生自身がICTを活用して体験的に学ぶことで、自分の授業計画にどのようにICTを活
かしていけばよいか考える機会となることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学科のDP「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解している。」
と、教員免許状取得のために必要な学校教育法施行規則に定める科目「情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法」に該当。情報通信技術（ICT）を効果的に活用した学習指導や校務の推進
の在り方、生徒の情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法について考える
到達目標
・教育現場でICTを活用する意義・理論を理解する
・ICTを活用した学習指導や校務について理解する
・生徒の情報活用能力育成のための指導法を理解し、身につける
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
Society5.0時代の教育とICT活用
学習指導要領などをもとにICT活
用の意義を考える

グループでICT活用指導に
ついて討議

予習90分：教科書
第1～5章を熟読すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第2回
個別最適な学びとICT
学習者や学習場面に応じた教材の
作成や利用法について考える

デジタル教科書のメリッ
ト・デメリットの検討

予習90分：教科書
第8～13章を熟読すること
復習90分：振り返り



をMoodleに記載

第3回
学習指導のためのシステム
学習場面等に応じたシステムの利
用について理解する

学習支援システムによる
教材作成演習

予習90分：教科書
第8～13章を熟読すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第4回
ICTを活用した指導法
ICTを活用した授業計画について
検討する

グループで、ICTを活用し
た授業計画を検討する

予習90分：教科書
第8～13章を熟読すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第5回
生徒によるICT活用
各教科等における生徒の情報活用
能力の育成と情報モラルについて

グループで、ICTを活用し
た授業計画を検討する

予習90分：教科書
第16～21章を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第6回
ICTを活用した指導の実践
グループでICTを活用した授業を
実践する

グループで、ICTを活用し
た授業を実践

予習90分：教科書
第16～21章を熟読するこ
と
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第7回
校務の情報化と教育データの活用
スタディ・ログの活用と評価、校
務の情報化を考える

予習90分：教科書
第4・8・13・14章を熟読
すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

第8回
特別支援におけるICT
特別な支援を必要とする生徒に対
するICT活用の意義を考える

特別支援におけるICTの活
用方法について調べ、発
表

予習90分：教科書第6章を
熟読すること
復習90分：振り返り
をMoodleに記載

教科書
ICT活用の理論と実践 DX時代の教師をめざして（稲垣忠、佐藤和紀 編著、北大路書房）
参考書
授業中に適宜資料を配布する
成績評価の方法・基準
レポート（60％）、毎回の授業についての振返り小レポート（40％）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業では課題を課します。それらは相互に評価することがあり、その結果をMoodleを通して、
個別もしくは全体にコメントしますので、参考にしてください。
履修のポイント
遅刻・欠席がないように注意してください。
授業の回数が少ないため、各自で教科書を熟読し理解を深めてください。
欠席（公欠含む）した場合は、後日内容の確認をしてください。
課題は必ず提出すること。
オフィス・アワー
火曜日の昼休みを予定。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。11号館3階研究
室6。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C433





講義コード 30750001
講義名 総合的な学習の時間の指導法（共通）
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 櫻井 歓 指定なし

授業の概要と教育目標
授業の概要と目標：「総合的な学習の時間」の概要や指導方法について扱う。探究的な見方・考
え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行う「総合的な学習の時間」の意義、目標および内容を
理解するとともに、その指導計画の作成および具体的な指導の仕方、並びに学習活動の評価に関
する知識・技能を身に付けることを到達目標とする。「学習指導要領」や具体的な教育実践例の
研究などを通じて、今日的な教育課題を踏まえた創造的な教育実践を可能とする指導法の基礎を
養う。
授業の方法：担当教員による講義と、アクティブ・ラーニングとしての小グループによる意見交
換、指導計画のグループ発表などを有機的に組み合わせ、効果的に授業を行う。授業を対話的に
展開するため、各回授業時に小レポートを書いてもらい、次の回で何人分かを紹介しコメントす
る。
準備学習の内容：本科目では、授業への参加は言うまでもなく、授業外での準備学習が重要とな
る。各回の授業の復習のほか、配布プリントの予習、さらにレポート作成の課題などについて
は、受講者各自による授業外での主体的な取り組みが求められる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
以下に掲げる本学生活科学科のディプロマ・ポリシーのもと培われる生活科学分野の専門性と、
教職課程で培われる教職の専門性をあわせ持って、学生の個性・適性に応じて社会で活躍するこ
とのできる専門家・市民の育成を目指す。
【生活科学科】
1. 私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理解している。
2. 生活科学の基礎となる衣食住に関する基本的なことがらについて、さらに生活を取り巻く社
会的環境について、科学的に理解している。
3. 「人間のからだ」「食品」「栄養」に関して基本的なことがらを理解し、さらにそれら相互
作用について、理解している。
4. 「人間のからだ」「食品」「栄養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」に係る
現場での実践的に活用し、また問題を解決できる能力を修得している。
到達目標
上記「授業の概要と教育目標」欄に記載した内容のうち、次のことが到達目標となる。「探究的
な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行う「総合的な学習の時間」の意義、目標お



よび内容を理解するとともに、その指導計画の作成および具体的な指導の仕方、並びに学習活動
の評価に関する知識・技能を身に付けること」。このことを学生視点の到達目標として簡潔に表
現すれば以下の通りである。
(1)「総合的な学習の時間」の意義・目標・内容について説明することができる。
(2)「総合的な学習の時間」の指導・評価に関するレポートを作成し、効果的なグループ発表と
そのふり返りができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
櫻
井
歓

授業内容：開講にあたっ
て（ガイダンス、受講者
の「総合的な学習の時
間」体験のふり返り）
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：本科目の授業につ
いて見通しをもつととも
に、学生自身の「総合的
な学習の時間」について
ふり返る

小グループによる「総
合的な学習の時間」体
験のふり返り、小レ
ポートの作成

復習：授業プリント・ノートの読み
直し、時事的な教育問題の情報収集
（新聞、テレビ、インターネットな
どのメディアを活用）（予習・復習
を含めて180分程度）

第2回
櫻
井
歓

授業内容：教育課程にお
ける総合的な学習の時間
の意義と役割
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：総合的な学習の時
間の意義と役割について
知識を得る

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集（新
聞、テレビ、インターネットなどの
メディアを活用）
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書
（予習・復習を含めて180分程度）

第3回
櫻
井
歓

授業内容：「学習指導要
領」にみる総合的な学習
の時間
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：「学習指導要領」
にみる総合的な学習の時
間に関する記述について
知識を得る

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集、中間
レポートの作成準備
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書
（予習・復習を含めて180分程度）

第4回
櫻
井
歓

授業内容：総合的な学習
の時間の指導（１）主体
的・対話的で深い学び
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：近年の教育改革の
キーワードとされている
「主体的・対話的で深い
学び」について知識を得
る

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集、中間
レポートの作成・提出準備
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書
（予習・復習を含めて180分程度）

第5回
櫻
井
歓

授業内容：総合的な学習
の時間の指導（２）各教
科などとの発展的な関連
性
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：(a)総合的な学習

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書



の時間と各教科などとの
関連性について知識を得
る、(b)中間レポートを
提出する

（予習・復習を含めて180分程度）

第6回
櫻
井
歓

授業内容：総合的な学習
の時間の指導（３）年間
指導計画と単元計画
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：総合的な学習の時
間の年間指導計画と単元
計画について知識を得る

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書
（予習・復習を含めて180分程度）

第7回
櫻
井
歓

授業内容：総合的な学習
の時間の指導（４）教育
実践例の研究
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：(a)総合的な学習
の時間の教育実践例につ
いて知る、(b)中間レ
ポートに基づく指導計画
をグループで発表する

小グループによる意見
交換、小レポートの作
成とフィードバック、
グループワークによる
指導計画の発表

予習：配布プリントの予習、予告さ
れたテーマに関する情報収集、指導
計画の発表準備
復習：授業プリント・ノートの読み
直し、授業に関連する読書
（予習・復習を含めて180分程度）

第8回
櫻
井
歓

授業内容：総合的な学習
の時間の評価、授業のま
とめと筆記試験
方法：講義とアクティブ
ラーニング
課題：(a)総合的な学習
の時間の評価について知
識を得る、(b)最終回の
授業時間の一部で筆記試
験を受験する

小レポートのフィード
バック、小グループで
の感想交流

予習・復習：配布プリントの予習、
予告されたテーマに関する情報収
集、これまでの授業内容を復習して
筆記試験への準備を行う（予習・復
習を含めて180分程度）

教科書
池田考司・杉浦真理・教育科学研究会[編著]『みんなでつくろう！ SDGs授業プラン』（旬報
社、2022年）
参考書
「中学校学習指導要領」（文部科学省、平成29年3月）
「高等学校学習指導要領」（文部科学省、平成30年3月）
「中学校学習指導要領解説」特別活動編、総合的な学習の時間編（平成29年7月 文部科学省）
「高等学校学習指導要領解説」特別活動編、総合的な探究の時間編（平成30年7月 文部科学省）
関川悦雄・今泉朝雄[編]『特別活動・総合的学習の理論と指導法』（弘文堂、2019年）
高橋陽一[編]『総合学習とアート』（武蔵野美術大学出版局、2019年）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。授業への出席を前提条件として、中間レポート（40％）と筆記試験
（60％）により評価する。なお、授業への積極的な取り組み（指導計画の発表など）を加味す
る場合がある。
課題等に対する
フィードバックの方法
(a) 授業を対話的に展開するため、各回授業時に小レポートを書いてもらい、次の回で何人分か
を紹介しコメントする。
(b) 各自で作成した中間レポートをもとにグループで総合的な学習の時間の指導計画を作成し、
発表会を行う。担当教員より指導計画のグループ発表について講評を行う。
履修のポイント



専門職としての教職の資格取得のための科目であるため、単位認定は厳格に行う。学生諸君には
教員免許状取得に向けての意欲と覚悟を持って受講していただきたい。
オフィス・アワー
授業終了後に教室にて質問・相談などを受け付ける。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C451



講義コード 30760001
講義名 教育課程及び教育方法論（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 小川 智瑞恵 指定なし

授業の概要と教育目標
学校教育における教育課程を学習指導要領の変遷を中心に概観し，新学習指導要領の内容とねら
いを解説する。
カリキュラム編成に関する代表的な考え方を提示し，新学習指導要領のねらいを踏まえたカリ
キュラム編成のあり方を解説する。
教育方法の代表的な理論を解説するとともに，具体的な実践事例を検討しながら，これからの学
校教育に求められる教育方法について考える。

卒業認定・学位授与の方針との関連
生活科学科の基礎となる衣食住、さらに生活を取り巻く社会的環境を視野に入れながら学修し、
教師として、社会人としての資質・能力を養う。
到達目標
1. 教育課程を歴史・思想・政策・実践との関連から捉え，その意義と役割を理解する。
2. これからの学校教育における教育課程を自ら編成するための基礎的な能力を身につける。
3. 教育の方法及び技術に関する基礎的な理論を理解し，それを活用した実践を行うための基盤
を作る。
4.ICT活用した授業教材を考案する。

授業計画
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回 教育目標とカリキュラム
自らが受けてきた学校の教育の教育目標
を思い出して発表する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。
予習90分：この回のテーマ



第2回 教育課程の基本原理 教育課程とは何かをグル－プで考える。
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第3回 学習指導要領と授業
小学校、中学校、高等学校は学習指導要
領を基に日本全国で一定以上のレベルの
教育が行われていることを知る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第4回
カリキュラムマ
ネ－ジメントの
現代的意義と課
題

各学校でカリキュラムを編成することは
教師の役割であることを理解する。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第5回 教育方法の理念 教育目標は同じでも教育方法にはいろい
ろとあることを知る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第6回 教材と学習環境
授業を構成するための教材は教師の授業
研究、教材研究によるところが大きいこ
とを知る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第7回 授業におけるICTの活用
授業方法、教材・教具においてICTの活
用がこれからは求められていることと自
らもICT活用を考える。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

第8回 授業分析・教育評価
授業をしたら必ずその授業の評価、分析
をすることでよりよい授業が行われるこ
とを知る。

予習90分：この回のテーマ
についてあらかじめ調べ、
内容の概要を把握する。
復習90分：配付資料を見直
し、内容の理解を深める。

教科書
・実践に活かす 教育課程・教育方法と技術論 樋口直宏・林尚示 編著 学事出版 2020
・中学校学習指導要領 文部科学省
参考書
中学校学習指導要領
児玉祥一・佐藤光友・奥野浩之『考えを深めるための教育課程』ミネルヴァ書房、2023年
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業への取り組み姿勢（リアクション・ペーパー、口頭発表等）50％ レポ－
ト50%
課題等に対する
フィードバックの方法
講義中にフィードバックを行う。
履修のポイント
教職科目であるため、グループ学習、口頭発表等で自分から進んで意見を述べることだけでな
く、自分以外の他の学生たちの意見、考えを理解する姿勢で授業に臨むことが大切である。
受講生の興味・関心により順序等入れ替わることがある。
オフィス・アワー



授業終了後に、教室等にて質問をお受けするか、都合の良い日時を相談し後日対応いたします。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C435



講義コード 30770001
講義名 道徳理論・特別活動論（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校の教員として数年間にわたり勤務し、クラス担任を担当した
経験がある。その経験を活かし生徒同士あるいは家族の絆を強めた
り、問題解決の方法を自ら見つけたりする能力を開発する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
道徳教育の歴史、その意義と役割を理解しつつ、学習指導案作りを実践する。他の教科との連携
を踏まえ、教育実習の場でしっかりと道徳の授業ができる教育力を養うものである。また、特別
活動の意義やその内容、今日における諸問題を理解する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
道徳、総合的な学習の時間等の指導及び生徒指導、教育相談等に関する科目で、生活科学科の
ディプロマポリシーにある「私たちの生活を身近な問題からグローバルなテーマまで多角的に理
解している」ことを踏まえつつ、自分から進んで多面的な授業テーマを探り、それを実際に、
小・中学校の道徳の授業のなかで、生かせるようにする。
到達目標
小・中学校において実施される道徳教育の位置づけや意義、教育目標、内容について理解し、説
明することができる。指導方法や評価方法について理解し、説明できる。これら２点を教育目標
として掲げる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橋
爪
博
幸

道徳教育の定義と、人格の
完成に欠かせない道徳教育
や特別活動の意義を理解す
る。

復習９０分。最近の道徳についての
記事を調べる。

第2回
橋
爪
博
幸
道徳教育の歴史を知る。

今日の日本や国際
社会での道徳教育
の課題について考
える。

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。学習指導
案の作成にあたり、資料探索を行
う。

橋 成長の各段階における人間



第3回 爪博
幸

の道徳性の発達と開花（学
年に適した教材に関する考
察を含む）のプロセスをた
どる。

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。学習指導
要領を事前に読んでおく。

第4回
橋
爪
博
幸

学習指導要領に記された道
徳教育の内容と教育目標
（多様な指導方法の理解を
含む）を知る。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、資料探索を
行う。

第5回
橋
爪
博
幸

学習指導計画と、教育活動
全体のなかでの道徳教育の
位置づけを理解する。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、発表の大筋
を決める。

第6回
橋
爪
博
幸

道徳の授業の指導案を作成
する。

道徳の授業目標の
設定し、授業プロ
グラム案（学習指
導案）の作成と発
表を行う。

予習１２０分。復習１２０分。事前
に配布された資料を読み込む。学習
指導案の作成にあたり、発表資料づ
くりを行う。

第7回
橋
爪
博
幸

個々の児童・生徒における
道徳教科の評価方法を知
る。

予習９０分。復習９０分。事前に配
布された資料を読み込む。最近の道
徳についての記事を調べ記事と概要
と感想を書いてレポートにまとめ提
出する。

第8回
橋
爪
博
幸

学生による模擬授業の実施
と、そのふり返り（学生に
よる自己評価を含む）を行
う。

復習９０分。事前に配布された資料
を読み込む。作成した各自の指導
案、発表資料等を提出する。

教科書
授業時にプリントを配布する。
参考書
小寺正一・藤永芳純『三訂道徳教育を学ぶ人のために』世界思想社、2009年
「小学校学習指導要領」「中学校学習指導要領」（平成29年3月告示 文部科学省）
「小学校学習指導要領解説」「中学校学習指導要領解説」にある「特別の教科道徳」（平
成29年6・7月告示 文部科学省）
成績評価の方法・基準
単位認定は６０点以上（１００点満点中で）。道徳教育に関するレポート（６０％）、各時間の
ふり返りシート（２０％）、模擬授業の発表（２０％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題のレポートに、コメントを入れて後日、返却する。補足説明があるときは、授業内で提示
し、または印刷して配布してフィードバックとする。
履修のポイント
授業回数が８回のみであるから、休まず出席すること。なお授業時間以外に、模擬授業のアク
ティブラーニングを実施する場合がある。
オフィス・アワー
水曜日の昼休みの時間をオフィス・アワーの時間とする。質問等を受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C470



講義コード 30780001
講義名 生徒指導・進路指導論（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
子どもたちを取り巻く情況は、社会の変化に呼応するかのように多様な問題を内包している。不
登校・いじめ（いじめ自殺）・ネットトラブル・引きこもり、将来の不透明さなどがあげられ
る。これらに対応することを前提として、①生徒指導とはなにか、②生徒指導が担うべき役割は
なにか、③生徒指導において教師が備え持つべき資質はなにか、について考える。そして、具体
的問題を取り上げながら、これらへの対応について共同で考える。
進路指導は、キャリア教育の観点に立ち、①進路指導の意義と指導の方法は何か、②生徒が抱え
る個別の課題に即しながら「自分を生かす進路選択」とは何かについて共同で考える。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、日常的な生活空間そして社会・環境・コミュ
ニケーションについての認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、
自らの「資質・能力」を高めることに努める。
到達目標
生徒指導は、一人ひとりの児童及び生徒の人格を尊重し、社会的資質や行動力を高めることを目
指し、学習指導と並ぶ重要な教育活動である。他の教職員や関係機関と連携しながら組織的に生
徒指導を進めていくために必要な知識・技能や素養を身に付ける。
進路指導は、児童及び生徒が、将来の進路を選択し、その後の生活によりよく適応し、能力を伸
張するように、組織的・継続的に指導・支援する教育活動である。それを包含するキャリア教育
は、学校で学ぶことと社会との接続を意識し、一人ひとりの社会的・職業的自立に向けて必要な
基盤となる資質・能力を育むことを目的としている。この進路指導・キャリア教育に必要な知識
や素養を身に付ける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回 教育課程における生徒指導の位置付けに
ついて理解する。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配



付資料を見直す。

第2回
生徒指導について集団指導と個別指導の
実態を踏まえ、その方法原理を理解す
る。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第3回 基礎的な生活習慣の必要性と規範意識が
培われる指導について考える。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第4回
校則の実態を学びながら、なぜ校則が存
在し、なぜ必要であるかについて考え
る。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第5回 体罰の実態を学びながら、体罰禁止の根
拠と懲戒について学び、考える。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第6回 いじめ（いじめ自殺）についての視聴覚
教材を用いて、いじめについて考える。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第7回
いじめの構造を理解し、その対応方法
（生徒指導）についてディスカッション
を行う。

いじめの構造を理解
し、その対応方法（生
徒指導）についてディ
スカッションを行う。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第8回 不登校や暴力行為の生徒指導上の課題や
対応の視点について学び、考える。

不登校や暴力行為の生
徒指導上の課題や対応
の視点について学び、
考える。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第9回 生徒を取り巻くインターネットや性に関
する問題について考える。

生徒を取り巻くイン
ターネットや性に関す
る問題について考え
る。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第10回 教育課程における進路指導・キャリア教育の位置付けについて学ぶ。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第11回 進路指導の歴史及びキャリア教育の概念を学び、その発展の方向性を確認する。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第12回 職業についての体験活動を中心に、進路指導・キャリア教育の意義を学ぶ。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第13回 中学校段階における進路指導・キャリア教育の考え方とポートフォリオ作成。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

第14回 第１３回で作成したポートフォリオを発表し、相互検討を行う。
第１３回で作成した
ポートフォリオを発表
し、相互検討を行う。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。



第15回
高校時代までに経験してきた生徒指導・
進路指導と本授業を通して学んだ内容を
比較検討し、改めて生徒指導・進路指導
のあり方について考える。

予習90分：教育に関
する事象について調
べる。復習90分：配
付資料を見直す。

教科書
なし
参考書
『生徒指導提要』（令和４年）『小学校学習指導要領』（平成29年）
『中学校学習指導要領』（平成29年）
岩城孝次・森嶋昭伸『生徒指導の新展開』ミネルヴァ書房
適宜、資料を配付する。
成績評価の方法・基準
定期試験（80％）、授業時のレポート（20％）
単位認定基準60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業内での自
分自身の発言の参考にすること。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第7研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C436



講義コード 30790001
講義名 生徒指導論（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
①教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動における生徒指導の意義や重要性を理解すると同
時に、教育課程全般のなかでの生徒指導の位置づけを理解する。
②集団指導・個別指導また「個人と集団」という概念のもとで、生徒指導について考える。
③子どもの成長発達の段階を踏まえながら、基礎的生活習慣や規範意識の重要性について考える
（栄養教諭の立場から）。
④学校教育における体罰、いじめ、不登校、インターネットや性、また児童虐待に関する問題な
どを具体的に取り上げながら、これらへの対応について考える。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、身近な生活からグローバルなテーマ、そして
社会・環境・コミュニケーションについての認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に
対応できるように、自らの「資質・能力」を高めることに努める。
到達目標
生徒指導は、一人ひとりの児童及び生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質
や行動力を高めることを目指して教育活動全体を通じて行われる、学習指導と並ぶ重要な教育活
動である。他の教職員や関係機関と連携しながら組織的に生徒指導を進めていくために必要な知
識・技能や素養を身に付ける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回 教育課程における生徒指導の位置付けについて理解する。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。
予習90分：教育



第2回
生徒指導について集団指導と個別
指導の実態を踏まえ、その方法原
理を理解する。

に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第3回

・校則の実態を学びながら、なぜ
校則が存在し、なぜ必要であるか
について考える。
・体罰の実態を学びながら、体罰
禁止の根拠と懲戒の実施について
学び、考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第4回
いじめ（いじめ自殺）についての
視聴覚教材を用いて、いじめにつ
いて考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第5回

・いじめの構造を理解し、その対
応方法（生徒指導）について考え
る。
・不登校や暴力行為の生徒指導上
の課題や対応の視点について学
び、考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第6回

栄養教諭を前提として、基礎的生
活習慣の確立や規範意識の醸成に
向けた生徒指導について考え
る。― 朝食欠食問題・不規則な生
活習慣などを事例に ―

栄養教諭を前提として、基礎的生
活習慣の確立や規範意識の醸成に
向けた生徒指導について考え
る。― 朝食欠食問題・不規則な生
活習慣などを事例に ―

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第7回
クラスでの生徒指導に関するケー
ス・スタディとグループディス
カッション

クラスでの生徒指導に関するケー
ス・スタディとグループディス
カッション

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第8回
第７回でのディスカッションをも
とに、プレゼンテーションと相互
検討。まとめ。

第７回でのディスカッションをも
とに、プレゼンテーションと相互
検討。まとめ。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

教科書
なし
参考書
『生徒指導提要』（令和４年）『小学校学習指導要領』（平成29年）
『中学校学習指導要領』（平成29年）
岩城孝次・森嶋昭伸『生徒指導の新展開』ミネルヴァ書房
適宜、資料を配付する。
成績評価の方法・基準
定期試験（80％）、授業時のレポート（20％）
単位認定基準60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業内での自
分自身の発言の参考にすること。
履修のポイント



主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第7研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C435



講義コード 30800001
講義名 教育相談（共通）
(副題) 【教職必修（共通）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

教育センター教育相談部やスクールカウンセラーの経験を活かし、教
育相談に臨むにあたって必要な姿勢や在り方を解説する

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
児童・生徒の発達の状況等一般的理解の意義と手法を学びながら、個々の心理的特質や教育的課
題を捉える個別的理解について学習する。その際、教育相談の技術として、カウンセリングに関
する基礎的事柄についても、体験的な学びを交えながら理解を深めていく。また、教育相談の組
織的な取組や連携についても、職種や分掌を意識した校内体制の在り方を理解するとともに、保
護者に対する教育相談や、必要に応じた地域の医療・福祉・心理等の専門機関との連携の意義を
理解していく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学校教育やそれを囲む社会との関係で、教育相談の必要性を理解し、基礎的知識を得るととも
に、ディプロマポリシーで重視する実践する際の基礎力を身に付けます。
到達目標
１）学校における教育相談の意義と理論を理解する。
２）教育相談を進める際に必要な基礎的知識（カウンセリングに関する基礎的事柄を含む）を理
解する。
３）教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要性を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
大
澤
靖
彦

オリエンテーション
日本における教育相談の歴史
を踏まえ、教育相談とは何か
（目的、開発的・予防的・治
療的側面）について理解す
る。

教育相談がどのように
行われているのかにつ
いて、グループで話し
合い自分の考えを深め
る。

予習90分：教科書を準備し、
授業に備える。
復習90分：小テストに解答す
る。教科書p2～7と配布資料
を熟読し、教育相談の意義と
役割についてノートに整理す
る。
予習90分：教科



第2回
大
澤
靖
彦

教育相談の実際（教育相談と
近接概念、教師の強みと限
界）
教師の行う相談活動につい
て、学校現場の様子を理解し
ながら、教師だからこそでき
る相談について考究する。

教師の強みとは何かに
ついてグループで話し
合い自分の考えを深め
る。

書pp.176～185を読み、重要
箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。カウンセラーではなく、
教師だからこそできる相談の
長所・短所をノートに整理す
るとともにレポートに着手す
る。

第3回
大
澤
靖
彦

アセスメント（情報収集の方
法、援助シート、心理検査）
子どもの援助のためにはアセ
スメントは重要である。アセ
スメントの一部である心理テ
ストについても理解する。

児童生徒の支援にはど
のような情報が必要な
のかについてグループ
で話し合い自分の考え
を深める。

予習90分：教科
書p90～100を熟読し、重要
箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。さまざまなテストの特徴
について覚え、過去問を解
く。

第4回
大
澤
靖
彦

カウンセリングに学ぶ相談の
基本姿勢１（来談者中心療
法）
教育相談における受容と共感
がなぜ大切なのか、叱ること
の意味について考究し、カウ
ンセリングマインドとは何か
について理解する。

児童生徒が相談しやす
くするために教師はど
のような配慮が必要か
についてグループで話
し合い自分の考えを深
める。

予習90分：教科
書pp.13～21を熟読し、重要
箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。学校カウンセリングの
ベースとなるロジャーズの考
え方をおさえたうえで、カウ
ンセリングマインドについて
理解する。

第5回
大
澤
靖
彦

カウンセリングに学ぶ相談の
基本姿勢２（精神分析、行動
療法）
学習理論に基づく人間の行動
の理解と行動変容の考え方を
理解する。

児童生徒理解のために
心理療法や理論の知恵
をどう活かすかについ
てグループで話し合い
自分の考えを深める。

予習90分：1年時の「心理
学」で学んだ「学習」につい
てポイントを整理しておく。
復習90分：小テストに解答す
る。日常生活の中にある学習
した困ったことについてどの
ようなものがあるか考え、
ノートに書き出す。

第6回
大
澤
靖
彦

カウンセリングに学ぶ相談の
基本姿勢３（認知行動療法、
家族へのアプローチ、日本で
生まれた心理療法）

児童生徒理解のために
心理療法や理論の知恵
をどう活かすかについ
てグループで話し合い
自分の考えを深める。

予習90分：教科
書p38～40（認知療法）を熟
読し、重要箇所をノートにま
とめる。
復習90分：小テストに解答す
る。教科書pp.38～40（認知
療法）を熟読し、重要箇所を
ノートにまとめる。

第7回
大
澤
靖
彦

面接技法（受容、繰り返し、
明確化、支持、沈黙、質問）
面接における基本的な技法を
習得することを目指すが、日
常の会話や授業でも使えるよ
うにする。

児童生徒が安心して話
ができるように教師が
配慮すべきことについ
て、グループで話し合
い自分の考えを深め
る。

予習90分：自分にとって、安
心して話ができる場面とはど
のような場面か考え、ノート
にまとめてくる。
復習90分：小テストに解答す
る。面接の基本的技法を日常
生活で使用して、改善点や感
想を書き出す。

第8回
大
澤
ロールプレイ
基本的な応答を使ったロール ロールプレイを通して、面接の基本的技法

予習90分：前回の授業のプリ
ントを参考に面接のロールプ
レイができるように準備して
くる。

90



靖
彦
プレイを行い、面接の基本を
習得する。 を習得する。 復習 分：小テストに解答す

る。日常生活で学んだことを
試してみて、自分の応答のク
セや改善点について考える。

第9回
大
澤
靖
彦

発達段階の理解（発達段階、
発達課題、愛着との関連）
発達段階とその段階に特徴的
にみられる問題について理解
する。

発達加速現象により、
子ども時代が短くなる
ことによって、子ども
発達にどのような影響
があるのかについて意
見交換する。

予習90分：教科書p57～68を
熟読し、重要箇所にアンダー
ラインを引く。1年時の「心
理学」で学んだ「発達」につ
いてポイントを押さえてお
く。
復習90分：小テストに解答す
る。発達にかかわるさまざま
な問題についてノートにまと
める。

第10回
大
澤
靖
彦

障害の理解（発達障害、不安
障害等）
勉強についていけない子、友
だちとうまくやれない子の背
景について考えるとともに、
その顕著な例としての発達障
害について理解を深める。

学習障害の疑似体験を
通して、児童生徒理解
を深める。

予習90分：教科書p69～78を
熟読し、重要箇所にアンダー
ラインを引く。
復習90分：小テストに解答す
る。発達障害の特徴について
整理してノートにまとめる。

第11回
大
澤
靖
彦

不登校の理解と対応
学校へ行けない子の背景につ
いて考えるとともに、不登校
への対応について考える。

不登校という現象を通
して児童生徒理解を深
める。

予習90分：教科
書p112～124を熟読し、重要
箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。不登校を予防するために
教師はどのような配慮をすれ
ばよいのかについてノートに
まとめる。

第12回
大
澤
靖
彦

非行の理解と対応
非行にはしる子の背景につい
て理解を深め、学校としてど
のようなことができるかにつ
いて考える。さらに学級崩壊
の背景を知ることで子ども理
解を深める

なぜ非行に走るのかに
ついてグループで話し
合い児童生徒理解を深
める。

予習90分：教科
書p126～148を熟読し、重要
箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。新聞等で少年犯罪につい
てのトピックスを拾い出し、
考究し、ノートにまとめる。

第13回
大
澤
靖
彦

いじめの理解と対応 ／ 教育
相談における保護者への支援
いじめのメカニズムを理解す
ることで現代の子どもの理解
を深めるとともにその対応に
ついて考究する。

いじめがおこる背景に
ついてグループで話し
合い自分の考えを深め
る。

予習90分：教科
書pp.149～162を熟読し、重
要箇所にアンダーラインを引
く。
復習90分：小テストに解答す
る。いじめを予防するために
は教師はどのような配慮すれ
ばよいのかについてノートに
まとめる。

第14回
大
澤
靖
彦

被虐待児の理解と対応 ／
チーム支援
被虐待児の特徴を理解し、点
（一人の教師）ではなく面
（チーム）で支えることにつ
いて考究する。

なぜ虐待が起こるのか
についてグループで話
し合い自分の考えを深
める。

予習90分：なぜ虐待が起こる
のか自分なりに仮説を立てて
みる。
復習90分：攻撃性のコント
ロールができない被虐待児へ
の対応について整理する。
予習90分：14回までの小テ
ストに目を通して確認テスト



第15回
大
澤
靖
彦

まとめ ／ 教師のメンタルヘ
ルス

の準備をする。
復習90分：小テストに解答す
る。教師のメンタルヘルスを
維持し向上させるためには何
が必要なのかについてノート
に整理する。

教科書
石川正一郎・藤井泰 編 『エッセンス学校教育相談心理学』北大路書房 2010年
参考書
文部科学省『生徒指導提要』2010年
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
授業への積極的参加30％、レポート課題30％、確認テスト40％の割合で総合評価
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは返却するので学習の参考にすること。
小テストの答えは授業の始めに提示するので、必ず解答しておくこと。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。予習として各回の主題に該当する教科書の章に目を通
すこと、復習として配布資料・ノートのまとめを復習として勧めます。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C452



講義コード 30810001
講義名 教職実践演習（中）（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校で数年間にわたり、教員として働いた経験がある。その経験
を生かして、生徒を巻き込む実践授業ができるよう、学生自身が主体
的に企画した創作活動等を取り入れる。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
教育実習の実施を踏まえて、学校教育のさまざまな場面で、教育者として対応できる実践力を養
う。具体的には、栄養学、生活科学、芸術学の各教科の壁を取り払ったうえで、①教職科目の履
修カルテの作成、②授業展開の工夫、③特別支援教育やキャリア教育など教科以外の指導の資質
向上に関し議論する。履修カルテにより、教員としての実践的な能力を個別に把握し、個々の学
生の教育指導力を高めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この演習では教育職という専門性の高い仕事について理解を深める。また家庭科教諭になるため
の、実践的な指導能力を養う。教職科目のひとつであるが、生活科学科の教育目的・目標にある
「実践を重視し、『健康』『栄養』の分野で活躍できる人材を育成する」点にもかかわる。みず
から進んで、課題解決に努力し、他の学生と協調してレシピや作品づくりに取り組み、グループ
内でアイデアを出し合い、それを発表できるまでのプロセスをたどる。
到達目標
実際の教育現場で、児童や生徒と向きあい、教科指導や生活指導、進路指導など多岐にわたる教
員の仕事を理解し、一人の教員として自信をもって教壇にたつ心構えを持つことを目標とする。
教職課程のいくつかの教科の中で総まとめの科目に相当するので、２年間にわたる教職課程の講
義や実習を総合的に振り返り、小中学校における教育の理念や、各教科の教育方法について学ん
だことをまとめる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

橋
爪
博 教職実践演習のガイダンス。演習内容を



第1回 幸
田
口
和
人

理解し、小・中学校
での教育理念につい
て理解する。

復習に90分。授業時に配布された
プリントを熟読する。

第2回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業づくりのに関す
る実践演習①「履修
カルテ」に基づく振
り返り

１年次から手掛けている
履修カルテの作成意義を
理解し、これまでの授業
を振り返り、カルテを記
入する。

履修カルテの見直しに90分、履修
カルテの完成に向けての記入
に90分を充てる。

第3回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業づくりのに関す
る実践演習②「履修
カルテ」に基づく振
り返り

１年次から手掛けている
履修カルテの作成意義を
理解し、これまでの授業
を振り返り、カルテを記
入する。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第4回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想①小学校に
おける家庭科指導に
関する動画作成にむ
けてのプラン作り

履修カルテの記入を完了
し、自己評価表に数値記
入し、自己評価グラフを
作成する。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第5回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想②家庭科指
導に関する資料等を
準備する

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第6回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想③家庭科指
導に関する動画作
成、編集作業を行う

動画作成と編集を行う。
予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第7回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想④家庭科指
導に関する動画を完
成させ、発表する

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

橋
爪



第8回
博
幸
田
口
和
人

「授業研究の方法」
授業準備の進め方、
効果的な教材作成に
関する実践演習

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第9回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

特別支援教育、夜間
学校等、特殊な学校
形態の存在意義

事前準備に90分、復習に90分。授
業時に配布されたプリントを熟読
する。

第10回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

生徒理解・生徒指
導・教育相談に関す
る実践演習

オリジナルビジョンボードの発表
準備（180分）。振り返りに90分。
授業時に配布されたプリントを熟
読する。

第11回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

「教師のキャリア形
成―心身の健康とス
トレス解消―」

「オリジナルビジョンボード」作
成の補足作業を行う（180分）。

第12回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

「学校の危機管
理―学校事故・自然
災害への適正な対
応―」学校づくりの
に関する実践演習

現役の先生から、これか
らの教育現場で求められ
る教員の資質について講
話を聴く。いくつかの質
問を投げかける。

現代の教育問題について事前に調
査する（180分）。

第13回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

学級経営に関する実
践演習

映画『みんなの学校』について事
前学習をしておく（120分）。特別
支援教育の予習に60分、授業の復
習に90分。授業時に配布されたプ
リントを熟読する。

第14回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

貧困に苦しむ児童・
生徒の現状理解と学
校の対応

隠れた貧困の実態を知
る。学校教育の現場で隠
れた貧困に苦しむ子ども
たちにできる援助を考え
る。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

橋



第15回

爪
博
幸
田
口
和
人

求められる教師像と
学校づくりの視点の
整理、教職課程授業
の振り返り

実践演習で学んだこと
や、２年間の教職課程を
振り返って反省点や改善
点等についてまとめ発表
する。

復習に90分。授業時に配布された
プリントを熟読する。

教科書
必要な時に提示する。
参考書
授業内で、必要な時に提示する。
成績評価の方法・基準
100点満点で、60 点 以上で単位認定する。授業への取り組み状況（30％）、レポートの提出
（70％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートは確認後、補足説明やコメントを付して返却する。口頭発表やグループ討議
の結果発表を行い、演習の中で随時、教員からコメント等を伝える。この返答をもってフィード
バックとみなす。
履修のポイント
演習科目であるため、グループ学習、口頭発表等で自分から進んで意見を述べること、他の学生
たちと協力する姿勢で授業に臨むことが大切である。
オフィス・アワー
月曜日の昼休みをオフィスアワーとします。９号館3階 第6研究室に来てください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C453



講義コード 30820001
講義名 教職実践演習（栄養教諭）（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校で数年間にわたり、教員として働いた経験がある。その経験
を生かして、生徒を巻き込む実践授業ができるよう、学生自身が主体
的に企画した創作活動等を取り入れる。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
教育実習の実施を踏まえて、学校教育のさまざまな場面で、教育者として対応できる実践力を養
う。具体的には、栄養学、生活科学、芸術学の各教科の壁を取り払ったうえで、①食とパッケー
ジデザイン作品づくり、②自己表現の表現方法の学び、③特別支援教育やキャリア教育など教科
以外の指導の資質向上に関し議論する。履修カルテにより、教員としての実践的な能力を個別に
把握し、個々の学生の教育指導力を高めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この演習では教育職という専門性の高い仕事について理解を深める。また栄養教諭になるため
の、実践的な指導能力を養う。教職科目のひとつであるが、生活科学科の教育目的・目標にある
「実践を重視し、『健康』『栄養』の分野で活躍できる人材を育成する」点にもかかわる。みず
から進んで、課題解決に努力し、他の学生と協調してレシピや作品づくりに取り組み、グループ
内でアイデアを出し合い、それを発表できるまでのプロセスをたどる。
到達目標
実際の教育現場で、児童や生徒と向きあい、教科指導や生活指導、進路指導など多岐にわたる教
員の仕事を理解し、一人の教員として自信をもって教壇にたつ心構えを持つことを目標とする。
教職課程のいくつかの教科の中で総まとめの科目に相当するので、２年間にわたる教職課程の講
義や実習を総合的に振り返り、小中学校における教育の理念や、各教科の教育方法について学ん
だことをまとめる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

橋
爪
博 教職実践演習のガイダンス。演習内容を



第1回 幸
田
口
和
人

理解し、小・中学校
での教育理念につい
て理解する。

復習に90分。授業時に配布された
プリントを熟読する。

第2回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業づくりのに関す
る実践演習①「履修
カルテ」に基づく振
り返り

１年次から手掛けている
履修カルテの作成意義を
理解し、これまでの授業
を振り返り、カルテを記
入する。

履修カルテの見直しに90分、履修
カルテの完成に向けての記入
に90分を充てる。

第3回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業づくりのに関す
る実践演習②「履修
カルテ」に基づく振
り返り

１年次から手掛けている
履修カルテの作成意義を
理解し、これまでの授業
を振り返り、カルテを記
入する。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第4回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想①小学校に
おける栄養指導に関
する動画作成にむけ
てのプラン作り

履修カルテの記入を完了
し、自己評価表に数値記
入し、自己評価グラフを
作成する。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第5回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想②栄養指導
に関する資料等を準
備する

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第6回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想③栄養指導
に関する動画作成、
編集作業を行う

動画作成と編集を行う。
予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第7回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

授業構想④栄養指導
に関する動画を完成
させ、発表する

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

橋
爪



第8回
博
幸
田
口
和
人

「授業研究の方法」
授業準備の進め方、
効果的な教材作成に
関する実践演習

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

第9回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

特別支援教育、夜間
学校等、特殊な学校
形態の存在意義

事前準備に90分、復習に90分。授
業時に配布されたプリントを熟読
する。

第10回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

生徒理解・生徒指
導・教育相談に関す
る実践演習

オリジナルビジョンボードの発表
準備（180分）。振り返りに90分。
授業時に配布されたプリントを熟
読する。

第11回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

「教師のキャリア形
成―心身の健康とス
トレス解消―」

「オリジナルビジョンボード」作
成の補足作業を行う（180分）。

第12回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

「学校の危機管
理―学校事故・自然
災害への適正な対
応―」学校づくりの
に関する実践演習

現役の先生から、これか
らの教育現場で求められ
る教員の資質について講
話を聴く。いくつかの質
問を投げかける。

現代の教育問題について事前に調
査する（180分）。

第13回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

学級経営に関する実
践演習

映画『みんなの学校』について事
前学習をしておく（120分）。特別
支援教育の予習に60分、授業の復
習に90分。授業時に配布されたプ
リントを熟読する。

第14回

橋
爪
博
幸
田
口
和
人

貧困に苦しむ児童・
生徒の現状理解と学
校の対応

隠れた貧困の実態を知
る。学校教育の現場で隠
れた貧困に苦しむ子ども
たちにできる援助を考え
る。

予習に90分、復習に90分。授業時
に配布されたプリントを熟読す
る。

橋



第15回

爪
博
幸
田
口
和
人

求められる教師像と
学校づくりの視点の
整理、教職課程授業
の振り返り

実践演習で学んだこと
や、２年間の教職課程を
振り返って反省点や改善
点等についてまとめ発表
する。

復習に90分。授業時に配布された
プリントを熟読する。

教科書
必要な時に提示する。
参考書
授業内で、必要な時に提示する。
成績評価の方法・基準
100点満点で、60 点 以上で単位認定する。授業への取り組み状況（30％）、レポートの提出
（70％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートは確認後、補足説明やコメントを付して返却する。口頭発表やグループ討議
の結果発表を行い、演習の中で随時、教員からコメント等を伝える。この返答をもってフィード
バックとみなす。
履修のポイント
演習科目であるため、グループ学習、口頭発表等で自分から進んで意見を述べること、他の学生
たちと協力する姿勢で授業に臨むことが大切である。
オフィス・アワー
月曜日の昼休みをオフィスアワーとします。９号館3階 第6研究室に来てください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C471



講義コード 30830001
講義名 事前・事後指導（家庭）（R5入学生）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校等で授業を担当した経験をもとに、実践的な授業を展開す
る。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
家庭科教諭として必要な資質・能力として基礎的な知識を身に着ける。教育実習における学習指
導案、指導用教材の作成技術・授業の技術を身に着けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄
養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」にかかわる現場で実践的に活用し、また問
題を解決できる能力を習得する。将来的には取得した資格を生かせることをめざす。
到達目標
家庭科教育実習に対応できる資質・知識を身に着ける。実習校で教諭として対応できる態度等を
身に着ける。児童生徒とのかかわり方を理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
授業計画、成績評価
教育実習（目的、準備、心構
え、教員服務基準の遵守）
実習校、日程等個別指導

予習（教育実習に向けて準
備）に90分

第2回
実習前の不安と期待の共有
教育実習ノートの記入方法
評価と指導の一体化

復習に120分、予習に60分以上

第3回
教材研究の方法
基本技術（板書、話し方、発
問、机間巡視の方法、ノート
指導等）

予習（授業内容について理解
しておく、ノートにまとめ）
に180分以上

模擬授業の練習



第4回
教材作り
アクティブラーニング：学習
指導案に関する個別指導等を
実施する。

予習（学習指導案、教材準備
等）に180分以上

第5回
模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別指
導、礼状の書き方

お世話になった学校にあ
ててお礼状を書く。

予習（学習指導案、教材準備
等）に180分以上

第6回
教育実習体験の発表準備
教育実習体験の発表準備
次回の合同報告会の準備

各自の教育実習報告を実
施し、報告会にむけて準
備する。

予習（教育実習体験の発表準
備のため）に180分以上

第7回 教育実習体験の発表 各自の教育実習報告を実
施する。

予習（教育実習体験の発表準
備のため）に180分以上

第8回 １，２年生合同 教育実習報告
会

復習まとめ（教育実習ノート
等の整理）に180分

教科書
必要に応じて資料を配布する
参考書
小学校 学習指導要領の展開 明治図書
家庭科教育法 高陵社書店
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。レポート、課題等で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にする。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、課題等の対策につながるものとなります。
授業への積極的な取り組む態度が 後の教育実習の成果になるものと期待します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、講義終了後 適宜受け付けます。 9号館3階 第６研
究室に来てください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C472



講義コード 30830002
講義名 事前・事後指導（家庭）（R4入学生）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校等で授業を担当した経験をもとに、実践的な授業を展開す
る。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
家庭科教諭として必要な資質・能力として基礎的な知識を身に着ける。教育実習における学習指
導案、指導用教材の作成技術・授業の技術を身に着けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄
養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」にかかわる現場で実践的に活用し、また問
題を解決できる能力を習得する。将来的には取得した資格を生かせることをめざす。
到達目標
家庭科教育実習に対応できる資質・知識を身に着ける。実習校で教諭として対応できる態度等を
身に着ける。児童生徒とのかかわり方を理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
授業計画、成績評価
教育実習（目的、準備、心構
え、教員服務基準の遵守）
実習校、日程等個別指導

予習（教育実習に向けて準
備）に90分

第2回
実習前の不安と期待の共有
教育実習ノートの記入方法
評価と指導の一体化

復習に120分、予習に60分以上

第3回
教材研究の方法
基本技術（板書、話し方、発
問、机間巡視の方法、ノート
指導等）

予習（授業内容について理解
しておく、ノートにまとめ）
に180分以上

模擬授業の練習



第4回
教材作り
アクティブラーニング：学習
指導案に関する個別指導等を
実施する。

予習（学習指導案、教材準備
等）に180分以上

第5回
模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別指
導、礼状の書き方

お世話になった学校にあ
ててお礼状を書く。

予習（学習指導案、教材準備
等）に180分以上

第6回
教育実習体験の発表準備
教育実習体験の発表準備
次回の合同報告会の準備

各自の教育実習報告を実
施し、報告会にむけて準
備する。

予習（教育実習体験の発表準
備のため）に180分以上

第7回 教育実習体験の発表 各自の教育実習報告を実
施する。

予習（教育実習体験の発表準
備のため）に180分以上

第8回 １，２年生合同 教育実習報告
会

復習まとめ（教育実習ノート
等の整理）に180分

教科書
必要に応じて資料を配布する
参考書
小学校 学習指導要領の展開 明治図書
家庭科教育法 高陵社書店
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。レポート・課題等100％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にする。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、課題等の対策につながるものとなります。
授業への積極的な取り組む態度が 後の教育実習の成果になるものと期待します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、講義終了後 適宜受け付けます。 9号館3階 第６研
究室に来てください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C472



講義コード 30840001
講義名 教育実習（家庭）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 前期
講義区分 実習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

高等学校等で家庭科の授業を担当した経験をもとに、実践的な授業を
展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
家庭科とは、家庭生活を中心とする人間の生活に必要な諸事項のうち、学校において計画的に指
導する必要のあるものを系統的に編集した教科ともいえる。そこで、教育実習では、児童・生徒
を取り巻く課題を踏まえ、家庭科教諭としての使命や職務内容の重要性を理解させ、学校におい
て「人間生活に関する指導」が学校教育活動の中で実施できるように試みる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、生活科学の基礎となる衣食住に
関する基本的な事柄について、科学的に理解する。そこで教育実習に向けて、積極的な取り組み
を望み、教員としての自覚を身に着けることをめざす。
到達目標
家庭科教諭として、児童・生徒の体験・経験を踏まえた授業内容を実践できるような知識、技術
を習得する
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

橋
本
ま
さ
子

授業計画、評価方法
教育実習の目的、準
備、心構え、教員服務
基準の遵守
実習に臨むにあたって
の不安と期待
各自の実習予定と個別
指導時間の調整

復習120分以上：教育実
習準備

第2回

橋
本
ま 教育実習日誌の記録方
法

より良い教育実習記録日誌を作成
するための工夫についての情報交

予習60分：資料を読んで
おく、復習120分以上：



さ
子

換をする。 教育実習準備

第3回

橋
本
ま
さ
子

教材研究の方法
基本技術（板書、話し
方、発問、指名、机間
巡視、ノート指導）

予習60分：資料を読んで
おく、復習120分以上：
教育実習準備

第4回

橋
本
ま
さ
子

模擬授業
学習指導案に関する個
別指導

予習60分：資料を読んで
おく、復習120分以上：
教育実習準備

第5回

橋
本
ま
さ
子

教育実習への準備
礼状の書き方

予習60分：資料を読んで
おく、復習120分以上：
教育実習準備

第6回

橋
本
ま
さ
子

3週間の教育実習
予習60分：教育実習ノー
トの記入指導、復
習120分：実習に向けて
の準備

第7回

橋
本
ま
さ
子

教育実習体験の発表準
備

各自の教育実習報告を実施し、反
省会にむけての資料の参考にする
ための情報交換を実施する。

予習60分：教育実習ノー
トまとめ、
復習120分：発表会（報
告会）の準備

第8回

橋
本
ま
さ
子

教育実習体験の発表
他者評価と自己反省

予習120分以上：発表会
の準備
復習60分：総まとめ

教科書
随時資料の配布
参考書
家庭科教育法 高陵社書店
家庭科の指導 建帛社
新しい家族関係 建帛社
衣生活概論 井上書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 課題30％、模擬事業評価30％、レポート40％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
実習ノートは提出後、コメント等を入れて返却する。教育実習に活用できる教材等はノートに添
付しておくと良い。
履修のポイント
教育実習を成功させる
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）授業終了後、随時 9号館2階 第5研究室
科目区分



教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C454



講義コード 30850001
講義名 栄養教育実習事前・事後指導（栄養）R4入
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教諭として必要な資質・能力として基礎的な知識を身に着ける。教育実習における学習指導
案、指導用教材の作成技術・授業の技術を身に着けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄
養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」にかかわる現場で実践的に活用し、また問
題を解決できる能力を習得する。将来的には取得した資格を生かせることをめざす。
到達目標
栄養教育実習に対応できる資質・知識を身に着ける。実習校で教諭として対応できる態度等を身
に着ける。児童生徒とのかかわり方を理解し、教育実習を成功させる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

授業計画、成績評価
教育実習（目的、準備、
心構え、教員服務基準の
遵守）
実習校、日程等個別指導

教育実習に向けて準備
に180分

第2回

実習前の不安と期待の共
有
教育実習ノートの記入方
法
評価と指導の一体化実習
前の不安と期待の共有
教育実習ノートの記入方
法

教育実習の心構え等について問題
定義して話し合いを行う

前回の授業内容について理
解しておく、ノートにまと
めておく180分以上



評価と指導の一体化

第3回
教材研究の方法
基本技術（板書、話し
方、発問、机間巡視の方
法、ノート指導等）

前回の授業内容について理
解しておく、ノートにまと
めておく180分以上

第4回
模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別
指導

それぞれの模擬授業を聞いて情報
交換を行う

学習指導案、教材準備等
に180分以上

第5回

模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別
指導
礼状の書き方

お世話になる学校にあててお礼状
を作成する。

学習指導案、教材準備等
に180分以上

第6回
教育実習体験の発表準備
教育実習体験の発表準備
次回の合同報告会の準備

教育実習体験の発表準備の
ために180分以上

第7回 教育実習体験の発表
各自の教育実習報告を実施し、よ
り良い用報告会のための準備のた
めの情報交換を実施する。

事前準備のために180分以
上

第8回 １，２年生合同 教育実
習報告会

まとめ（教育実習ノート等の整
理）

事前準備のために180分以
上

教科書
必要に応じて資料で対応する
参考書
栄養教諭論 理論と実際 建帛社
栄養教諭はなにをすべきか ぎょうせい
栄養教諭 養成における 実習の手引き 東山書房
新時代の栄養教諭実践 同文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。レポート、課題等で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却後学習の参考にする。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、課題等の対策につながるものとなります。
授業への積極的な取り組む態度が 後の教育実習の成果になるものと期待します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、講義終了後 適宜受け付けます。 9号館３階 第６研
究室にきてください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C414



講義コード 30850002
講義名 栄養教育実習事前・事後指導（栄養）R5入
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 橋爪 博幸 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教諭として必要な資質・能力として基礎的な知識を身に着ける。教育実習における学習指導
案、指導用教材の作成技術・授業の技術を身に着けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄
養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」にかかわる現場で実践的に活用し、また問
題を解決できる能力を習得する。将来的には取得した資格を生かせることをめざす。
到達目標
栄養教育実習に対応できる資質・知識を身に着ける。実習校で教諭として対応できる態度等を身
に着ける。児童生徒とのかかわり方を理解し、教育実習を成功させる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

授業計画、成績評価
教育実習（目的、準備、
心構え、教員服務基準の
遵守）
実習校、日程等個別指導

教育実習に向けて準備
に180分

第2回

実習前の不安と期待の共
有
教育実習ノートの記入方
法
評価と指導の一体化実習
前の不安と期待の共有
教育実習ノートの記入方
法

教育実習の心構え等について問題
定義して話し合いを行う

前回の授業内容について理
解しておく、ノートにまと
めておく180分以上



評価と指導の一体化

第3回
教材研究の方法
基本技術（板書、話し
方、発問、机間巡視の方
法、ノート指導等）

前回の授業内容について理
解しておく、ノートにまと
めておく180分以上

第4回
模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別
指導

それぞれの模擬授業を聞いて情報
交換を行う

学習指導案、教材準備等
に180分以上

第5回

模擬授業の練習
教材作り
学習指導案に関する個別
指導
礼状の書き方

お世話になる学校にあててお礼状
を作成する。

学習指導案、教材準備等
に180分以上

第6回
教育実習体験の発表準備
教育実習体験の発表準備
次回の合同報告会の準備

教育実習体験の発表準備の
ために180分以上

第7回 教育実習体験の発表
各自の教育実習報告を実施し、よ
り良い用報告会のための準備のた
めの情報交換を実施する。

事前準備のために180分以
上

第8回 １，２年生合同 教育実
習報告会

まとめ（教育実習ノート等の整
理）

事前準備のために180分以
上

教科書
必要に応じて資料で対応する
参考書
栄養教諭論 理論と実際 建帛社
栄養教諭はなにをすべきか ぎょうせい
栄養教諭 養成における 実習の手引き 東山書房
新時代の栄養教諭実践 同文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。レポート、課題等で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却後学習の参考にする。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、課題等の対策につながるものとなります。
授業への積極的な取り組む態度が 後の教育実習の成果になるものと期待します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（お昼休み）または、講義終了後 適宜受け付けます。 9号館３階 第６研
究室にきてください。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C414



講義コード 30860001
講義名 栄養教育実習（栄養）
(副題) 【教職必修（栄養）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 通年
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 無

実務経験のある教員の経
歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 野沢 弘子 指定なし
教員 橋本 まさ子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教諭として必要な資質・能力として基礎的な知識を身につけ、人間の生活に必要な諸事項の
うち、学校において計画的に指導する必要のあるものを系統的に実施する。そこで、教育実習で
は、児童・生徒を取り巻く課題を踏まえ、栄養教諭としての使命や職務内容の重要性を理解さ
せ、学校において「人間生活に関する指導」が学校教育活動の中で実施できるように試みる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
短期大学部生活科学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間のからだ」「食品」「栄
養」に関する学修を総合的に理解し、「健康・栄養」にかかわる事柄について、現場で実践的に
活用し、問題を解決できる能力を修得する。将来的には食の専門家として社会で生かせることを
めざす。
到達目標
栄養教育実習に対応できる資質・知識を身につける。児童・生徒の体験・経験を踏まえた授業内
容を実践できるような知識、技術を習得する。
児童生徒との関わりを方を理解し、教育実習を成功させることを目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回

○授業計画、評価方法
○教育実習の目的、準備、
心構え、教員服務基準の
遵守
○実習に臨むにあたっての
不安と期待
○各自の実習予定と個別指
導時間の調整

復習120分以上：教育
実習準備



第2回 ○教育実習日誌の記録方法 より良い教育実習日誌の書き方につい
て情報交換をする。

予習60分(資料を読ん
でおく)、復習120分
以上

第3回
○教材研究の方法
○基本技術（板書、話し
方、発問、指名、机間巡
視、ノート指導）

予習60分、復
習120分以上

第4回
○模擬授業
○学習指導案に関する個別
指導

予習60分、復
習120分以上

第5回 ○教育実習への準備
○礼状の書き方

予習60分、復
習120分以上

第6回
1週間（5日間）の教育実
習

復習、教育実習ノー
トの記入のため
に、1日120分以上

第7回 ○教育実習体験の発表準備 各自の教育実習報告をする。またより
良い報告会のための準備としての意見
交換を実施する。

予習60分、復
習120分

第8回 ○教育実習体験の発表
○他者評価と自己反省 予習180分以上

教科書
随時資料の配布
参考書
栄養教諭は何をすべきか ぎょうせい
栄耀教諭 養成における 実習の手引き 東山書房
新時代の栄養教育実践 同文書院
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 課題・レポート等で100％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で課題やレポートを課すことがあるので、返却後、学習の参考にする。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力になり、課題等の対応につながるので積極的な取り
組む姿勢が教育実習を成功させるものと期待します。
オフィス・アワー
月曜日12：30～13：20（昼休み）または授業終了後、随時 9号館2階 第5研究室
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CS-C455



講義コード 30870001
講義名 介護等体験実習（家庭）（R4入）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

学校現場での特別支援学級担任などの教員経験を活かし、 障がい
者，高齢者、支援を必要とする児童生徒との交流等から学ぶ姿勢を身
に付け、深められる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 田口 和人 指定なし
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
教職免許を取得するにあたり、「社会福祉施設等において障害者、高齢者等に対する介護や介
助、交流等の体験」が義務づけられています。この主旨は、教員を志望する者が介護等の体験を
通じて、「個人の尊厳や社会連帯の理念に関する認識を深めること」により、教員としての資質
の向上を図ろうとするところにあります。この主旨を十分に理解して、「体験実習」に望むこ
と。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、社会・環境・コミュニケーションについての
認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、自らの「資質・能力」を
高めることに努める。
到達目標
社会的弱者の存在や生活を認識・了解した教員像をめざすにあたり、①豊かな人間性とコミュニ
ケーション能力を有する教員、②幅広い視野と高い専門性を有する教員、③社会人としての優れ
た識見を有する教員、の三つの観点を到達目標とします。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
田口
和人
橋爪
博幸

社会福祉施設等での障害者・高齢者の実情を踏ま
え、介護や介助、交流等について学ぶ。

社会保障制度、社会的弱者の
実情について調べる。

第2回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第3回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。



第4回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第5回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第6回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第7回
田口
和人
橋爪
博幸

5日間の体験実習について報告する。 報告の準備をする。他の報告
者の話を聞く。

第8回
田口
和人
橋爪
博幸

特別支援学校での児童・生徒の学習や生活につい
て学ぶ。

社会保障制度、社会的弱者の
実情について調べる。

第9回 特別支援学校での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第10回 特別支援学校での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第11回
田口
和人
橋爪
博幸

2日間の体験実習についてレポートを提出する。 体験実習をよく振り返るこ
と。

教科書
事前指導においては、資料を配付します。
参考書
『新版・よくわかる社会福祉施設』全国社会福祉協議会
『特別支援学校における介護等体験ガイドブック フィリア』全国特別支援学校長会編
成績評価の方法・基準
体験実習先の評価による。
課題等に対する
フィードバックの方法
実習ノートを返却するので、それをもとに体験実習を振り返る。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日12：30～13：20（昼休み） 11号館第７研究室
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C437



講義コード 30870002
講義名 介護等体験実習（家庭）（R5入）
(副題) 【教職必修（家庭）】
開講責任部署 生活科学科
代表ナンバリングコード
講義開講時期 後期
講義区分 実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員の有
無 有

実務経験のある教員の経
歴と授業内容

学校現場での特別支援学級担任などの教員経験を活かし、 障がい
者，高齢者、支援を必要とする児童生徒との交流等から学ぶ姿勢を身
に付け、深められる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 田口 和人 指定なし
教員 橋爪 博幸 指定なし

授業の概要と教育目標
教職免許を取得するにあたり、「社会福祉施設等において障害者、高齢者等に対する介護や介
助、交流等の体験」が義務づけられています。この主旨は、教員を志望する者が介護等の体験を
通じて、「個人の尊厳や社会連帯の理念に関する認識を深めること」により、教員としての資質
の向上を図ろうとするところにあります。この主旨を十分に理解して、「体験実習」に望むこ
と。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、社会・環境・コミュニケーションについての
認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、自らの「資質・能力」を
高めることに努める。
到達目標
社会的弱者の存在や生活を認識・了解した教員像をめざすにあたり、①豊かな人間性とコミュニ
ケーション能力を有する教員、②幅広い視野と高い専門性を有する教員、③社会人としての優れ
た識見を有する教員、の三つの観点を到達目標とします。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
田口
和人
橋爪
博幸

社会福祉施設等での障害者・高齢者の実情を踏ま
え、介護や介助、交流等について学ぶ。

社会保障制度、社会的弱者の
実情について調べる。

第2回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第3回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。



第4回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第5回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第6回 社会福祉施設での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第7回
田口
和人
橋爪
博幸

5日間の体験実習について報告する。 報告の準備をする。他の報告
者の話を聞く。

第8回
田口
和人
橋爪
博幸

特別支援学校での児童・生徒の学習や生活につい
て学ぶ。

社会保障制度、社会的弱者の
実情について調べる。

第9回 特別支援学校での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第10回 特別支援学校での指導の下、「介護や介助、交流
等」に積極的に取り組む。

体験実習に向けて、予習・復
習をしっかりと行なう。

第11回
田口
和人
橋爪
博幸

2日間の体験実習についてレポートを提出する。 体験実習をよく振り返るこ
と。

教科書
事前指導においては、資料を配付します。
参考書
『新版・よくわかる社会福祉施設』全国社会福祉協議会
『特別支援学校における介護等体験ガイドブック フィリア』全国特別支援学校長会編
成績評価の方法・基準
体験実習先の評価による。
課題等に対する
フィードバックの方法
実習ノートを返却するので、それをもとに体験実習を振り返る。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日12：30～13：20（昼休み） 11号館第７研究室
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
CM-C437


	★表紙★
	30010001：歴史と文化
	ローカルディスク
	シラバス


	30020001：くらしとデザイン
	ローカルディスク
	シラバス


	30030001：人間と心理
	ローカルディスク
	シラバス


	30040001：くらしと憲法
	ローカルディスク
	シラバス


	30050001：現代社会と経済
	ローカルディスク
	シラバス


	30060001：くらしと統計
	ローカルディスク
	シラバス


	30070001：くらしと生命科学
	ローカルディスク
	シラバス


	30080001：くらしと化学
	ローカルディスク
	シラバス


	30090001：スタートアップセミナー
	ローカルディスク
	シラバス


	30100001：くらしと英会話
	ローカルディスク
	シラバス


	30110001：ことばと文化
	ローカルディスク
	シラバス


	30120001：健康とスポーツ
	ローカルディスク
	シラバス


	30121001：データサイエンス
	ローカルディスク
	シラバス


	30130001：生活科学概論
	ローカルディスク
	シラバス


	30140001：生活活動論
	ローカルディスク
	シラバス


	30150001：公衆衛生学
	ローカルディスク
	シラバス


	30160001：食品学
	ローカルディスク
	シラバス


	30170001：食品学実験Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30180001：食品学実験Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30190001：調理学
	ローカルディスク
	シラバス


	30200001：基礎栄養学Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30210001：基礎栄養学Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30220001：応用栄養学
	ローカルディスク
	シラバス


	30230001：応用栄養学実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30240001：基礎調理実習Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30240002：基礎調理実習Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30250001：応用調理実習Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30250002：応用調理実習Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30260001：マーケティング
	ローカルディスク
	シラバス


	30270001：人間関係
	ローカルディスク
	シラバス


	30280001：臨床心理学
	ローカルディスク
	シラバス


	30290001：生活環境論
	ローカルディスク
	シラバス


	30300001：コンピュータⅠ
	ローカルディスク
	シラバス


	30310001：コンピュータⅡ
	ローカルディスク
	シラバス


	30320001：家庭経営学
	ローカルディスク
	シラバス


	30330001：住居学
	ローカルディスク
	シラバス


	30340001：育児学
	ローカルディスク
	シラバス


	30350001：被服学及び実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30360001：解剖学
	ローカルディスク
	シラバス


	30370001：生理学
	ローカルディスク
	シラバス


	30380001：環境生理学
	ローカルディスク
	シラバス


	30390001：生化学
	ローカルディスク
	シラバス


	30400001：生理生化学実験
	ローカルディスク
	シラバス


	30410001：食品加工学
	ローカルディスク
	シラバス


	30420001：食品衛生学
	ローカルディスク
	シラバス


	30430001：食品衛生学実験
	ローカルディスク
	シラバス


	30440001：公衆栄養学概論
	ローカルディスク
	シラバス


	30450001：臨床栄養学概論
	ローカルディスク
	シラバス


	30460001：臨床栄養学実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30470001：スポーツ栄養学
	ローカルディスク
	シラバス


	30480001：スポーツ栄養学実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30490001：給食計画・実務論
	ローカルディスク
	シラバス


	30500001：校外実習Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30510001：校外実習Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30520001：栄養指導論Ⅰ
	ローカルディスク
	シラバス


	30530001：栄養指導論Ⅱ
	ローカルディスク
	シラバス


	30540001：学内実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30550001：栄養指導論実習
	ローカルディスク
	シラバス


	30560001：栄養教諭論
	ローカルディスク
	シラバス


	30570001：フードコーディネート論
	ローカルディスク
	シラバス


	30580001：フードスペシャリスト論
	ローカルディスク
	シラバス


	30590001：基礎ゼミ（橋本）
	ローカルディスク
	シラバス


	30590002：基礎ゼミ（橋爪）
	ローカルディスク
	シラバス


	30590003：基礎ゼミ（中島）
	ローカルディスク
	シラバス


	30590004：基礎ゼミ（井桁）
	ローカルディスク
	シラバス


	30590005：基礎ゼミ（宮本）
	ローカルディスク
	シラバス


	30590006：基礎ゼミ（小川）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600001：専門ゼミ（橋本）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600002：専門ゼミ（橋爪）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600003：専門ゼミ（中島）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600004：専門ゼミ（井桁）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600005：専門ゼミ（宮本）
	ローカルディスク
	シラバス


	30600006：専門ゼミ（小川）
	ローカルディスク
	シラバス


	30610001：オフィスワーク
	ローカルディスク
	シラバス


	30620001：医療経営学
	ローカルディスク
	シラバス


	30630001：社会福祉論
	ローカルディスク
	シラバス


	30640001：家庭の医学
	ローカルディスク
	シラバス


	30650001：医療保険実務
	ローカルディスク
	シラバス


	30660001：教師論（共通）
	ローカルディスク
	シラバス


	30670001：教育原論・教育課程論（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30680001：教育学（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30690001：教育心理学（共通）
	ローカルディスク
	シラバス


	30700001：家庭科教育法（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30710001：道徳理論・指導法（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30720001：特別支援教育論（共通）
	ローカルディスク
	シラバス


	30730001：教育方法・特別活動の指導法（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30740001：教育とICT活用
	ローカルディスク
	シラバス


	30750001：総合的な学習の時間の指導法（共通）
	ローカルディスク
	シラバス


	30760001：教育課程及び教育方法論（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30770001：道徳理論・特別活動論（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30780001：生徒指導・進路指導論（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30790001：生徒指導論（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30800001：教育相談（共通）
	ローカルディスク
	シラバス


	30810001：教職実践演習（中）（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30820001：教職実践演習（栄養教諭）（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30830001：事前・事後指導（家庭）（R5入学生）
	ローカルディスク
	シラバス


	30830002：事前・事後指導（家庭）（R4入学生）
	ローカルディスク
	シラバス


	30840001：教育実習（家庭）
	ローカルディスク
	シラバス


	30850001：栄養教育実習事前・事後指導（栄養）R4入
	ローカルディスク
	シラバス


	30850002：栄養教育実習事前・事後指導（栄養）R5入
	ローカルディスク
	シラバス


	30860001：栄養教育実習（栄養）
	ローカルディスク
	シラバス


	30870001：介護等体験実習（家庭）（R4入）
	ローカルディスク
	シラバス


	30870002：介護等体験実習（家庭）（R5入）
	ローカルディスク
	シラバス



